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     第一章　第一次ＥＥ買収戦


    



    　記者会見には、二五〇人を超える記者たちがあつまっていた。


    　ここ最近の会見では、経済記者だけでなく、ワイドショー関係や芸能関係の記者まで参加するようになっている。記者たちの種類を見ただけでは、もはや何のニュースになるのかわからない。


    　沙さ織おりの開会の挨あい拶さつのあと、居並ぶテレビカメラへ向かってスピーチを始めた。


    「われわれ革命部は、ＥＥ──エグゼスエレクトロニクスの買収を予定しています。ついては、ＥＥ株五〇・一％の取得を目指し、一株七五〇円にてＴＯＢを始める方針であることを、発表させていただきます。ＴＯＢの申し込みスタートは数日後。正式なＴＯＢ開始日は新聞などで公示いたしますので、今しばらくお待ちください」


    　会場からどよめきが巻き起こった。歓声ともため息ともつかない声だ。


    　──本当に大丈夫なのか……?


    　自分でスピーチをしているにもかかわらず、俺には不安があった。


    　エグゼスエレクトロニクス──通称ＥＥは、売上高一六兆七〇〇〇億円におよぶ世界的大企業である。世界売上高ランキングでは一四位。日本企業としては、五ご菱びし商事、トヨダ自動車に続き、第三位の業容を誇っていた。


    　ＥＥは世界に広がり、国内外に一〇〇〇社を超える子会社群を有する。グループ社員は四〇万人というとてつもないスケールだ。パソコン、家電、ゲームなど、ハードからソフトまで幅広い事業分野を併あわせ持つ、世界のエレクトロニクス産業の中核とも言えた。


    　そんな企業を買収しようというのは、もちろん莉り音おんの案だ。


    　なぜＥＥがほしいのかと言えば、答えはかんたん。アメリカ系原子力企業ウェスタンユニオンがほしいからである。ウェスタンユニオンは世界最大の原子力企業であり、去年、ＥＥによる大型買収で傘さん下かに入った企業だった。


    　なんでも新国家の防衛構想のひとつ──核兵器開発にあたって、ウェスタンユニオンはキーになる企業らしい。核兵器の開発は世間で言われているほど容よう易いではなく、多くの困難がともなう。もっともハードルが高いのは技術だけではない。その技術を活いかすための数千もの精密機器を仕入れることがきわめてむずかしいそうだ。


    　しかし世界最高レベルの核技術を有するウェスタンユニオンなら、さまざまな精密機器も開発しているし、外部から怪しまれずに仕入れることもできる。そんな企業だからこそ、莉音が白羽の矢を立てたのだった。


    　核開発を進めるために世界最大の原子力企業を得ようとし、そのために親会社である世界一四位の巨大グループを買収しようとする──なんかもう、発想がすごい。


    　用意していた台本通りのスピーチが終わると、記者たちは質問しようといっせいに手を挙あげてきた。壇上隅で司会進行を務める沙さ織おりが間近の記者から指名していく。


    　記者は立ち上がった。


    「東とう洋よう新聞、伊い藤とうです。エ、エグゼスエレクトロニクスと言えば、売上一六兆円を超える世界最大の総合家電メーカーです。今期は赤字とは言え、時価総額は一四兆五〇〇〇億円あるはず……。買収のアテはあるのですか?」


    「アテがあるから発表しているのです。この買収に革命部は自信を持っています」


    　資金のアテは知らない。


    　しかしこの買収案は、莉り音おんだけでなく、立たち花ばな社長も太たい鼓こ判ばんを押している。ＥＥを買収しようとしたのは莉音の発案だが、そのための知恵は立花社長が授けてくれたものだった。俺はまだどんな案なのか聞いていないが、立花社長の着想だからメチャクチャな話ではないはずである。


    　記者はつづける。


    「つまり資金のことです。どんなに少なく見積もっても、八兆円は必要かと。い、いや七五〇円でのＴＯＢなら……一〇兆円以上?　どうひねり出しても、革命部グループにそれだけの資金があるとは思えないのです」


    　俺は意味深な表情をよそおい、何度か軽くうなずいてみせる。


    　記者との距離感の取り方や息づかいは、完かん璧ぺきに身についてきた。こういう間合いは武道に通じているなと、ふと思った。


    「少し前、われわれがアクアスＴＯＢを遂すい行こう中、記者のみなさんは資金のアテを再三にわたって心配しました。それが杞き憂ゆうだったと今ではごぞんじのはずです。今回もまた取り越し苦労なのだと思いますね」


    「ＥＥは優良企業ですが、提示の七五〇円とはちょっと高すぎやしませんか?　採算、合うんですかね?」


    　ＴＯＢ予定価格の七五〇円は、あまりに高い。今の株式相そう場ばの四割増しだからだ。ここまで高い値段を設定しなくてもいいのではないかと俺の意見は伝えたのだが、莉音も立花社長も「これでいい」と言う。


    「話がくりかえしになってしまいますが、アクアスのときも同じ心配をされました。心配は無用です。私たちは自信を持っています」


    　余よ裕ゆうの表情で言うと、記者は礼を言って座った。


    　すぐに次の記者である。


    「ＮＢＮテレビ、稲いな垣がきです。ズバリ、資金の出元はスタインバーグですか?」


    「違います」


    　間かん髪はつをいれずに俺はこたえた。


    「では、どこが資金を出すのか教えてください。それから、どのような方法で調達するのか」


    「それは発表したいところなのですが、時機を見て適切に行おこないたいと考えています。ＴＯＢも数日後の予定なので、今はまだ明かすべきではないでしょう」


    　記者は食い下がってくる。


    「どの相手から資金調達するのかは、われわれがもっとも知りたいところです。ぜひ教えていただきたい」


    「お気持ちは十分にわかります。しかし今回のＴＯＢにあたり、ＥＥもさまざまな対応策を講じてくるでしょう。われわれとしては、ＥＥ側の対抗策が見えてくるまでは、できるだけ手の内を隠しておきたいのです。なんとかご理解いただければと……」


    　別の記者が指名され、立ち上がった。


    「テレビ日につ本ぽん、杉すぎ原はらです。ＥＥ買収を目指す理由はなんですか?」


    「ＥＥはハードウェアの世界的企業であり、一方の革命部はソフトウェアに強い企業です。この両者が合わされば、より高い次元のビジネス展開ができるものと確信したのです」


    　こればかりは正直、適当だ。


    　買収する理由は核兵器開発のためです……なんて言えるわけねえ!


    　だから、それっぽく聞こえる話をしただけである。第一、革命部がソフトウェアに強いのかどうか、なんとも微び妙みようだ。


    　記者は首をかしげる。


    「いささか取って付けたようにも聞こえます。ＥＥは家電が中心ですが、傘さん下かにコンシューマゲーム企業や映画企業も保有しています。それに家電の開発にも、今ではソフトウェアは欠かせないキーファクターです。ＥＥがソフトウェアに劣おとっているとは、とうてい思えないのですが……」


    　まったくそのとおりだ。反論のしようがない。


    　しかし俺は得意げな面おも持もちを演じ、とうとうと説明してみせる。


    「お話はごもっとも。しかしＥＥは、ソフトウェアをビジネスに活いかす力が弱いと考えているのです。革命部グループは『おりおんクローズ』に代表されるような、ソフトウェアの力を前面に押し立てたビジネスを展開しています。そんな私たちの力を、ＥＥのさらなる発展に活かしていけるものと考えているのです」


    　かなり苦しい言いわけだ。というか、言ってる俺自身が意味不明。本当にごめんなさい。


    　俺は澄まし顔だったが、内心は早く別の話題に移ってくれることを祈っていた。


    　どうせＭ＆Ａの理由なんぞ、ほとんどはこじつけなのだ。実質的には、儲もうかればなんでもいいというＭ＆Ａが多いのである。だがそんなことを口にしたら終わりだ。視聴者が期待する演出を貫つらぬかねばならない。


    　俺は沙さ織おりにチラと視線を送ると、沙織はうなずいた。


    　以い心しん伝でん心しん。なかば強引に、沙さ織おりは次の記者を指名してくれる。


    　それから一時間ほどにわたり、記者たちとの質疑応答をくりかえした。


    　ＥＥ買収発表に、最初はかなりの反発があるものと覚悟していた。ＥＥは日本を象しよう徴ちようするような大企業だから、買収発表に怒りを感じる記者もいるかもしれないと思ったのだ。


    　だが、不安は杞き憂ゆうだったようだ。記者たちは思っていたよりも落ち着いている。


    　まずまず穏やかな反応になりそうである。


    



    
      ◇

    


    



    　翌朝の新聞各紙は俺の記者会見を取り上げ、一定の疑念を並べつつも、中立的な姿勢を保たもっていた。


    　そして市し場じようが開くと、ＥＥ株価はすぐに値上がりを始めた。ＴＯＢの開始はまだ数日後だが、俺たちが示したＴＯＢ価格はかなり高い。だから、徐々に値上がっていくのは自然なことだ。


    　もともと規模が巨大なＥＥは、発行する株数が多い。そのため株価は暴ぼう騰とうするほどではなかったが、堅実な値上がりを見せていた。


    



    
      ◇

    


    



    　部室リビング、ミーティングに集まった皆の前。


    　莉り音おんは意気揚よう々ようと口にする。


    「ひとまず、緒しよ戦せんは成功ね。この調子で行きましょう」


    「これ、今日のネットニュースに出てた世論調査の速報だ。思ったほど国民の反発もなかったな」


    　俺はプリントアウトした紙を全員に配って渡す。


    　東とう洋よう新聞の世論調査の速報だった。明日の新聞紙面にも載るだろう。


    



    「革命部のＥＥに対するＴＯＢ、あなたは賛成ですか?　それとも反対ですか?」


    　賛成二三％　反対三五％　その他四二％


    



    　調査結果は、円グラフでカラフルに表示されている。


    　紙を眺めながら、沙織がポツリと感想をもらす。


    「反対してる人の方が多いわ。巳み継つぐが嫌われないか心配……」


    「いや、当初はもう少し反感を買うこともありえると思ってたんだ。ＥＥは、日本を代表するナショナルブランドだからさ。だいたい、グループ売上見込み五〇〇億円を超えたくらいの俺たちが、売上一六兆円を超えるＥＥを買収なんて、ふざけてるだろ?」


    　不安な様子の沙さ織おりに俺は説明した。


    　ちなみにアクアスは売上九三〇〇億円だが、俺たちの持ち株比率は一七％と少ないために、売上や利り益えきを革命部に連結する子会社ではない。


    　革命部グループ売上高のほとんどは速はや水み半導体工業のものだ。アクアスとの提てい携けいで『おりおんクローズ』の売上が一気に増えてきているといっても、まだスタートしたばかりの事業であり、現時点の売上見込みは五〇〇億円を超えた程度なのだった。


    「むしろ賛成二三％が多いくらいだよ。やはり民たみ草くさは、この俺のような大だい元げん帥すいの出現を待ちわびていたということだな。合衆帝国日本をひきいるときは近い……」


    　ニヤリと笑みを浮かべた恒こう太たに、沙織がピシャリと言い放つ。


    「あんたが記者会見やったわけじゃないでしょ!　それに、みんな恒太のことなんて知らないから」


    「あの……その他四二％の人って何ですかぁ?」


    　すっとぼけた柚ゆずさんが声を上げた。


    「ククク、潜在的な俺の支持者のことだ。俺が表舞台へ出て行くことをひかえているから、今はまだおおっぴらに賛成に回らないだけ。だがしかし、いずれ俺が登場すれば、彼奴きやつらはいっせいに賛成票を投ずることだろう。なぜなら、その方がドラマティックだからだ!」


    「そうなんですかぁ、なるほどです!」


    　柚さんは顔を輝かせ、うれしそうに両りよう拳こぶしをギュッと握りしめた。


    　いったい、どういうふうに理解したのだろうか……。


    　訂正しておこうかと思ったが、やめた。柚さんに正確なことを説明しても、どうせ別のかたちにカンチガイして理解するだけである。最初からカンチガイしたところで、あまり影響はない。


    「敵はグレート・ブリテンおよび北アイルランド連合王国!　なに、世界征服ごとき、真しん眼がんギガスの特殊能力を使えばものの一瞬だよ。まずはＥＥを買収し、核ミサイルをそろえるのだ」


    『グレート・ブリテンおよび北アイルランド連合王国』とはイギリスの正式名称である。恒太のなかでは、なぜかイギリスが敵らしい。


    　俺も沙織も、そんな恒太に突っ込みは入れなかった。


    　代わりに俺は、莉り音おんに聞いてみる。


    「でさ、そろそろ教えておいてくれよ」


    「うん?　何を?」


    「ほら、今回の作戦だよ。資金なんてないんだぞ?　アレだけ盛大にＴＯＢをぶち上げて、どうするつもりなんだ?　今回は立たち花ばな社長も関わってる作戦だから、まぁ比較的安心できるんだけど……」


    「ああ、作戦ね。巳み継つぐの記者会見が終わるまでナイショにしておこうと思ったの。そろそろ知っておいた方がいいかな」


    　莉り音おんはひとり、納得したようにうなずいた。


    「今回の作戦は、ひとことで言うと『空からＴＯＢ』ね」


    「空?　空って何だ?」


    「なんだかおいしそうだって思います」


    　あいかわらず柚ゆずさんの見当違いははなはだしい。


    「『空ＴＯＢ』っていうのは私の造語なんだけど……まぁつまり、その気はないＴＯＢ宣言ってこと。正直なところ、ＥＥの買収なんて今の私たちじゃ不可能に近いでしょ?　だから、本気じゃないってことよ」


    「本気じゃないって……だって巳継が記者会見であれだけ宣言してるんだよ?　今さら引っ込められるわけないじゃない」


    　沙さ織おりが常識的なことを指摘した。


    「引っ込める必要はないわ。ここ、誤解しないでね。大事なところだから。あくまで私たちは本気でＴＯＢの成立を目指すわけ。わかる沙織?」


    「え?　本気でＴＯＢするわけじゃないのに、本気でＴＯＢの成立を目指す……?　それって……どういう、こと……?」


    「ＥＥほど歴史がある日本の大企業っていうのは、株の持ち合いが入り組んでいて、現実問題五〇・一％の株式をあつめるのは困難がともなう。だから、たとえ一〇兆二〇兆の資金があったってＴＯＢを成立させることができるかどうか微び妙みようってわけなの」


    　莉音の話に割り込んで、すかさず恒こう太たが解説を始める。


    「株の持ち合いとは、企業同士がおたがいの株を持つことだ。たとえばエグゼスエレクトロニクスは日に本ほん火か災さい生せい命めいの株を三％持っているが、逆に日本火災生命はエグゼスエレクトロニクスの株を二％持っている。これが持ち合いと言われるものだ。おたがいの株式を持ち合うことにより、多少業績が悪化したくらいでは文句を言わない安定した株主で経営を固めることができる。この株は、俺たちがどんなに努力しても、どれほど高いＴＯＢ価格を提示しても、事実上、手にすることはできない」


    　莉音は感心したようにうなずいた。


    「そう。アクアスの場合は若い会社だったから、複雑な歴史もないしグループ企業もない。株の持ち合いなんてなかった。でもＥＥはいろんな政治的事情の絡からむ会社だから、持ち合いが盛ん。たぶんＥＥ株の三〇％くらいは、持ち合いでガチガチに固まっているはずよ。私たちは残りの七〇％から、五〇・一％をあつめなくちゃいけないわけ。だから買収を始めれば、アクアスのとき以上に株価が暴ぼう騰とうしちゃって、とほうもない資金量になるの。ＥＥ株主は全世界に三〇万人いるから、少なくとも二〇万人くらいにはＴＯＢに応じてもらわなくちゃ。そんなの、初めからむずかしいでしょ」


    「なるほど……そこまではわかった。いちおうＴＯＢ宣言は本当だし、成立を目指して努力はするわけだ。でも、現実的に成立は不可能だということか」


    　言いながら、俺は小さくうなった。


    　内心では不可能だと思いつつも、ＴＯＢを遂すい行こうする意志は持っている。まかりまちがってＴＯＢが成立したら、きちんと誠実に履り行こうするつもりはあるのだ。だからＴＯＢ自体に、ウソはない。ＴＯＢは成立したあとに、株主に対してお金を払い込む。だから、成立しなければお金はかからないことを応用したわけだ。まさかおおっぴらに発表したＴＯＢが、実質的には空から約束だなんて、そんなケースはいまだかつてなかったろう。


    「そういうことね。アクアスの一〇倍以上も巨大な複合企業体なんだし、さすがに私たちじゃ手に負おえないわ」


    「じゃあさ、どうして空ＴＯＢなんてしかけるんだ?　結局ＴＯＢできないんだったら、なんの意味もないだろう?」


    「おやおや、巳み継つぐはそのくらいのことも読めないとはな……」


    　恒こう太たが呆あきれたように口をはさむと、沙さ織おりはきびしい視線を向ける。


    「なによ、あんた知ってるの?」


    「かんたんだよ。教えてやろう。俺たちの力を誇こ示じするためだ。ふたたび民たみ草くさに話題を振りまいてやり、喜ばせてやる。それが俺の使命というもの」


    　莉り音おんがピシャリと否定する。


    「もう革命部は十分に有名なんだし、そんなことしても意味ないわよ。少なくとも革命部の知名度だけはＥＥに匹敵するからね」


    　そう言って、莉音はテーブルに身を乗り出す。


    「いいこと、よく考えてみて。私たちは、不可能と思われたアクアスＴＯＢを乗り越えたばかり。世間はみんな仰ぎよう天てんしたでしょう?　この流れなら今回の私たちのＴＯＢも、『革命部なら、もしかしたら成立させちゃうんじゃないか』ってみんな思うわけ。ＥＥの経営陣だっておんなじよ。持ち合いがあるから頭では五〇・一％をあつめるのは困難だとわかっていたとしても、深層心理では私たちのＴＯＢを恐れるの。次はどんな方法なんだって、経営陣はビクビクしてるはずだわ」


    　またもや恒太が追従する。


    「そのとおり。常識的に考えれば、まさか大々的なＴＯＢ発表が空手形だとは誰しも想像できまい。俺たちが相当な準備を重ねてＴＯＢに乗り出してきたと考えるのが普通だ。恐れるに決まっている」


    「あんた、ちょっと黙ってなさいよ」


    　沙織は強く言った。


    　俺はつっこんで聞いてみる。


    「そこまではわかった。たしかに、今ならＥＥ経営陣は恐れるかもしれない。……で、それにどんな意味があるんだ?」


    「覚えてる?　私たちがＥＥ買収に乗り出した大目標」


    　沙さ織おりは首をかしげつつ言う。


    「えっと……ミサイルの開発だっけ」


    「はい!　私たちのケータイを発売するんです」


    　柚ゆずさんは子供のように手を挙あげた。


    「核兵器。その開発のために、ＥＥが去年買収した世界最大の原子力企業ウェスタンユニオンがほしいんだ」


    　そう言った俺を、莉り音おんは指差してくる。


    「そう!　ウェスタンユニオン!」


    「ククク、核兵器開発は、世間で語られているほどかんたんではないのだよ。開発するためには、技術的な知識以上に、数千もの精密機器が必要不可欠。それを仕入れるためには、原子力業界で圧倒的な信用力のある企業が必要だ。いやむしろ、ウェスタンユニオン自体がさまざまな精密機器を開発・所持している。このウェスタンユニオンを買収することが、革命部の軍事的成功に大きく貢こう献けんするだろう」


    「それ、前に莉音が言ったことそのまんまじゃない。自分が考えたみたいにしゃべるのは止やめなさい。それから、黙ってなさいって言ったでしょ!」


    　沙織はするどい視線で恒こう太たをにらみつけた。


    　核兵器開発には二種類のタイプがある。このふたつは、まったく違う。


    　ひとつはプルトニウム型。技術的なハードルは比較的低いが、開発のために巨大で特殊な形状の再処理施設が必要不可欠となる。しかし、衛星が地球のすみずみまで監視する現代社会において、そんな設備を隠すことなど絶対に不可能なことだ。確実に核兵器開発が知れる。


    　もうひとつは濃のう縮しゆくウラン型。技術的ハードルはきわめて高いが、ウランを濃縮する遠心分離器と言われる設備は小さく、普通の建物のなかで濃縮処理を行おこなうことができる。洗濯機を一〇〇億倍ほど超高性能化したような装置で、そのなかでウランを音速よりも早く回すのだ。すると、濃縮されたウランができてくる。秘ひ密みつ裏りに開発するならこちらの方法しかないが、肝心の遠心分離器の組み立てには、膨ぼう大だいで特殊な精密機器が必要になってしまう。そういった機器類は各国や国連機関から動向が注目されていて、仕入れはむずかしい。だが、世界最大の原子力メーカー──ウェスタンユニオンを傘さん下かに入れているのならば話は早い。疑われる心配など無用で、どんな精密機器であろうとも、いくらでも自由に仕入れることができるというわけだ。


    　その目的は聞いている。


    　しかし今回の『空からＴＯＢ』が、どうしてウェスタンユニオン買収につながるのだろう。ＥＥを買収できないなら、なにも始まらないのではないか。その点を質問してみる。


    「そのウェスタンユニオンを手に入れるために、ＥＥに対する空からＴＯＢをしかけたってわけなのか?　どういうふうにつながる?」


    「買収される可能性を恐れたＥＥ経営陣は、なんらかのかたちで私たちにコンタクトしたがるはず。だからむこうからコンタクトがあればラッキー。数日待ってみてなんの応答もなければ、立たち花ばな社長が経けい団だん連れんを通して、ＥＥ社長にうまく話を持ち込んでもらう手はずになっているの。そこで交こう渉しように持ち込むわけ」


    「……な、なるほど……わかってきたぞ。ＥＥ経営陣はＴＯＢを恐れることになる。だからおたがい話し合いの席を設もうけて、妥だ協きよう点を探さぐる。俺たちがＴＯＢをあきらめる代わりの条件として……ウェスタンユニオンだけをＭ＆Ａさせてもらうわけだ」


    「さすが巳み継つぐ。冴さえてるわね」


    　莉り音おんはうれしそうにうなずいた。


    　そしてホワイトボードを向いてマジックを取り上げる。


    



    ■ＥＥ ＴＯＢの大目標


    　子会社ウェスタンユニオンを奪取すること


    



    ■そのための作戦


    　①ＥＥ本体に対する空ＴＯＢで、ＥＥ経営陣を揺さぶる


    　②買収を恐れるＥＥ経営陣とコンタクト


    　③ＥＥ本体のＴＯＢをあきらめる代わりに、子会社ウェスタンユニオンを売り渡してもらう妥協案に持ち込む


    



    「すごい筋書きだな……。『空ＴＯＢ』なんて思いも寄らないだろう。あ、だから立花社長はＥＥ株が値上がるから、株を買っておいてもいいと言ってたわけだ!」


    「そうそう。そりゃ私たちのＴＯＢ発表があれば確実に値上がるんだから、まぁ普通の経営者ならうまいことやっちゃうでしょ。べつに立花社長が空ＴＯＢをしかけてるわけじゃないんだし」


    　ふいに恒こう太たが話を制してくる。


    「待て、莉音。金きん融ゆう商品取引法二七条の一一第一項。『ＴＯＢ（公開買付）の撤回は、原則として禁止される』。一度ＴＯＢをしかけたら、やすやすと全面撤回はできないはずだ」


    　六法の条文をひとつひとつ知っているのは高校生にとって尋じん常じようではないが、恒太が本気で商法の勉強をしていることはたしかだった。むかしから恒太の記憶力は、常人の域を超えている。


    「あくまで原則としてね。実際には、敵側の防衛策次第で撤回はできる。でも今回は、ＴＯＢ宣言だけで引っ張るの。『ＴＯＢをやるぞ!』と脅おどしておいて、本当のＴＯＢに踏み切るのはできるだけ先に延ばすわけ」


    「ほう……口だけでかき回すわけだな……」


    「そうそう。できることなら、本当にＴＯＢに踏み切る前に交こう渉しように持ち込んでカタをつけたい。でもね、流れによっては、実際にＴＯＢに踏み切ることもありえる。その場合は、現実的な成立がむずかしいけれど、いちおうは本気で戦うわけ。そしてむこうの防衛策を看かん過かする条件として、ウェスタンユニオンの買収を引き出す方向ね」


    　俺はうなずく。


    「全体はわかった。ひとつ疑問なんだけど、ウェスタンユニオンだってデカイよな。妥だ協きよう案として買収に持っていくとしても……やっぱりお金はかなりかかるんじゃないか?」


    「ウェスタンユニオンは売上八八〇〇億円。ニューヨーク証券取引所上じよう場じよう企業。去年ＥＥが七〇・八％の株式を取得したときの価格は七八〇〇億円だったって言うから……その株式を譲ゆずり受けるならたぶん……九〇〇〇億円は見ておいた方がいいかしら。どうしてもほしいし、話をスムースに成立させるためにも一兆円程度は見ておいた方がいいわね。ううん、この妥協案を呑のんでもらえるなら、もっと払ってもいい」


    「その一兆円はどうするんだ?」


    「アクアス株一七％もあるし、業績も好調だし、今なら銀行から調達できるはず。それで乗り切りましょう。『おりおんクローズ』が順調に育てば、返済も可能だしね」


    「まぁ速はや水みしかないときでも二〇〇〇億円の調達ができたわけだからな。俺たちの資産価値は二兆円に迫ってるし、不可能じゃないだろう」


    　足を組んでえらそうに椅い子すに座る恒こう太たは、アゴに手をやり、怪しくほほえんだ。


    「ククク、シナリオ通りだ……ひとりでチェスをしているような気分だよ」


    　恒太の言葉に莉り音おんは笑う。


    「あはは、じゃあこんどは恒太にＥＥ社長をあやつってもらいましょう。そうすれば話が早いわね」


    「まかせておけ。俺のギガスは同時に六七三八人まであやつることができる。たかがひとりを意のままにすることなどたやすい」


    「ちょっと待て。それじゃ革命するなら、恒太に世界の主要人物をあやつってもらった方が早くないか?　ローザみたいな大富豪トップを一〇〇人も動かすだけで、どんな世界革命だって光の速さで実現するな」


    　おどけた口調で俺は言った。


    「おやおや、これは無ぶ粋すいなことを言う。いいか巳み継つぐ、道のりこそが人生だ。クリアしていないＲＰＧを『強くてニューゲーム』でプレーしてもつまらんだろう。充実したプロセスを歩まない夢に、いったいなんの価値がある?　断言しよう。なんの価値もないのだと!　この俺にいくら世界をあやつる力があろうとも、それを安あん易いに使わないことが俺の友情のあかしなのだと考えてもらいたい」


    「なんだかむずかしくてわからないところもありますが、素敵な話だって思います。道のりが大切なんだって思うんです」


    「柚ゆずさん、こいつに騙だまされちゃダメよ。バカの化け身しんみたいなヤツなんだから。ホント恒こう太たは、口先だけは百人前ね」


    　そう言って、沙さ織おりは大きくため息をついた。


    



    
      ◇

    


    



    「起きなさい、巳み継つぐ!　巳継!」


    　身体をはげしく揺さぶられ、俺の安眠は打ち砕かれた。


    　朝っぱらから俺の部屋までやってきて、けたたましいのは莉り音おんしかいない。


    　朦もう朧ろうとした意識のなか、薄目を開けて抗議する。


    「なんだよ……また新聞に何か書かれたのか……?」


    「そうよ。早く起きて」


    　俺は寝返りを打ち、莉音から遠ざかろうとする。


    「どうせ大した話なんかないだろう……。もう少し寝させて──」


    「起きろッ!」


    「いてッ」


    　丸めたボール紙のようなもので、思い切り頭をひっぱたかれた。


    　顔を上げると、新聞紙を筒つつ状にした武器だったらしい。小こ脇わきには新聞紙を何紙も持っていた。


    「部室行ってからでいいじゃないか……」


    　文句を言いつつ、俺はしぶしぶ起き上がった。莉音からふたたび新聞紙でムチ打たれたらたまらない。


    　莉音は無言で、抱かかえた新聞紙の束を差し出してくる。どうやら、目を通せということらしい。


    　バラバラと新聞各紙をベッドに投げ出し、俺は一紙めを手に取ってみる。


    　……。


    　…………。


    　………………。


    　俺の眠気は吹き飛んだ。


    　一面には、革命部を攻撃するひどい見出しが躍おどっていた。


    　東とう洋よう新聞、旭きよく日じつ新聞、中ちゆう京きよう新聞、日につ済さい新聞……次々と新聞を取り上げて見出しに目を通すが、どれも似たようなものだった。


    



    「世紀のハイエナ企業、革命部」


    



    「次の被害はＥＥか?」


    



    「不審な微笑ほほえみの羽は月づき社長」


    



    「ＥＥ社員『革命部許すまじ』怒りの告白」


    



    「関係者、革命部の裏側を暴ばく露ろ?」


    



    「羽月のバックは外資なのか」


    



    「日本中から反対の声湧わく」


    



    　まだ夢でも見ているのかと思うほど、深刻な状況であることはすぐにわかった。


    　さらに目を惹ひいたのは、でかでかと掲載されている俺のカラー写真の数々だ。意図していやな瞬間を載せたのではなかろうか。


    　たとえば、目を閉じた瞬間とか、軽い咳せきをした直後の変な顔の一瞬とか、マイクの陰になって顔が半分しか映っていないとか、わざとひどいカットを用もちいているようにしか思えないのである。痛烈すぎて乾いた笑いしか出てこないほど、目も当てられない一面写真の数々だった。


    　──これはひどい。


    　それが率直な感想だった。


    　急いで記事にも目を通していく。


    　記事の内容も、見出しからして推おして知るべし。


    　読んでいる間中、胸苦しさと、気持ちの悪さを覚えた。どの記事にも、行間からにじみでる悪意が感じられたからだ。


    　冒頭部だけは客観的な記述に見せかけている。


    　しかし記事なかばから、いかに革命部がまちがっている企業なのか、感情論まがいの論説が長々と展開されていた。


    　傑けつ作さくなのは、革命部の裏側を暴露という記事だ。


    　取材と称して、高校のクラスメイトらにインタビューしたらしい。本当かどうか知らないが、とにかく取材にこたえたという関係者は、「同級生Ａ」とか「クラスメイトＣ」という肩書きになっている。


    



    同級生Ａ「羽は月づきくんは信用できない。最近は近づく人も少ないんでは?」


    先生Ｂ「学校内では羽月の悪い噂うわさしか聞かない。素そ行こうがよくない」


    クラスメイトＣ「キレたときの羽月くんが怖いから、みな黙っています。ここ数日、とくに荒れていますね」


    



    　──待て待て待て。ここ数日、学校行ってねえ!


    　ＴＯＢの会見や準備や立ち回りで忙いそがしく、ここ数日は家と部室と東とう証しようの往復ばかりで、クラス自体に顔を出せていないのだった。


    　それに、とくに俺が嫌われているとは思えない。俺だって、べつにきらいな同級生はいない。そもそも俺は普通の学生とは言えず、同級生たちに悪感情を抱いだかれるほどコミュニケーションもしていなかった。


    　こんな記事は、信しん憑ぴよう性自体が怪しい。しかし、本当に同級生を追いかけ回して、たまたまネガティブなことを口にした部分を大幅に強調して使った可能性もある。


    　新聞社に「取材はウソだ」と抗議したところで、ウソであることの証明なんて実質不可能だし、どうにもなるまい。抗議などすれば、余計に新聞社の感情を害し、悪い記事になって跳はね返ってくるだけである。


    　別の記事に目を通してみた。


    　名も知らぬ文化人の時評コーナーにも、革命部のことが載っていた。


    



    「革命部のＥＥに対するＴＯＢを聞いた日の夜、私はあまりの怒りで眠ることができなかった。許しがたいことだ。ＥＥ買収にあたる羽月の説明……ソフトウェアに弱いＥＥを救ってやるなどという、度し難いカンチガイには唖あ然ぜんとさせられた。羽月は──」


    



    　記事は長々と続いていたが、すぐに読むのを止やめた。


    　今、目の前にしていること──その何もかもが信じられなかった。


    　まるで夢みたいだ。


    　ＴＯＢを発表して今日で三日目。部室で今後の方針を打ち合わせて二日目。


    　つい昨日までのＥＥ ＴＯＢ関連ニュースは、一定の疑念を抱きつつも、まだ中立的なニュースが多かった。ある程度は事実に近いことを報道していたように思う。


    　本当の本当に昨日まで、とくに注目するようなことなんてなかったのだ。誰もここまで革命部を非難していなかったし、日々たくさんあるニュースのなかに埋うずもれていた程度だった。


    　それなのに、朝になったら……。


    　──なぜだ!


    　一転して、世界がひっくり返ったようだった。並へい行こう世界にでも飛ばされてしまったのだろうか?


    「ど……どういうことだ、これ……」


    　誰にともなく俺が感想をもらすと、腕を組んで俺の様子を見下ろしていた莉り音おんが、冷静に口にする。


    「あきらかにおかしいでしょ。風向きが変わったなんてものじゃない」


    　俺はすがるように顔を上げた。


    「いったい、一晩で何があった?　どうしてこんなに変わる?」


    「誰かが情報操作をしかけてきたとしか思えない。ほとんどのマスコミの論調をここまでひっくり返せるとしたら……相当な政治力よ」


    「プロパガンダってやつ?」


    　俺は莉音が貸してくれた本の数々を思い出した。社長になった直後、勉強のために有名どころのビジネス書や経済本を読みはじめたのだが、俺が買ってきた本は「サラリーマンが読むものだ」と莉音から否定され、取り上げられたのだった。代わりに貸し与えられた本のなかに、プロパガンダ──つまり情報操作の仕組みを解説したものがあった。


    　莉音はうなずく。


    「そう思う。でも、こんなに力が強い人間がいるかしら……。東とう丈じよう会かいにだってとうてい無理よ」


    　視線を落とすと、目の前の新聞の調査結果が目に留まった。先日、俺がプリントアウトして皆に配った東とう洋よう新聞の世論調査だ。


    「東洋新聞の世論調査、また出てるな。ずいぶん反対が増えてる」


    　新聞を莉音に手渡した。


    



    東洋新聞世論調査


    「革命部のＥＥに対する、不意打ちのようなＴＯＢを、あなたは納得できますか?」


    　賛成一六％　反対五四％　その他三〇％


    



    「やっぱり、確実にしかけてきてるわね。まちがいない、これはプロパガンダよ。もう一度、その世論調査の質問を読んでみなさい」


    　莉音は苦笑しながら、新聞を返してきた。


    「うん?　革命部のＥＥに対する、不意打ちのようなＴＯＢを、あなたは納得できますか……なんか変だな」


    「二日前の東洋新聞はある?」


    「ああ、みんなにプリントアウトした紙がカバンのなかに入ってる。ちょっと待って」


    　立ち上がってカバンを取り上げ、グチャグチャになっていた紙を取り出した。


    「あった。えーと、質問項目……革命部のＥＥに対するＴＯＢ、あなたは賛成ですか?　それとも反対ですか……だってさ」


    



    「革命部のＥＥに対するＴＯＢ、あなたは賛成ですか?　それとも反対ですか?」


    　賛成二三％　反対三五％　その他四二％


    



    「革命部のＥＥに対する、不意打ちのようなＴＯＢを、あなたは納得できますか?」


    　賛成一六％　反対五四％　その他三〇％


    



    　並べてみると、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


    「ハハ、ホントだ。比べてみると、こいつはあきらかにひどいな」


    「でしょ。たった二日で世論調査の結果が変わるのは、それなりのカラクリがあるというわけ。同じ世論調査をするだけだったら、前と同じ質問でいいからね。わざわざ反対が多く出るように変えて質問してる。これは世論の操作を意図しないとできないわ」


    「この一連のプロパガンダ、ＥＥがしかけてるんだよな?」


    　そう聞くと、莉り音おんは首をひねる。


    「わからない。もちろんしかけてくる動機としてはＥＥが一番ありえるんだけど……でもね、ＥＥはきわめてオープンな社風で有名なのよ。経営陣は全員社内からのサラリーマン上がりだし、情報公開もきっちりしてる。こういう豪腕をふるえるＥＥの役員なんてちょっと想像つかないわ」


    「それでも、やっぱりＥＥしか考えられないぞ。社長なのか副社長なのかマーケティング担当者なのか……ともかく、ＥＥの役員って日本だけで八〇人くらいいるだろ。世界中、社員まで含めたら四〇万人いるんだ。マスコミ各社にコネクションを張り巡らせている人間がいるのかもしれない」


    「そうね……。こんなに政治的な反撃ができる人物がいるなんて予想外だった。正直なところ、ちょっとＥＥをなめてたわ。まずはそれを認めなくちゃならない。図ずう体たいが大きいだけで、クリーンなお坊っちゃま集団くらいに考えてた」


    　莉音の話はよくわかった。ＥＥは歴史の長い日本企業だけに、役員も全員サラリーマンから上がってくる。要は、社長といえど安定した路線を勝ち上がってきただけであり、みな役人のような手堅さも持っているのだ。


    　これがたとえば、立たち花ばな社長や速はや水み社長になると様相が異なってくる。彼らは裸一貫で企業を創業し、血を吐きながら育て上げてきた経営者だ。社会の裏表も実体験しているし、相応の経験も積んでいる。そんな彼らには、多少の荒っぽいことも許容できる度量がある。


    　いわば、創業経営者の持つそういう度量──世せ知ちに長たけた部分が、ＥＥとは結びつかないのだった。


    　情報操作は、世間知らずには無縁の代しろ物ものだ。度量なくしてしかけることはできない。


    　だがＥＥ側にそんな豪腕をふるえる人間がいるのなら、俺たちも指をくわえて見ているわけにはいかなかった。


    「どうする?　どんな手が打てる?」


    「相手の力量が相当なものであることはわかったけど……できればもう少し、相手の力を見極めたいわね……。単に巨額のお金をばらまいただけという可能性もあるの。その場合の効果は一瞬だからね。すぐに跳はねっ返りの記者が別のことを書き出すから。でも、本当に権力を持っている相手ならそうもいかない。そこを判断しなくちゃ」


    「わかった。一日、二日待とう。その間、立たち花ばな社長に相談に行ってみようぜ」


    「そうね。今日、行きましょう。きっと予想外のはずよ」


    「それからもう一度、俺が記者会見を開いて様子をうかがってみるのも効果的かもしれないな」


    　そんな俺の提案に、莉り音おんは苦しそうな顔をした。


    「……状況を見極めるにはとても助かるけど……この流れで巳み継つぐに記者会見を開かせたくないわ」


    「大丈夫。やるよ。やらなくちゃいけない。その反応を見て作戦を練ねり直そう」


    「……でもね」


    　莉音が何か言おうとしたとき、莉音の携帯が振動した。


    　すかさず取り上げた莉音は、すばやく俺に口にする。


    「立花社長から」


    「ずいぶん早いな。まだ七時前だぞ」


    　莉音といい立花社長といい、一流になるとやはり違う。その点、叩たたき起こされるまで寝ていた俺はなんだろう……。


    　携帯を耳に当てた莉音は話しだす。


    「おはよう」


    　わずかに立花社長の声がもれてくるが、ほとんど聞き取れない。


    「うん、起きてた。大半の新聞も見てる。さすがにビックリしちゃった」


    　おそらく、すぐに出かけることになるだろう。莉音の声を聞きながらベッドから立ち上がった。


    　パジャマを脱ぎ捨て、急いで着替えはじめる。


    「うん、うん。今、巳継と一緒」


    　無造作に投げ出していたジーパンをはく。会見の予定はないから、今日は動きやすい方がいい。万一都内でなんらかの予定が入れば、そこでスーツを買いそろえたっていいのだ。


    「わかった。じゃあ九時に渋し谷ぶやのメイプルハウスで」


    　莉り音おんは携帯を切ると、ちょうど私服に着替えた俺の手を取った。


    「さ、行くわよ。すぐに出ましょう」


    　渋しぶ谷やまで一時間半……いや、二時間近くかかる。今すぐに出れば九時までには着けるだろう。


    　俺たちは急せき立てられるように家を飛び出した。


    



    
      ◇

    


    



    　待ち合わせの喫茶店に着いたのは八時五〇分。すでに立たち花ばな社長は待っていた。


    　アクアスはまだ始業前。朝早くから打ち合わせなんてことが、切迫感を伝えてくる。


    　テレビモニタではスポーツニュースが流れていた。


    「お待たせ」


    「おはようございます」


    　俺たちは挨あい拶さつしつつ腰かけた。


    　手早く注文を済ませ、莉音が切り出す。


    「すんごい情報操作が始まったわね」


    「プロパガンダ戦争、いや、これは戦争にもならんか……。一方的な殺さつ戮りくだな……。まずは謝あやまらせてもらおう。この状況は、ぼくのアドバイスがイージーゴーイングだったことによる。すまなかった」


    「そんなことない。私も、まったく想像してなかったもの。だいたい、ＥＥがこんな手を打ってくるなんて普通は予期できないし」


    「ぼくも経けい団だん連れんを通して、ＥＥの上層部とは顔見知りなんだ。しかし、こんな荒っぽい方法を取れる印象はなかった。反対運動くらいなら織り込んでいたけれど、まさか新聞全紙を統制してくるとは……」


    「一時的なものだと思う?　私はもう少し様子を見ないと、その辺の確信が持てないんだけど。単にお金をばらまいただけなら、この攻撃、そんなに長くは保もたないはず」


    「ぼくも同じ考えだ。今日始まったばかりだから、どの程度までむこうが戦線を維持できるのかわからない。だがね、こいつはかなりの権力が絡からんでないとできないぞ」


    　二人の会話に俺が口をはさむ。


    「参考までに教えてください。たとえば立花社長なら、同じ方法で攻撃できますか?」


    「ぼくかい?　うーん……」


    　立花社長は顔をしかめ、頭をひねった。


    　ウェイターがやってきて、俺にコーヒー、莉音にレモンティを置く。去りぎわ、ウェイターはしきりに俺の顔を気にし、チラチラのぞいた。気にしたら負けなので、俺はウェイターを見やりもせず、おもむろにコーヒーを取り上げた。


    　腕を組みながら、立たち花ばな社長はゆっくり考えるように話してゆく。


    「こんなに徹底するのは、とうてい無理だろうな。もしぼくがよっぽど激怒したら、大金を流して二、三局のテレビを誘導するくらいはするかもしれないが……やっぱり効果は一時的なものだよ。だが、今回の相手はレベルが違う。すべての新聞が示し合わせたように、一いつ糸し乱れず論陣を張ってきた。ここまで統制できるなら、世論はすぐに誘導されるだろう」


    「そうよね……。私たちの敵は、本当にＥＥなのかしら……」


    　ポツリと莉り音おんがつぶやくと、立花社長は我が意を得たりといったふうにうなずいた。


    「それだ。ぼくも考えていた。敵は相当な権力だ。企業のネームバリューを背景にした権力とはまた違う。何か別の力が働いている可能性を視野に入れておいた方がいい」


    　ちょうどそのとき、スポーツニュースが終わり、ワイドショーの芸能ニュースが始まった。キャスターの声が店内に響く。


    『革命部による突然のＴＯＢ問題で、本日早朝、佐さ川がわ農林水産大臣が異例のコメントを発表しました』


    　俺たちは、いっせいにモニタをふりむいた。


    「ＴＯＢ問題」などという言い回しは、まるで重罪でも犯したようだ。


    　スタジオが切り替わりテレビに映ったのは、よくテレビにも登場する有名な政治家──佐川大臣。どら声で鼻息を荒らげる。


    「誠まことに遺い憾かんですな。金があれば何をやってもいいんだという風ふう潮ちよう、実に遺憾ですな。金さえあればＥＥが買える、トヨダが買える、日に本ほん郵ゆう成せいが買える……そんなことではイカンですよ。金などより大切なものがあるということを私は訴うつたえたい。だってアレ、一六歳の若者ですよ?　嘆なげかわしい。我が国の将来のためにも、こういう悪の流れは断ち切っておかねばなりませんな」


    　議論のすり替えである。「金などより大切なものがある」などというのは関係ない。視聴者の感情に訴えやすい言葉を使っているにすぎない。しかも今回の話に、なぜ農林水産大臣がコメントするのかが謎なぞだ。農林水産省とはまったく関係がないはずである。


    　立花社長は乾いた声で笑う。


    「ハハハ、台本通りなことを言う。この男には、ぼくも献けん金きんしたことがあるよ。今回はいくらもらったんだ?」


    「ひどい言いぐさですね。『悪の流れ』なんて……。こいつはどこまでＴＯＢの知識があるんだろう?」


    　俺が言うと、立花社長は苦笑した。


    「ＴＯＢのＴの字も知らないさ。でも佐川って政治家は、成り行きを見極める目には長たけている。世渡りは天才的な男だよ」


    　モニタからくりだされる佐川の暴言を、俺たちはしばらく聞いた。


    　佐さ川がわの顔が画面から消えると、莉り音おんが立たち花ばな社長へ視線を戻す。


    「ここから、どんな方法があると思う?」


    「ひとつは撤退だ。しかし言われっぱなしで撤退すれば、傷は取り消せないぞ。当分は悪評がついて回ることを覚悟しなくちゃならない」


    「そうよね。ここで引けば、むこうの言い分を認めることになっちゃう。それはできない。革命部の名めい誉よにかけて」


    「絶対できませんね。革命部の名誉にかけて」


    　俺も強い口調で莉音に同意した。


    「ふむ、それなら現状を維持して押し切るしかあるまい。この道は一本道。前か後ろにしか道はないんだ」


    　莉音と俺は深くうなずく。


    「行きましょう」


    「ああ、行こう」


    「ただし、言われっぱなしになるのは避けないと。記者会見を開いて、こちらの言い分を伝えておかねばならないだろう。もちろん会見では揚あげ足あしを取られるし、さらに悪意ある記事に発展するかもしれない。会見での話は慎しん重ちように行おこなう必要がある。それでも前へ進むなら、自分たちの立場は説明しておかなくちゃならないことだ」


    「わかりました。最さい善ぜんを尽くします」


    「記者会見後の反応で、相手の力を推おし量はかることもできるわね」


    「そうだな。まずは敵を知らないと対策の立てようがない。がんばるよ」


    「……うん、お願いね」


    　莉音は俺の手に手を重ねてきた。


    　切せつ羽ぱ詰まった顔は莉音に似合わない。こんどの会見で、できるだけのことはしよう。
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    　船せん舶ぱく事業の打ち合わせのため品しな川がわへ向かった莉音と別れ、俺は事務所に取って返していた。記者会見用のスピーチ原稿をよく練ねる必要がある。


    　今までと違い、こんどの会見はかなりはげしい質問が浴びせられるに違いない。


    　だからこそ、記者に細かいところで揚げ足を取られないよう、注意深く言葉を選んで台本を用意する必要があった。


    　部室に帰り着くと、リビングでは沙さ織おりが立ったまま、悲しそうな表情でテレビを眺めている。


    「あっ、巳み継つぐ」


    　俺に気づいた沙織はあわててテレビを消してしまった。


    「ＴＯＢのニュースだろ?　見せてくれ。チェックしないと対策が取れない」


    「で、でも……」


    　沙さ織おりはリモコンを背中に回し、うつむいてしまう。


    「スピーチ原稿を書かなくちゃならないんだ。見たくないからって、当事者の俺が見ないわけにはいかないだろう?」


    　言いながら俺は手を出して、沙織にリモコンを渡すようにうながした。


    　しかし沙織は視線を落としたまま沈黙してしまう。


    　沙織には可哀相かわいそうだが、俺はテレビに直接手を伸ばし、電源を入れた。


    「あっ」


    　沙織は小さく叫んだが、さすがに俺がつけたテレビをリモコンで消すようなことはしなかった。観念したのか、リモコンをテーブルの上に置く。


    　モニタから飛び込んできたのは、気勢を上げる老ろう若にやく男なん女によの声。


    「スタインバーグに日本を売り渡すなー!」


    「売り渡すなー!」


    「スタインバーグは出て行けー!」


    「出て行けー!」


    　それは、よくわからない集団が一列に並び、横おう断だん幕まくを手に気勢を上げている抗議集会のニュース映像だった。場所はおそらく日ひ比び谷や公園。


    　居並ぶ年齢層はまちまちで、服装も何もかもがテンデンバラバラだった。大学生くらいの青年や、太ったおばさん、よれよれのスーツを着込んだ中年男性、果てはしわがれたお爺じいさんまでいる。統一性のカケラもなかった。


    「ハゲタカは世界の敵だー!」


    「世界の敵だー!」


    「羽は月づきは引退しろー!」


    「引退しろー!」


    　横長い横断幕を片手に綺き麗れいに整列し、もう一方の手にはプラカードを持ったり、拳こぶしを振り上げたりしている。テレビカメラがなめるようにその映像を映し出していた。


    　──こいつら……どんな集団なんだ?　いったい、どこからあつまってきた?


    　まったくもって、わからない。


    　俺と沙織はリビングに二人、無言で立ちつくして映像を見つづけた。


    　抗議集会では、すっかりスタインバーグのせいになっていた。


    　抗議の内容自体は陳ちん腐ぷ極まる。


    　しかしテレビモニタを通せば、ズラリと並ぶ人々の映像は壮観だ。メディア向け演出としてはかなり効果的だった。


    　革命部の資金源はスタインバーグではない。俺たちはスタインバーグから出資してもらったこともなければ、資金を借り入れたことすら一度もない。共同でアクアスを買収しただけの、対等なビジネスパートナーだ。


    　しかし敵は、俺たちとスタインバーグが蜜みつ月げつの関係にあるように見せかけたいようだった。これにはふたつの意味があると俺は思った。


    



    ①俺たちの資金の出元がスタインバーグであると敵は考えていて、その大本を潰つぶしておこうという作戦。


    



    ②すでにアクアスを通して提てい携けいしている俺たちとスタインバーグの仲を裂いて、内ない紛ふんを誘発しようとする作戦。


    



    　①だけなら相手の見当違いだから大して怖くはない。


    　しかし②は辛つらいところだった。抗議行動は、スタインバーグ財ざい閥ばつにとって寝耳に水の話だ。身に覚えもないのに、一方的に攻撃に晒さらされて、気持ちのいい人間などひとりもいない。


    　どんなにまちがった流れであれ、この抗議行動は俺たちが誘発したものだ。少なくともローザは快こころよく思わないはずである。俺が逆の立場だったとしても、不快に感じるだろう。


    　どこにぶつけていいかわからない腹立たしさで、喉のどがカラカラだった。たまに胃液が逆流しているのが感じられ、吐きそうになる。だが、沙さ織おりに察せられるわけにはいかない。


    　画面がＣＭに切り替わった。


    　黙っていると余計に辛くなるだけなので、沙織を心配させまいと、できるだけ明るい表情をよそおって言う。


    「柚ゆずさんと恒こう太たは?」


    「柚さんはジュースの仕入れ交こう渉しようで八はち王おう子じに行ってる。恒太なら、二階でショップの選別作業……」


    「そっか」


    　別の話題を振ろうと思ったのに、とっさに思い浮かばない。思考能力まで落ちているようだ。


    「なんだか、今日のテレビや新聞、ひどくない?　ううん、絶対おかしいわ」


    　情報操作が始まったのは今朝からだ。報道の豹ひよう変へんぶりに、沙織はびっくりしたことだろう。


    「沙織はなにも心配する必要はない。大丈夫だ」


    　安心させようとしたが、沙織は首を振る。


    「だって巳み継つぐが攻撃されてるんだよ?　それに、このワイドショーではローザさんが攻撃されてる。こんなの変よ」


    「それは沙織がなかにいるから変だと感じるだけさ。一般の視聴者は変だなんて思わないよ」


    「だったらなおさら物ぶつ騒そうでしょ。こんなことってあるのかしら」


    「明日、記者会見をする予定なんだ」


    「えっ?　や、止やめた方がいいよ……」


    「彼らがまちがっていることをきちんと話しておかなくちゃな。沙さ織おりが心配することはないんだ」


    「……だったら、私も一緒に行って司会するね。側そばについてるから」


    「いや、俺ひとりでいい。そんなに大きな会見じゃないから。ＥＥのＴＯＢを予定通りつづけることと、今の報道はまちがいであることを言うだけさ」


    　沙織の気持ちはうれしいが、参加させたくなかった。沙織の不安通り、今までのような普通の会見ではないのだ。


    　怯おびえた様子で沙織は身を縮ちぢめる。


    「ひとりで……大丈夫?　なんだか、もっと巳み継つぐが攻撃されそうで怖い……」


    「問題ない。沙織は事務所にいてくれ。今までと同じ、単なる記者会見だよ。もう慣れた」


    　努めて明るく俺は言った。


    「で、でも……」


    「こういう一方的な報道は訂正しておかなくちゃ。このまま放置した方がマズイからな」


    　ふいに沙織が俺の側に寄ってきた。そして、静かに俺の肩へ顔を寄せてくる。


    　トン、と沙織のおでこが肩に触れた。


    「私は……私は、ずっとずっと巳継の味方だからね……」


    　俺は沙織の肩に手を回し、安心させるように軽く叩たたいてやった。沙織は何も言わず、俺におでこをすり寄せるだけだった。


    　そんな沙織を守りたい気持ちが、この情報操作をしかける敵への怒りを増ぞう幅ふくさせた。しかし肝心の敵──この状況を作り出す敵が、誰なのかわからない。そのことが、いっそう苦痛となって俺の身を締め付けた。革命部を追いやる今の状況に、胸苦しい思いで押しつぶされそうだった。苦しくて辛つらくて、腹のなかが気持ち悪い。


    　敵がわからない戦いが、こんなにも苦しいものだとは知らなかった。


    　速はや水みの株買い占めでは、速水社長がターゲット。


    　銘めい広こう社しやの再建では、東とう丈じよう会かいがターゲット。


    　アクアスのＴＯＢ戦では、立たち花ばな社長がターゲット。


    　だが今回は、敵が定まらない。たしかに誰かが、俺たちを狙ねらい撃ちしてきている。しかし、誰かはわからない。俺たちは初めて、敵が見えない恐怖を感じていた。


    



    
      ◇

    


    



    　時刻はそろそろ夕刻にさしかかろうとするころ、俺は四苦八苦しながらリビングの隣室──サーバールームにこもり、明日のスピーチ原稿を書いていた。


    　ひとり悶もん々もんと悩む作業には、手て狭ぜまなここがちょうどいい。文もん言ごんを考えるほどに悩みは深まり、消しては書き直すのくりかえし。


    　おそらく明日の会見は、今までのどんなものよりも困難で、重要なものだと予想された。それだけに、ミスがあってはならない。


    　一息入れるためコンビニでも行こうかと思った矢先、突然、外からシュプレヒコールが飛び込んできた。羽は月づきとか革命部とかの単語が聞こえるから、どうも俺たちのことで騒いでいるらしい。


    　──さて、何だろう?


    　玄関に行き、俺は少しだけ顔をのぞかせてみた。


    「……」


    　予想外の出来事に絶句した。


    　さきほどテレビで見たのと同じような、横おう断だん幕まくを掲かかげた一団が、学校外の壁ぎわにズラリと並んでいるのだ!


    　老ろう若にやく男なん女によ、年齢層から服装までバラバラなのも、おんなじだ。


    　二、三のテレビ局も取材にやってきているようで、抗議の模様を撮影していた。この映像は今晩のニュースで流れるのだろうか。


    　ちょうど学校帰りの生徒の波と重なり、あたりは騒然としている。生徒たちも大いに迷惑しているようだったが、その生徒たちの怒りも、やがて事態の張本人である俺たちに向けられるに違いない。


    　横断幕には「スタインバーグ断固阻そ止し」と大たい書しよされている。


    　集団は血気さかんに、拳こぶしを振り上げながらさけぶ。


    「革命部はＴＯＢを取り下げろー!」


    「ＴＯＢを取り下げろー!」


    　代表らしき人間がさけぶと、まわりの人間たちは拳やプラカードを高々と振り上げた。


    「革命部の手からＥＥを救えー!」


    「ＥＥを救えー!」


    「羽月巳み継つぐを実業界から追放せよー!」


    「追放せよー!」


    　見かけは十じゆう人にん十と色いろの集団なのに、けっして烏う合ごうの衆ではない。


    　なぜなら一いつ糸し乱れぬジェスチュアは見事なもので、抗議行動のためによく訓練されているのがあきらかだったからだ。もはや誰かの指示にしたがっている以外には考えられない。


    　莉り音おんはいまだ船せん舶ぱく事業の立ち上げ準備のため、都内を駆けずり回っている。部室にいるのは、俺と沙さ織おりと恒こう太たと、ジュースの仕入れから戻ってきた柚ゆずさんだ。外の喧けん噪そうを聞きつけて、皆は玄関にやってきた。


    　外をのぞいた恒太は、サラリと髪をかきあげて口にする。


    「フ。ギャラリーが騒そう々ぞうしいな。俺の人気がありすぎるのもこまったものだ」


    　コイツは素すなのか、それとも場を和なごませようとしているのかわからない。


    「とりあえず、沙織と柚さんは帰宅してくれ。今日は、俺と恒太だけで仕事をするから」


    　俺は不安げな様子の沙織と柚さんに言った。


    　チラと外をのぞいた沙織はショックを受けていたが、気丈な風をよそおった。


    「あ、あのくらい大丈夫なんだから。ぜ、ぜんぜん怖くないし」


    「どうして巳み継つぐくんが文句を言われなくちゃいけないんですか?　とっても悲しいって思います」


    　俺は子供に言い聞かせるよう、柚さんに説明する。


    「いろいろむずかしい事情があるんだ。でも、柚さんは何の心配もいらない。あとは俺と恒太が残って様子を見るから」


    「でも、巳継と恒太だけを残すなんてしないから。私たちは一緒でしょ」


    　沙織の抗議を、珍しく恒太が制する。


    「巳継の言うとおりだ。小娘らは俺の仕事の邪じや魔まになるのだよ。さあ、帰ってくれ。コスプレ娘に用はないのだ」


    「な、何よ?」


    　沙織は強く反抗しなかった。言動はともかく、恒太が沙織や柚さんのことを思いやって言っていることがわかるのだろう。


    　俺はもう一度お願いする。


    「沙織、残ろうとしてくれる気持ちはうれしい。でも頼む、今日のところは帰ってくれ」


    「でも……」


    「俺や恒太の心配をするなら、頼む。その方が、俺は安心なんだ」


    　俺は沙織を真剣に見み据すえた。しばらく押し黙っていた沙織だったが、やがて観念したのか、小さくうなずいた。


    「う、うん……」


    「柚さんも、いいよね」


    「はい。お仕事は、おうちでしようって思います」


    　いつもの元気が、柚さんになかった。


    「そうと決まれば小娘どもは早く帰ることだな。玄関の靴くつを持ち、裏手から出るがいい」


    　沙織と柚さんはすごすごと靴を取り上げ、裏手に向かう。風ふ呂ろ場ばの脱衣所から、裏側に出入りできるドアがある。


    　普段は使わないからカギをかけっぱなしだが、今日はそこから沙さ織おりと柚ゆずさんを脱出させなくてはならない。


    　大きなシュプレヒコールが玄関越しに飛び込んでくる。


    「羽は月づきがハゲタカと結託するのを許すなー!」


    「ハゲタカと結託するのを許すなー!」


    　だんだん内容がエスカレートしてきた。もう言いたい放題だ。


    　凍りつく沙織をうながし、裏手に向かわせようとする。


    「羽月は社会を崩ほう壊かいさせる悪あく辣らつな詐さ欺ぎ師だー!」


    「悪辣な詐欺師だー!」


    　突然──。


    　俺と沙織と恒こう太たの心臓が止まった。


    　なぜなら、柚さんが靴くつを廊下に放り出し、玄関を開け放って裸足はだしで外へ飛び出したからだ!


    　まるでスローモーションでも見るように、俺たちは唖あ然ぜんとして柚さんの姿を追う。


    　ハッと気づいたときにはすでに、柚さんは部室を取り囲む集団の中央に躍おどり出ていた。集団の方もぎょっとしたようで、シュプレヒコールが中断する。


    　そこで柚さんは、涙声を張り上げた。


    「違います!　詐欺師なんかじゃありません!　巳み継つぐくんはとってもやさしいんです!　いっつも、いっつも助けてくれるんです!」
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    　俺たちもあわてて裸足はだしで部室を飛び出し、柚ゆずさんを追った。


    　柚さんを捕まえると、大粒の涙を流していた。


    　今まで見たこともないほど柚さんはしゃくり泣いている。


    「今も、私のために帰った方がいいって言ってくれるんです!　私たちのなかで一番がんばってるんです!　絶対、絶対、詐さ欺ぎ師なんかじゃないんです!　巳み継つぐくんは……あう……あうううう……」


    　その場で泣き崩れる柚さんを、俺と恒こう太たと沙さ織おりは必死で抱かかえ込んだ。


    　沙織も目を真っ赤に腫はらし、歯を食いしばっている。


    　三人で力いっぱい柚さんを持ち上げ、そのまま俺たちは玄関に転がり込む。裸足で揉もみ合う俺たち四人は、端はたから見れば滑こつ稽けいに映ったかもしれない。


    　沙織はガラガラと引き戸を閉めたとたん、その場にしゃがみ込んで忍しのび泣きした。柚さんも玄関に突つっ伏ぷしながら、泣きくずれた。


    　俺と恒太は無言で立ちつくし、沙織と柚さんの様子を見下ろすことしかできなかった。


    　ふたたび、シュプレヒコールが始まった。


    



    
      ◇

    


    



    　帰りそびれた沙織と柚さんを二階で休ませしばらくすると、莉り音おんが帰ってきた。


    「ただいま。すごいわね、外のデモ……」


    　グッタリしている様子だ。


    　ガタリと席についたとたん、莉音は机の上に頭を伏せた。


    「おかえり、莉音」


    「着任を許可する」


    　いつもの恒太の声にも、心なしかハリがない。


    　莉音は少し顔を上げた。


    「オリエントシーラインであらたに一隻せき、中古コンテナ船を購入することになりそう。引き渡しはまだ先だけど、ほぼ確定……」


    　新会社──株式会社オリエントシーラインの準備は、莉音がほとんどひとりでやっている。船せん舶ぱくを売買したり、岸がん壁ぺきを押さえたりする工作を展開するために、会社の登とう記きだけは済んでいた。


    　革命部一〇〇％出資で、資本金は一〇〇億円。まだ一隻目の引き渡しも済んでいないが、予定保有船舶が二隻になったわけだ。


    「さすがにおつかれだな。はい、コーヒー」


    　できるだけ明るい調子で、淹いれたばかりのコーヒーを手渡した。


    　身を起こした莉り音おんは両手で受け取る。


    「ありがと」


    　コーヒーを啜すすりながら、莉音は玄関の方へ視線を向ける。


    「ありもしないことを叫ばれても困っちゃうわね……」


    「ネットはもっとひどいぞ。今しがた恒こう太たとチェックしてたんだが……。たくさん記事があるけど、主なものだけメールするよ」


    　メールソフトを立ち上げ、チェックしたサイトのリンクを莉音に送付した。


    　俺の名前で検索すると、膨ぼう大だいなヒットがあるのは以前から同じだ。しかし今日になって、由ゆ由ゆしき攻撃記事が激増していた。これら記事を書いているブログや、株式投とう資し情報をやりとりする大手ファイナンスサイトのＥＥ掲示板をチェックすると、昨晩深夜から突然増えはじめたようだった。


    



    「羽月には今すぐ死んでほしい。死ね。今すぐに死ね」


    



    「高校生上じよう場じよう企業社長とか言って調子に乗りすぎのクズ」


    



    「無能の高校生が妄もう想そうだけで社長なんかやるから……」


    



    「羽月が死んだら盛大にパーティーやるね。世界のゴミだし」


    



    「羽月は幼女趣味。金持ち専門の幼女斡あつ旋せん業者の上客だよ」


    



    　投資情報のサイトとは思えない類たぐいの、ありとあらゆる罵ば詈り雑ぞう言ごんが並んでいた。


    　書き込み内容を確認した莉音は、力いっぱい机を叩たたく。


    「さっそく専門の調査会社に頼んでおくから。組織的にやってるのなら、絶対に追い込んでやる……ッ」


    「どうせ書き込んでるのは下したっ端ぱか、テレビや新聞の報道に煽せん動どうされた一般人だろ。雑ざ魚こを何人叩いたって、本丸にはカスリもしないだろう。外のデモ隊と一緒だよ」


    　わずかに莉音は言い淀よどみつつも、意を決したように口にする。


    「……ＴＯＢ、仕切り直しましょう。相手がわからないと有効な手が打てない」


    「つまり、ＴＯＢ宣言を一度撤回するということか?」


    「まずは敵を探し出さないと、ますますダメージが大きくなる。敵すら知らない今の状態では、戦うことすらままならない。このまま押し切ることはむずかしいわ」


    　莉り音おんの話は十分に理解できた。恒こう太たではないが、孫そん子しに言う『敵を知り己おのれを知れば、百戦して危あやうからず』というのは兵法の……いや、あらゆる戦いの基本中の基本だ。敵を知らずして勝てるわけがない。


    　それはわかる。


    　しかし俺は莉音に身を乗り出した。


    「ダメだ。仮に一時的な撤退だったとしても、取り返しがつかない傷を負おったままだぞ。ここでわずかでもスキを見せれば、本当に修復不能になっちまう。満まん身しん創そう痍いでも、ここは押し切らなくちゃならない」


    　たしかに苦しい。腸はらわたは煮えくりかえっている。胃液がせり上がり吐きそうだ。ストレスと苦痛で身体が鉛なまりのように重い。考えるだけで死にそうなほどだった。


    　それでも敗勢を敵に悟られてはいけない。ここで下がれば、革命部は終わる。


    「で、でも、巳み継つぐが──」


    　莉音の言葉を断固として遮さえぎった。


    「俺のことなら心配ない。この事態は基本的に、敵がＥＥ買収を恐れているあかしでもある。そうじゃなきゃ、こういった反撃に出てくるはずがない」


    「それはそうだけど……」


    「敵はたしかに、予想よりずっと強い。でもな、よく考えてくれ。今のところ筋書きどおりだろ?　敵は、俺たちがなんらかの資金調達を完了したと思い込んでるんだ。アクアス戦のときに、突然スタインバーグが出てきたこともあって、敵は俺たちの力を信じてる。恐れているから、必死で攻撃してきてる。つまり、莉音や立たち花ばな社長の戦略は正しかったんだ」


    「……」


    「苦しくとも進め。俺たちが苦しいなら、敵もまた苦しいんだ。あとはうまいタイミングでＥＥ首脳部とコンタクトを取って、妥だ協きよう点を探さぐるだけだろ?」


    　恒太が追従する。


    「そのとおりだ莉音。ここで降りたら敵の狙ねらいどおり。そんなもの、俺は認めん。このギガスに懸かけてな。……あの小娘どもさえ必死で戦ってる。それなのに、俺たちが降りてどうする?」


    　しばらく莉音は視線を落とした。俺たちは黙って莉音の決断を待つ。


    　やがて顔を上げた莉音は、交互に俺たちの顔を見やる。


    「……なんだか弱気になっちゃってた。まさか私が、こうして君たちに励まされるなんてね。なんだか夢でも見てるみたい」


    　莉音はコクリとうなずき、ため息をついて自じ嘲ちよう気味に笑った。


    「大丈夫だ莉音。俺たちは勝ってきた。これからも負けない。革命部の栄光のために」


    「春かす日が恒太の辞書に敗北の文字はない。見えない敵なぞ吹っ飛ばせ。革命部の栄光のためだ」


    「うん。もう一歩、踏ん張りましょう。革命部の栄光のために」


    　そう言って、莉り音おんは苦しい笑みを浮かべた。


    



    
      ◇

    


    



    　深夜の自宅。


    　ベッドにもぐり込んだ俺は、いまだ寝付かれずにうめいた。


    　莉音には大おお見み得えを切ったのに、悔くやしさと不安で死にそうだった。今まで生きてきて、こんなに悔しいことは初めてだ。


    　今までだって革命部や俺は、数々のマスメディアに取り上げられてきたし、全世界で話題になったこともある。批判記事を書かれたことがないわけじゃない。批判的な報道だって、まったくなかったわけじゃない。


    　しかし、これほど罵ば倒とうの集中砲火を浴びたのは初めてのことだった。


    　こうして寝ようとしている今も、深夜のテレビでは俺を非難し、全国で批判が続出しているはずなのだ。考えれば涙が出てきてしまうから、他のことを考えようとする。


    　しかし気づけば、頭のなかはそのことばかり。


    　数々の酷こく評ひようも辛つらいが、考えを追い払えないことがもっと腹立たしかった。考えるほどに、闇やみに足をからめとられるような負ふのスパイラルに陥おちいっていた。


    　──なんて俺は弱い人間なんだろう。


    　あやうく涙を流しそうになり、俺は唇くちびるをかみしめた。


    　今晩は、ベッドで幾いく度ど寝返りを打ったことだろう。五秒ごとに寝返っているかもしれない。寝返り新記録だ。ちっともうれしくない。死にたい、今すぐに。


    　枕まくらを握りしめたり、うつぶせになってみたり、ヒザを抱かかえてみたりしたが、何の効果もなかった。


    　そんなこんなで、まんじりともせず夜を明かした。


    　明るみの増した窓へ目を向け、救われた気持ちになる。少なくとも今の状態より、身体を動かしている方がずっとマシだ。


    　今日は記者会見である。


    



    
      ◇

    


    



    　駅を降り、もう通い慣れた東とう証しようの記者会見場へ向かった。気けだるく、足取りも重く、一睡もしていないのに、まったく眠気はない。


    　東証に近づくとデモ隊らしき人々が並んでいて、「またか」とうんざりした。会見前に俺へダメージを喰らわせようと待ち構えていたのかもしれない。


    　俺はできるだけ彼らと視線を合わせるのを避け、無視して通り過ぎようとした。しかし、雰ふん囲い気きがどうも違う。


    　横おう断だん幕まくやプラカードは持っているが、やたら静かで礼れい儀ぎ正しい。シュプレヒコールを上げるわけでもなく、俺を非難する様子もない。部室の前に押しかけてきたデモ隊には、おばさんから学生っぽい人々まで交ざっていた。


    　だがこんどは、みなスーツの人々である。


    　不思議に思いながら彼らの前にさしかかると、ひとりが遠慮がちに進み出て、声をかけてきた。


    「羽は月づき社長、本当に我が社を買収するつもりなのですか?」


    　立ち止まってしげしげと見つめると、メガネをかけた、生き真ま面じ目めそうな男である。


    　我が社……ということはＥＥ社員だろうか。まわりのＥＥ社員らしき人々も俺を中心にあつまってきて、静かに取り巻いてきた。敵意を持っているというよりも、会話を聞いてみたいような雰囲気である。


    　俺は慎しん重ちように応じることにした。


    「……そのつもりです。えっと、みなさんはＥＥ社員の方ですか?」


    　皆はそれぞれうなずいた。メガネの男が代表して口にする。


    「そうです。買収は止やめていただきたいというのが、われわれ一同の願いです」


    　ＥＥ社員となれば邪じや険けんにしない方がいいと俺はとっさに判断し、彼ら皆に聞こえるように、ゆっくりと語りかける。


    「不安に思われるお気持ちはわかります。ですがひとつ、教えてください。どうして革命部の買収に抵抗があるのですか?　われわれのアクアス買収を見ていただいてもわかるように、買収にともなう解かい雇こや給料の引き下げはひとりも行おこないませんでした。もちろん、買収とは無関係に解雇したり降格したケースはありましたが……ＴＯＢの影響ではありません。アクアス社長である立たち花ばな氏も、そのまま社長に在ざい席せきしています。それなのに、どの点がひっかかるのか、ぜひ教えていただきたいのです」


    「なるほど……。その点──不当な待遇の変化がないことについて、われわれは貴社を信用できます。しかし、Ｍ＆Ａとはそうかんたんに割り切れる問題でしょうか?　お笑いになるかもしれませんが、われわれは家族のため日本のため、ひいては世界の人々のために働いています。特定の株主のためにお金を稼かせいでいるわけではないのです。気持ちはわかっていただけるでしょう?」


    　真しん摯しな口調でメガネの男は言った。


    「はい。よくわかります。しかし資本主義社会では、従業員は株主のために働くという事実があります。現実として、ＥＥには数十万人の株主がいます。みなさんは彼らのために働き、彼らから給料をもらっているという側面は、否定できないのではないですか?」


    「忌き憚たんなくお話しできる方で良かった。ええ、矛む盾じゆんは承知です。しかしわれわれは、今の曖あい昧まいな状態を好ましく考えているのです。ＥＥには膨ぼう大だいな数の株主がいますが、特定の指導者はいません。戦前、ＥＥが財ざい閥ばつ化していたころは、創業者一族がつねに重きをなしていました。そのような時代に逆戻りすることが好ましいとは思いません。ＥＥに独裁的な指導者が君臨することを、われわれは望まないのです」


    　彼らの気持ちはよくわかった。日本のサラリーマン一同の、象しよう徴ちよう的な気持ちなのではないかとすら思う。


    　だから俺は、今の時点でオープンにできる、可能な限り率直な話を伝える。


    「お話は理解しました。今はまだ機密事項なので具体的には申し上げられないのですが、みなさんが不満を感じる結果には、きっとならないであろうとお約束できます。不安もあるでしょうが、どうか気に病やまれずに仕事に向かってほしいのです。必ず、みなさんの期待に添うことになると思いますから」


    「そうですか……。どのような結果になるかわかりませんが、こうしてお話をお聞きして、いくらか安心できました。また、羽は月づき社長が想像していた以上にごリッパな方で驚きました。もし機会があれば、何か別の機会に、我が社とご一緒に仕事に取り組めればいいですね」


    　予想外の温かい言葉が、俺は心底からうれしかった。社交辞令かもしれないが、全国から非難が集中している状況だけに、ほんの少しのことが胸に染しみいる。


    「ありがとうございます。お心こころ遣づかい感謝します。ところで、ひとつだけ教えていただいていいでしょうか?」


    「はい、どんなことでしょう?」


    「昨日、われわれの部室──いや、本社の前にデモ隊が現れました。また、テレビにもデモ隊が映っていましたが……あれはみなさんと関係がある団体ですか?」


    「さあ……そういえばテレビではげしくやってましたね。誰か知ってる?」


    　メガネの男性は、まわりを取り囲むＥＥ社員たちをふりむいた。


    　みな一様に首を振る。


    「あのデモ隊は何でしょうね?　私たちにもわかりませんが……今回のＴＯＢについては国民の間にも反発が多いようです。ですから、自然発生的に有志がデモを行おこなっているのではないでしょうか」


    「国民の強い反発姿勢はマスコミが騒ぎはじめてからです。デモ隊も、マスコミが騒ぎはじめたのと同時に発生しています。不自然だと思うのです」


    「そうなんですか……。正直なところ、まったく想像できませんね……。ともかく、われわれが買収に反対である姿勢は変わらず、私たちにとって彼らは味方と言えるでしょう。国民もみなが反対しているという現れなのだと思います」


    　これ以上彼らに聞いても意味がないと思ったので、俺は話を取り下げる。


    「そうですか……。妙なことを聞いてしまい、申し訳ありません」


    「いや、こちらこそご丁てい寧ねいにありがとうございました」


    　メガネの男が手を差し出してきたので、俺たちは握手を交わす。


    　なぜかＥＥ社員たちからも求められ、居並ぶ人々と丁てい重ちように握手していく。敵味方なだけに、なんだか妙な握手だった。


    　しかし、なんとなく気持ちがスッキリした。彼らと話してみて、ＥＥ社員たちがこの一連の謀ぼう略りやくをしかけている可能性は小さいのではないかと思われた。ＥＥの経営ボードも皆、社員から上がっていく人々だ。莉り音おんも立たち花ばな社長も、ＥＥ役員陣が謀略をしかけるとは思えないと言っていた。


    　だが、そうだとすると、他に俺たちを追い落とそうとする動機を持つ人間なんているのだろうか?


    　そんな疑問を抱かかえながら、俺は東とう証しようへ足を踏み入れた。


    



    
      ◇

    


    



    　会見に集まった記者は一〇〇人ほどだろうか。いつもと比べ、多くもなく少ないというほどでもなく。違うところは、熱気があまりないことだった。


    　俺はスピーチをつづける。


    「この場では改めて、ＥＥへのＴＯＢを継続することを宣言いたします。その上でお伝えしておきたいことがあります。革命部には、一方的に文句を言われる理由がありません。報道や噂うわさは正しくないのです」


    　そこで一いつ旦たん言葉を句切り、記者たちを眺め回した。とくに反応はない。


    「現在、革命部が提示したＴＯＢのみならず、革命部や私個人についての、さまざまな報道がなされています。しかし、最近の報道はとくに非道です。憶おく測そくの域を出ないものばかりで、目に余るものがある。そこで記者のみなさんのご質問には洗いざらいおこたえします。どうぞ疑問をぶつけてください」


    　そう言うと、記者のひとりが手を挙あげて立ち上がった。


    「羽は月づき社長、教えてください。仮にＥＥを買収できたとしたら、役員や社員に対する待遇はどう変わりますか?」


    「原則として変更するつもりはありません。社員の方々の給料が下がるわけでもありませんし、リストラを予定しているわけでもありません」


    「ＥＥは今期、大幅な赤字を計上しています。前々年は五〇〇〇億円の利り益えきを出していましたが、前年は一気に三〇〇〇億円を超える赤字に転落していますね。そのため、革命部がＴＯＢを始めるまでは株価も下がっていました。その経営改善は行おこなわないのですか?」


    「今期の赤字は、ＥＥ自身による経営改善策による結果です。不採算部門を自みずから縮小し、先細りしている関連会社を切り離した整理費用として赤字になっているのです。経営改善は十分に行おこなわれていると認識しており、名門企業の名に甘んじない勇気ある選択であると思います。だからこそＥＥは魅力ある会社なのだと言えます」


    　記者が納得して席に着くと、すぐに次の記者だ。


    「羽は月づき社長はスタインバーグにあやつられているのだという話がありますが、その点はどうですか?」


    「まったくのデマです。第一、今回のＥＥ買収について、スタインバーグは何の関係もありません」


    「そうでしょうか?　さすがにＥＥを相手にするとなれば反発も必至でしょうから、あえて表に名前を出さないだけでは?」


    　俺は身を乗り出し、強い調子で断言する。


    「断じて違います。むしろ、どうすれば違うと納得していただけるのか、教えてほしいくらいです」


    　懇こん々こんと俺は訴うつたえた。


    「スタインバーグが関わっている」のなら、その証しよう拠こは必ずあり、証明することができる。一方で「スタインバーグが関わっていない」のなら、そんな証拠があるはずもなく、証明することが不可能だ。こういった証明不可能な証明を「悪魔の証明」と呼ぶ。だから俺にできることは、熱意を込めて「スタインバーグは関係ない」とくりかえすことしかない。


    　そんなやりとりをくりかえし、会見は四〇分ほどで終了した。


    　今日の記者たちは総じて、淡たん泊ぱくな印象があった。はげしい攻撃はなかったし、みな落ち着いていた。


    　とくに意外だったのは、あまりにアッサリと記者会見が済んでしまったことである。肩すかしどころじゃない。


    　俺はこの会見を「一世一代の大勝負」と位置付けていたのだ。これだけ革命部に全国的な罵ば倒とうが殺到している最中だったから、記者たちの過激な反発を予期していたし、対策を練ねったつもりだった。命いのち懸がけのやりとりをしようと、重い身体を引きずり、決闘場に足を踏み入れるつもりで今日はやってきたのだ。


    　それが、なんということだろう!


    　終わってみれば、ホッと一安心。


    　俺の不安や覚悟は、取り越し苦労だったらしい。会見前にひとり興奮し、緊張で凝こり固まっていた自分がバカらしくなってしまった。


    　記者の質問にも完かん璧ぺきにこたえられたはずだ。


    　これで報道姿勢が是ぜ正せいされることは確実である。


    　一仕事終えた充実感で、俺は足取りも軽く帰宅の途についた。昨晩一睡もしていなかったから、部室に電話で連絡を入れ、家に直ちよつ帰きしベッドにもぐり込んだ。


    



    
      ◇

    


    



    　朝、目覚めると、莉り音おんが俺のベッドに腰かけ、新聞と睨にらめっこしていた。わざわざ俺の部屋にやってきておいて、叩たたき起こしもしないなんて珍しい。いつものように乱暴されないとは、いったいどういうことだろう?


    　莉音の横には新聞が山と積み上げられている。反対を向いている莉音の様子はうかがえなかった。


    「おはよう。今日は無理やり起こさないんだな」


    　俺は両手をついて半身を持ち上げた。


    　莉音は無言。


    　こちらをふりむきもしない。


    　よく見れば、プルプルと震ふるえていた。


    　莉音の脇の新聞を何紙か掴つかみ上げた。昨日の記者会見で、記事も少しはマシになっているはずだ。


    　一面の見出しに目を通し、俺は凝ぎよう固こした。


    



    「羽は月づき、ＥＥ赤字三〇〇〇億を痛烈に批判」


    



    「ＥＥ買収しても『放置します』宣言」


    



    「やはり外資の隠かくれ蓑みのなのか」


    



    「逆ギレ羽月『断じて違う』」


    



    「暴あばかれた『おりおんクローズ』の実態」


    



    　急転につぐ急転。


    　一度地じ獄ごくに堕おち、助かったと錯さつ覚かくし、そしてまた地獄に突き落とされる。腹の底から込み上げる絶望感は如何いかんともしがたく、気絶してしまいそうなほどだった。


    　とたん、莉音がこちらをふりむきざま、ベッドにヒザを乗り出してきた。そして半身を起こしている俺を無言で抱きしめてくる。


    　莉り音おんは強く腕に力を込めてきた。怒りからだろう、身体を通して震ふるえが伝わってくる。


    　安心させようと俺は莉音をきつく抱きしめ返す。


    　今の莉音の表情はわからなかった。もしかしたら泣いているのかもしれない。


    　壁に背中を預け、覆おおいかぶさる莉音を抱きしめつづけた。


    　おたがいそのまま、何も言えなかった。

  



  
     第二章　最後のフィクサー


    



    　ＥＥの株価は連日、堅調な値上がりを示していた。


    　革命部のＴＯＢ予定価格が市し場じよう価格より非常に高いから、少しずつ俺たちの提示価格に近づいているのだ。


    　一方で、速はや水みやアクアスの株価は下げ落らくし、革命部の先行きが明るくないことを予感させた。ＴＯＢ発表前と比べて、すでに速水株は二〇％下落、アクアス株は一〇％下落している。


    　ＴＯＢの正式なスタートは数日後に新聞公示してからだが、本当にＴＯＢ開始に踏み切れば、さらにＥＥ株は暴ぼう騰とうし、速水とアクアス株の暴落を引き起こすに違いない。


    　また、幾いく度どか行おこなわれている東とう洋よう新聞のアンケートは、案あんの定じよう、反対が増えていた。これだけマスコミが悪評をまき散らしているのだから、それも当然である。


    



    「全国的な反対の声が巻き起こっています。あなたはＥＥに対する革命部のＴＯＢ、どう思いますか?」


    　賛成一一％　反対六三％　その他二六％


    



    　テレビも新聞も、革命部への非難合戦のような様相を呈してきた。


    　革命部を批判する記事によると、ＥＥに対するＴＯＢ中止を求める署名活動まで行おこなわれはじめたという。


    　そんな署名を、どこに提出するのだろうか?　金きん融ゆう庁ちよう?　東京証券取引所?　証券取引等監視委員会?　それとも日本政府?　アホらしい。何の意味もない署名である。だが、そういう活動が行われていることが、テレビや新聞を通して一般人に伝えられることは、大いに意味があることはまちがいない。


    　せっかく絶好調だった『おりおんクローズ』も、撲ぼく滅めつキャンペーンなるものが展開され、業績は頭打ちになっていた。


    　部室では、誰もが口数少なくなっていた。


    　皆、悔くやしくてたまらないのだ。それでも口を開けば、情報操作の話ばかりになってしまう。だから部室はどんどん静かになっていて、その雰ふん囲い気きがまたいっそう、俺たちの暗い気持ちを強くした。


    　俺は部室の二階、黙々と恒こう太たが商品を検品するのを手伝っていた。


    　他にも仕事はあったし、べつに手伝う必要はない。それでも今は、無心で手を動かしていたかったのだ。恒太は何も言わず、俺が作業に介かい入にゆうするのを受け入れた。


    　しばらく作業をこなしていると、莉り音おんが二階に顔をのぞかせた。


    「巳み継つぐ、恒太。今ね、ローザから電話あって、テレビ会議で話したいって。だからリビングにあつまって。沙さ織おりと柚ゆずちゃんも待ってるから」


    　テレビ会議と言ってもテレビを使用するわけじゃない。パソコンのモニタを使い、衛星回線を通して会議するシステムだ。テレビ会議用のフリーソフトはたくさん出回っているが、俺たちは四〇〇万円をかけて業務用の会議システムを整備していた。ローザと会話するときのネットワークは、スタインバーグが保有する衛星を使用する。


    　俺たちは無言で立ち上がり、莉音のあとに続いて階下へ降りた。


    



    
      ◇

    


    



    　モニタに映ったローザの顔は怒りでみなぎっていた。もともと高慢な顔立ちだが、今日の激怒した様子は、その美び貌ぼうをいっそう研とぎ澄すまされたものにしていた。


    　開口一番、ローザは強い調子で口にする。


    「なぜわれわれがＥＥに関わっているというのです!?　こちらにも騒ぎが飛び火しています!」


    「ごめんねローザ。変な形で巻き込んでしまうことになっちゃって。私たちがやってるＴＯＢで、どこからか情報操作があるみたい……」


    　苦く渋じゆうをかみしめるように莉り音おんが詫わびた。


    「莉音が謝あやまる必要などありません!　いいですか、これは謀ぼう略りやくなのですよ。スタインバーグの名前を騙かたる無ぶ礼れいな悪あく行ぎよう、けっして許しません!」


    　どうやらローザの怒りは俺たちに向いているわけではなく、この一連の情報操作をしかけている人間に向いているようだ。俺は少しばかり安あん堵どした。


    「謀略の発信源がわからないの。今、複数の探偵事務所を動かしてて、可能性のありそうなＥＥ役員には全員、密みつ偵ていを張り付けてる。優秀な調査会社も雇やとって、ネットワークの監視もできるところから始めた。でもね、まだターゲットが定まらない。必ず特定してやるから、もう少し待って」


    　いつのまにか莉音は、そんなことまでやっていたらしい。俺たちが右往左往しているのに、革命部で冷静に手を打ちつづけることができるのは、やはり莉音だけだ。


    　ローザは眉まゆをひそめた。


    「発信源?　この謀略をしかけている人間ですか?　そんなもの、ハッキリしています!」


    「……え?」


    　莉音も俺たちも、目を見開いてモニタを注視した。


    「海かい胴どう総そう次じ郎ろう。知っていますね?」
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    「か、海かい胴どう……総そう次じ郎ろう……?　あの超国家主義者の……?」


    　戸と惑まどいながら莉り音おんが言うと、ローザは地じ団だん太だ踏んだようだった。


    「そうです!　名前を言うだけでもいまいましい!　あの男は、われわれがきらいなのです。もとはＣＩＡの工作員だったのに!」


    「ちょっと待って。どうして海胴が……?」


    「あなたはごぞんじないのですか?　エグゼスエレクトロニクスは、海胴が関わった企業のなかでも、とくに心しん血けつを注そそいで育て上げた企業です。その企業を継ぐのに、あなた方がふさわしくないとでも考えているのでしょう」


    「うん、海胴の秘密資金なら……。そうか……海胴……!　つながった!　海胴なら、これだけの力が発揮できる!」


    　莉音はテーブルに手を打ち付けて、中腰に立ち上がってさけんだ。


    「あの男ははるか昔、ＥＥに莫ばく大だいな資金を投入しています。みすみすＥＥを明け渡すようなことはしないでしょう」


    　海胴総次郎なる人物がＥＥの大株主なんてことはないはずだ。ＥＥには五％を超える株主はいないはず。


    　だから俺は口をはさむ。


    「すみません、ちょっと聞いていいですか?　ＥＥの株主構成に怪しい点はありません。大銀行や関連企業が並んでる。海胴なる名前や、それらしき企業名は大株主に入っていませんが……」


    　すると莉音が説明してくれる。


    「そういう問題じゃない。海胴は、実際問題として株主なんかじゃないもの」


    「どういうことだ?　株主でもないのに、会社を守るってよくわからないな……」


    「海胴の秘密資金……君たちは小耳にはさんだことなんて、ないわよね?」


    　俺と沙さ織おりと柚ゆずさんは同時に首を振った。


    　恒こう太ただけは、知った風な顔で澄ましている。


    「第二次世界大戦後、日本は敗戦をむかえたけれど、膨ぼう大だいな軍資産が日本全国、それから満まん州しゆうや台たい湾わんに残っていた。戦争遂すい行こうのために民衆から供きよう出しゆつされた貴金属、残留した軍ぐん需じゆ品、それから現金。戦後のどさくさのなかで、それをいち早く接収し隠いん匿とくした人間──それが大物右翼だった海胴の父親だったの」


    　莉音は身振り手振りをしながらつづける。


    「父親は死に、その資産を受け継いだのが息子の海胴総次郎。彼は、それを日本再建の秘密資金として活用したの。日本の基盤になりえる産業に資金を注入し、戦後の復興を支えてきた。彼らは特定の会社の株主になんかなってない。ただただ一方的に、これはと思う企業や産業に資金を注ぎ注いだ」


    「ただ資金を投げただけ?　株主にもならず?　何の権利も持たずなのか?」


    「そう。あまりに一いち途ずな愛国心や宗教心は人の目をくもらせるものなの。いや、むしろ開眼したのかな。悟りを開いたのかもしれないわね。それはともかく、そんな男がいたのは事実」


    　莉り音おんの話をローザが引き継いだ。


    「海かい胴どうは大戦後、裏社会と政界への人脈を見込まれ、ＣＩＡにスカウトされました。それから約二〇年、ＣＩＡのために働き、日本の共産主義化を防ぎました。しかしその裏では、虎こ視し眈たん々たんと大だい日につ本ぽんの復権を夢見ていたのです」


    「ＣＩＡに荷か担たんしたのも、海胴なりの……愛国心の発はつ露ろだったわけね」


    「海胴の裏切りがあきらかになったあと、ＣＩＡでは幾いく度どか、海胴の暗殺計画がありました。ええ、スタインバーグも関わりましたから。しかし、すべて失敗した。その事実だけでも、海胴はただの寝ね業わざ師しではありません」


    　思い出したようにローザは顔をしかめ、さらに声を荒らげる。


    「海胴のせいでわれわれは、日本でのビジネスがとてもやりづらい!　もともとスタインバーグ財ざい閥ばつは、お祖じ父いさま、それからお父様の代に、幾度も日本で地盤を築こうと努力しました。ちょうど日本は高度経済成長のころ、すでに世界第二位の経済圏になっていた。しかしわれわれは、つねにアウトサイドに甘んじてきたのです。われわれが日本に大きな足掛かりを作れなかったのは、規制でも商慣習でもありません!　あの男のせいなのです!」


    　ローザは立りつ腹ぷくを隠さなかった。モニタのむこうで、ローザが拳こぶしをどこかに叩たたきつける音が聞こえた。


    「そろそろ老ろう衰すいして死んだころかと思っていました。まだ生きていたようですね。本当に、いまいましい!」


    「ありがとうローザ。今まで敵がどこにいるのか、まったくわからなかったから。やっと対応策を練ねることができるわ」


    「私たちとしては、あなたに海胴を討ち果たしてほしい。それがわれわれにとって、大きな利り益えきになるのです。しかしこれはきわめて難題です」


    　ローザの言葉に、莉音は素直にうなずく。


    「正直なところ、今の私たちはとうていローザにおよばないように、海胴にすら勝てる力はない。情報操作の局地戦では、完全に力負けしてる。だけど大局的な戦闘方針では、今のところ作戦は成功してるのよ」


    　思いがけないといったふうにローザの表情が動いた。


    「あなたの作戦とは、どんなものです?　聞かせてもらいたいですね」


    「うん。私たちがＥＥ買収をしかけた狙ねらいは、本当はＥＥがほしいわけじゃないの。だって、そもそも買収する資金がないんだから」


    　ローザが息を飲む様子が伝わってきた。


    「な……なんですって?　あなたは資金のアテもなくＴＯＢをしかけたのですか!?　すでにどこかと話をつけたのだと思い、あえて聞きませんでしたが……」


    「私たちの本当の狙ねらいはウェスタンユニオン。ニューヨーク証券取引所上じよう場じようの原子力企業──」


    　それから莉り音おんは、ローザにＴＯＢ作戦の全容を打ち明けた。


    　話を聞き終えると、ローザは堪こらえきれないといった様子で笑い声を上げた。ローザが破顔する様子は初めて見た。


    「莉音、あなたはやっぱりおもしろいですね。つまり海かい胴どうは、まったく見当違いのことをしているわけです。莉音は本気じゃないのに、海胴は本気になって防衛している。これで楽しくないはずがない」


    　カラカラと子供のように、ローザはひたすら楽しそうだった。


    「喜んでもらえてうれしいわね。私も、敵がハッキリわかって安心できた。もちろん海胴となれば強敵どころじゃないんだけど、それでも、誰に攻撃されてるのかわからないモヤモヤよりはずっとマシ。情報をくれたローザには感謝してる」


    「大した情報じゃありません。それよりも、海胴の必死な様子を見物してやりたいものです。日本での情報操作戦で海胴に力負けするのはしかたないですが、莉音たちの大局的な勝利を私も祈っておきましょう」


    「ありがとう。苦しい戦いだけど、このまま突っ切ってみるわね」


    　ローザにそう言って、莉音は俺へ視線を向けた。俺は大きくうなずき返す。


    「やろう。俺もこのまま押し切るよ」


    「うん」


    　莉音もうなずいてほほえんだ。


    「最後にひとつ、忠ちゆう告こくしておきます。あの男は、いかなる利り益えきでも動きません。たとえ、世界中の黄金を目の前に積んでも動じないでしょう。その意味で、敵に回せばもっともタチの悪い人間です。あの男の頭のなかにあるのは、ふたたび日本が帝国を築き上げること、それだけなのです」


    　ローザの指摘に、ポツリと莉音は感想をもらす。


    「純粋な人間なのね。きっと身体を張って自分の理想のために生きているのでしょうね……」


    「理想のためなら一〇〇万人を殺す覚悟が、あの男にはある。その意味で私たちと似た者同士なのでしょう。それでも、あの男の価値観はひどくせまいのです。特定の主義、主張に偏かたよりすぎた結果、浅せん学がくの少年のような視野狭きよう窄さくに陥おちいっている」


    「どうやってお礼したらいいのかしら?　情報提供、とても助かった」


    「情報提供などではありません。スタインバーグにとって、あの男は天敵なのです。あなたが海胴に天てん罰ばつを下してくれるのを期待していますわ」


    　ローザは強い口調で言い放った。よほど海胴のことが憎たらしいようだ。


    　莉り音おんは俺たちを向いて声をかけてくる。


    「ウェスタンユニオンの買収までは、むこうに誤解させたまま、こちらは淡たん々たんと作戦を進めることにしましょう。みんな、苦しいけれど、堪こらえてね」


    　莉音の声には、明るさが戻っていた。俺たちを見回しながらつづける。


    「今はまだむこうと話し合いを持つわけにはいかない。もし私たちにＥＥ買収の力なんてないって見破られたら、ウェスタンユニオンを奪だつ取しゆする作戦は立ち消えちゃうからね。でも目標を達成したら、すぐに海かい胴どうと話す機会を持つことにする。私が綺き麗れいな形で手打ちに持っていってみせるから」


    　俺たちは皆、うなずく。


    「それで行こう。攻撃に耐えながら揺さぶりをつづけて、ＥＥ首脳陣とのコンタクトに持ち込むことだな」


    「この俺がＥＥ重役をコントロールしてもいい。本当に必要なときは声をかけろ。いよいよギガスの出番……」


    「ローザさんのお話を聞けて、今は少し、安心できた」


    「私は莉音部長についていこうって思うんです」


    　ローザもモニタ越しに満足したらしい。最後にローザは、いつものきびしい面おも持もちで忠ちゆう告こくしてきた。


    「私は高みの見物といきましょう。ただし、海胴にはくれぐれも注意することです。あの男相手に常識で行動してはなりません。いいですか、くれぐれもですよ」


    



    
      ◇

    


    



    　敵が海胴総そう次じ郎ろうだとわかった日の夜。


    　莉音が一冊の学術書を買ってきて、俺に手渡してくれた。タイトルはズバリ、『海胴総次郎研究』。


    　海胴に関しては数冊の本が出ていて、そのなかではもっとも信頼性の高いものだと莉音は言った。ハーバード大学教授である日本政治の研究者ポール・ベイクウェルが著者で、日本語に翻ほん訳やくされたものだ。


    　海胴は日本人なのに、なぜか日本の研究者が関わった本は少ないらしい。タブーのようなものなのだろうか。


    　俺は朝方までかけて『海胴総次郎研究』を読み込んだ。


    



    　話は、海胴の父親──海胴敬けい一いち郎ろうにさかのぼる。


    　海胴敬一郎は一八九八年に生まれた。


    　彼がまだ青年のころ──一九一四年に勃ぼつ発ぱつした第一次世界大戦は、日本に空前の好景気をもたらした。


    　ヨーロッパ列強が戦せん禍かにあえぐなか、ほとんど被害を受けなかった帝国主義国家は日本とアメリカだけであり、後退したヨーロッパ経済界の後あと釜がまにすわるように、日本の財ざい閥ばつが世界を股またにかけて活躍したのだった。


    　しかし敬けい一いち郎ろうが一九歳のころ、第一次世界大戦が終結。


    　繁栄をほこった日本は、戦争景気の大幅な後退、ヨーロッパ列強の保護主義（輸入の制限や、高い関税により、自国の産業を保護しようとすること）、世界市し場じように復帰したグローバル企業との競争によって、突とつ如じよとして深刻な戦後不況に見舞われることになる。


    　その大不況の影響を受け、日本では数々の国こく粋すい主義的な政治思想や政治団体が活況を呈していくことになる。


    　そんな折、敬一郎は超国家主義に傾倒し、急進的な右翼団体「国こつ家か青せい年ねん社しや」にくわわった。


    　敬一郎が傾倒した超国家主義とはultra-nationalismウルトラナシヨナリズム──いわゆるファシズム（全体主義）とほぼ同意語──で、一党独裁による専制主義・国粋主義をとり、カリスマ的指導者に対する絶対の服従と、反対者に対する弾圧を特色とする。


    　敬一郎は、活発な政治活動を展開していく。


    　なかでも有名なものは、大たい正しよう天皇に革命を直じき訴そしようとして逮たい捕ほされた事件だ。この直訴事件で八か月収しゆう監かんされている。


    　また、国会でビラを撒まいたり、蔵ぞう相しよう（今の財務大臣）を脅きよう迫はくしたり、財界人の暗殺計画に関与したりといった罪で、投とう獄ごくと釈しやく放ほうがくりかえされた。


    　一九二七年、敬一郎の息子──海かい胴どう総そう次じ郎ろうが誕生。敬一郎は右翼の間で押しも押されぬ地位を築きはじめ、「国家青年社」の副総そう帥すいに就任している。


    　このころから、日本では軍部が台たい頭とうし、波乱の歴史が幕を開けていく。


    　一九三一年、満まん州しゆう事じ変へん勃発。日本陸軍が中国で暴走し、満州全域を支配下に置く。


    　一九三六年、二・二六事件勃発。皇こう道どう派（天皇親しん政せいの下もとでの国家改造を目指し、対外的にはソビエト連れん邦ぽうとの対決を志向）の影響を受けた青年将校らが一四八三名の兵をひきいて起こした革命である。


    　この革命は失敗に終わったが、「国家青年社」の総帥が指導的役割を果たしたとして逮捕され、獄死。代わりに敬一郎が「国家青年社」の総帥に就任。


    　一九三七年、盧ろ溝こう橋きよう事件を皮切りに、日本と中国との間で戦争が勃発。またたく間まに日本軍は中国首都（当時）の南ナン京キンを制圧し、中国国民党・蒋しよう介かい石せきは重じゆう慶けいに遷せん都とする。そして右翼の巨頭と目されていた敬一郎が表に出てくることになる。


    　一九三八年、敬一郎は日本海軍の嘱しよく託たくとなっている。海胴敬一郎のような右翼の巨頭が海軍に入り込めたのは、数名の有力な海軍将校の後押しによるものだ。


    　一九四一年、「海かい胴どう機き関かん」を上海に設置。これは海軍の肝きもいりで設立された、ある種の企業のようなものである。海軍の軍備に必要不可欠な資材を、世界中からあつめるのが仕事だった。


    　やがて「海胴機関」は、タングステン、ラジウム、コバルト、ニッケルなどを海軍に納入する独占契けい約やくを結ぶまでにいたる。


    　海胴はヤクザたちをひきいて数々の暴ぼう虐ぎやくをふるい、日本人、中国人、その他国こく籍せきを問わず、脅おどし回っては資材や資金をかきあつめた。


    　なぜ海軍が海胴のような者を引き入れたのか──その答えはかんたんだ。汚れ仕事をこなせる人材を必要としたためである。


    　日本陸軍は数々の直接的な謀ぼう略りやくで悪名をとどろかせたが、日本海軍はスマートな謀略を良しとした。


    　要するに、陸軍はぜんぶ自分たちでやったが、海軍は自分たちにできない汚い仕事を、海胴のような右翼の親玉に担当させることにしたのだ。


    　一九四五年八月、日本は無条件降伏し、敗戦をむかえる。


    　終戦直後、海胴親子は、「海胴機関」が管理してきた旧海軍の膨ぼう大だいな資産を持って上シヤン海ハイから引き揚あげた。


    　その資産は、ダイヤモンドやプラチナや金きん塊かいなど、四〇〇億円もの価値があったという。ちなみに当時、初任給は四〇〇円以下、都心一戸建てが三〇〇〇円、零ゼロ戦せんが一機七万円。一九四五年度の国家予算に至っては二一四億九六〇〇万円である。いかに巨額の資産かわかろうものだ。


    　海胴親子はこの莫ばく大だいな資金を海軍に返却しようとしたが、調べられれば汚れたお金であることがわかってしまう。


    　そこでこまった海軍は、海胴親子に処分を依頼。アメリカも旧海軍の資産であるため手を出さず、このお金は宙に浮いた。


    　敬けい一いち郎ろうはふたたび「国こつ家か青せい年ねん社しや」を組織し、政治活動を始めた。息子の海胴総そう次じ郎ろうもその活動に参加する。


    　また敬一郎は政治活動だけでなく、海胴機関でつちかった暴力的な金かね儲もうけの才能を活用しはじめた。上海から帰ってきてまもなく、焼け野原の東京にロープを張って、「ここは俺の土地だ!」と主張して回ったという。手下のヤクザ者をあつめ、そこに住まわせて本物の土地所有者を追い出した。


    　しかし、ある土地所有者が病院で蘇そ生せいして自分の土地に戻ってきた際、口論のすえに、激怒した真の土地所有者に刺され、敬一郎は重傷を負おった。


    　一九四六年、海胴親子は二人、Ａ級戦せん犯ぱんの疑いで占領軍に逮たい捕ほされ、巣す鴨がも拘こう置ち所しよに送られた。ちなみに総次郎は、最年少の戦犯だったという。


    　収容されてすぐ、敬一郎は刺し傷が元で、拘置所内で死亡した。


    　海かい胴どう総そう次じ郎ろうはしばらく収容されたままだったが、その間にたくさんの戦せん犯ぱんと知り合っている。


    　巣す鴨がもプリズンはいわば日本政界で名を馳はせた人材の宝庫だったから、若き海胴総次郎は拘こう置ち所しよでエスタブリッシュメントな人脈を形成した。


    　数年の拘こう束そくのあと、やがてアメリカは右翼を処刑や追放する方針を一八〇度転換した。アメリカに協力的な戦犯は、反共産主義のために生かして利用することにしたのだ。日本を、中国やソビエト連邦といった共産圏に対する防ぼう波は堤ていにしようという戦略からだ。この政治的転換は、通称『逆コース』と言われ、右翼の戦犯たちの運命を一変させた。


    　まっさきに釈しやく放ほうされた海胴総次郎は、ＣＩＡ工作員になっていた。


    　海胴総次郎は暴力団や右翼団体を組織し、ＣＩＡとも共闘して、日本全国でデモやストライキといった労働運動を力ずくで叩たたきつぶして回った。労働運動は、共産主義思想につながるからだ。


    　若い海胴総次郎は、六〇万の日本人を抑よく留りゆうして帰さないソ連に、強い憎しみを抱いだいていた。海胴は暴力的な男だが、本質的には国こく粋すい主義者なのである。


    　また、父の影響を受けて超国家主義者になっており、ふたたび大だい日につ本ぽんの復権を夢見た。ソ連が日本人を帰さないのも、自分がＣＩＡの工作員として活動しなくてはならないのも、すべては日本が弱国であるからで、国民は一致団結して強国に返り咲かなくてはならないのだと固く信じていた。


    　海胴は、ＧＨＱに逮たい捕ほされる前に父とともに日本各地に隠しもっていた資産を回収し、財力の基盤を確保した。だが、隠していた資産の一部──東京湾の越えつ中ちゆう島じま海底に隠いん匿とくしたインゴット金一二〇〇本、プラチナ三〇〇本、銀五〇〇〇トンが発見され、接収されてしまったケースなどもある。


    　そして海胴は本格的に活動を開始した。これぞと思う企業や産業に資金を投入し、発展をうながした。


    　また、株式市し場じようが再建されてからは、裏社会と政界を網もう羅らしたその情報ネットワークを活いかして稼かせぎ、さらにそこで得た資金を政財界に流した。


    　それがまた海胴にあらたなインサイダー情報をもたらし、海胴が莫ばく大だいな資金を稼ぎつづける結果になる。


    　一九五五年、自じ友ゆう党とうと立りつ憲けん民みん政せい党とうが合同し、自じ友ゆう民みん政せい党とうが成立。海胴は多額の資金をばらまき、その成立を後押しした。


    　またこの動きには、アメリカ政府の反共政策にもとづいたＣＩＡの強い支援があった。海胴とＣＩＡの目的は、共産主義勢力に対抗し、日本に強い保守勢力を作ることだった。自友民政党とＣＩＡは、海胴を通して強固に結びついていたのである。


    　戦後日本にながらく君臨しつづけた自友民政党は、右翼で暴力団のトップ、そんな超国家主義者が金をばらまいたことで誕生した政党と言っていい。


    　そんな自じ友ゆう民みん政せい党とうは、戦後五〇年以上にわたって政権与党を維持しつづけることになる（いわゆる五五年体制）。


    　一九六〇年、安あん保ぽ闘とう争そうの拡大を、暴力団や右翼を組織して阻そ止し。共産主義勢力と見れば、暴力を背景に威圧し、弾圧をくわえた。


    　一九六二年、海かい胴どうは「全国の暴力団員を大同団結させ、反共の防ぼう波は堤ていとなるべく強固な組織を作る」という構想のもと、「大だい東とう亜あ同どう盟めい会かい」を結成。京きよう武ぶ会かい、東とう丈じよう会かい、神かみ代しろ組ぐみなどをはじめとして、日本全国の暴力団を大同団結させることに成功する。名実ともに海胴は、日本の暴力団社会の頂点に立った。


    　こうして海胴は、資金的にも、政治的にも、暴力的にも、日本現代史においてまれに見る力を持ち、政財界に権勢をふるうことになっていく。


    　そして、いつの時点か明確な年月日はさだかではないが、海胴はＣＩＡを裏切り、日本の権力構造を熟知した唯ゆい一いつのフィクサーとして君臨しつづけることになる。


    



    　一通り海胴総そう次じ郎ろうを知って、まるでマンガのような経歴に俺は唖あ然ぜんとするばかりだった。事実は小説より奇なりという陳ちん腐ぷな言葉が、今は重みを持って感じられる。


    　戦後の政財界に多額の金を投とう資しした海胴。


    　日本の産業振しん興こうを支えた海胴。


    　自友民政党の立て役者である海胴。


    　日本右翼の巨頭である海胴。


    　暴力団をとりまとめ、頂点に立つ海胴。


    　──まったく、何もかもがデタラメだ。


    　それが、率直な俺の感想だった。


    　自友民政党なんていったら、日本政治そのものじゃないか。


    　莉り音おんによると、民主主義が機能している国家なら、ひとつの政党が五〇年以上にわたって王座に君臨するなんてありえないことらしい。一般国民の支持なくして、そんなことは不可能だ。だが自友民政党は、現実として五〇年以上も日本を統治した。


    　一方で、暴力団はタブー視されている。


    　社会は暴力団を排除しようと躍やつ起きになっている。


    　さてここで問題だ。海胴総次郎は日本政界の重要人物であり、暴力団社会の頂点に立つ男である。どういうことなんだろうか?　大人たちの考えることは、サッパリ意味がわからない。答えがあったら聞かせてくれ。


    　後年に公開されたＣＩＡの報告書にて、日本でＣＩＡが展開した情報工作について触れている部分がある。その抜ばつ粋すいが『海胴総次郎研究』に掲載されていた。一部に海胴が登場してくるからだ。


    　ＣＩＡが海かい胴どうの人物像について指摘した文もん言ごんが、すさまじくふるっている。


    



    「病的なウソつきで話が四転五転するどころでは済まない。たった今した約束も、一分後には平然と破られている。サディスティックな上に頭も悪い。金かね儲もうけにしか興味がなく、いかに楽ができるかばかり考えている。英語の基本文法がめちゃくちゃなだけでなく、母国語である日本語すら危あやうい。重度のヒステリーで、怒ると人間の言葉を話しているのかどうかすらさだかではなくなる。我が情報局設立以来、もっとも無能極まる情報機関員であった。幼児レベルの工作能力すら持たない、真のクズである」


    



    　……ここまでＣＩＡから能無しの烙らく印いんを押された人間は、かつているのだろうか。とても公式文書とは思えないはげしい文句の羅ら列れつに、俺は逆にほほえましさすら感じてしまった。


    



    
      ◇

    


    



    　最新の世論調査はいっそう悪化していた。


    



    　賛成九％　反対七三％　その他一八％


    



    　もう言葉もない。


    　バッシングもあいかわらず。週刊誌で特集を組まれたり、ネットの意見もさらに過激化していて、目も当てられない惨さん状じようだった。


    　一般人にとってはおもしろいエンターテインメントなのだろう。もしかしたら俺も、無関係の人間としてこの事態を眺めれば、とても楽しいドラマでも見ているような気分だったかもしれない。……いや、きっと楽しんでいた。流されるまま過ごしてきた今までの俺がそうだったからだ。


    　しかし、俺たちはこの事態を、じっと耐え忍しのんでいた。


    　今や情報操作の大本がわかり、真っ正面からの対抗が不可能であるとわかった以上、黙もくして機を待つのがベターである。作戦の方は順調に進んでいるのだから、ウェスタンユニオンの買収を達成してすばやくＴＯＢを取り下げ、海胴と話をつけるという方針を俺たちは固めていた。


    



    
      ◇

    


    



    　俺と莉り音おんは目め黒ぐろの速はや水み半導体工業に、速水元社長を訪ねていた。


    　速水半導体工業は革命部グループで最重要の企業である。しかし一連の事態に、きっと速水元社長は戸と惑まどっているに違いない。社員たちを統率しているのが速はや水み元社長であり、社内が浮き足立たないように状況を説明しておく必要があった。


    　速水元社長の部屋へ出向いた俺たちは頭を下げた。


    　莉り音おんは話を切り出す。


    「速水の株価が最盛期から二〇％以上も落ち込んでる。それを謝あやまりに来たの」


    「株価なんぞ水物だ。そんなことは構わない。それにしても、ＥＥ相手とはまた大きく出たな。いや、大きいなんてもんじゃない。言葉もないとはこのことだ」


    　速水元社長も、他の人たちと同じように、本当にＥＥを買収しようとしているのだと思っているはずだ。


    「そのＴＯＢの影響で、マスコミがうるさくなっちゃってね。しばらく続きそう」


    「半導体事業に影響はないから安心していい。それにしてもだ……ひどい叩たたかれようだな。これだけバッシングに遭あえば大人物だよ」


    　速水元社長は苦にが々にがしい表情を浮かべた。


    　俺は肩をすくめて応じる。


    「なんだか、感覚がマヒしかけてますよ。最近は、朝起きると、現実の方が夢なんじゃないかって思うくらいです」


    「察するよ。本当にひどいもんだ。……せめて俺にできることは、半導体事業をしっかりやることだけだからな。こっちは安心してくれていい」


    　やたらと協力的な速水元社長に、莉音はいささか面食らったようだった。


    「こんどはずいぶん協力してくれるのね。また怒られるのを覚悟してきたのに。変なの。拍ひよう子し抜けしちゃった」


    「以前は怒っちまったからな。アレは俺の誤りだった」


    「ううん。怒るのは当然だった。しょうがないってば」


    　二人は譲ゆずり合い、しんみりしたようだった。おたがい顔を見合わせて苦笑する。


    　意外なことを速水元社長が切り出した。


    「……実はな……そろそろ引退しようかと思ってるよ」


    「いつもの元気がないと思ってたら、そっか……。できればこのままいてほしいけど……」


    「俺も、もう年としだからな。役に立たないジジイは引退するに限る」


    　その言葉に、莉音は怒ったように頬ほおをふくらませる。


    「ちょっと、それ自分を卑ひ下げしすぎじゃないの?　どうしたのよ?」


    「これでも、ない頭を絞っていろいろ考えたんだよ。俺など、どうがんばってもおまえらにはかなわない。おまえらの実力を、しみじみと感じているところだ。この攻撃に動じていないのを見て、改めて思ったよ」


    　すぐに俺が応じる。


    「いえいえ、動じてますよ。内心、泣きそうなんです」


    「うんうん。正直かなーり辛つらかったのよね」


    　莉り音おんが隣に座る俺の手に手を重ねてきたので、俺たちは顔を見合わせてほほえんだ。


    「俺の仕事は、半導体部門の業績を以前と同じ水準に戻すことだけだ。それ以上のことを手伝ってやれる実力が、俺にはない」


    　真しん摯しな口調で、速はや水み元社長は言った。


    　立たち花ばな社長しかり、速水元社長しかり、並み以上の経営者はどこまでも率直だと俺は思った。なおかつ、人並み以上の実力者なのに、自分を驕おごっていない。以前、若造の前で頭を下げた速水社長には脱だつ帽ぼうしたものだが、やはり尊敬の念を禁じ得ない。


    　速水元社長はつづける。


    「半導体事業の再生──それが終われば、俺は綺き麗れいに引き下がる。決めていたことだ。おまえらに言うタイミングが今になったというだけだな」


    「そう……。ジイさんはガンコだからね。一度決めたことなら、もう変わらないのでしょう?」


    「そうだ。決めたことは曲げない。ただし、おまえらには感謝してるぞ。いくら株が二〇％下がってるって言っても、ちょっと前と比べたら三〇倍近くまで時価総額が膨ふくらんでる。つまり、俺の資産もそんだけ増えたってことだ。それもこれも、おまえらのせいなんだぞ」


    　おどけた調子で速水社長は言った。


    「きっとまだまだ上昇するわ。期待してくれていい。今はバッシングがひどいけど……必ず盛り返すから」


    「わかっとる。おかげで悠ゆう々ゆう自じ適てきな生活が送れるよ。それに、老後の楽しみが増えた。俺は、おまえらに会えてよかった」


    　真剣に見み据すえられ、真ま顔がおで言い切られたものだから、返す言葉にこまってしまった。感謝の言葉もない。バッシングにあっている最中だけに、速水社長のやさしい言葉はとくに胸に染しみた。


    　俺と莉音はお礼を述べて、速水半導体工業をあとにした。


    



    
      ◇

    


    



    　渋しぶ谷や、高級ホテルのなかにある奥まった喫茶店。


    　俺と莉音と立花社長はテーブルをかこんで打ち合わせしていた。


    　感心したように立花社長は言う。


    「それにしても……これだけバッシングが集中してるのに、よく乗り切ったね」


    「もう涙目ですよ」


    　力なく、俺は笑った。


    「途中でＴＯＢを降りるんじゃないかと心配していた。もし降りていたら、再起不能になっていただろう。もちろん今もひどい状態に違いはないが、降りるよりずっとマシだよ」


    「それはわかっていたけれど……今だから打ち明けるとね、一度は仕切り直すことも考えていたの」


    　莉り音おんの言葉に、立たち花ばな社長はうなずいた。


    「そう思うのはしかたない。ぼくだって、君らと同じ立場になっていたら逃げ出したくなるさ。だが、戦いをつづける限り、明日がある」


    「そうよね。弱気になってちゃダメね」


    　ふと気づいたように莉音はつづける。


    「そうそう、謀ぼう略りやくの首謀者、わかったの。ＥＥじゃなかった」


    「ほう!　誰だったんだい?」


    　立花社長はテーブルに身を乗り出してきた。


    　ポツリと莉音は口にする。


    「……海かい胴どう」


    「海胴って……か、海胴総そう次じ郎ろうなのか!?」


    「そうみたい」


    「もう八〇すぎの老体だぞ……。ここ最近、名前を聞かなかったから、すっかり消え去ったのだとばかり……。な、なるほど……それならこれだけの権力を及ぼせる……」


    「……怖くなった?」


    　うかがうように莉音が聞くと、立花社長は首を振る。


    「ぼくは直接の関連がない。第一ぼくは長いことサラリーマンだったし、アクアスが東とう証しように上じよう場じようしたのはごく最近だ。だから政財界に深く関わったのは最近なんだよ。一世代前のエスタブリッシュメントなら、海胴の名前で震ふるえ上がるのかもしれないが……。ふうむ……」


    　立花社長は椅い子すに深々と身を沈め、首をひねった。


    「でもどうして、海胴はこんなことをやってる?　何が目的なんだ?」


    「ＥＥを守りたいみたい。戦後の復興期、海胴はずいぶんＥＥに資金を投じたみたいだから」


    「海胴が旧軍の遺い産さんの一部を隠いん匿とくし、私物化したことは公然の秘密となっている。その資金を派手にばらまき、くわえて暴力団や極右の力を背景に、日本政界に深く食い込んでいたことも歴史的事実だ。しかし、海胴が財界に投じてきたという秘密資金の方は……どうにも胡散うさん臭くさいぞ。ホラ、例のＭ資金ってヤツだよ。そんなもの、詐さ欺ぎの材料くらいにしか考えてなかったが……」


    　Ｍ資金とは、ＧＨＱ占領下の日本で、旧日本軍から接収した財産などを基にして、極ごく秘ひ裏りに運用されていたと噂うわさされる秘密資金のことである。


    　Ｍ資金の存在が公的に確認されたことは一度もない。資金の性質上、公的に認められるようなものでもない。


    　ただし、旧日本軍が隠いん匿とくしていた膨ぼう大だいな資金や貴金属は実際に各地で見つかっている。そして、発見され、接収された旧軍資産は、その後の処理の過程において不透明な部分が多々あった。


    　戦争に敗北したとはいえ、世界最大級の海軍を擁ようし、世界大戦を遂すい行こうするほどの軍事資産である。


    　この旧軍資産は、日本政府中ちゆう枢すうに関わる一部の人間によって運用されているとささやかれることになったのだ。


    　さらにこのＭ資金の話が民間にも流る布ふされ、詐さ欺ぎの材料として使われるまでになった。著名な事業家や大企業がこの詐欺に遭あっており、自殺者まで出す事態に発展したこともある。被害者が口を閉ざし、表おもて沙ざ汰たになっていない事案も多いだろう。このように戦後、大がかりな詐欺事件に利用されてきたため、Ｍ資金には胡散うさん臭くさいというイメージがつきまとうことになった。


    　莉り音おんはなやましげな顔をする。


    「その点は私も半信半疑だったんだけど……現にこうして海かい胴どうは防衛線を張ってる」


    「海胴は本質的にヤクザだ。私利私欲のために金を奪い取るならわかるが、ヤクザが産業育成に取り組む姿なんてブラックジョークだとしても似合わない。いやしかし……本当にそんなものがあるなら、ぼくにも投入してほしいものだな。もっとも、すでにはるか昔の話なんだろうがね……」


    「私たちにも投入してほしいわね。こんど、頼んでみようかしら」


    　立たち花ばな社長と莉音は、顔を見合わせて笑った。


    「ちなみに、その情報源はどこなんだい?　君たちは、いったいどうやって海胴だと突き止めた?」


    「ローザが教えてくれたの。海胴がＥＥに資金を投じていたことや、この謀ぼう略りやくの中心が海胴なんだってことを。ローザは、海胴のことが大ッきらいみたい」


    　立花社長はヒザを叩たたく。


    「なるほど。合が点てんがいった。情報源がスタインバーグなら、きわめて正確な話だな……」


    「何度か海胴暗殺計画があったって言ってた」


    「ハハハ、そいつは特Ａ級の情報だ。まったく君らといると退屈しないな」


    「だからね、この計画が終了したら、なんとか海胴と話をつけようと思ってるの。それまでは計画を秘匿して、じっと攻撃に耐えるのがベターだと思ってる。これだけ攻撃があるのは、ある意味で言えば、私たちの作戦がうまくいっている証しよう拠こだからね」


    「そのとおり、アベコベに不利な状況に追いやられているが、作戦自体は堅調なんだよ。ぼくも、そろそろ次のステップに進む頃合だろうと考えていたところだ」


    「そうね。次の手を打っていかないと」


    「明後日、経けい団だん連れんの会合がある。ぼくもそれに参加しようと思ってるんだ。ＥＥの社長もやってくるから、それとなく様子をうかがってみよう」


    　経団連とは、社団法人日本経済団体連合会の略である。


    　東とう証しよう一部上じよう場じよう企業を中心に構成され、政府の経済政策などに財界を代表して意見を申し述べたりする団体だ。


    　俺と莉り音おんは同時にうなずいた。


    「うん」


    「わかりました」


    「ＴＯＢに対して相手が弱気なら、そこで一気に君らとコンタクトの席を設もうけられるよう工作しよう。相手が強気なら、君たちも大変だろうが……もう一踏ん張りする必要がある」


    「なら明日、ぼくがもう一度、記者会見を開きましょう。そこでＴＯＢへの自信を存分にＰＲしておきますよ。ＥＥがＴＯＢに対して弱気になるように」


    　俺の言葉に、莉音は驚いたようだった。


    「だ、大丈夫?」


    「ああ。がんばるよ」


    　立たち花ばな社長も問い質ただしてくる。


    「この状況で、本当にやるのかい?」


    「明後日までに少しでも相手の気力を減じることができれば、うまい形でコンタクトできる機会が早まります。一時的に批判は増えるでしょうが、結果的にこの状況をいち早く脱することができますから」


    「バッシングされる当事者なのに、君は強いな……。ぼくも適切におたがいを取り持てるよう最さい善ぜんを尽くそう。ＥＥ首脳陣は礼れい儀ぎ正しい人たちだから、ＴＯＢをちらつかせつつ直接交こう渉しように持ち込めれば、なんらかの成果は引き出せると思う」


    「ありがとう。そこからは、私たちが努力しないとね」


    「ありがとうございます。やはり立花社長は、ぼくらにとって最高のアドバイザーでした。これからもご指導のほど、よろしくお願いします」


    　俺と莉音が礼を言うと、立花社長は眼を細めて口にする。


    「いいんだよ。ぼくだって、君らがどこまで行くのか楽しみでしかたがないんだ。それに、今回のバッシングのなかでも前に進みつづける君たちを見て、ぼくは感に堪たえない。世間がなんと言おうと、ぼくは君たちを尊敬する」


    　立花社長の言葉は泣きそうなほどうれしかった。


    　ローザといい、速はや水み元社長といい、立花社長といい、こういう逆境のなかで温かくむかえてくれる相手こそ、本当に重要なのだと改めて感じた。


    



    
      ◇

    


    



    　俺は自信を持って記者たちと相対していた。


    　記者会見の席上、手振りを交まじえて大きな声で語る。


    「一連の報道はまちがっていることを強く主張させていただきつつ、四日後からＴＯＢを開始することを、ここに宣言させていただきます。四日後の朝刊各紙にはＴＯＢに関する公告が掲載されます。われわれは、信念を持って事に当たっています。どうぞ株主のみなさん、われわれのＴＯＢに応じてください。ここまで高い株価をご提示させていただく以上、革命部は勝利するでしょう」


    　提示価格が高いのと、ＴＯＢ開始時期を引っ張っただけに、ＴＯＢに応じてくれる株主の数は出足だけはいいだろう。しかし株の持ち合いが入り組んでいることや、これだけバッシングがある状況を考えれば、二〇～三〇％を超えたあたりから申し込みは頭打ちになりそうだ。もちろん、そういう計画なのである。


    　質問の記者が立ち上がる。


    「ＮＢＮテレビ、田た島じまです。世論調査ではＴＯＢに反対の声が七割を超えているようですが……。それでも本当に踏み切るつもりですか?」


    「はい。国民やマスコミのみなさんにはわからない経営判断というものは、あるのです」


    　恐れてはいけない。計画は破は綻たんしていないのである。


    　強いトーンで主張し、ＥＥ首脳陣に、こちらの意志が堅いことを理解してもらうべきだ。この苦しい状況を一日でも早く強引に突破することが、バッシングを打破する最短の道である。


    「それは、視聴者をバカにしてはいませんか?　国民は、そんなに愚おろかじゃないんです。きちんと見るべきところは見ているものなんですよ」


    　記者は不満を隠そうともしなかった。


    　取って付けたようなセリフである。そんなに視聴者が賢かしこいなら、何か大事件があったわけでもないのに、世論調査がたった数日ではげしく動くわけがない。


    「それは発想の飛躍です。企業の経営判断が、世論に影響を受ける必要はありません。くわえて申し上げれば、世論調査がつねに正しいとは思いません」


    「世論を否定する?　民主主義の否定じゃないですか?」


    　記者は言葉を荒らげた。マスコミ否定でもあるから、カチンときたらしい。


    「どうしてそう大たい所しよ高こう所しよに話が飛んでしまうんですかね?　私はただ、経営の判断をするにあたっては、世論の意向を重視するつもりもなければ、マスコミの方々の説得に影響を受けることもないと申し上げているのです。ただ経営判断に、率直にしたがうのみ。それだけのことです」


    「しかし企業といえども、民主主義社会のなかで生きていかねばならないはずだ」


    　なにやらもう記者の言葉は断定口調で、敬語ですらなかった。


    　俺は苦にが々にがしく大きく息を吐いて言う。


    「そうですね。それが、どうかしましたか?」


    　俺の言葉に、記者はコメカミをぴくつかせて椅い子すに座ってしまった。相当に立りつ腹ぷくさせてしまったようだ。


    　別の記者が立ち上がる。


    「日につ済さい新聞、野の木ぎです。羽は月づき社長は今まで、世論の温かい支援に支えられてきました。しかし、その肝心の世論が羽月社長の行動に反対しているのです。どう思われますか?」


    　漠然と「どう思われますか?」と聞かれてもこまってしまう。しかし、できるだけ率直な気持ちを、俺は考えながらゆっくり述べていく。


    「世論の温かい支援……ですか……。うーん、見解の相違としか言いようがありませんね……。もちろん世論の声は真しん摯しに受け止めますし、今後もできるだけたくさんの人に経営方針を理解してもらえるよう努めます。しかしですよ、世論は、私の頭脳ではないのです。私には私の意志と考えがあり、それに則のつとって活動しています。こんなあたりまえのことを、改めてここで言うのもおかしな話ですが……」


    　そんなふうに、記者たちとの質疑応答はどれも似たような話がくりかえされた。


    　記者たちは俺の発言の粗あらを探し、また世論の反対と結びつけて俺を攻撃した。予想通りだったし、新しく注目すべきこともなかった。


    　今日の記者会見の目的は、あくまで予定通りＴＯＢを開始することを、自信を持って宣言することだ。


    　目的は果たした。


    　バッシングはいっそう強くなるだろう。


    　今は耐えるべきときだ。


    



    
      ◇

    


    



    　翌日の新聞朝刊の見出しはいっそう過激化していた。


    



    「『視聴者はバカ』羽月断言」


    



    「開き直り羽月『どうかしましたか?』」


    



    「羽月、民主主義を強く否定」


    



    「羽は月づき支持者、泣いた」


    



    「『期待を返して』元支援者の声多数」


    



    　一部メディアでは、速はや水み半導体工業のバッシングまで始まり、速水の株価は最高値のころより三〇％も下げ落らくしていた。


    　叩たたきがエスカレートしていくのは、海かい胴どうも焦あせっている証しよう拠こかもしれない。そう思うことがせめてもの慰なぐさめだった。


    



    
      ◇

    


    



    　記者会見を開いた翌日の夜のこと。


    　俺と莉り音おんは立たち花ばな社長に呼ばれ、アクアスまでやってきていた。


    　最さい奥おうの社長室で俺たちはテーブルを囲む。


    「今日、ＥＥ社長──柏かしわ木ぎさんと話をした。結論から言うと、君らと秘ひ密みつ裏りに会合を持つことには同意したよ」


    「ありがとう!　これで終局に一歩近づいたわね」


    「ありがとうございます」


    「顔見知りだったけど、直接話をしたことはなかったんだ。そこで世間話から始めてさ、『ぼくはアクアスＴＯＢ以来、羽月氏と個人的に付き合いがある』って話題を振ったら、いろいろと君らのことについて探さぐりを入れてきたよ」


    「へえ、いちおうそれなりに焦りを感じているのかしら」


    「いや、ポーカーフェイスで有名な社長だ。真意までは読めなかった」


    「あんまり表に出ない社長よね。一通り調べてみたんだけど、雑誌で二、三の記事が見つかったくらいだった」


    　莉音の言葉に、立花社長はうなずく。


    「サラリーマン社長とはそんなもんさ。でもね、柏木さんはＥＥ社内で、ブルドーザーって異い名みようを持ってるパワーファイターだ。外見もまさにそんな感じ。周囲の反対を押し切り社内改革を進めてこれたのも、あの社長の力によるところが大きい。大ナタをふるった改革で前期は三〇〇〇億円の赤字だが、今期は一気に一兆円近い黒字を計上できるのではないかと言われている」


    「即断即決できそうな相手ね。都合いいじゃない」


    「まぁ、そうかもな。個人的には、極秘会談にまでは確実にこぎつけられると思っていた。ぼくがＥＥ社長でも、同じ対応をするだろうからね。話し合いを持つだけならタダだし、相手の出方を知れば作戦も立てやすい。だけど、ここからが勝負だぞ」


    　立たち花ばな社長は真剣な面おも持もちでつづける。


    「ぼくが手伝えるのは、双方のコンタクトだけだ。あとは、君たちがやる必要がある」


    「わかってる。私たちから接触すれば、それが弱みになるからね。むこうも弱みを見せたくないから、接触したくても接触してこない。だから立花社長のような仲ちゆう介かい者が絶対に必要だったの。十分に感謝してる」


    「知り合い同士を紹介するくらい普通のことさ。何の手間でもない。それより、柏かしわ木ぎさんが何を考えているのか、まったくわからない」


    「海かい胴どうと、つながっていると思う?」


    「それはなかろう。海胴がＥＥになんらかの資金を投入したのは戦後すぐのことだろうから、今のＥＥ首脳陣とのつながりは強くはない」


    「じゃあ海胴は……勝手にＥＥを救うつもりで、まったく独自でしかけてきてるのね」


    「柏木さんは何も知らないんじゃないかな。柏木さんは頑強なタイプだが、それでもＥＥ上がりのスマートさを隠し持っている。けっして悪あく辣らつな人間じゃない。一方で、海胴は本物の右翼だ。ＥＥに手を出した以上、君らを追い落とすことが、天下国家のためだと確信しているんだよ」


    「ワケがわからないわ……」


    　呆あきれたように莉り音おんは首を振った。


    「いや、莉音くん。君なら理解できるはずだよ。国のために命を捨てる人間がいる。信仰のため死に殉じゆんじる人がいる。友のために死ぬ者がいる。愛する女性のために身体を張る男がいる。たとえそれが、勝手な思い込みだとしてもだ。ぼくらとて、事業のために命を懸かけることもあるだろう?」


    「……うん。たしかにそうね。理想のためなら、命を懸けようって思うもの。そのベクトルが、海胴は私たちと違いすぎるだけなのね」


    「そう思う。ともかく勝負を一刻も早く終わらせて、海胴と話をつけることだ」


    　俺と莉音は深くうなずいた。


    　立花社長はメモ書きを手渡してくる。


    「場所はココ。帝てい都とホテルのスイートだ。マスコミに見つからないようにホテルへ入ってくれ。ちなみに場所はむこうの指定だ。ＥＥ側が借りてくれる」


    　この秘密会合が、ＥＥ買収戦の天てん王のう山ざんとなる。


    　俺たちは感謝を述べて、アクアスをあとにした。


    



    
      ◇

    


    



    　指定の時間に帝都ホテルのスイートへ出向くと、男二人が立ち上がって俺たちをむかえた。


    　やたらとガタイのいい壮年の男性と、メガネをかけた繊せん細さいそうな男性。二人とも、立たち花ばな社長と同年代くらいであろうか。


    　むこうからはこの二人のみ、こちらからは俺と莉り音おん。


    　スイートルームには合計四人。


    　決戦だ。


    　巨体の壮年がぶっきらぼうに名刺を差し出してくる。


    「エグゼスエレクトロニクス、社長の柏かしわ木ぎだ」


    　横おう柄へいな、挨あい拶さつとも言えないような挨拶だった。押しの強そうなガラガラ声が妙に特徴的だ。


    　そして横に控えるメガネの男を、アゴだけで指し示す。


    「それから、こっちは企業戦略担当重役の重しげ野の」


    「重野です」


    　メガネの男性は両手で慇いん懃ぎんに名刺を出してきた。


    「革命部、羽は月づき」


    　大きな声で名乗った莉音に続き、俺も名刺を出しながら丁てい重ちように続く。


    「同じく革命部、羽月です。今日はよろしくお願いします」


    「部屋を用意してくれてありがとう。まずはお礼を言っておく」


    　莉音が言うと、柏木社長は手でソファに座るよううながした。


    「そんなことはいい。席についてくれ。茶は出ない」


    　スイートルームの中央には、重厚なソファセット。柏木社長につづき、俺と莉音もソファに腰を下ろした。


    　まず先手は柏木社長が打ってくる。


    「貴様らのことは一通りの調査した。従い姉と弟こ同士だそうだな」


    　交こう渉しよう相手に出会い頭がしらで「貴様ら」などと言う言葉遣いに、俺は面食らった。


    　対等だと思っていないのか、それとも演技の一環なのか。あるいは、柏木社長のＥＥ社内での異い名みようがブルドーザーだと立花社長は教えてくれたが、素すでこういう社長なのかもしれない。まぁ、やたらと押し出しの強そうな外見とマッチしている。肩幅は広く、背も高く、若いときにはラグビーかアメフトでもやっていそうな体つきだった。


    　こちらの実質トップが小柄な莉音だけに、柏木社長の巨体はいっそう目立つ。


    　莉音はそっけなく応じる。


    「まぁね」


    「それから、おまえらは二人三脚で行動している。どちらかと言えば……司令塔は貴様だ」


    　柏木社長は、莉音をアゴでしゃくった。


    　莉音は興味がなさそうに応じる。


    「どう思われても構わないわ」


    「ところでだ……貴様らの資金源はどこなんだ?」


    「この席で、手の内を明かすわけないじゃない。今はまだ秘密よ」


    　莉り音おんの言葉を完全無視し、柏かしわ木ぎ社長は追及してきた。


    「スタインバーグ?」


    「だから、機密事項だって言ったでしょ」


    　べつに怒った風でもなく、業務報告をするように莉音は言った。


    　構わず柏木社長はくりかえす。


    「スタインバーグではあるまい?」


    　莉音はため息をついて口にする。


    「……可能性は、あるわね」


    「少なくとも、日系企業ではない。それは確実だ」


    「そりゃ、ＥＥに喧けん嘩かを売って得する日本企業なんてないからね」


    「可能性は低いが……中国系か?」


    「さぁね」


    　そっけなく、莉音は言った。


    　柏木社長は食い下がってくる。


    「……カルヴァート?」


    　ふいに、莉音が息を呑のむ様子が伝わってきたので、俺は莉音をふりむいた。


    　たしかに一瞬、表情が止まったような顔をしていた。


    　すぐに何の気なしに柏木社長から視線をそらし、呼吸を整えて口にする。


    「さぁ……どうかしら」


    　今の態度は少しばかり不自然だった。


    　──どういうことだ?　カルヴァート財ざい閥ばつなんて何の関係も……。


    　柏木社長の質問が止まった。


    　そしてしばらく、場は沈黙に包まれた。


    　時計の秒針が針を刻む音が、コチコチと聞こえてくる。


    　──そうか……莉音はわざと、カルヴァートだと匂わせたのか!


    　前回のアクアス戦では、いきなりスタインバーグが出てきたから、こんどはカルヴァートあたりが突然登場してきても不自然じゃない。


    　現に柏木社長は、こちらの資金源がカルヴァートである可能性を感じ取っている。


    　今回のＴＯＢについては、大前提として革命部がどこからか資金調達を成功させていると考えるのは当然のことだ。空からＴＯＢなんて発想があるとは思うまい。資金の借り入れ相手がカルヴァートなら、ＥＥにとっては切実な状況である。


    「ふぅむ……」


    　柏かしわ木ぎ社長は腕を組み、小さくうなり声を上げた。


    　ふたたび場は、沈黙に包まれる。


    　莉り音おんは口を開かず、ただじっと柏木社長の言葉を待っていた。この場は、後出しの方が有効だ。


    　ようやっと柏木社長は身を乗り出してくる。


    「この極秘会談を受けたのは、妥だ協きよう点を探さぐるという点において、おたがいに異論はないということでいいんだな?」


    「基本的にＴＯＢを降りるつもりはないんだけど……それでもビジネスなんだから、何事も条件次第でしょ」


    「ふむ。こちらも条件次第だ」


    　おたがいが示し合わせたように黙り込んだ。静まりかえる機会が多い不思議な会合である。


    　少なくとも俺は今まで、こんなミーティングの席に出たことはなかった。相手に気を遣つかう様子などまったくなく、おたがいに肚はらのうちを見極めようと押し黙り、有利なポジションを探り合う。政治的駆け引きも高度になってくると、こんなものなのだろうか。


    　こんどは莉音が口火を切る。


    「そちらの考えている条件は?」


    「まずは貴様らの条件を聞こう」


    「そっちが先に言いなさいよ」


    「貴様らからだ」


    「そっちが言いなさい」


    「貴様らが言え」


    　観念したように莉音は椅い子すに深々と身を沈め、静かに口を開いた。


    「じゃあ、こんなのは?　ＥＥの抱かかえる優良企業をひとつ、格安で譲ゆずってもらう。その代わり、ＥＥ買収からは完全に手を引く」


    「ダメだ。少なくとも、うちが格安で企業を譲ることなどありえない。検討できるとしたら、正規以上の値段でだ」


    　間かん髪はつをいれずに柏木社長は応じた。


    「なら、この案はつまんない話ね。うちは何の得もしないし。他の案を考えましょう」


    　柏木社長は、莉音の話を見事なまでに黙殺し、口にする。


    「貴様が考える優良企業というのはどこだ?」


    　話を無視されたからといって、莉音は怒った様子もない。


    「そうね……ＥＥにはたくさんの優良子会社があるからね……今は突然だから……」


    　アゴに手を当てて考える風をよそおい、急にひらめいたように莉音はヒザを打つ。


    「あっ、そういえば、去年のＥＥの大型買収。ウェスタンユニオンがあったわよね。あくまでたとえばだけど、ウェスタンユニオンみたいな企業なら魅力あるわ」


    「ウェスタンユニオンはＥＥの戦略の中核になりうる企業だ。売却になど応じない」


    「でも今回は特殊な状況でしょ?」


    「特殊な交こう渉しようの場であることは認めよう。だがしかし、ダメなものはダメだ」


    　こんどは莉り音おんが、柏かしわ木ぎ社長のお株を奪うように、話を無視して持じ論ろんを展開する。


    「たしかＥＥはウェスタンユニオン株七〇・八％を、七八〇〇億円で購入したわよね。たとえばそれを同じ金額で譲じよう渡としてくれるなら、革命部はＴＯＢを取り下げることを検討できる可能性はあるかなぁ……」


    　すかさず柏木社長は断言する。


    「断る」


    「なら、他の方法──」


    　莉音の言葉を遮さえぎり、柏木社長がつづける。


    「が、しかし……突とつ拍ぴよう子しもない金額を提示してくれるなら、譲ゆずれないわけでもないがね。ビジネスなのだから、利り益えきが上がればいいんだよ」


    「じゃあウェスタンユニオンなら、いくらくらいを想定してる?」


    「一兆五〇〇〇億円」


    　柏木社長が即答すると、莉音は吹き出した。


    「高い。去年七八〇〇億円で買った企業でしょ。たった一年で二倍近くに跳はね上がるなんて」


    「いやなら話は終わりだ」


    「一兆円」


    　金額だけを、莉音は言った。


    「ほう……」


    　わずかに柏木社長は天井を仰ぎ見て、静かに頭を振る。


    「……ノー」


    「一兆五〇〇億円」


    「ノー」


    「一兆一〇〇〇億円」


    「……ノーだ」


    　去年七八〇〇億円の企業が、今年一兆一〇〇〇億円になったとなれば、大変な値上がりようのはずだ。


    　ウェスタンユニオンは優良企業だが、業績は安定していて、今年になって飛び抜けて成長したわけでもない。


    　まちがいなく、莉音の提案金額は、ＥＥにとって得になる話だった。それでも柏木社長は応じる様子はないようだ。


    　莉り音おんは椅い子すにさらに身体を沈め、腕を組む。


    「……うーん、じゃあ残念だけど話は決裂ねぇ。ウェスタンユニオンは良い企業だと思うけど……こちらとしては原子力にとりわけ関心があるわけじゃないし……。他に方法はないかしら……」


    　またもや場は沈黙に包まれた。


    　この秘密会合に参加して、俺は驚きの連続だった。


    　おたがい、相手の言葉を無視してでも、言いたいことを可能な限りまくしたてているように感じた。


    　このような駆け引きの場では、きっと言葉にしないよりも、相手に不快に思われようと、言っておいた方が得なのだ。もしこちらの望むラインで相手が食いついてくる可能性があれば、それが一番いいのだから。


    　このようなギリギリの利権交こう渉しよう──政治的取引とは、こういうものなのかもしれない。


    　まるで今気づいたように柏かしわ木ぎ社長がテーブルを叩たたき、別の案を持ち出してくる。


    「なら、こういう提案はどうだ?　五〇〇億払おう。もう二度と、うちには手を出さないという条件でな。それですべて終了だ」


    　おそらく、事前に検討を重ねてきた妥だ協きよう案に違いない。


    　莉音がうかがうような視線を向ける。


    「それはつまり……ＥＥが革命部に五〇〇億円をくれるってこと?」


    「有あり体ていに言えばそういうことだ。ただし現金をいきなり振り込むわけじゃない。我が社が革命部の何かを買おう。革命部に人材教育や業務改善という名目でコンサルタント業務を依頼するのもいいだろう。その対価として、五〇〇億円を払うのだよ」


    「なるほど……でも手を引くには、五〇〇億円じゃ安すぎるわね。第一これ、ＥＥっていう時価総額一五兆円企業の話だからね」


    　莉音がそこまで言うと、突然、柏木社長は豹ひよう変へんした。


    　テーブルに手を叩きつけ、ぶしつけに立ち上がり、烈れつ火かの如ごとくガラガラ声を張り上げる。


    「バカを言え!　おまえらが一方的にしかけてきた戦いだろう!?　こっちは迷惑してるんだ!　それなのに五〇〇億円をくれてやろうって言うんだぞ!?」


    　巨体を揺らめかせ、すさまじい剣幕である。今にも殴なぐりかかってきそうな勢いだ。


    　俺は驚いて中腰になりかけ、浮き足立ちそうになった。


    　そんな俺の手に、莉音は無言で手を重ねてきた。ハッとして視線を向けると、莉音はまったく動じていなかった。目線だけを俺に向け、かすかにニッコリほほえんでくれたように見えた。


    　──莉音は今、笑った……?


    　おかげで俺は落ち着きを取り戻し、深呼吸をして深く椅子に座り込んだ。


    　俺が安心したのがわかったのだろう、莉音は自然に手を引いた。


    　莉り音おんのおかげで初めて冷静に、激げつ昂こうする柏かしわ木ぎ社長を観察することができた。そして……やっとわかった。


    　柏木社長がいきなり激怒したのは、おそらく演技なのだろう。この場で交こう渉しようをぶち壊しても、良いことは何もないのだから。


    　とっさの事態に、そんな基本的なことを俺は忘れ、頭が真っ白になりかけてしまったのだ。上うわ辺べだけで物事を判断する俺は、やはり莉音にはまだまだかなわない。自分の愚おろかさに、俺は唇くちびるをかみしめた。


    　まったく見ず知らずの第三者が、怒りの形ぎよう相そうをたぎらせる柏木社長を見れば、すくみ上がってしまうかもしれない。


    　しかしこの場では、すべてのことが交渉の一環なのだ。


    　莉音は冷静に応じる。


    「私たちが盗ぬす人つとみたいな言い方だけど、ＴＯＢは商法上のルールなのよ。そして、決まればきちんと正規の手続きを踏んで、お金も支払うわけ。私たちのＴＯＢ提示価格七五〇円がもしも安いなら、応募者が集まらないで終了。高いなら応募者が集まって成立。それだけのことでしょ?　株主を脅おどして株を奪い取るわけじゃないんだからね」


    「なら、いくらほしいんだ!?　もったいぶらず、金額を言え!　そこから交渉しようじゃないか。金なら払ってやる!」


    　いきりたつ柏木社長は、立ったままテーブルを蹴けり上げた。


    　莉音はいさめるように口にする。


    「まず大前提として理解してもらいたいんだけど、私たち、お金にこまってないの。だから、金額って言われても……うーん……むしろここまで来てＴＯＢを引き下げるのは、私たちのメンツに関わるから……」


    　本当は、お金にこまっていないわけではない。


    　そりゃほしい。資金はあればあるほどいいだろう。


    　正直なところ、革命部には資産はあるが、現金はほとんどないのである。


    　手にいれた資金は次々と事業に投とう資しし、企業を買収する資金に使い、現金をまるでマシンガンの弾たまのように乱射しつづけてきた。手元にあるのは企業の株式と事業だけ。おかげで資金繰りがカツカツだ。もっとハッキリ言えばこまってる。だが、そのくらいのことを莉音は百も承しよう知ちのはず。


    　莉音があえて「お金にこまってない」と言ったのは、交渉の一環なのはまちがいない。


    　拳こぶしを握りしめた柏木社長は、俺たちを見下ろしながらガラガラ声を響かせる。


    「だったらどんな方法ならいいんだ!?」


    「そうね……どうしても妥だ協きようしたいなら……やっぱり私たちのメンツが立つように、ＥＥが持つ傘さん下かから優良な企業を譲ゆずり渡してくれないかしら……?　正規の値段でいいの。ちゃんとお金は払うから。それで世間的にもメンツが保たもてるし、私たちの事業規模拡大にもつながる」


    「貴様らは、規模を拡大したいだけなのか?　そんなことでＥＥに喧けん嘩かをふっかけたのか?」


    「怒らないで。でも、正直なところ、そうね」


    　莉り音おんは無表情で言った。


    　まさか核兵器を作るためにウェスタンユニオンがほしいとは言えまい。それに、手の内を明かしたら負けだ。


    「クッ、ハハハ。バカげた話だ。弱じやく齢れい経営者の考えることはわからん」


    　小馬鹿にしたように鼻を鳴らし、柏かしわ木ぎ社長はやっとソファに腰を下ろした。


    　柏木社長の反応は、当然のことだと思う。単に事業拡大するためにＥＥに喧嘩を売るくらいなら、他にいくらでも楽に喧嘩ができる会社があるのだから。


    　莉音は平静に応じる。


    「それだけＥＥは魅力あるブランドだからね」


    「愚おろかなことだ。他の会社にすればいいものを」


    　柏木社長はツバを吐くようになじったが、莉音は無視して新しい提案を持ち出す。


    「じゃあこうしましょう。東とう証しよう一部上じよう場じようのエグゼス重化学工業。ＥＥ本体が六二・二％持ってるわよね。エグゼスの関連会社を併あわせるとグループで八〇％近くの株を持ってる。昨日時点の時価総額が五五〇〇億円だったから、保有株八〇％を四八〇〇億円でどうかしら?」


    　時価総額五五〇〇億円の企業の株が八〇％なら、四四〇〇億円の価値がある。それを莉音は四八〇〇億円で買うと言っているわけだ。


    　すぐに柏木社長は首を振る。


    「ダメだ。ありえん。うちの子会社のなかでも一番古いところじゃないか」


    「五〇〇〇億」


    　柏木社長はテーブルを叩たたく。


    「バカを言え!　エグゼスの名前を冠かんした企業をおまえらに譲ゆずり渡せるわけもあるまい。ＴＯＢを取り下げたとしても、なんらかの敗北条件をＥＥが呑のんだと詮せん索さくされるに決まっとる」


    「五三〇〇億」


    「……エグゼスの名前がついた企業だけはダメだ」


    　幾いく分ぶん、柏木社長の声が低くなったように感じた。


    「でも、現行の時価総額より高いのよ。金額が公表されれば、ＥＥが負けだなんて誰も思わないわ」


    「絶対に……ダメだ!」


    「ケチ」


    　子供のように莉音は口をとがらせた。


    　そんな様子に、柏木社長は眉まゆをひそめる。


    「そういう問題か!」


    「冗談だってば……。じゃあ、えーと……」


    　あはは、と笑いながら、莉り音おんはカバンをガサゴソと漁あさった。


    　取り出した書類は、エグゼスの分厚い会社情報。


    　莉音はページをめくり、関連会社一覧のページを眺めやりながら口にする。


    「そうそう、うちは船せん舶ぱく会社作ったばかりでね、海運関連のアプリケーション開発に興味があるの。エグゼスソフトウェアあたり、譲ゆずってもらえないかしら?」


    「だからダメだと言っただろう。金額の問題ではない」


    「うーん、それじゃやっぱり……ウェスタンユニオンかな……さっきの金額だと、ちょっと高すぎるけどね……」


    「それもダメだ」


    「ぜんぶダメなんじゃない!　ふざけてるの!?　金額次第で可能だって言ったでしょ!?　こっちだってうまい妥だ協きよう点を探してるのに!」


    　こんどは莉音が突然テーブルを叩たたき、怒声を発した。


    　しかし、柏かしわ木ぎ社長もまた動じない。演技だと、端はなっからわかっているのだろう。


    　おたがいに交こう渉しようパターンを知った上での、これはゲームなのである。


    　柏木社長はソファにふんぞり返りながら言う。
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    「基本的にダメだが、金額次第に決まっているだろう。世の中に、売買できない株式などひとつもないのだからな」


    「だったらエグゼス重化学工業、六〇〇〇億円」


    　とっさの莉り音おんの提案。


    　柏かしわ木ぎ社長は腕を組み、しばらく沈黙した。


    　ふたたび静せい寂じやくがスイートルームを支配する。


    　一分ほど経ってから、ようやく柏木社長はうなずく。


    「……あと一押しだな。それならば、検討の土台に載せられる」


    「何が一押しよ。つい今しがたまで、エグゼスの名前を冠かんした企業は『絶対にダメだ』と言い張っていたくせに!　六〇〇〇億円だって高すぎるでしょ!」


    「八〇〇〇億円だな。株主も納得する」


    　ぬけぬけと、柏木社長はとんでもない金額を提示してきた。


    　現時点のエグゼス重化学工業の時価総額は五五〇〇億円。ＥＥグループで八〇％を保有しているとすると、四四〇〇億円の価値がある株式だ。それが一度の交こう渉しようを持っただけで、八〇〇〇億円にまでで値段が跳はね上がってしまうなら、誰だって喜んで売り払うだろう。相そう場ばが安定している企業が倍近い値上がりをするなんてことは、よほどの大事件なのである。


    「な、納得するどころか諸もろ手てを挙あげて喜ぶに決まってるじゃないの。ダメよそんなの。価値を超えすぎてる」


    　莉音は八〇〇〇億円という提案を否定した。


    　またもや双方ともに沈黙してしまう。


    　柏木社長は腕を組んでいる。莉音はじっと目の前の柏木社長を見み据すえたまま。


    　どちらも口を開かない。


    　これはビジネス交渉のはずだ。それにもかかわらず、真剣を持ち、命を懸かけた仕合をしているように俺には見えた。


    　沈黙を破ったのは莉音だった。


    「エグゼスソフトウェア、一九〇〇億円」


    　必要最低限の単語だけを莉音は並べた。


    　すぐに柏木社長が応じる。


    「安すぎる」


    「な、何を言ってるの?　時価総額を考えると高すぎるでしょ?」


    「ダメなものはダメだ」


    「じゃあウェスタンユニオン、一兆一五〇〇億円」


    「……」


    　こんどは、柏木社長はすぐに否定しなかった。それどころか、何もこたえず目を閉じてしまった。


    　一兆一五〇〇億円なら、十分に高い。いや、高すぎるレベルだ。莉り音おんの提示金額が、検討できる範囲内に入ってきたということだろうか。


    　莉音は念押しするように言う。


    「ねぇ、もうすでに、ちょっと高すぎるでしょ?」


    「……」


    　目を閉じたまま、柏かしわ木ぎ社長は何もこたえなかった。


    　いささか焦じれたのだろうか、莉音はもう一歩踏み込んだ。


    「ウェスタンユニオン、一兆二〇〇〇億円」


    「……」


    　まだ柏木社長は目を閉じたままだ。


    　たまらずといったふうに、莉音は指摘する。


    「これ以上無理だから。だいたい、去年ＥＥが買ったときより四二〇〇億円も価値が上がってるのよ?　前期のＥＥの赤字三〇〇〇億円なんて軽く超えてるでしょ?」


    「……」


    　沈黙をつづける柏木社長。


    　さらに莉音は踏み込んでいく。


    「それで決まり。ね?　その代わり、もう二度とＥＥに買収をしかけたりしない。約束する」


    「……」


    　柏木社長は動かない。


    　ついに莉音は身を乗り出した。


    「整理するわ。ＥＥが持つウェスタンユニオンの株式七〇・八％、それをすべて一兆二〇〇〇億円にて革命部へ譲じよう渡と。そして革命部は金こん輪りん際ざい、ＥＥに買収をしかけたりしない。それでどうなの?」


    　チラと見やると、莉音は拳こぶしを握りしめていた。無意識かもしれない。


    　またもや莉音は押しつづける。


    「ね、その条件でどう?」


    　莉音の話の運びは、ほんの少し前まで完かん璧ぺきだった。しかし焦あせりのあまりだろう、少しフライングをしてしまったように俺は感じていた。最後の最後にきて、ウェスタンユニオンで強く押しすぎてしまったように思えるのだ。もう一歩引いて、悠ゆう々ゆうと構えているように見せかけるべきだった。


    　端はたから見ているから、莉音の焦しよう燥そうがわかった。


    　俺の胸はチリチリと痛んだ。


    　莉音も自分が急ぎすぎたことに気づいたようだった。ソファにゆっくりと身体を沈め、視線を落としてしまう。


    　表情には出していないが、テーブルの下の拳こぶしを、莉り音おんは強く強く握りしめていた。


    　柏かしわ木ぎ社長は何もこたえない。目すら、閉じたままだ。


    「……」


    「……」


    「……」


    「……」


    　誰も口を開かない。


    　莉音は視線を上げ、柏木社長を見み据すえた。しかしこんどの莉音は沈黙したままだった。押しすぎた失敗が、目まぐるしく莉音のなかでうずまいているのかもしれない。それでも莉音は、決然とした面おも持もちで柏木社長を注視しつづけた。


    　時計の秒針だけが、むなしく室内に響く。


    「……」


    「……」


    「……」


    「……」


    　沈黙して一〇分が過ぎた。


    　このまま交こう渉しようは決裂してしまうのだろうか。


    　いささか莉音は押しすぎた。だから、次の一手は柏木社長を待たねばならない。それでも、柏木社長は沈黙をつづけている。


    　莉音は柏木社長から視線を外した。唇くちびるをかみしめ、寸すん秒びよう、目を閉じた。


    　やがて大きく息を吸い込んだ莉音は、意を決したように決然と立ち上がった。


    「わかった。いいわ。会合はこれで終了。ＴＯＢは継続。必ず、私たちが勝つ」


    　莉音がそう断言した瞬間、柏木社長はパッと目を見開き、すかさず立ち上がる。


    「成立だ。ウェスタンユニオン一兆二〇〇〇億円。そしてＴＯＢは取り下げろ。譲ゆずり渡したくない企業だが……しかし一年寝かせただけで四二〇〇億円の利り益えきなら、うちにとってはけっして悪くない取引だよ。詳細は明日、我が社で詰めよう」


    　そう言って、柏木社長は莉音に手を差し出した。


    　しばらく莉音は差し出された手を見つめ、呆ぼう然ぜんとする。しかし、やがてハッとしたように身体を震ふるわせ、急いで手を握り返した。


    　莉音と握手を交わした柏木社長は、俺にも手を差し出してきた。俺も立ち上がり、強い握手を交わす。


    　急に温かい笑みを浮かべた柏木社長は、穏やかに口にする。


    「立たち花ばなさんからは、年齢を感じさせない優秀な経営陣だと聞いていた。なるほど、私も同感だよ」


    　そして柏かしわ木ぎ社長は隣の重しげ野の取とり締しまり役やくを見やって言う。


    「詳細なツメはそこの重野にまかせる」


    　重野取締役は、控えめに小さくうなずいた。


    「だが、ウェスタンユニオンの譲じよう渡とが完了したら、私のところに寄りなさい。我が社には、たくさんのビジネスの種がある」


    　柏木社長はやさしくほほえんだ。


    　ごつい体付きの柏木社長には、やさしい面おも持もちは似合わないと思い、なんだか俺はおかしくなった。


    



    
      ◇

    


    



    　柏木社長と重野取締役を残し、俺と莉り音おんはスイートをあとにした。


    　毅き然ぜんと胸を張って、莉音は廊下を歩く。小走りに俺はあとに続いた。


    　莉音の横顔は引き締まり、戦争に向かう兵士のような顔をしている。


    　おたがいに無言。


    　振り返れば、ギリギリの戦いだったと思う。


    　最後に少しばかり踏み込みすぎた莉音は、唇くちびるをかみしめていた。その時点で、交こう渉しようの失敗を覚悟しただろう。どちらに転ぶかわからない状況だった。それを、すんでのところで勝ち越したのだ。


    　いや、売買金額一兆二〇〇〇億円は、いささか高い。勝ち越したと言えるかどうか微び妙みようだ。資金の調達は大変だろう。


    　それでも目的は果たしたのだ。


    　俺の興奮は、いまだ冷めやらなかった。


    　だが、結果良ければすべて良しと言えるほど、達たつ観かんした気持ちにはなれそうにない。なぜなら、毎回こんな真剣勝負をくりかえしていたら、命が幾いくつあっても足りないと思えたからだ。


    　俺たちはエレベータに乗り込み、一階のボタンを押した。


    　ドアが閉まった瞬間──。


    　突然、莉音は持っていたカバンを落とし、俺の首に片腕を回してきた。


    「お、おい、莉音……!?」


    「つかれた……。やったね、巳み継つぐ」


    　そう言いながら、莉音は俺の胸に顔を埋うずめ、体重を預けてきた。くずおれてしまいそうだったので、あわてて抱き留めてやる。すると莉音は完全に力を抜き、俺に身をゆだねた。


    　毅然としているように見えて、莉音も相当に張りつめていたらしい。超人のように見える莉音が、やっぱり普通の人間なんだなと思える瞬間は、なぜだか俺を安あん堵どさせる。


    　莉り音おんに回した手で、肩をトントンと叩たたく。


    「おつかれさま、莉音。よくがんばったな。横で見ていて、俺もびっくりした。やっぱり莉音はすごいよ」


    「ずいぶん巳み継つぐに辛つらいこと引き受けさせちゃったね。あとはＴＯＢを撤回すれば、海かい胴どうからの攻撃もなくなるはずよ……。ごめんね巳継」


    　莉音は俺の胸で、謝罪の言葉を口にした。「辛いこと」というのは、メディアの革命部バッシングのことだろう。


    「いいんだ。そんなことは、いいんだ。それより休んでくれ。このホテルはまずいけど、近場のホテルに移って一部屋借りよう」


    「一兆二〇〇〇億円の調達もがんばらないと。今の私たちなら一兆円近くなら銀行から引っ張れるけど、もう少し……」


    　俺は莉音の肩に両手を置き、少しだけ引き離して、莉音の顔をのぞき込んだ。疲れ切った莉音は、どこからどう見ても華きや奢しやな女の子だった。


    「なぁ莉音、今はそんな心配してる場合じゃないだろ。今日だけは、ぜんぶ忘れて休息を取ろう」


    「でもね」
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    　莉り音おんが話しだすのを無理やり制して、俺は強い調子で言い聞かせる。


    「このＥＥ戦でいろんなことがあったから、どっと疲れが出たんだよ。ちゃんと休めるときに休んでおかないと、前みたいに入院することになっちまうぞ」


    　莉音が拒否しても、有う無むを言わせずホテルに連れて行くつもりだった。今すぐにでも、寝かしつけた方がいい。


    「……うん」


    　観念したのか、それとも俺に抵抗する気力もなくなっていたのか、莉音はふたたび俺の胸に顔を埋うずめ、小さくコクリとうなずいた。


    　カップルが抱きしめ合っているように見えて危険だったが、幸いなことに一階に到着するまで、エレベータは開かなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　ホテルのロビーを歩きながら、どこに部屋を取ろうか考えた。


    　まだ柏かしわ木ぎ社長らが残っている帝てい都とホテルであらたに部屋を取るのも妙なものだ。せっかく交こう渉しようは円満に終わったのだし、疑念を抱いだかせるようなことも控えた方がいい。


    　そこで、とりあえずタクシーに乗り、すぐ側そばのロサンゼルスホテルで一部屋借りることにした。タクシーに乗らなくてもすぐなのだが、莉音を少しでも早く休ませたかった。


    　莉音を寝かしつけて一泊させつつ、俺は一足先に部室に戻り、仕事を片付けるのもいい。


    　莉音のカバンを持ってやり、俺たちは帝都ホテルの玄関を出た。


    　すると、いかにもその筋系を匂わせるスーツに身を包む、一〇人ほどの集団が目に留まった。みな背筋を伸ばして整列している。


    　雰ふん囲い気きが、普通じゃない。


    　ホテルの客たちも、心なしかスーツの男たちを避けるようにしている。


    　──なんだろう?　ヤクザの親分でも宿泊してるのか?


    　俺と莉音は目もくれず通り過ぎようとした。


    　だが気づくと、その男たちは、俺たちのまわりにあつまってきたのだ。どうやら目当ては俺たちらしい。


    「何ですか?」


    　俺は不ふ愉ゆ快かいを隠さず言った。暴力団が不快というよりも、無ぶ粋すいに行く手を遮さえぎられたことが腹立たしかったのだ。


    　男のひとりが礼れい儀ぎを正し、うやうやしく口にする。


    「羽は月づき巳み継つぐさん。羽月莉音さん。お待ちしていました。総長がお待ちです」


    　莉音が意表をつかれたような声を上げる。


    「総長?　君たちは東とう丈じよう会かい?」


    「そうです。丁てい重ちようにお連れするよう、総長から申しつかっております」


    「べ、べつに用はないはずだけど……。急ぎの用なら、直接電話くれればいいのに……」


    　莉り音おんと俺は、顔を見合わせた。


    　総長とはお友達でもなんでもないが、知らぬ仲ではないのだ。用件があるのなら、こんな仰ぎよう々ぎようしいことをする必要はない。


    　俺は丁てい寧ねいに聞き返す。


    「総長にお会いするのは構いません。でも、どんなご用件なんですか?」


    「さあ。私たちにはわかりかねます」


    「恐きよう縮しゆくですが、今日は疲れているので、できれば休息を取りたいのです。ですから明日、こちらから出向くということでどうでしょうか?　指定の時間通りにおうかがいしますから」


    「こちらこそ無理を言って恐縮です。しかし私どもも命じられている身の上ですから、なにとぞその点を汲くんでいただけませんか?　力ずくなことはしたくないのです。もちろん手荒なことをするつもりなど毛頭ないのですが、それでも今日お連れできないとなれば、私どももタダでは済みませんから……」


    　男はやたらと慇いん懃ぎんだった。しかも、哀あい願がん口調である。


    　俺が莉音に視線を向けると、莉音は小さくうなずいた。


    　行こう、ということらしい。


    　本当は一刻でも早く莉音を休ませたいところだったが、これだけ丁てい重ちように東丈会がむかえているのだから、断るわけにはいかない。無む下げに拒絶すれば、あとでどんな因いん縁ねんをつけられるのかわからない。それに東丈会と喧けん嘩かをしているわけでもなし、恐れる相手ではないのだ。


    　居並ぶ男たちに俺がこたえる。


    「わかりました。それでは参まいりましょう」


    「ありがとうございます。ハイヤーを待たせていますので、どうぞお乗りください」


    　男は、ホテル脇に停めてある、黒塗りのメルセデスベンツを指差した。


    



    
      ◇

    


    



    　東丈会に着くと、俺と莉音は大広間に通された。


    　そこで待っていたのは男が三人。


    　総長、若わか頭がしらの木き島じま、それから会ったこともない老人だ。


    　大広間の最さい奥おうに鎮ちん座ざしていた三人は、俺たちに気づくと、顔だけをこちらに向ける。今しがたまで語り合っていた様子だった。


    　目を細めて老人を見つめた。すぐ脇の畳には、侍さむらいの日本刀のように、木製の杖つえが据すえ置いてある。この老人は、莉り音おんから借りた本のなかで、中年のころの写真を見ていた。


    　莉音も気づいたのだろうか、一歩後じさり、小さくさけぶ。


    「か、海かい胴どう総そう次じ郎ろう……ッ!」


    　海胴は座ざ布ぶ団とんにあぐらをかき、穏やかに笑っていた。八〇を越えているはずだが、矍かく鑠しやくとして見える。


    　日本右翼の巨頭にして、日本政界の大おお立だて者もののひとり。暴力団の頂点にして、ＣＩＡの裏切り者。莫ばく大だいな旧軍の資産を管理し、惜しみなく財界に投入した超人的な愛国者──。


    　俺と莉音は、海胴に目を奪われた。


    　総長がゆっくりと立ち上がり、横長い座敷の奥から悠ゆう々ゆうと歩いてくる。


    「よく来た。待ちかねたぞ」


    「海胴もいるということは……半はん端ぱな話じゃなさそうね」


    　莉音が顔をしかめると、総長は楽しそうに笑った。


    「そんなことはない。すぐに済む」


    「わざわざハイヤーを回してくれなくとも、私たちが足を運んであげてもよかったんだけど」


    「大切な客人だ。礼を尽くす必要があるだろう?」


    　総長の意味深な言葉の奥に、何かひっかかりを感じた。


    「ふぅん……大切な客人ね。で、なんの用かしら?」
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    「なに、かんたんな用件だ。おまえらを殺す仕事を仰おおせつかった」


    　そう総長が口にした瞬間……大広間の両側のフスマが一気に開く。


    　そして騒そう々ぞうしく男たちが飛び出してきた。座敷の左右に、大軍団が整列したのだ!


    　片側およそ二〇人以上。左右で五〇人近くはいるだろうか。


    　──え?　絶体絶命?


    　正直なところ、まったく想定していなかった。一％もだ!


    　つい今しがた、ＥＥ買収戦にケリがついたばかり。捨て身の真剣勝負を終えてきた。


    　それが一転して、まさかの暗殺五秒前……!?


    　マスコミにさんざんバッシングされることは覚悟していた。どんなに困難な道のりでも、戦って乗り越えようと決意していた。


    　しかし、まさかこんな……戦う決心すらする前に、こんなにあっさりと殺しの舞台に上ることになるなんて……。


    　こんなにサックリと、人生を終えてしまうことになるなんて……!


    　夢でも……見ているのかと思った。

  



  
     第三章　第二次ＥＥ買収戦


    



    　半はん端ぱじゃない数のヤクザたちに包囲され、いきなり死を宣告された俺は、パニックに陥おちいりかけていた。


    　しかし莉り音おんは足を踏み出し、そんな俺の前に立ちはだかった。こんなときでも莉音は俺を守ろうとしてくれているのだ。莉音は逃げ出すようなそぶりもなく、悠ゆう々ゆうと居並ぶ組員たちを眺め回す。


    　──そうだ、莉音が側そばにいる。こんなときこそ、男の俺がしっかりしないでどうする。


    　俺は自分自身に喝かつを入れた。


    　どうせ逃げられるわけもない。


    　取り乱せばそれで終わりだ。


    　冷静になって眺めると、ヤクザたちは数が多いだけに、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの様子だった。彼らが油断している最初の一撃だけなら、つけいる余地があるはずだ。莉音は名門武術館、日につ新しん流りゆう柔術の免許皆かい伝でんを受けているし、俺もその指導を受けている。


    　もちろん、これだけのヤクザたちを相手にすれば、生還できる可能性は〇・一％にも満たないだろう。


    　しかし逆に言えば、可能性はゼロじゃない。


    　この百人は入れそうな畳一面の大広間には、幾いく度どかやってきたことがある。東とう丈じよう会かいの主要メンバーが集まったときは、ここで会議をするのだろう。所々に柱はあるが、身を隠すものは何もなく、乱戦になれば莉り音おんと背中を合わせておたがいを守るしかない。


    　莉音は広間に透すき通った声を響かせる。


    「ちょっと待ちなさい。まずはどういうことか、説明するのが筋ってものでしょ?」


    「ほう。これでも姉さんは動じないのか。殺すには惜しいが……やむをえまい」


    　総長は、本当に残念そうな表情で言った。


    「な、なにがやむをえないのよ!　説明しなさい、海かい胴どう総そう次じ郎ろう!」


    　莉音から名指しされた海胴は、横の杖つえを取り上げ、ふらりと立ち上がった。


    　ゆっくりした足取りで、こちらへ向けて歩いてくる。


    　背筋はピンと伸び、とても八〇を超えた老人には見えなかった。


    　杖を持っているのに、ついてはいない。俺が読んだ『海胴総次郎研究』によれば、海胴は剣道の有段者だという。子供のころから竹刀しないを手放したことがないほど、剣術に熱心だったそうだ。だからおそらく、杖は護身用の木刀代わりのはず。


    　海胴は総長を追い越し、俺たちを見み据すえる。


    　俺たちと海胴は一〇歩の距離。


    　左右のヤクザたちは何人かが進み出てきて、海胴を守るそぶりを見せた。


    　海胴は、厳いかめしい顔をいっそう険けわしくして口を開く。


    「俺はおまえらのような輩やからが死ぬほどきらいでな。スタインバーグを引き入れた時点で、早めに手を下しておくべきだったよ。なに、アクアス程度ならどうでもいいのだが……ＥＥとなれば容よう赦しやはせん」


    「ローザも、あなたがきらいだって言ってたわ」


    　莉音は挑発するようなことを言った。


    　しかし海胴はピクリともせず、淡たん々たんとしている。


    「ローザ?　……ああ、スタインバーグの娘か。ずいぶん跳はねっ返りらしいな。マシュー・スタインバーグの代はマシだったものだが」


    「マシュー・スタインバーグなら、まだ普通にピンピンしてるけどね」


    「そんなことは知っておる。だが引退したようなものだろう。ふん、可哀かわい相そうに、娘に追い出されたんだよ」


    「仲は良さそうだったけど」


    「引退なら同じことだ」


    　そう海胴は言い切って、こんどは俺たちから見て左方向へゆっくりと歩きながら語る。


    「カルヴァート、スタインバーグ、ハストン、セルベル……こいつらに与くみして日本で利り益えきをむさぼる輩やからは容よう赦しやせん。きわめて残念無念なことだが、俺がいなければ、日本は欧米の資本キヤピタ主義リズムにいち早く染まっていただろう。今や政治家どもも、己おのれの保身に汲きゆう々きゆうとしておるクズばかりだ」


    　ふと立ち止まった海かい胴どうは、中空を仰ぎ見た。


    「……俺ももう年だ。死ぬ前に、売国分子を総ざらいしておく必要がある」


    　莉り音おんは大きく腕を払った。


    「与したつもりなんかない。何か誤解してるようだけどね、スタインバーグは何も関係してないわ!」


    「だがアクアスで共闘した実績がある。今後、おまえらがスタインバーグの尖せん兵ぺいになっていくだろう」


    「何の尖兵なのよ!?　あなた頭おかしいんじゃないの!?　ローザから傘さん下かに入るよう誘われたけどね、断ったわよ!」


    「口だけなら何とでも言える。どんな形であれ、ＥＥに手を出した時点でおまえらを逃のがすつもりはない」


    　莉音は呆あきれ顔で、盛大にため息をついた。


    「合理的な人間の考えなら読めるけど……あなたのような無む軌き道どう人間の考えは読めなかった……。まさか、こんなに早く、こんなに曖あい昧まいな話で直接手を出してくるなんてね……。盲点どころか、まったくワケがわからない……」


    　唇くちびるをかみつつ、莉音は一歩身を乗り出して言葉を荒らげる。


    「だけどね、ＥＥ社長とは話がついたわよ。ＥＥには手を出さないし、傘さん下かのウェスタンユニオンをＭ＆Ａするだけで手打ちにすることに決まったの。この話は、そもそもスタインバーグと何の関係もない!　どうしてちゃんと話を聞かないのよ!?」


    　海胴は、莉音を見み据すえた。曇くもりのない、透すき通った視線だった。


    「俺が決める。誰の指図も受けない」


    「……」


    　莉音は言葉を失ったようだった。


    　この相手には、何を言っても無駄かもしれない。


    「しばらく入退院をくりかえしていた隙すきに、ずいぶん日本が食い込まれている惨さん状じようを目にしたよ。もう二度と、欧米の金融資本家どもに荒らさせたりはしない。日本は必ず復権する。死ぬ前に、その道を俺が創る」


    「しばらくあなたの名を聞かないと思っていたら……なるほど、入院してたわけか。あなたの超国家主義とやらを、ぜひ拝はい聴ちようしたいものね。また大だい東とう亜あ共きよう栄えい圏けんでもぶち上げるの?」


    　莉音の苦笑にも、海胴は眉まゆひとつ動かさなかった。


    「アメリカがいかに荒こう廃はいしたか、おまえにわかるか?　ＥＵがいかに強固な門もん閥ばつによって支配されているか、おまえにわかるか?　見ろ、アメリカは足腰がズタボロだ。民衆はローンまみれの家に住み、一部の人間が利権をむさぼっておる。ＥＵは血脈硬化に陥おちいってしまった。とほうもなく絶望的な格差が社会に定着している。すべては己おのれの欲得しか考えない金きん融ゆう資本家どもを野放しにし、好きなように肥こえ太らせてきたからだ。我が国に、同じ轍てつは踏ませない」


    「日本だって、そんなに変わるとは思えないけど」


    「否定はしない。それもこれも人心が、欧米のキャピタリズムに染まりはじめているからだ。ハッキリ言おう。ヤツらはまちがっておる!　しかし日本には、二〇〇〇年にわたってつちかわれてきた優れた哲てつ学がくがある。俺はその大切な理念を次世代に残したい」


    　莉り音おんは疑わしげな視線を海かい胴どうへ向ける。


    「あなたの大好きな帝国日本の時代は、今の欧米以上にひどかったはずよ。そんな観念的な話じゃなくて、あなたの言う荒廃も格差もなにもかも、単に歴史がくりかえしてるってだけじゃないの?」


    「欧米の欲得にまみれた金融資本家どもを排除すれば、そうはならない。けっしてだ」


    「欧米金融資本を排除したって、いずれ日本内部に強固な財閥ができるだけよ。どうせ戦前並みの状況になる。そんなの、自然の営いとなみの範囲内でしょ」


    「おまえが考えている以上に日本は強い。我が国は、世界に燦さん然ぜんと光り照らす国になりえる」


    　海胴は強い調子で断言した。とうてい暴力団トップの言葉とは思えず、俺は唖あ然ぜんとした。


    　莉音はうんざりしたように口にする。


    「日本至上主義もいいけどね、人間はどこでも大して違わない。愛国も行きすぎれば国が滅ほろびるわよ」


    「どうとでも言え。国を守り育はぐくみ、陛下に忠ちゆう節せつを尽くすことが俺の本ほん懐かい。俺の命、俺の人生は──日本とともにある」


    「ヤクザたちをまわりに侍はべらせといて、よくもまぁ美しい文句をそこまで並べ立てるわね。ビックリしちゃう」


    「ヤクザも政治家も似たようなものだ。裏か表かの違いしかない。ならば、ヤクザが国を語って何が悪い」


    　ラチがあかないと見て取ったのか、莉音は話の方向を切り替えた。


    「……私たちはあなたからずいぶん攻撃を受けた。どれだけひどい目に遭あわせたか、あなた自身がよく知っているでしょう?　だから近いうちに、あなたと直接交こう渉しようして誤解を解きたいと思っていたんだけど……今ここで聞いてくれるつもりはない?」


    　海胴は鼻で笑う。


    「俺が耳を貸すのは、相手の方が強いときだけだ。もっとも、今までそんなことは一度たりともなかったがな」


    「交こう渉しようできる可能性はないの?」


    「ない」


    　キッパリと、海かい胴どうは断定した。


    「ＥＥ首脳陣は、こんなオチは望まないでしょう」


    「ＥＥ首脳陣?　そいつらの意向が、俺と何の関係がある?」


    　その言葉に、俺は鳥肌が立つのを禁じ得なかった。


    　ローザは言っていた。海胴は、『利り益えきで動いているわけではないから恐ろしい』のだと。今、肌でその言葉の意味を感じていた。


    　この人間を相手にするなら、道理や損得で説得しても意味がない。


    　この人間に許されるとしたら、ただひとつ──最初から、意に添わないことをやってはいけないのだ。


    　莉り音おんもまた、俺と同じように目を見開いていた。


    「あなたに話しても無益なようね」


    　莉音は、海胴の後ろで話をうかがっていた総長を向いて問い質ただす。


    「総長、あなたの方が話せるわ。妥だ協きよう案はないの?」


    「知っておろう。総そう次じ郎ろうは俺たちの大ボスだ。それに、総次郎と俺は義兄弟の仲でもある。兄弟の望みをかなえてやるのが、ヤクザ者の筋というものだ」


    「ねぇ、私はどうなってもいいから、ひとつだけお願いを聞いて。そこの巳み継つぐは関係ないの。すべて、私がやってきたこと。だから、まずは巳継を帰してくれる?」


    　莉音は熱心に頼み込んだ。


    　事ここに至って、莉音はまだ俺だけを助けようとしてくれている。だが、俺は莉音の側そばを離れるつもりは毛頭なかった。けっして莉音をひとりにはしない。


    「連れて来い」


    　総長は、莉音の言葉を黙殺し、ヤクザたちに向けて命じた。


    　数名のヤクザたちはうなずいて、隣の座敷へ向かう。


    　それは、俺と莉音にとって、まったく予想外の事態だった。


    　ヤクザたちに追いたてられるように連れて来られたのは……沙さ織おり、恒こう太た、柚ゆずさんだったからだ!


    　こんな場所で、こんなときに三人に遭そう遇ぐうし、俺は息を呑のんだ。


    　三人は拘こう束そくされているわけではない。しかし、そもそも多人数に取り囲まれたこの状況、縛るも縛らないも同じことだ。


    　つい先日、これからは身の危険があるかもしれないと皆で話したばかりである。その心配が現実のものとなってしまった。


    　しかし軍事や政治に関わったあとならまだしも、まさかＴＯＢ宣言という商行為の先に、こんなに早く……。


    　俺たちを見届けた沙さ織おりは、弱々しい声を上げる。


    「り、莉り音おん……巳み継つぐ……」


    　柚ゆずさんと恒こう太たも続く。


    「莉音部長……」


    「くっ、俺としたことが……」


    　表情を凍らせていた莉音は、怒りで声を震ふるわせる。


    「何のつもり!?」


    「見てのとおりだ」


    　海かい胴どうが、曖あい昧まいで気のない返事をしただけだった。


    「だから、何のつもりなのよ!?」


    「まとめて処理する」


    「ちょ……ちょっと待ちなさいよ!　その子たちは何の関係もないわ!　私がひとりでやってることだって言ったでしょ!?」


    　懸けん命めいに莉音は声を張り上げた。


    　しかし、こんどは誰もこたえない。


    　海胴は、総長に顔を近づけて何かを話しはじめた。俺たちなど存在しないかのように振る舞っている。


    「聞いてるの!?　その子たちを今すぐ帰しなさい!」


    　莉音は強く腕を払った。


    　しかし総長は莉音の言葉を無視し、小さくヤクザたちに向かって口にする。


    「用意しろ」


    　まわりのヤクザたちがうなずいて、さまざまな物が運び込まれてきた。


    　それは、とうてい信じたくないものだった。


    　ドラム缶五つ。


    　それから……セメントだ!


    　言葉にされなくとも、その意味するところは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


    　戸と惑まどったように沙織は、まわりをキョロキョロしながら口にする。


    「えっ、えっ、な、なんなの……!?」


    　ズイと、総長が一歩こちらに進み出た。


    「沈んでもらう。だが、おまえらとは縁がないわけじゃない。せめてもの武士の情けだ。選ばせてやる」


    　夢見心地で、総長の淡たん々たんとした言葉遣づかいを俺は聞いていた。


    「注射で静かに死んでからドラム缶に入りたいか、それとも生きたままコンクリートに沈むのか……。選べ」


    「いっ、いやああああああああああああ!」


    　沙さ織おりはその場にへたり込み、叫んだ。大座敷は、沙織の悲鳴で満たされた。


    　柚ゆずさんも畳にヨロヨロと座り、すすり泣く。


    「うっ、うう、莉り音おん部長……」


    　恒こう太たは立ちつくし、あっけにとられていた。


    「沙織」


    　莉音は沙織に呼びかけた。


    　沙織は顔面蒼そう白はくで、身体を震ふるわせている。視線も上げなかった。


    「沙織」


    　ふたたび莉音が、強い口調で呼びかけた。


    　今気づいたといったふうに、沙織はわずかに視線を上げる。


    「沙織、大丈夫だからね。いつだって私がついてるから」


    　莉音は、自信に満ちた表情で沙織にうなずいた。


    　そんな莉音を見て、沙織の泣き声はおさまる。身体の震えは続いていたが、ずいぶん冷静さを取り戻したようだった。


    「必ず私が助け出してあげる。お姉さんに不可能なことなんて、今まであったかしら?」


    　莉音の問いに、沙織は首を振った。


    　こんどは、地べたで莉音と沙織のやりとりを見つめていた柚さんに、やさしく声をかける。


    「柚ちゃん、大丈夫よ。私は負けないから」


    「は、はい……莉音部長……」


    　コクリと柚さんはうなずいた。


    　そして莉音は、キッと前方を見み据すえる。


    「どうあっても、交こう渉しようの余地はないの?」


    「見てのとおりだ」


    　総長が雄大に手をかざして言った。


    「ならばもう、こちらも交渉するつもりはない。力ずくで聞いてもらいましょう」


    　そう言って、莉音は呼吸を整えはじめた。


    　静かに、引きずるように右足を引く。


    　息を吐きながら両手をゆっくり前へ出し、見えない玉を押し出すような動きをする。〝気〟の流れをコントロールするのだ。


    　そして右腕を、悠ゆう然ぜんと腹横まで引き戻す。


    　莉音が免許皆かい伝でんを受けた古武道──日につ新しん流りゆう柔術の、もっともオーソドックスな構えだ。俺には、莉音のまわりの空気だけが凍いてついたように見えた。


    　莉り音おんは海かい胴どうを見定め、断固とした口調で告げる。


    「海胴総そう次じ郎ろう。こちらの要求を呑のまなければ、おまえを殺す」


    「この状況で、よくそう吠えられるものだ」


    　海胴は、せせら笑った。まわりのヤクザたちも、莉音の言葉を虚勢だと思い込んでいるようで、苦笑している。


    　多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。ヤクザたちは約五〇名。


    　数にまかせたヤクザたちは安心しきっている。海胴や総長も、またしかり。


    　まさかヤクザたちは、莉音のように小さな女の子が、本当に真っ向勝負を挑いどんでくるなどとは想像していまい。


    　しかし莉音の実力を知る俺は、けっして不可能な勝負ではないと思えた。


    　もし戦闘方針が海胴総次郎だけを殺すのであれば、莉音ならばやれる。矍かく鑠しやくとしていようと、剣道の有段者であろうと、所しよ詮せんは老体だ。


    　海胴と俺たちとの一直線上に介かい入にゆうできる位置にいるのは五名ほど。この人数を蹴け散ちらして海胴の懐ふところに入り込むことは、莉音ならば十分に可能。左右に居並ぶヤクザたちは気が緩ゆるんでいる。


    　しかし問題は、海胴を殺したあとだ。そこから先はわからない。


    　もしヤクザたちを全滅させようとする戦闘方針ならば、いくら莉音でもむずかしい。初撃で数名のヤクザは瞬時に打ち倒せるだろうが、体勢を整えた数十人を相手にすれば、いずれ捕ほ捉そくされるだろう。莉音の華きや奢しやな身体では、タックルを一撃もらえば仕合は終わる。


    　とにかく、莉音に加勢をしなくてはならない。俺など莉音の半人前の力しかないが、直じき伝でんの弟で子しとして、ある程度の立ち回りはできる。莉音の初撃を見て戦略を見極め、サポートに回らなくては──。


    　そこまで考えた矢先、おもむろに莉音は前方へ足を蹴けった。


    　──やはり海胴狙ねらいだ!


    　すばやく踏み出して一回転した莉音は、左右の二人の下した顎あごを拳こぶしで薙なぎ払った。左右の男がグラリとよろめくと、道を切り開いたように莉音はさらに足を踏み入れる。


    　前にはひとり。とっさに身構えようとする男よりも早く、莉音の鉄拳。


    　男はみぞおちを押さえて、その場にくずおれた。


    　まわりの男たちは何が起こったのかわからないようで、あっけにとられている。この状況でまさかの実力行使に出るなんて、誰が想像できようか!


    　莉音と海胴の間には、残り二人。


    　飛ぶように莉音のもとへ駆け寄った俺は、身構えた男の腹にケリを喰らわせた。男は身体をくねらせつつ腕を伸ばしてきたが、掴つかまれるより早くみぞおちに一撃を喰らわせた。男は前のめりに倒れ込む。


    　すぐ側そばのもうひとりの男は驚いて仰のけ反ぞっている。


    　その男に莉り音おんは構わず、脇をすり抜けて海かい胴どうへ迫った。とっさの事態に目を見開いていた海胴も、あわてて杖つえを振り上げた。老体の攻撃とはいえど、上段からあの杖をまともに喰らうと、骨くらい折れそうだ。


    　しかし莉音は構わず踏み込んだ。同時に海胴は杖を振り下ろす。


    　海胴の杖が莉音を打ったのか、それとも莉音が自みずから海胴へぶつかっていったのか、どちらの表現が妥だ当とうなのかわからない。


    　とにかく、海胴の杖に打たれるのと同時、莉音は海胴の首に、身体ごとの勢いでしがみついたのだ。


    　俺たちが修練した日につ新しん流りゆう柔術は、「肉を切らせて骨を断つ」を地で行く攻撃的な武道である。だが現実には、切られるのは逃げ腰のヤツだけだ。あえて一歩一歩と敵側へ踏み込むことで、相手がくりだす攻撃の威力を大きく削そぎ、肉を切られることはない。そのことを、俺たちは身体に叩たたき込まれて知っている。


    　そして莉音は襟えり首くびを取りながら海胴の背後に回り、首を絞め上げた。


    「グッ……」


    　海胴がうめく。


    　すぐ側そばで仰のけ反ぞっていた男も、さすがにハッとしたようで莉音に掴つかみかかろうとした。それを俺が横から、力まかせにぶん殴なぐる。脇から衝撃を受けた男は、盛大に畳に転がった。


    「な、なんだと……?」


    　海胴のすぐ後ろにいた総長が、あっけにとられて莉音と海胴を眺めていた。


    　莉音は懐ふところから小さな折りたたみナイフを取り出し、海胴の首筋に押し当てる。


    「き、貴様ッ……」


    　すでに海胴は杖を投げ出し、莉音が掴む腕を押さえて苦しさにうめいた。


    　莉音は動転しているヤクザたちを堂々と眺め回し、悠ゆう然ぜんと言い放つ。


    「海胴総そう次じ郎ろう。あなた、さっき言ったわよね。『俺が耳を貸すのは、相手の方が強いときだけだ』って。もちろん、私の言うことを聞いてくれるのよね」


    　口調には、有う無むを言わせぬ響きがあった。


    　今にいたってやっと、ヤクザたちが遠巻きに、海胴と莉音を包囲しはじめた。ヤクザたちは総長を後ろに下がらせ、徐々に包囲を狭せばめはじめる。だが、大ボスを人ひと質じちに取られた男たちに、いったい何ができようか。


    　俺は莉音の側に身を寄せ、もしも飛びかかってくるヤクザがいれば、防ぐつもりで身構えた。


    　ヤクザたちは総長に指示を仰ぐ。


    「総長……」


    「安あん易いに動くな。総次郎の命が最重要だ」


    　莉音は真剣な眼まな差ざしで、総長と海胴を交互に見やる。


    「もちろん殺すつもりなんだけど……この子たちに手を出さないことを約束してくれるなら、命を預かってもいいわ」


    　首筋を絞め上げられ、海かい胴どうがうめく。


    「……くっ、まさか単身で躍おどりかかってくるとはな……とんだ娘だ……」


    「甘く見たわね。私、日につ新しん流りゆう柔術の免許皆かい伝でんなの。神しん道どう流りゆうの流れを汲くむ殺人武術よ。人殺しは初めてだけど、そんな覚悟ならとうに持ってる。躊ちゆう躇ちよはしない」


    　ずいと総長が進み出て口にする。


    「ここの全員を相手にするつもりか?」


    　莉り音おんはあたりを見回して、静かに息を吐いた。


    「さすがに私だってここの全員を相手にしたら勝てそうにないかな。だからといって、かんたんに負けてやるわけないじゃない」


    「いずれにせよ、おまえらは逃げられん」


    「逃がさなければ海胴を殺す。他にも、一〇人は道連れにしてあげましょう。総長、あなたの命も確実に取る」


    　その言葉に、いよいよまわりのヤクザたちは表情を険けわしくし、総長を守ろうと包囲を狭せばめてきた。


    　すると突然。


    　海胴が吹っ切れたように高笑いする。


    「ハハハハハハ!　見事。俺の負けだ。聞きしに勝まさる女おんな丈じよう夫ふだったな」


    　急に余よ裕ゆうの表情になった海胴に、莉音は眉まゆをひそめた。


    　海胴は、掴つかまれた首を回し、莉音へ頭を向ける。


    「もとより殺すつもりなどない。おまえらを試ためしただけだ」


    「信じない」


    　キッパリと、莉音は即答した。


    　しかし海胴は、うれしそうにうなずく。


    「合格だ。おまえらは合格だ」


    「合……格?」


    「俺の資金の話は知っているか?」


    「……ずいぶん昔、ＥＥにも資金を出したらしいけど」


    「だから試したのだ。おまえらに一〇兆円を預けよう。残りの全資金だ。死ぬ前に、ふさわしい者に手渡したかったのだ」


    　疑わしげな表情を莉音はくずさない。


    　俺は海胴の話に聞き入った。一〇兆円など、この場合どうでもいい。


    　だが、莉音、沙さ織おり、恒こう太た、柚ゆずさんの命にまったく問題がないのだとしたら、これ以上にありがたいことはない。地獄の底で差し出されたクモの糸なら、すがりつきたくなるのは人情というものだ。


    「いつの時代の話なのよ。そんな資金、もうないんじゃないの?」


    「なんなら、今すぐ銀行に案内してやってもいいのだが?　すぐわかる話だろう」


    「……」


    　莉り音おんは苦悩する様子を見せ、沈黙した。


    　おそらく、俺と同じことを考えているはずだ。


    「早く放せ。連れて行ってやる」


    「……ずいぶん話が変わるものね」


    　いささか困惑した様子だが、莉音は海かい胴どうを掴つかむ腕を緩ゆるめない。


    　海胴は逆ギレしたように、背後の莉音に怒鳴り散らしはじめる。


    「試ためしたのだと言っておろうが!　考えてもみろッ!　それだけの金を、おいそれと渡せるわけもあるまい!　これは俺にとっての儀ぎ式しきなんだよ!」


    「この子たちが助かるならそれでいい。だけど、数十年前の話じゃないの?　あなたの話──一〇兆円ってのがひっかかるのよね。旧軍の秘密資金なんて、そこまで無む尽じん蔵ぞうじゃないでしょ」


    「俺の資金が軍の隠いん匿とく資産だけだと思うなよ」


    　苦しそうに海胴がうめくと、総長が補足してきた。


    「総そう次じ郎ろうの資金は、たしかに戦後の旧軍の資産から始まったものだ。しかしその後、フィクサーの立場を活いかしてインサイダー情報を駆使し、株式投とう資しで莫ばく大だいな資金を溜ためつづけた。それが海胴の資金の大本だ」


    「そうだ。俺に集まる情報こそが、俺の最大の資金源だった。戦後六五年間にわたり、世界第二位の経済圏で溜めつづけた金だ。どれだけの金が俺の手元にあるか、おまえらには想像がつくまい」


    「ええ、旧軍の資金を基盤に、数十年かければ、数十兆持ってても不思議じゃないわよね。でも……そもそも、あなたの話は信用できない」


    「まだ言うか!　俺がどれだけの時間をかけて、資産を托たくすべき人間を探していたと思う!?　この老体にムチ打って這はいずり回ってきた努力を、おまえはコケにするつもりか!?」


    　海胴はふたたび逆上した。


    　あまりの剣幕に、「海胴の話は本当なのではないか」と俺には思えてきた。


    　海胴を掴みあげる莉音の手も、少し緩まった。


    　しかし莉音は、海胴を放すわけでもなく、沈黙する。


    「……」


    　総長が進み出て、念を押してきた。


    「その点は俺が保証しよう。資金を預け渡す相手を探していたのは本当だ。総次郎は東とう丈じよう会かいの顧こ問もんだが、俺たちの大ボスでもある。先代、先々代から東とう丈じよう会かいは総そう次じ郎ろうに世話になりつづけてきた。いや、西の京きよう武ぶ会かいも、中央の神かみ代しろ組ぐみも、日本の暴力団組織は総次郎の下もとに結集していると言っていい。そりゃ小こ競ぜり合あいはあるが、俺たち上層部は兄弟のようなもの。総次郎のために、骨を折るのは当然だ」


    「……本当?　本当に、この子たちに手を出すつもりは、最初からなかったの?」


    　言いながら、莉り音おんは海かい胴どうに押し当てたナイフを引いた。


    　戸と惑まどった様子を見せつつも、莉音が内心、ホッとしているのがわかった。莉音はしきりに俺や沙さ織おりや柚ゆずさんや恒こう太たに視線を向ける。


    　さきほどまでの殺気が、莉音から消えていた。


    「演技だと言ったろうが!　いい加減にしろや!」


    　海胴は苛いらついたように、しわがれた怒鳴り声を上げた。


    　莉音がナイフを引いたといっても、海胴の首筋を押さえ込む腕は、そのままだったからだ。


    　総長が口にする。


    「もとより、誰にも手を出すつもりはない」


    「本当の本当に……総長が保証してくれるの?」


    　疑念を振り払うように莉音が聞くと、総長は大きくうなずいた。


    「保証する。まずは手をゆるめて、総次郎の話を聞け」


    　莉音は、静かに海胴を掴つかむ腕を放した。


    　海胴はしゃがみ込んで、落とした杖つえを拾い上げ、莉音に向き直る。


    「よくやった。改めて言おう。おまえらは……合格だ」


    　満足げに海胴は、何度もうなずいた。


    　一方の莉音は、こまったように海胴を見やる。どう反応していいのか、わからないようだ。


    　──これで皆も助かったのか……?


    　俺は放心して、座り込んでいる沙織と柚さん、そして立ちつくしている恒太を見やった。


    　予想外の幕切れに、俺も困惑をぬぐい去れなかった。


    　だが、沙織たちが助かったことは本当に良かった。躍おどり上がって喜ぶというよりも、みなぎっていた力がヘナヘナと抜けてしまうようなうれしさだ。


    　あいかわらず海胴は、満ち足りたといったふうに莉音を眺めている。言葉を荒らげたり凄すごんだりする海胴は並みのヤクザよりも迫力があるが、今の海胴の姿は好こう々こう爺やにしか見えなかった。


    　総長が、隣にいた木き島じまに何か耳打ちするのが見えた。木島はまわりのヤクザたちを見回してうなずきながら、莉音のもとに歩み寄ってきた。


    　木島が手を差し出しながら莉音に要求する。


    「それは渡してもらおう。物ぶつ騒そうだからな。もっとも姉さんなら、そんなナイフはなくとも敵を殺すことはできるだろう」


    　莉り音おんは右手に、折りたたみナイフを持ったままだった。


    「これは私のものよ。もちろんこんなものなくたって殺せるけど……どうしてあなたに渡す必要があるの?」


    　そう言って莉音がナイフに視線を落としたとき──。


    　瞬間、海かい胴どうが杖つえを小さく振り上げ、莉音の右手を払った。ナイフがはじき飛ばされる。


    　そしてアッと思う間まもなく、木き島じまが莉音に組み付いたのだ!


    　さすがの莉音も、俺も、完全に意表を突かれて血相を変えた。


    　莉音は押さえ込んでくる木島を振り払おうとするが、掴つかまれた腕は振りほどけない。


    　つい今しがたまで突っ立っていたまわりのヤクザたちは、戦闘モードで莉音と俺のまわりにあつまってきた。


    　莉音の十八番は打撃戦だ。相手との間合いを計りながら、縦じゆう横おう無む尽じんに立ち回るのが莉音の強さ。柔道のように組み付かれれば、華きや奢しやな莉音の力では、大の男にはかなわない。


    　すぐに莉音に、別の男が横から組み付いた。


    　俺は莉音を助けようと、この男を力まかせに殴なぐりつける。男はヒザを落とすも、必死の形ぎよう相そうで、莉音を掴む手だけは放さなかった。


    　すぐに俺も別の巨体の男に取り付かれ、振りほどくことができなくなった。


    　さらに別の男から首筋に一撃。また別の男から顔面にも一撃。もみくちゃになりながら、数名から打撃をくわえられる。巨体に腕を取られているから、反撃もままならない。


    　死角から一撃、クリーンヒットをもらった。グラリと視界が揺れた瞬間、巨体の男から畳に引き倒される。


    　俺はそのまま巨体に両腕を押さえ込まれ、畳に頬ほおを押し付けられてしまった。完全に身動きが取れない。


    　──ちくしょう!　ハメられた!


    　身体のうちから湧き上がる悔くやしさに、俺は身を引き裂かれそうだった。


    　一方の莉音は、複数人の男たちに組み付かれながらも、いまだに戦っていた。


    　最初に両腕を押さえ込まれた木島の顔面に、莉音は自分の額ひたいを思い切りぶつけた。緩ゆるまる木島の手を振りほどく。


    　他の男たちに腹部や首や足を捉えられている。それでも莉音は間近の海胴に手を伸ばす。


    　なんとか襟えり首くびを捉えるも、すぐに男たちに引き離された。


    　莉音は空いた両手で、首筋を押さえていた男に手刀を決める。男は「ギャッ」とうなり手を放すと、次は両足をしがみつくように抱きしめていた男に対し、上部から拳こぶしを叩たたきつけた。


    　一撃、二撃、三撃。


    　拳が振り下ろされるたびに、ゴツ、ゴツというにぶい音が響く。


    　莉音自身の拳が壊れるのではないかと思うほど、必死に拳をくりだしつづける。


    　実際、莉り音おんの手からは血が滴したたっていた。自分の拳こぶしから流れる血に違いないのだ。脳天に数撃もらった男は、その場に伸びてしまった。


    　だが男たちは数が多い。すぐに別の男たちがワラワラと、莉音目がけてすがりつく。


    　腹、首、足。


    　男たちも必死になって莉音を沈黙させようと組み付いていく。


    　幾いく人にんかが莉音を殴なぐりつけ、腹部や背中に打撃を受ける。だが莉音はしがみつかれながらも、頭部への打撃だけはすんでのところで避けつづけ、必死に男たちを振り払おうともがきつづけた。


    　ヤクザたちも必死なら、莉音も命いのち懸がけ。


    　相手は五〇人近い男たちなのだ。これだけの人数を相手に不意討ちを喰らっても、莉音は果か敢かんに戦いつづけた。その様子に、俺は自然に涙が流れてきた。


    　ついに莉音は両腕まで取られてしまう。そうかと思えば、右腕に絡からみついた男の腕に、莉音は思い切り噛かみついた。


    「ぎゃああああああああ」


    　たまらず男は悲鳴を上げ、その場で仰のけ反ぞり尻しり餅もちをついた。


    　だが、右腕が自由になったのも束つかの間ま。


    　莉音はコメカミのあたりにクリーンヒットをもらってしまう。気を失いかけるも、莉音は雄お叫たけびを上げた。消えゆく意識を保たもとうとしているのか。


    　そして右拳を、首を押さえる男に突き入れた。しかし腰や足をガッチリ捉えられている莉音の攻撃は、思うほど深く入らない。こんどは腹部を押さえている男の背に、肘ひじ打ちを入れる。わずかに腹部の男の力が弱まった。


    　もう一度、莉音が肘を振り下ろそうとしたそのとき。


    　別の男が、莉音の下アゴに打撃を喰らわせた。


    　アッパーのクリーンヒットだ。


    　致命的なヒットが決まった瞬間、ついに莉音の意識は途絶え、ガクリと首を落としてしまった。


    　──莉音!


    　俺は叫びにならない叫びを上げた。


    　だが、巨体に押さえ込まれ、どうにもならない。あれだけ決死になっていた莉音を、サポートすらしてやれなかった。


    　悔くやしくて悔しくて、自分の弱さを心底から呪のろった。


    　莉音が気絶したことを確認したヤクザたちは、みな息を切らせて立ち上がる。


    　男たちは、口々に驚きの言葉をもらす。


    「マ、マジつええよ……この姉ちゃん……」


    「何なんだよ、オイ……」


    「こんな姉ちゃんがいるのかよ……」


    　周囲には、莉り音おんによって打ちのめされた男たちが倒れていた。


    「いててててて……」


    　さきほど噛かまれたヤクザが、腕を押さえてうめいていた。腕には、真っ赤に莉音の歯形が刻み込まれている。


    　海かい胴どうと総長は、気絶して畳に転がる莉音を眺め下ろしていた。


    　余よ裕ゆうの表情で、海胴はくつくつと笑う。


    「フフフ、度胸も腕うでっ節ぷしも十分すぎるお嬢ちゃんだが……人を信用しすぎるのは大いなる欠点だな」


    　沈黙する莉音に、ヤクザたちの足下をすり抜けて、沙さ織おりと柚ゆずが駆け寄った。


    　莉音を抱きしめながら二人はさけぶ。


    「りっ、莉音!　大丈夫、莉音!」


    「莉音部長……!」


    　総長は莉音に目を細め、事務的に口にする。


    「目を覚ます前に撃っておけ」


    　顔面に打撃を喰らっていた木き島じまが、うなずいて隣の男をうながした。すると男は部屋を出て行き、拳銃を手にしてすぐに戻ってきた。


    　銃を受け取った木島は、莉音の側そばへ足を進める。


    「やっ、やめて!　お願い!」


    「ダメです!」


    　沙織と柚は、莉音に覆おおいかぶさって助命を懇こん願がんした。


    「邪じや魔まだ。退どけ。先に死にたいのか?」


    　木島の淡たん々たんとした言葉に、沙織と柚さんは首を振る。


    「お願いです……莉音を撃たないで……」


    「莉音部長を助けてあげてください……」


    「邪魔だ!」


    　木島が言葉を荒らげた。


    　沙織と柚さんはビクリとしたが、莉音の側をけっして動こうとしなかった。


    　突然──。


    　今まで唖あ然ぜんとして黙もくしていた恒こう太たが、木島の前に進み出た。


    　不意打ちのような恒太の乱入に、俺も沙織も柚さんも、そして木島も、まわりのヤクザたちも、驚きの表情を浮かべた。


    　恒太は静かに、それでいて腹の底から絞り出すような声を、大座敷一面に響かせる。


    「もはやおまえらを許すわけにはいかない……。いいだろう、ついにこの俺も本気を出さねばならぬ……。我が真実の力を解放するとき!」


    　恒こう太たは、悠ゆう々ゆうと歩きだした。


    　ゆっくりと、まわりを睥へい睨げいするように、胸を張ってあたりを見回す。


    　近くにいたヤクザが、ぎょっとして恒太を見つめる。


    「なんだぁおまえは?」


    　恒太には、ヤクザたちを攻撃するようなそぶりは一切なかった。もちろん恒太が暴力をふるったところで、すぐに打ち倒されるはずだ。


    　この絶体絶命に見える状況に、余よ裕ゆうを持って座敷を練ねり歩く恒太に、皆が戸と惑まどっていた。


    　今や全員の注目が、恒太にあつまっていた。


    　莉り音おんを抱きかかえていた沙さ織おりと柚ゆずさんも、頓とん狂きような声を上げる。


    「こ、恒太?」


    「恒太くん?」


    　ふと足を止めた恒太は、男たちを眺め回して自信満々に語り出す。


    「なぜ革命部が短期間でここまでのし上がることができたのか──その答え、貴様らにわかるか?」


    　誰も何もこたえない。


    　恒太はニヤリとしてつづける。


    「なに、その答えはかんたんだ。なぜなら、この俺が革命部のメンバーをあやつってきたからだ」


    「……」


    「……」


    「……」


    　ヤクザたちも沙織も柚さんも俺も、誰も彼もが沈黙した。


    「世界を司つかさどる神の意志によって発現した『絶対厳守の力』。ギガスの光情報により、相手の大脳に介かい入にゆうし、いかなる命令にもしたがわせることができるのだ。有効射程は二七〇メートル」


    「おまえ、追い詰められて頭おかしくなったんじゃないか?」


    　すぐ脇で恒太をのぞき込む男が言った。


    　しかし恒太は相手にせず、悠然と語る。


    「今まで『企業の未来を見通す力』だとカムフラージュしてきた。だが本当の俺は『絶対厳守の力』の使い手だったのだ。巳み継つぐ、沙織、柚、すまん。俺は、おまえらをあやつってきた」


    　名指しされた俺たちは何もこたえなかった。


    「だがしかし、今だけはヤクザどもをあやつろう!　なに、五〇名ほど、一度に動かすことなど俺にとってたやすい」


    　そう言って、恒こう太たは座敷の壁ぎわに立ち、こちらを振り返った。


    　自分の左目の上に、意味深に手を置く恒太。


    　指の隙すき間まから、赤く煌きらめくギガスがのぞく。


    「貴様らの敗因はただひとつ……そう、この俺を本気にさせたことだ。今ここに、真実の力を見せる。これにて……チェックメイトだ」


    　ついに恒太は、大声を張り上げる。


    「ギガス発動!　我が軍門に降くだれ!」


    　その瞬間……!


    　恒太の左目から発した赤い光線が、部屋全体を包み込………………んだわけもない。


    　──何かが起こってくれ!


    　まるで期待していなかった俺も、何かが起こってくれるのを、今か今かと待ち望んだ。


    　万が一、本当に仮の話だが、恒太の言うとおりだったとしたら、俺たちは救われるのだ。


    　皆の命が助かる可能性は、たったひとつ。


    　今や恒太のギガスしかない!


    　──頼むギガス……早くしろ……!


    　声にならない声で、俺は叫んでいた。全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて、俺は祈った。


    　知りうる限りの、あらゆる神仏を総動員して俺はギガスのために祈った。
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    　……。


    　…………。


    　………………。


    　……………………。


    　だがしかし、まったく何も起こらなかった。


    　変わったところがあるとすれば、並み居るヤクザたちが呆ぼう然ぜんと立ちつくし、頭の上に「?」マークが浮かんでいたことだけだった。


    　ふと気づくと、俺を上から押さえ込んでいた巨漢の手からは、ほとんど力が抜けていた。


    　頭をひねって見上げると、ワケわからんというふうに、恒こう太たを見つめている。


    　──今だ!


    　状況に気づくのと、身体が動いたのはほぼ同時。


    　力いっぱい俺は畳の上を回転し、巨体の手を振り払った。


    　そして起き上がりざま、一息に木き島じまへの間合いを詰める。


    　他の男たちに目もくれず、海かい胴どうや総長にすら目もくれず、ただ木島へ向けて飛んだ。


    　──狙ねらいは木島が持つ拳銃のみ!


    　ハッと俺の攻撃に気づいた木島は、すでに遅かった。


    　気合い一いつ閃せん、正せい拳けん突きをぶち込んだ。


    　木島は前のめりに腰を折り曲げる。


    　銃を持つ腕を取り、一本背負いの要領で俺は木島を持ち上げる。


    　そのまま木島を叩たたき落としたときには、俺は銃を手にしていた。


    「動くな!　動いたら海胴を殺す!」


    　間かん髪はつをいれず、俺は拳銃を、海胴へ向けて突き出した。距離は五歩。だが、距離などもう関係ない。


    　すかさずまわりを確認すると、男たちはあっけにとられて固まっていた。


    　海胴は、表情を変えずに問いかけてくる。


    「ほう。小僧、おまえは人を殺したことがなかろう。本当に人間を撃つ覚悟が、おまえにあるのか?」


    「ある。俺がまだ撃っていないのは、あんたに人ひと質じちとしての価値があるからってだけだ」


    　微み塵じんも迷いなく、俺は即答した。


    　そしてつづける。


    「人を過小評価するところは、あんたの大いなる欠点だな」


    　サッと周囲に視線をはしらせる。


    　敵がほとんどいない恒太のいる壁ぎわへ向けて、銃をしっかりと定めながら、俺は少しずつ後退した。


    　ひとりがチラと動いた。


    　俺は、わざと軌き道どうをずらしてみせ、一撃を放った。


    　座敷内に、銃撃音がこだまする。


    「動くなと言ったろう?　次、誰かが少しでも動けば、必ず海かい胴どうを殺す。その次は総長だ」


    　男たちの動きが止まった。


    　わずかな動きでも、次はすぐに撃つ。海胴を殺すのだ。


    　海胴を撃ったあとは、総長を人ひと質じちに取ればいい。その次は木き島じまだ。そしてその次は、適当にえらそうなヤツを選べばいい。弾丸の数だけ人質は取れる。


    　人命を奪う?　道徳観?　絵本でも見とけ。この状況で、殺すのをウダウダ悩むようなヤツは、真性のクズだ。


    　男たちが動かないように、俺は念を押す。


    「銃の撃ち方はさんざん叩たたき込まれてきた」


    　誇こ張ちようだが、まるっきりウソでもない。ある程度扱えるようになっているのは事実だ。それもこれも、嫌いやがる俺たちを無理やり軍事訓練に引っ張り出した莉り音おんのおかげ。今この状況になって思えば、最低限の軍事訓練を受けていて、本当に良かった。


    「おまえらが何をしようと、総長までは確実にヒットできる。あわよくば弾丸の数だけ道連れにしたいところだ。木島さん、あんたも入ってる」


    　そのまま左右を確認しつつ、後退。


    　恒こう太たのいる壁ぎわにたどり着いた。もう敵は、背後にはいない。


    「少しでも動くなよ。ひとりでも懐ふところに手を入れるだけで、ゲームは終わりだ」


    　そう言ってから、俺は沙さ織おりと柚ゆずさんへ声をかける。


    「沙織、柚さん。なんとか莉音を起こしてくれ」


    　二人は健けな気げにうなずいた。


    「恒太。俺の死角になりそうなヤツをチェックして、ちょっとでも動けば合図をくれ。恒太の声が聞こえたら、迷わず撃つ」


    　恒太がうなずくのが視線の隅に映った。恒太は俺から離れ、座敷を移動しつつ男たちの動向を確認しはじめた。


    「莉音!　莉音!」


    「莉音部長!」


    　沙織と柚さんはヤクザたちの真ん中、必死で莉音を揺すり、呼びかけた。


    　一分ほどして、莉音の意識が戻った。


    　ハッと気づいた莉音は、すかさず飛び上がり、まわりを見回した。莉音の右目と右側コメカミには青アザができている。痛々しいことだ。


    　だが、あれだけの戦いをしたあとで、命に別状がないだけでも本当によかった。込み上げるうれしさを噛かみ殺し、俺は気持ちをあらたに銃を構え直す。今は、目の前のことだけに集中せねばならない。


    　男たちが攻撃してこないのを見て取った莉り音おんは、俺を振り返った。


    「巳み継つぐ!」


    「海かい胴どうを人ひと質じちに取ってる。少しでも動きがあれば迷わず撃つ。莉音はサポートしてくれ」


    「うん。痛ッ……」


    　莉音は殴おう打だされたコメカミのあたりを押さえつつ、沙さ織おりと柚ゆずさんを引っ張り、俺の側そばまでやってきた。


    　ふいに、海胴が声を上げる。


    「おい、どう決着つけるつもりなんだ?」


    「しゃべるな!　命令するのはこちらだ」


    　すかさず莉音が提案する。


    「こうしましょう。巳継と私がここに残って、あなたを人質に取る。沙織、恒こう太た、柚ちゃんはバラバラに屋敷から去ってもらう」


    「そうだな。そうしよう」


    　俺はうなずいた。


    　しかし恒太が納得せず、首を振る。


    「おやおや、これだけの人数を相手にするんだ。俺も残る」


    「ううん、恒太には役目がある。屋敷の外に公安警察の見張りがいるから、世間話でもしておいてほしいの。警察が邪じや魔まだと言うなら、隣に立っているだけでもいいから」


    「ほう」


    「事情聴取されても、適当にはぐらかせて。ここで起こったことは話さないで。でも、もし私たちが出て行かない場合、警察に洗いざらい話してちょうだい」


    「ほう、なるほど。ギガスで警察をあやつってもいいだろう」


    　作戦に見落としがある気がして、俺が口をはさむ。


    「だが……警察は大丈夫なのか?　東とう丈じよう会かいならまだしも、相手はそこの海胴だぞ?　警察が海胴につく可能性が、ないとはいえない」


    「うん、わかってる。だからね、沙織と柚ちゃんは別々にここから出て、それぞれローザとジリヤに連絡してほしいの」


    　沙織と柚さんは忠ちゆう実じつにうなずいた。


    「う、うん。わかった」


    「わっ、わかりました」


    　なるほど、ひとまずこの状況を打開するには、それがベターかもしれない。俺もうなずく。


    「了解した」


    　仮定の話だが、警察が海かい胴どうを守ることも想定はできるだろう。しかし、ローザやジリヤに話を通しておきさえすれば、警察が海胴側につきっぱなしというわけにはいかないはずだ。ＣＩＡだって海胴を殺そうとしたこともあるくらいだし、もしアメリカ政府が介かい入にゆうすれば、日本警察がやすやすと抵抗できるわけもない。


    　日本国内だけの戦いなら海胴に分がある。しかし、国際政治の土ど俵ひように海胴を引っ張り出せるなら、ローザに大いなる分がある。


    　俺たちの暗殺は国内問題だ。


    　しかしローザが政治力を行使してアメリカ政府を動かし、隠した謀ぼう略りやくを的確に指摘すれば、日本側は内政干かん渉しようといいわけしつづけることもできない。過去にも、アメリカ側が意図して暴あばいた事件は無数にある。


    　有名なところでは、一九七六年のロッキード事件。ロッキード社の航空機の受注を巡っての世界的な大規模汚お職しよく事件が、アメリカ側から発掘された調査資料で暴かれ、強力なリーダーシップを発揮した内閣総理大臣・田た中なか角かく栄えいが逮たい捕ほ、権力の座から滑り落ちた。これは、田中角栄が日本独自の石油供きよう給きゆうルートを持とうとしたために、石油メジャーが密ひそかにしかけた謀略だったとも言われている。


    　海胴を追い落とせるチャンスなら、ローザは喜ぶことだろう。


    「尾行は?」


    　男たちに聞こえないように、俺は声を細めた。莉り音おんも小声で返してくる。


    「可能性は低いでしょう。海胴も総長も木き島じまもここにいるし、ここの面子メンツは動けない。それに、そのための担たん保ぽとして恒こう太たを警察に張り付けるの。綱渡りだけど、やりましょう」


    「わかった」


    　俺はうなずいた。


    　選択肢は多くない。多少の危険は乗り越えてでも、事態を打開しなければ。


    　莉音は海胴に語りかける。


    「話はわかったわね?　こちらは話をオープンにするつもりはない。保険としてローザやジリヤに話を伝えておくけれど、結果として私たちに危害がない限り、彼女らはこの程度で騒ぎ立てはしない。だから交渉して、落としどころを探さぐりましょう。いいわね?」


    「くっ、ハハハ!　いいだろう。久しぶりに血がたぎってきたよ。長生きはするものだ」


    　この期ごにおよんでも海胴は笑った。


    「じゃあまずは、沙さ織おり、恒太、柚ゆずちゃん。行って」


    　莉音の言葉に三人はうなずいて、座敷を飛び出して行った。


    　それを見届けた莉音は、冷ややかに言う。


    「それじゃ、私たちの交渉は外で」


    「しかたあるまい」


    　海かい胴どうはうなずいた。


    　総長が淡たん々たんと口にする。


    「いいのか、総そう次じ郎ろう?」


    「こいつらを見くびっていたよ。交こう渉しようしてやろう」


    「ならば車を回そう。そこで交渉するがいい」


    　総長の話に、莉り音おんが疑問をはさんだ。


    「……車?　それを信用しろと?」


    「信用する必要などない。姉さん自身が今、的確な手を打ったろう?　どこに俺たちを信用する必要がある?」


    　しばらく押し黙り、考えを巡らせた莉音は、やがて静かに口にする。


    「……。……わかった。いいわ。車を回してちょうだい」


    



    
      ◇

    


    



    　都内を目的もなく、ロールスロイスは適当に走る。


    　後部座席には俺と莉音、そして海胴が向かい合って座った。運転席との間には透明の仕切りがあり、話は聞こえないようになっているようだ。


    　海胴はリッパな杖つえを前に立て、つまらなそうにその上に頭を乗せ、窓の外を眺めていた。


    　莉音も同じように窓の外に視線を向け、高層ビルや歩道を往ゆき来きする人々の姿を漫然と見やっている。


    　俺はといえば、そんな莉音を見ていた。


    　莉音のアザは、座敷にいたときより大きくなっていた。俺も武道の練習でアザは何度かできたことがある。自然治ち癒ゆはするだろう。だが、並み外れた可愛かわいらしさを持つ女の子の顔としては、あまりに痛々しい状態だった。


    　また、顔のアザよりひどいのは莉音の右みぎ拳こぶし。皮が擦すり剥むけて肉が剥き出しになっていたのだ。東とう丈じよう会かいから包帯と消毒薬をもらい、さきほど俺が応急処置したばかりだったが、包帯には血がにじんでいた。


    　ＥＥとの真剣勝負で疲ひ弊へいした莉音を、本当はホテルで休ませようと思っていたのに、とんだことになってしまった。この交渉が終われば、一刻も早く莉音を病院へ連れて行くつもりだった。


    　山やま手のて線せんを抜けて都心にロールスロイスがさしかかったころ、莉音が話を切り出した。


    「まず始めに聞きたいんだけど、東丈会の総長からは、私たちのこと、どこまで聞いてる?」


    　おっくうそうに、海胴も口を開く。


    「大して聞いてはおらん。おまえらとフロント企業のトラブルで関わったと聞いたくらいだ。そんなせせこましい話に、俺は興味がない」


    「ふーん、じゃあ東とう丈じよう会かいが出てきたのは、単に東京で活動しやすかったから?」


    「それ以外に何がある。東丈会も京きよう武ぶ会かいも神かみ代しろ組ぐみも、俺の弟分みたいなものだ」


    　海かい胴どうは鼻を鳴らし、俺たちを見み据すえた。


    「逆に聞くが、おまえらは俺のことをどこまで知ってる?」


    「まぁ一般的な情報と、研究の範囲内かしら。ほら、ポール・ベイクウェルが書いた『海胴総そう次じ郎ろう研究』。あれは読んだわよ」


    「あの本はいい。ちゃんと俺のことを丹たん念ねんに調べておる。多少ＣＩＡ史観も混じってはいるが……研究者が客観的に記述しようとした努力が見てとれる」


    　莉り音おんは思いがけないといった様子で、のぞき込むように海胴を見た。


    「へえ……意外ね。褒ほめるようなことはほとんど書いてなかったけど」


    「褒められるような人生は、歩んできておらん」


    　海胴は、つまらなそうに言った。


    　波乱の人生を歩んできた男の言葉としては、あまりに淡たん泊ぱくだった。


    　俺と莉音は言葉もなく海胴を見つめる。


    「……」


    「俺が死ねば、日本でも歴史家の研究が始まるだろう。だが、何の興味もない。褒められたいとも思わない。認められようとも思わない」


    「何のために、あなたは戦ってるの?」


    「己おのれの信じた道のため。ひいてはそれが公のため、日本万ばん民みんのため、天下国家のため、陛下の御おんためになる」


    　海胴はキッパリと言い切った。


    　莉音は肩をすくめる。


    「私にはわからないな。あなたの信念の形が。まぁ、わかる必要はないんでしょう。……でも、あなたがとてつもなく強い人であることだけはわかる」


    「おまえも強かろう。やはり殺しておきたかった。この俺のテリトリー内で、殺そうと思って殺せなかった人間は、おまえらが初めてだ。俺の人生で唯ゆい一いつのケースになるだろう」


    　無表情で海胴は言った。


    　ＣＩＡの報告書で大ウソつき呼ばわりされた海胴。


    　ついさきほど、東丈会大広間で平然とウソ話をまくしたて、莉音を罠わなにはめて戦闘不能にさせた海胴。


    　しかし今に限って、海胴は真しん摯しな言葉を紡つむいでいると、俺は思った。


    　もとより海胴に、ここでウソをつく必要はない。


    「あなたは誤解してる。私は誰の手先でもない。欧米の金きん融ゆう資本の尖せん兵ぺいでもない。ただ単に、あなたほど特定の国に興味がないってだけよ」


    「……俺たちはわかり合えまい」


    　そう言って、海かい胴どうは寂しく窓の外を向いた。


    「あなたは、私たちがＥＥに手を出したことを怒っているの?」


    「スタインバーグを引き入れたこと。そしてＥＥに手を出してきたことだ」


    「あなたにとってＥＥは何なのよ?」


    「昔、ずいぶんと支援をした。資金だけでなく、必要に応じて政治家も、官庁も動かした。やがて国家の基盤になる企業だと信じてな。そして今、ＥＥは揺るぎない礎そ石せきを築いた。ＥＥの新エネルギー戦略、アレは単なるビジネス行為ではない。いかな万ばん難なんを振り払ってでも成功させるべき、国民のライフラインだ。スタインバーグごときに邪じや魔まをさせたりはしない」


    　そういえば立たち花ばな社長が以前、ＥＥの『新エネルギー戦略』について語っていたことを俺は思い出す──。「いいかい、ＥＥが提唱している『新エネルギー戦略』ってヤツがある。それは、石油に代わる新エネルギーをＥＥが開拓、支配しようという世界的大構想だ。こいつは本当に凄すごい話なんだぞ。石油に支配される世界経済を、一気にＥＥ支配に転換させてしまおうと、虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているということだ」


    「どうしてスタインバーグが出てくるのよ?　こだわりすぎじゃないの?」


    　莉り音おんは憤然とした。


    　だが海胴は淡たん々たんとしたままだ。


    「おまえらはなんにもわかっちゃおらん。スタインバーグの根底は石油ビジネスだからだ。カルヴァート財ざい閥ばつとスタインバーグ財閥は、世界のエネルギーをコントロールできるからこそ、最高の権力たりえる。そんなヤツらにとって、ＥＥは大敵なのだ。鋭えい敏びんな二財閥とＥＥの血で血を洗う次世代エネルギー戦争は、すでに始まっておる。仮におまえらの言葉通り、今回の話にスタインバーグが無関係だったとしても……ヤツらがその気になれば瞬時に変わる。ヤツらがＥＥを手にする可能性は、一％でも排除せねばならん」


    「なるほど……。あなたがスタインバーグに妙にこだわる理由が、なんとなくわかってきた……」


    「我が国にはオイルがない。わかりきったことだ。しかしエネルギーこそ、あらゆる現代文明の基盤。……戦前、帝国はエネルギーに苦しめられ、エネルギーに泣き、エネルギーを追い求めて戦争を始めた。大だい東とう亜あ戦争は持たざる者が追い詰められたが故ゆえの、やむをえない選択だったのだ」


    「……まったく理解できない話じゃないけど」


    「アメリカが無限のエネルギーを押さえているのならば、アメリカと同どう盟めいするのもいいだろう。中国が無む尽じん蔵ぞうのエネルギーを押さえているのならば、中国と盟約を結ぶのもいい。しかし、あらゆる国家が高度成長を追い求め、グローバルな競争が激化した昨今、もはやエネルギーの枯こ渇かつは目前だ。そんななか、日本万ばん民みんが一〇〇年の平へい穏おんを手にいれるには、新しいエネルギー源を手にするしかない。さもなくば時を経へて、ふたたび戦争の時代へと向かうことだろう」


    　莉り音おんは毒気を抜かれたように海かい胴どうを見つめた。


    「意外ね……あなたは戦争、きらいじゃなさそうなイメージだったんだけど。もっと単純な軍備増強を追い求めているのかと思ってた」


    「軍備は絶対に必要だ。必ず資源争そう奪だつ戦に敗れる国は生まれるからだ。だからこそ戦争は起きる。だが、いったいどこの世界に、自分の国が戦争を始めるのを好む人間がいる?」


    「あなたは私たちを誤解してる。それと同じように、私もあなたを誤解してた。べつに謝あやまるつもりも必要もないけれど、ちょっとビックリしちゃった」


    「ふん、世の中のヤツらは、俺を暴力団の大親分、軍国主義者呼ばわりする。挙げ句の果てにはファシスト、超国家主義者だ。ああそのとおり、俺は暴力団の親玉だ。そのとおり、俺はファシストだ。なんとでも言え。自身の考えを変えるつもりなど、毛頭ない」


    「あなたが言うとおり、私たちはわかり合えない。それでも、助け合うことはできるはず」


    　莉音の言葉に、海胴は不意を食らったようだった。


    「おまえらと?　バカバカしい。協力とは、同じレベルの力を持つ者の間でしか成り立たない。俺にはこの国のあらゆる権力があるが、おまえらが俺に提供できることなどひとつもないのだからな」


    「あるじゃない。ハッキリしてる」


    「なんだと?」


    「若さ。怒らないでほしいけど、端たん的てきに言うわ。あなたは老い先長くない。今年、八四歳よね?　でも私たちは、今日みたいなことがない限り、あと六〇年は生きられる」


    「……。クッ……」


    　海胴は何か言い返そうとしたが、顔を背そむけてしまった。


    　そして悔くやしそうに顔をしかめる。


    　きっと海胴には、やり残したことがまだたくさんあるのだろう。


    「私たちには、たしかに今この瞬間のあなたほど力はない。でも近い将来、あなた以上の権力を握る実力が、私たちにはないかしら……?」


    　誰にともなくそう言って、莉音は静かに海胴を見み据すえた。


    「私は冷静な気持ちで、熱意も誇こ張ちようも排して、『実力がある』と断言できる」


    　海胴は、莉音の言葉を否定しなかった。


    　窓の外を眺めやりながら、海胴は小さくつぶやく。


    「考えの合わぬ者同士、どんな協力ができよう……」


    　しばらく車内は沈黙した。


    　おたがいに、かける言葉を思案しているようだった。


    　口を開いたのは莉り音おんだ。


    「……まぁいいわ。私は待っている。その気になったら声をかけてちょうだい」


    　海かい胴どうは何もこたえなかった。


    　莉音が身を乗り出す。


    「とりあえず、今回の手打ちのことを決めてしまいましょう。私たちはＥＥ本体に手を出さないと約束できる。あなたは私たちに手を出さないと約束してほしいわね。今日のことを私は許さない。それでも、おたがいのために妥だ協きようしなくちゃならない」


    「……」


    　顔をそらして外を見ている海胴は、莉音の言葉を聞いているのかどうかわからなかった。


    　構わず莉音がつづけてゆく。


    「私はそのための担たん保ぽとして、あなたたちの前で話したように、ローザには今日起こったことを伝えておく。もし私たちが消えたら、スタインバーグが圧力をかけることになるでしょう。あなたの勢力を追い落とす絶好の機会になるわね。それから、私の友人……まぁコイツもスタインバーグ系列の軍事ブローカーなんだけど……彼女にも伝えておくから。お金も払っておいて、あなたの息のかかった人間に、根こそぎヒットマンを放ってやる」


    　きっと莉音は本気だろう。ジリヤに依頼して、一度は東とう丈じよう会かいと真っ向勝負しようとしたこともある。


    「あなたに対して、スタインバーグの威光をちらつかせるようなことはしたくない。それに、私たちはスタインバーグの傘さん下かでもなんでもない。でも、他に身を守るカードがないからね。あなたと違って、こっちは必死なの」


    　海胴が口を開かないので、莉音は念を押す。


    「どう?　妥当な手打ちだと思うけど……」


    　今まで黙っていた海胴が、ようやっと口にする。


    「……おまえらが今後、スタインバーグを引き入れないという保証をもらおう」


    「どんな保証よ?　どうすればいいってわけ?」


    「スタインバーグとは縁を切れ」


    「できない相談ね。ローザと私は友達だもの」


    「……」


    「それから、ＥＥとは決着がついたことは話したわよね。ウェスタンユニオンを買収して、すべてを手打ちにすることに決まったの。私たちにとってウェスタンユニオンは、どうしても必要不可欠な会社だったのよ。だからこそＥＥに喧けん嘩かを売ったの。最初から、ＥＥ本体を買収するつもりなんてなかったし、現実問題として資金もなかった。あなたは私たちの資金源がスタインバーグだと誤解していたのかもしれないけれど」


    「なんのためにウェスタンユニオンなど必要なんだ?」


    「原子力の技術をマスターする必要があったの。でもね、なんなら私たちの目的が済み次第、ＥＥに返却してもいいのよ。まぁ私たちが買収した金額を支払ってくれるならだけど」


    「おまえらが……原子力を?」


    「そう。あなたに理想があるように、私には私の理想がある。私たちの目的は、次代に通用する新しい国を創り上げること。そのために核兵器は必要なカードだと思ってる」


    「あ、新しい国?　核兵器を……だと?」


    　今日初めて、海かい胴どうは顔色を変えた。


    「あなたはエネルギーと言ったわね。次世代エネルギー争奪戦で有利な立場に立ち、日本に安定した一〇〇年をもたらすことがあなたの望み。それはきっと、あなたの愛国心の発はつ露ろだし、同どう胞ほうへの強い思いやりなんでしょうね」


    　絶句したままの海胴は、まじまじと莉り音おんをのぞき込んでいた。


    「私は日本に興味はない。私たち自身の国に興味がある。そこで世界を統一する、新しい金きん融ゆうの仕組みを創り上げるの。いったん世界を滅ほろぼしてでも、世界を再生してみせる」


    「……金融……だと?　……おまえは……カルヴァートやスタインバーグを敵に回すつもりなのか?」


    　掠かすれた声で、海胴は問うた。


    「ローザとも、きっとわかり合えない。だってスタインバーグは、現行世界の金融界の頂点でもあるもの。私の革命は、とりもなおさず財ざい閥ばつ解体につながる。究極的には、スタインバーグは私が打ち倒すべき敵のひとつ。それでも私はローザを尊敬してるし、大切な友達なの」


    「……」


    「ローザにもね、私の目的は話したことがあるの。それでも、ローザは友達だって言ってくれた。というかスタインバーグにとっては、私たちなんて、敵と認知する必要すらない小勢力だからね」


    　そう言って、莉音は自じ嘲ちよう気味に笑った。


    　ふいに海胴の顔が真剣味を帯びた。


    「ひとつ聞きたい。すべてに代えても茨いばらの道を進む覚悟が、おまえにあるか?」


    「たとえ悪魔とさげすまれようと、私はこの道を変えない。新しい世界の未来のために」


    　突然、海胴はボタンを押して、運転席を呼び出した。


    「適当なところで停とめてくれ」


    　運転席から了解の声が聞こえる。


    「手打ちをしよう。おまえが提示してきた条件、それで構わない」


    　あまりにあっさりした変わりようだったので、俺はぎょっとした。海胴に何があったというのだろう。それとも、これもまた作戦か?


    　莉音は手打ち内容を確認していく。


    「私たちはＥＥ本体に手を出さない。あなたは私たちに手を出さない。その条件ね?」


    「そうだ。それからもうひとつ……」


    　そこで海かい胴どうは言葉を詰まらせた。


    　なぜだか海胴はそわそわしているように見えた。


    　ロールスロイスが停とまる。窓の外に視線を走らせると、皇居のお濠ほり端ばた。九く段だん下したのあたりだろうか。なかなか話し出さない海胴に、莉り音おんは怪け訝げんに問い質ただす。


    「どうしたのよ?」


    「……すまなかった。許さなくてもいい。しかし、今日の詫わびはいずれする。俺が死ぬ前に」


    「え……?　き、急にどうしたの?」


    　莉音は泡を食ったように海胴を見つめた。さすがの俺も仰ぎよう天てんした。海胴が謝罪するなんて予想外だったのだ。海胴は窓の外を向いてしまい、そっけなく言う。


    「話は終わりだ。降りて帰れ」


    「な、なんなのかしら……」


    　戸と惑まどっている莉音は、俺を向いて急せかす。


    「帰ろう、巳み継つぐ」


    　俺はうなずいた。


    　ドアを開け、俺たちは歩道に降り立った。


    　地に足をつけた瞬間、これで命の心配がなくなったことを、俺はしみじみと実感した。


    　今しがたの海胴の急変は、また俺たちを騙だまし討ちするための作戦ではなかったらしい。もっとも、莉音が打った手によって、俺たちを消し去ることはすでにむずかしいはずだ。


    　沙さ織おり、恒こう太た、柚ゆずさんも、これで安全になるだろう。日本でもっとも力のある海胴と話がついたのだから、国内にいる限り、今日のような謀ぼう殺さつに巻き込まれる可能性はずいぶん減るに違いない。


    　去りぎわ、莉音がドアを閉めようとする。


    　すると海胴はこちらをふりむき、声をかけてきた。


    「待て」


    「な、何?」


    　莉音は困惑した声を上げた。


    「俺の人生において、詫びを入れた人間はおまえらだけだ。おまえらは誇っていい」


    　それだけを言って、海胴は急に憮ぶ然ぜんとし、前を向いてしまった。


    　そしてロールスロイスは、静かに走り去って行った。


    



    
      ◇

    


    



    　病院に莉り音おんを連れて行こうとしたのだが、莉音は地元へ帰ると言い張って聞かなかった。まずは沙さ織おり、恒こう太た、柚ゆずさんの姿を確認してからでないと、絶対に病院へ行かないと言う。


    　ボクサーのような莉音の青アザは電車だと目立ってしかたないので、俺たちはタクシーに乗り込んだ。


    　タクシーに揺られながら、一足先に部室へ戻っていた沙織と柚さんには、終わったことを携帯で伝えた。


    　また、仕事中の刑事に張り付いて困らせていた恒太にも、部室へ戻るように連絡を入れた。恒太はまだ江こう東とう区だから、九く段だん下したで車を降ろされた俺たちより、戻りは少し遅くなるだろう。


    　部室に帰り着くと、待ちきれないといったふうに莉音はタクシーを飛び出し、玄関へ駆け込んでゆく。早く二人の無事を確認したいのだろう。


    「ただいまー!」


    　莉音の声を聞きつけた沙織と柚さんは玄関まで飛んでくる。


    「莉音!」


    「莉音部長……!」


    　二人は仔猫のように莉音にしがみついた。


    　莉音も二人を抱きしめる。


    「沙織、柚ちゃん……もう、大丈夫だからね……」


    　それから三人は言葉もなく、抱きしめ合った。


    　気づけば、沙織も柚さんも、莉音までもが泣いていた。


    　タクシーの支払いを済ませてあとからやってきた俺は、さめざめと涙する彼女たちの邪じや魔まにならないよう、玄関の外から三人の様子を眺めていた。


    　しばらくして、沙織が涙を拭ふこうともせず、莉音と顔を見合わせた。


    「莉音、殴なぐられたところ、アザになってるよ。冷やした方がいいよ」


    「ううん、いいの。あとで手当てするからね」


    「痛かったでしょ?」


    「あんなの、へっちゃらなんだから」


    　柚さんは、莉音を放すまいと必死ですがりついたままだ。


    　莉音に顔をすりつける柚さんは、鼻水混じりの声を上げる。


    「莉音部長ぉお……莉音部長ぉぉおおお……」


    「柚ちゃん、怖い思いさせてごめんね」


    　莉音は、涙にくれる柚さんの頭を、いつまでもやさしく撫なでつづけた。


    



    
      ◇

    


    



    　リビングに入った俺たちは、ローザとジリヤに結果を連絡し、経けい緯いをあまさず伝えて安心させた。


    　くわえて、ＥＥとの交こう渉しようは成せい功こう裏りに終わり、目的通りウェスタンユニオンを買収できたことを告げると二人とも舌を巻いた。


    　ローザはよほど海かい胴どうがきらいなようで、警戒をおこたるなとくりかえし忠ちゆう告こくしてくれたが、さきほどの海胴の様子ならほぼ心配はないだろう。


    　それから柚ゆずさんが淹いれてくれたお茶を飲みながら、俺たちはテーブルをかこんで反省会のようなものをしていた。


    「今日はいろいろあったな……。ＥＥの柏かしわ木ぎ社長との交渉もあったし、海胴まで登場したし……」


    　俺が感かん慨がい深く一日を振り返ると、莉り音おんはうなずく。


    「そうね。今日は早めに部活を切り上げて、ゆっくり休んだ方がよさそうね」


    「莉音は病院に行った方がいいわ。私も付き合うから」


    　莉音の右みぎ拳こぶしを救急箱の薬で手当てし直してくれた沙さ織おりが、しきりに莉音をうながした。


    「うん。もうすぐ恒こう太たが帰ってくるから、恒太を確認したらね」


    　そう莉音が言った瞬間、玄関がガラガラと開かれ、堂々とした足音が聞こえてくる。このえらそうな足音は、まちがいなく恒太だ。
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    　颯さつ爽そうとリビングへ入ってきた恒こう太たに、みな気疲れした声をかける。


    「よっ。おつかれ」


    「おかえり」


    「おかえり」


    「おかえりなさい、恒太くん」


    　そんな俺たちを、恒太は不思議そうに眺め回す。


    「おや、ヤクザども三〇〇〇人を蹴け散ちらした英雄の帰還を、祝う言葉はないのかね?」


    「そうだな。恒太には感謝しないと。あの場は恒太がいなければ、切り抜けられなかった」


    　おどけたように俺は言った。


    　だが実際、恒太がいなければ、俺たちは確実に死んでいたはずだ。


    　それはまちがいない。


    「そのとおりだ。その代わり、今まで秘ひ匿とくしていたギガスの『絶対厳守の力』まであきらかにしてしまった……。仲間を守るための苦く渋じゆうの決断だったのだよ……」


    「絶対厳守って……結局あんた誰もあやつってないじゃないの!」


    　たまらず沙さ織おりが指摘すると、奇妙なものを見るように恒太は沙織を見やった。


    「おや、小娘は気がつきもしなかったのか?」


    「な、何をよ?」


    「俺がギガスであやつったのは、実は巳み継つぐなのだよ」


    「……は、はあ?　ヤクザたちをあやつるって言ってたじゃない!」


    「カムフラージュだ。あやつられることがわかれば、大脳に抵抗能力が働き、ギガスの効きめがきわめて弱くなる。だからあえてヤクザをターゲットにしたように見せかけて、巳継の大脳に介かい入にゆうしたというわけだ……。とっさの判断とはいえ、実にすばらしい作戦だったのだよ」


    　その後、恒太は得意げにギガスの解説をくりひろげた。


    



    
      ◇

    


    



    　さまざまなことがあった次の日。


    　マスコミのバッシングがピタリとおさまった。


    　ＥＥとの極秘会合を世間は知らない。もちろん、ＥＥと革命部の間で妥だ協きよう案が成立したことも、世間は知るよしもない。それにもかかわらず、まるで潮しおが干ひいたように、メディアが革命部を攻撃しなくなったのだ。


    　いや、一見すれば今までの批判的記事に見えるのだが、結論が妙で、どのメディアも革命部への期待を仄ほのめかしている。論法の違いはあれど、大まかにはどの新聞も、次のような流れを取っていた。


    



    「革命部は、ＥＥへのＴＯＢを取り下げるべきだ。今回のＴＯＢは許しがたい暴挙である。そしてＴＯＢの終了は、世論調査を見てもわかるように、国民の総意である。これは、『革命部にはもっと重要な仕事があるはずだ』という国民の期待の裏返しなのである。羽は月づき氏は世界最年少の上じよう場じよう企業社長として今や国際的知名度は抜群なのだから、日本を引っ張る逸いつ材ざいとして活躍してほしいと皆が願っているのだ。もし革命部がＴＯＢを取り下げて本業に立ち返るのならば、世論からは大いなる賛意を得、その英断を讃たたえられるだろう」


    



    　昨日までの記事は、革命部を叩たたき斬って終わっていた。それが今日になって、微妙なさじ加減になっている。


    　一番重要な「ＥＥへのＴＯＢを取り下げろ」という主張は変わっておらず、それでいて革命部への期待を示していた。このくらいのニュアンスなら、当事者である俺たち以外はほとんど重要視しないだろう。


    　海かい胴どうが何かしたに違いない。


    　こうまでマスコミが動くさまに、俺は苦笑してしまった。


    　世論調査も、質問の仕方が変わっただけで、ずいぶん動いた。


    



    「革命部によるＥＥ買収をどう思いますか?」


    　賛成一六％、反対四一％、その他四三％


    



    　情報操作の影響が残ってか、反対はやはり増えているが、その他が一番多い。要は「どっちでもいい」とか「よくわからん」という人が多いということだ。


    　世の中の大多数は、なんとなくテレビを見、新聞を読んでいる人々である。メディアからの情報が、その人たちの世界のすべてを構成している。


    　今日時点ではいまだＴＯＢは継続中ということになっているから、世論は一転まではしないだろう。しかし、革命部が公おおやけにＴＯＢを取り下げれば、マスコミのあらたな情報操作もあり、だいぶ様相は変わるはずだ。


    　やがてＴＯＢニュースが風化するころには、革命部へのイメージは中和されているだろう。


    



    
      ◇

    


    



    　リビングに皆をあつめ、俺たちは今後の方針を話し合っていた。


    　ずいぶん青アザの跡が引いてきた莉り音おんが言う。


    「ウェスタンユニオン譲じよう渡と契けい約やくの内容を詰め終わって、明日、ＥＥと契約を結ぶことに決まったの。マスコミ発表はそのあとね」


    　あのあと病院へ行った莉り音おんは、治療を受け、湿しつ布ぷを貼られて仰ぎよう々ぎようしく顔に包帯を巻いていた。だが、日常生活や仕事に支障をきたすので、一日で取り払い、自然治ち癒ゆにまかせてきたのである。ミイラのように包帯を巻いているよりも、アザの方がまだいい。


    　一方、右みぎ拳こぶしだけは包帯を巻いたまま治療中だった。そちらも、もうすぐ完治するだろう。


    　あれだけの戦闘を、剥むき出しの拳で乗り切ったのだから、骨が砕けなかっただけマシだ。


    「買収総額一兆二〇〇〇億円、銀行から引っ張るんだろ?　利り息そくだけですごいことになりそうだな」


    　俺の言葉に、莉音がうなずく。


    「うん。その分、また稼かせぎましょう。綱渡りはしかたないわね」


    「俺にまかせておけ。一兆円など、俺の統治するショッピングサイトなら一瞬で稼ぎ出すだろう」


    　恒こう太た管理のショッピングサイトは、年商にするとせいぜい二億円程度のものだ。利り益えきは二〇〇〇万円前後あればいいだろう。一兆円稼かせぐのに五万年かかる。


    　沙さ織おりが顔をしかめた。


    「単位知らないんじゃないの?　兆って知ってる?」


    「ほざけ小娘。一枚一億円の俺のブロマイドがたった一万枚売れるだけで、一兆円に到達する。なに、俺が明日から本気を出せば、光よりも早く溜まるだろう」


    「あんたのブロマイド、一枚も売れてないから」


    　それだけ言って、沙織はそっぽを向いた。


    「明日、契けい約やくには私と巳み継つぐで行くから。沙織、恒太、柚ゆずちゃん。お留守番、お願いね」


    「待つんだ莉音。俺も全力で同行させてもらおう」


    「うん?　恒太が?」


    　莉音はまじまじと恒太を見やった。


    「そうだ。これからの契約は、俺も同行することになる。莉音と巳継だけでは心配なのだよ」


    「あんたなんて邪じや魔まになるだけよ。止やめなさい」


    　ピシャリと沙織が指摘したが、恒太は意に介かいした風もない。


    「俺は核技術や財務の勉強と並へい行こうし、司法試験の勉強まで開始したところだ。いわば俺は、法務のプロフェッショナルだと言えよう。革命部の法務と財務は、この俺が一手に引き受けてやる。ついでにミサイル開発も、核開発もな」


    「な、なにがプロフェッショナルなのよ……勉強始めただけじゃない……」


    　沙織は呆あきれ顔だった。


    　莉音は考えを巡らせるようにしながら口にする。


    「ふーん、そうね……恒太には、何か新しくまかせられる仕事がないかなぁって思ってたの。交こう渉しようが終わったあと、契けい約やく面をまかせられるようになれば助かるかな……。じゃあ明日、ＥＥに同行して勉強してみる?」


    「ちょっと莉り音おん、大丈夫なの?　だって恒こう太ただよ?　恒太なんだよ?」


    　沙さ織おりはきわめて論理的な説明をした。


    「実はね、そろそろショッピングサイトは廃業しなくちゃならないと思ってたところなの。多少の利り益えきは出てるけど、今の革命部にとっては規模が小さすぎるから面倒なだけ。このあたりで、切り離しちゃった方がいいかなって。……でもね、閉鎖すれば、恒太の仕事がなくなっちゃう。だから、ちょうどいいかもしれないの。恒太に契約関係をまかせられるよう、私が指導していきましょう」


    　莉音に俺も同意する。


    「まぁ、俺もそろそろショップは手放した方がいいとは思ってたけど……そうすると恒太の仕事がなくなるな。不安はあるけど……恒太にできる仕事があるなら都合がいいのも事実だ」


    「ほら、みんな忙いそがしい。沙織はなんでもそつなくこなせるから、以前の巳み継つぐがやってた雑務をこなしてくれてるでしょ。それに、モデル撮影も入ってくるし」


    「私はできることをやってるだけ……」


    「柚ゆずちゃんは開発と運用で手一杯。本当は他の開発も始めてもらいたいんだけど、もう少し落ち着いたらね」


    「あと、ジュースの補充もしてるんです。みなさんに喜んでもらえてるんだって思うと、もっとがんばろうって思うんです」


    　柚さんは笑顔で両りよう拳こぶしをギュッと握りしめた。


    「うん、柚ちゃん、お願いね」


    「はい!」


    「それから、巳継は社長業。実務というより、マスコミ対応とか、会見とか、いっぱいあるしね」


    　当初思っていた以上に社長業には仕事があった。


    　莉音の言うとおり、実務以外の仕事だ。


    　稼かせぎには直接つながらないが、やっておかねばならない仕事が多すぎる。とくに革命部は有名な企業だから世間の注目が大きく、多た忙ぼうをきわめていた。体力的には問題ないが、精神的に辛つらい仕事ばかりだ。


    　莉音はといえば、革命部グループの対外折せつ衝しようを一手に引き受けている。今の革命部のメンツだと、高度な交渉は莉音にしかできないからだ。仕事の新規受注、契約、資金絡がらみ、銀行との交渉もろもろである。一番忙しいのは文句なしに莉音だろう。


    「たしかに、考えてみれば恒太の仕事が一番少ないんだよな。かといって、割り当てる仕事がむずかしい……」


    　俺がそう言うと、恒こう太たは得意げに言う。


    「俺は霊れい界かいの干かん渉しようから日本を守るため密命を受けている身。それだけに、革命部にはパワーが一％程度しか割さけないのだよ」


    「今の話聞いてなかったの!?　あんたに何の仕事をまかせていいのか、みんな悩んでるの!」


    　そんな沙さ織おりの言葉にも、恒太はいささかも動じた様子がなかった。もしかすると、一番の大物は恒太かもしれない。


    　莉り音おんは皆を見渡して口にする。


    「うん。それじゃ恒太にはこれから、外部企業との事務手続きや契けい約やくのツメをやってもらうようにしましょう。そうすれば、私も巳み継つぐも、ずいぶん手が空くことになる。ひとまず恒太は私たちについて勉強ね」


    「いいだろう。ククク、この俺の華か麗れいなる事務手続きの手腕、とくと拝おがませてやろうではないか!　全力で刮かつ目もくせよ!」


    　事務に手腕もなにもない。


    



    
      ◇

    


    



    　重しげ野の取とり締しまり役やくが、書類をテーブルでトントンと整理しつつ言う。


    「では、契約はこれにて完了ですね」


    「はい。ありがとうございます」


    　まずは俺が礼を述べた。


    　いちおう、基本的な契約の確認や手続きは、恒太がはげしくせがんだので、俺と莉音の監視の下もとにまかせてみた。


    　すると、やたらとえらそうな言動をのぞけば、まぁ人並みに業務を遂すい行こうできるようだった。俺と莉音はホッとしていた。ネットショップを廃業しても、ある程度は恒太にまかせられる仕事ができそうだ。


    　恒太は尊大に確認する。


    「一兆二〇〇〇億円の払い込みと同時に、株式が譲じよう渡とされることになるわけだな?」


    「そうなります。契約金の支払いの方は大丈夫ですか?」


    「まかせたまえ。なんなら、この俺のポケットマネーで今すぐ支払ってもいいのだが?」


    　あわてて莉音が口をはさむ。


    「うん。契約通り一か月以内に払い込むわね。複数の銀行にすでに話を通していて、金利の交渉をしてるだけだから。金利によって、どこの銀行からどのくらい引っ張るか調整中」


    　珍しく莉音はハンカチで汗を拭ふいた。恒太にも困ったものだ。


    「社長からは、必要があれば銀行を紹しよう介かいしなさいと言われていたのですが……とくに必要なさそうですね」


    「大丈夫。……あっ、ＥＥさんの口くち利ききなら、金利面で有利かしら?」


    　重しげ野の取とり締しまり役やくは腕を組んだ。


    「うーん、それはどうでしょうね……。革命部さんがうちのグループならまちがいなく有利になるのですが……この場合はなんとも……」


    「まぁそうよね。だったら紹介は不要よ。心こころ遣づかい、ありがとう」


    「わかりました。それでは明日、記者会見場に社長と一緒に向かいます。羽は月づき社長、どうぞよろしくお願いします」


    「ええ、こちらこそ。明日はよろしくお願いします」


    　俺は丁てい寧ねいに頭を下げた。


    　恒こう太たにまかせてみて確認できたのは、事務手続きスキルには問題ないらしいことだ。というか、莉り音おんが何度も交こう渉しようを重ね、足場を踏み固めた末、関係各所に調整を終えたルートを整理するだけの仕事だから、普通のビジネス関係者ならばラクにできる範囲の仕事だった。このくらいは恒太にだってこなせるはずである。たぶん。


    　少なくとも、書類の整理や契けい約やく条項の確認など、ごくごく狭い範囲の仕事に関してだけは、沙さ織おりや柚ゆずさんより、恒太の方が適性は高そうだ。


    　しかし問題は言動だった。尊大な言動さえなければ、ある程度はまかせても問題なさそうなのだが……。
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    　めいっぱい詰めかけた記者たちを前に、壇上の隅にいる沙織は、澄んだ声を響かせた。


    「本日はお集まりいただきありがとうございます。ただいまより、エグゼスエレクトロニクスと革命部の、共同記者会見を開催させていただきます。エグゼスエレクトロニクスより柏かしわ木ぎ代表取締役社長、重野取締役……。革命部より羽月代表取締役社長が同座いたします。それではまず革命部より、このたびのＴＯＢの経けい緯いについて、説明をさせていただきます。それでは羽月社長、どうぞ」


    　今日の記者会見は、ＴＯＢではげしく敵対中だと考えられていたＥＥと革命部の共同での会見ということもあり、電光石火の衝撃となって世の中を仰ぎよう天てんさせた。あふれんばかりの記者たちの熱気が、何よりも鮮明に巷ちまたの驚きを伝えてくる。


    「革命部、代表の羽月です。みなさま、お手柔らかにお願いします。さて、このたび私どもが世間を騒がせてしまいましたＴＯＢについて、エグゼスエレクトロニクスさんと協定が成立いたしましたので、まずは私からご報告させていただきます」


    　まだ何の報告もしていないのに、記者たちは興奮しているようだった。


    　一呼吸おき、会場をゆっくりと眺め回してから俺はつづける。


    「結論から申し上げれば、ＥＥに対するＴＯＢは取り下げをいたします。同席していただいている柏かしわ木ぎ社長、重しげ野の取とり締しまり役やくと慎しん重ちようにミーティングを重ねた結果、エグゼスエレクトロニクスさんが去年買収したウェスタンユニオンのみを譲じよう渡としていただくことが、おたがいにとってもっともプラスになるだろうという結論に達しました」


    　待ちきれないといったように、最前列の記者が声を上げる。


    「売買金額はどのくらいですか?」


    「非公開……といきたいところですが、公表させていただきます。エグゼスエレクトロニクスさんが保有するウェスタンユニオン株七〇・八％、そのすべての譲渡価格は、一兆二〇〇〇億円です」


    　大きなどよめき。


    　ウェスタンユニオンの売買に驚いたというよりも、譲渡価格の高さに不意を食らったのだろう。


    「資金はどこから出るのですか?　やはりスタインバーグ?」


    「いいえ、日本の大手都市銀行からの調達が中心になります」


    　すぐさま俺はこたえた。


    「どのような話し合いが行おこなわれたのですか?　もう少し具体的に教えていただきたいのですが。とくに、ＥＥ側のスタンスをお聞きしたいですね」


    「では、私から申し上げよう」


    　グイ、と柏木社長がテーブルに身を乗り出した。屈強な印象があるガラガラ声を響かせる。


    「エグゼスエレクトロニクス、社長の柏木です。まず初めに申し上げておきたい。ＥＥはいかなる企業の傘さん下かにもならない。相手がどれほどの巨大な力であったとしてもだ。これは社員の総意でもある。また、株主の総意であるとも信じている」


    　力強い調子で柏木社長は断言した。


    「今回、我が社創業以来、初めて突き付けられたＴＯＢでした。われわれはさまざまな防衛策を検討し、関係部署、関係者が合同、一致団結して対応方針を練ねりました」


    　記者が話を呑のみ込むのを待って、柏木社長はつづける。


    「だがしかし、革命部は、われわれが当初想定した以上に優秀な企業でした。みなさん、革命部についてさまざまな憶おく測そくを書いておられるが、それはまちがっている。革命部は戦うべき相手ではなく、同どう盟めいを結ぶべき相手だと判断しました。そこでわれわれは革命部と直接交こう渉しようすることを選んだのです。だから今回、交渉を持ちかけたのはＥＥだ」


    　ふたたび、記者たちからのどよめき。


    　天下のＥＥが、大幅に格下の革命部へ交渉を持ちかけたことは、世間にとって耳を疑う話に違いない。


    　柏かしわ木ぎ社長が、かなり革命部を引き立ててくれていることがハッキリとわかった。感謝の念に堪たえない。


    　それからは柏木社長が中心になり、既き定てい路線通りの質疑応答を記者たちとつづけた。


    　会見の最後に、俺、柏木社長、重しげ野の取とり締しまり役やくは立ち上がって握手を交わした。柏木社長を中心に、三人が手を握り合うような格好だ。


    　大規模な記者会見で恒例の、マスコミへのサービスカットである。翌日の新聞の一面は、この写真で埋うまることだろう。


    　こうしてＥＥ買収戦の最後を彩いろどる記者会見は、円満に終了した。


    



    
      ◇

    


    



    　記者会見翌日の新聞記事は、一様にＴＯＢの終了を持ち上げるものだった。


    　見出しは次のようなものだ。


    



    「ＥＥを巡るＴＯＢ合戦、早くも円満に終結」


    



    「ＥＥと革命部、電撃入にゆう籍せきか?」


    



    「『革命部と同どう盟めい』ＥＥ社長が宣言」


    



    「革命部の英断に、世論が敏びん感かんに反応」


    



    「ＴＯＢ戦争、決着。羽は月づきの決断」


    



    　これら見出しからしてどうかと思うが、記事の内容がまたすごい。歯の浮くようなお世辞の数々だったのである。当事者の俺たちが読むと、恥ずかしくなるほどだった。


    　ちなみに、新聞一面に使用される俺の写真も好転していた。


    　以前はわざととしか思えないひどい写真ばかりだったのだが、今では見違えるように良い映りのものが使われている。


    　俺たちを持ち上げ直すにはベストのタイミングであると、海かい胴どうが判断したのかもしれない。


    　世論調査も一変した。


    



    「ＴＯＢの見事な決着、あなたは歓迎しますか?」


    　賛成四七％　反対二三％　その他三〇％


    



    　質問項目に「見事」と入れてはいけないと思う……。


    　暴ぼう騰とうしていたＥＥ株は徐々に低下を始め、下げ落らくしていた速はや水みやアクアスの株価は値上がりを始めていた。


    



    
      ◇

    


    



    「かんぱーい!」


    　俺たちは部室リビングで、ＴＯＢ終了の祝勝会をしていた。もちろん「乾杯」と言っても、さっきコンビニで買ってきたジュースである。


    　いろいろあったが、目的は達したのだ。しかも、世間の風向きも変わってきた。うれしくないはずがない。


    　うきうきした様子の柚ゆずさんが、俺の前にどら焼きを置いてくれる。


    「どうぞ、巳み継つぐくん。うちで今日焼いたばかりのどら焼きなんです」


    　いつにも増して柚さんは明るく、なんだか笑顔がまぶしいくらいだった。


    　沙さ織おりが嬉き々きとして口にする。


    「なんだかテレビの内容が一気に変わって驚いちゃった。ううん、なんていうかハッキリとはわからないんだけど、印象が違うの。前はすっごい悪意を感じたんだけど……」


    「ついに俺のギガスが本領発揮しはじめたのだよ。しかし、さすがに全メディアをあやつるのは体力を消しよう耗もうする……」


    　恒こう太たは意味深に左目を押さえた。


    「はいはい。いったい何人あやつれるのよ」


    「有効範囲二七〇メートルって自分で言ってたじゃないか。ぜんぜん届かないだろ?」


    　俺が指摘すると、恒太はフッと鼻を鳴らす。


    「おっと、巳継は耳が遠いようだな。カンチガイしないでもらいたい。有効射程二七〇キロメートルだ」


    「あ、あれ?　俺の聞きまちがえか……?　まぁ、あの状況だったからな。しかしだな、それちょっとした弾だん道どうミサイル並みだぞ」


    「俺のギガスは特別製でな。どうやら大量生産されたものとは出来が違うらしいのだよ」


    「他にギガスがあるのかよ……」


    「そんな力があるなら、最初からテレビも新聞もあやつればよかったじゃないの」


    「おやおや……。おりおりはドラマの演出について勉強し直した方がよさそうだな。苦労を重ね、絶望を経へて、やがて這はい上がる演出こそ真の芸術と呼べる。神シナリオライターとして定評のある俺の演出が、革命部の未来を創るのだ」


    　沙さ織おりは眉まゆを険けわしくして恒こう太たの話を黙殺した。


    　すっかり青アザも消えた莉り音おんが、俺たちを見回しながら言う。


    「こんどの情報操作も、海かい胴どうがやってるんでしょうね。あれだけ叩たたかれたあとだから、しばらく革命部の評価は割れるだろうけど……。柏かしわ木ぎ社長もこっちをずいぶん擁よう護ごしてくれたし、視聴者と距離を置いておけば印象は中和されてゆくでしょう」


    「少し前まで、テレビを見ると悲しくて、いっつも泣いちゃってたんです。でも今日は泣きませんでした」


    　そんな柚ゆずさんの頭を、莉音はやさしく撫なでやった。


    「えらいわね柚ちゃん。もう悲しむようなことはないからね」


    「はい!」


    　柚さんがうっとりした様子でつづける。


    「ニュースで記者会見の場面があって、私、やっぱり巳み継つぐくん、とってもカッコいいなって思いました。受けこたえも堂々としていて、あの……私と同じ高校生だなんて尊敬しちゃいます」


    「ああいうのは、記者会見をぜんぶ映したわけじゃないからね。五秒とか一〇秒の良い部分だけを細切れに選んで放送するんだ。だから堂々としてるように見えるだけだよ」


    　俺は柚さんに説明した。


    　昨日の記者会見はおよそ一時間。


    　だがテレビで流される俺の顔は、どのニュース、どの局を見てもせいぜい数分だ。


    　だから、まともな部分だけを切り抜いて使っているのであり、けっして堂々と受けこたえをしたわけではない。しかし普通のテレビ視聴者は、そんなことは気にも留めない。柚さんのように、俺が手慣れた応対をしたように誤解するのはしかたないのだろう。


    「巳継はむかしから度胸が据すわってるからね。あのくらいはへっちゃらなのよ」


    　莉音が、まるで自分のことのように自慢した。


    「ククク、なかなか悪くない演技だったぞ。さすがは俺が訓練してやっているだけのことはある。俺がすごい。すごすぎる……」


    「いつ俺が恒太に指導されたんだよ。だからマスコミが都合よい映像を使っただけだっつの」


    「巳継くんってとっても頼りになる人です。毎日、夜ひとりで部室でがんばってますし、目立たないところでしっかり仕事してると思うんです」


    　そんな柚さんの話に、沙織が顔をほころばせる。


    「あ、柚さんもそう思う?　むかしからね、巳継はとっても頼りになるんだから。こまったときは巳継に相談すれば、いつも助けてくれるの」


    「ヤクザさんたちに捕まったときも、巳継くん、すごくカッコよかったです。こんなに素敵な男の人がいるなんて、私、びっくりしちゃいました」


    「そうよね!　絶対そうよね!　本当にカッコよかったよね!　私、巳み継つぐに惚ほれない女の子なんていないと思うの!」


    　柚ゆずさんも沙さ織おりも、キャッキャと俺の話で盛り上がった。


    　女の子同士とはこういうものなのだろうか。


    　──恥ずかしいから、俺がいないところで話してほしい……。


    　俺の存在になんて構わず、柚さんがつづける。


    「巳継くんとずっと一緒だった沙織さんが羨うらやましいって思います。こんなに頼りになる近い年としの男の人って、私知りません」


    「絶対そうなんだから。柚さんも、何かこまったことがあれば巳継に言えばいいと思うわ」


    　沙織は誇らしげに言った。とても楽しそうな笑顔だった。


    「はい!　こまったら相談します!　よろしくお願いしますね、巳継くん」


    　輝くような柚さんの笑顔を向けられ、俺は曖あい昧まいにうなずく。


    「ま、まぁ……俺にできることなら……」


    「私、ジュースの補充をしてるときも、ぼうっとしてるときも、いっつも巳継くんのことを考えちゃうようになったんです。夜に寝ようと思っても、いつも巳継くんのことばかり浮かぶんです」


    「え?」


    　ふいに、沙織の目が点になった。


    「昨日は夜、胸がとっても苦しくて寝付けなかったんです。だからお姉ちゃんに相談しました。そしたら、『それは恋なんだよ』って教えてくれたんです」


    　一同は凝ぎよう固こして、まじまじと柚さんを見つめた。


    「初恋なんだって思います」


    　さも当然のことのように、サラリと、柚さんはとんでもない告白をした。


    　しかし、あまりに自然な口調だったから、しばらく俺は呆ぼう然ぜんとし、今の言葉を熟考してみる。


    　俺のことばかり考えている……恋……初恋……。


    　いやまさか。


    　まさかとは思うが……。


    　それはもしかして……。


    　──ななななな……なんだってー!?


    　とっさに事態を認識し、俺は息を呑のんだ。


    　危あやうく椅い子すからずり落ちそうになる。柚さんを見ると、ニッコリとほほえんでくれた。


    「ゆ、柚ちゃん?　そういうことは時と場所をわきまえないとね……」


    　こまった様子で莉り音おんが言った。


    　さしもの莉音も動じていた。


    「ほう。ようやく巳み継つぐも一人前になったというものだ。指導教官としてうれしく思うぞ」


    　なぜか恒こう太たは腕を組み、ニヤリとしてみせた。


    　しばらく固まっていた沙さ織おりだったが、ハッと気づいたようにまくしたてる。


    「だっ……ダメ!　そんなのダメ!　いくら柚ゆずさんだからって絶対、絶対ダメなんだから!」


    「どうしてですかぁ?　抑えられないんです。こんなこと、初めてなんです」


    「だ、だって私も……ダメ!　とにかくダメなものはダメなの!　柚さんだって許してあげないんだから!」


    　ついさっきまで楽しく柚さんと会話していた沙織は涙目だった。


    　必死に手を上下させて迫る。


    「そうですよね……やっぱり私……巳継くんにふさわしくないんだって悲しくなっちゃうんです……。沙織さんみたいに心臓が止まっちゃうくらい綺き麗れいな人を見ていると、私なんてダメなんだって……。早く沙織さんのようになりたいって思います……」


    「ううん、柚さんはすごく可愛かわいいし、そんなことないけど……でも、うん、そう、きっとふさわしくないと思うの。ダメ絶対。絶対ダメなんだからね!」


    「はい……あの……私、今のままじゃダメなんだって思います……。でも、この気持ち、どうしていいかわからないんです。もっとがんばって、少しでも巳継くんやみなさんの役に立てるようになったら……そしたら巳継くんに、いっぱいいっぱい勇気を出して、告白できるかなって思うんです」


    　瞳をキラキラさせながら、柚さんはハッキリと言い切った。


    　──あのですね……もう思いっきり告白しちゃってるんですが……。


    　俺は冷や汗をかいた。


    　やはり柚さんは、俺たち一般人と判断の基準がまったく違うらしい……。


    　いったい俺に、どうしろと?


    　部費一兆七四三〇億円。借しやつ金きん二三〇〇億円也なり。ウェスタンユニオン株譲じよう渡と直前。

  



  
     第四章　経営悪化


    



    　部室リビングでミーティングをしていると、チャイムが鳴った。


    「何かしら?　対応してくるね」


    　すかさず沙さ織おりが立ち上がり、玄関へ向かう。


    　新聞勧誘か、訪問セールスのはずだ。たまに意地の悪いセールスも来るから、追い返すのが長引くようなら、俺が出て行かなくてはならない。


    「きゃっ」


    　沙織の小さな悲鳴が聞こえた。


    　俺たちはあわてて立ち上がり、玄関へ急いだ。


    　玄関に沙織は力なくへたり込み、震ふるえている。


    　訪問客は、先日ホテルまで俺たちをむかえに来たヤクザたちだった。玄関までやってきたのは男二人。外にも何人かいるようだ。沙織がびくつくのは当然である。


    　とっさに莉り音おんが沙織の前に飛び出し、ヤクザたちをにらみつけた。


    「沙織を脅おどしつけて何のつもりよ!?」


    　啖たん呵かを切った莉音に、ヤクザたちは顔を見合わせて戸と惑まどう。


    「い、いえ、私どもは何もしていませんが……。なあ?」


    「ええ、まぁ……」


    　沙織は莉音を見上げる。


    「う、うん。べつに何もされたわけじゃないけど、驚いちゃったの……ごめんなさい……」


    「沙織、下がってなさい」


    　莉音がするどい言葉を投げると、沙織はうなずき、尻しり餅もちをついたままの格好で後じさった。


    「こんなところまでやってきて、何の用なの?」


    「おむかえに上がりました。総長がお待ちです」


    「ま、またぁ?　だからこんどは何なのよ」


    「私どもは、総長から羽は月づき莉音さんをお連れするように申しつかっているだけです」


    　疑わしげに莉音はヤクザたちを見やる。


    「私?　ひとりでいいの?」


    「はい」


    「私だけならまぁ……。でも、行かないって言ったら?」


    「どうしても来ていただきます」


    　これ見よがしに莉音はため息をつく。


    「だったら明日行くから」


    「今日来ていただかなくてはなりません。他の賓ひん客きやくもあることですから」


    「他の賓客?　パーティーでもするのかしら?」


    「無理を言って恐きよう縮しゆくです。しかし私どもも命じられている身ですから、なにとぞその点を汲くんでいただけませんか?」


    　ホテルでのときも、同じセリフを聞いた気がした。


    　しばらく莉り音おんは顔をしかめて思案したが、やがて俺たちをふりむいた。


    「ちょっと行ってくる。行かないと、帰ってくれそうにないしね。それに、何か動きがあるなら早めに知っておいた方がいいから」


    「俺も行こう。戦闘員は多い方がいい」


    　俺はついていこうと心に決めた。


    　さすがにもうトラブルはないと思うが、万が一ということもある。戦える人間は多い方がいい。


    「巳み継つぐは残ってて」


    「いや、俺は行く。恒こう太た、二人を頼むぞ」


    　莉音の制止をすばやく否定し、俺は恒太をふりむいた。


    「フッ、莉音が呼ばれたのなら、上官として俺も参戦せねばなるまい」


    「恒太は残っててくれ。部室を頼む」


    　俺はそれだけ言って莉音の手を掴つかんだ。


    　そして恒太の反論も、莉音の反論も聞かず、俺は玄関のヤクザたちをかきわけるようにして外へ出る。


    　急に引っ張られて、莉音は前のめりでついてきた。二人のヤクザもあわててついてくる。


    「ちょ、ちょっと巳継!」


    　部室前には漆しつ黒こくのメルセデスベンツが二台。


    　前の一台は運転手だけで、後ろの一台にはヤクザ数名が乗っている。


    　俺はそのまま莉音の手を引いて、ヤクザたちに指示もされていないのに、前のベンツの後部座席に乗り込んだ。すぐにむかえに来ていたヤクザのひとりが助手席に乗り込み、もうひとりは後ろの車に滑り込む。


    　そのまま車は静かに発進する。


    　ふりむくと、沙さ織おりらが部室の外に出てきていて、不安げにこちらを眺めつづけていた。


    



    
      ◇

    


    



    　俺たちが乗るベンツが東とう丈じよう会かいに近づくと、黒塗りの車が壁ぎわにズラリと並んでいるのが見えた。


    　こちら側の壁面いっぱいに車列を作っていて、見えるものだけでも一〇台近い。


    　さらに異様だったのは、道路をはさんで、警察車両が七、八台ほど屋敷を包囲していたことだ。警官隊も屋敷を向いて、警戒に当たっている。


    　配置された警官の数は二〇数名だったから多いか少ないか微び妙みようだが、いつも立っている公安警察の刑事に比べるとずいぶん物々しい。


    　──なんだなんだ?　警察と暴力団の戦争か?


    　しかし攻撃をしかける風もない。ただ監視しているだけのようだ。


    　これだけ物々しいのに、テレビカメラも入っていなければ、報道陣らしき集団もいない。他にはひとり、二人ほど、あたりを見物している人間がいる程度だ。私服の刑事かもしれないし、暴力団系の事件をかぎつけるフリー記者の類たぐいかもしれない。道を行き来する住人の大半は、この場所が何なのか知っているようで、急ぎ足で通り過ぎていく。


    　あたり一帯の非日常的な様子を見ながら、屋敷前の道路を平然とベンツは通り過ぎ、角を曲がる。


    　そのまま屋敷を半周し、ちょうど裏手になっている側にやってきて停まった。


    　助手席の男は俺たちをふりむいて、恐きよう縮しゆくした声をかけてくる。


    「ご不便をおかけしてすみません。こちらです。どうぞついてきてください」


    　男が入っていったのは、屋敷の隣の家だった。


    　車を降りた俺と莉り音おんは、案内されるまま男について行く。他のヤクザたちもいっせいに車を降り、俺たちを取り囲むように付き従ってきた。


    　玄関を上がると、何の変へん哲てつもないごく普通の住宅である。もちろん革命部本社より数百倍はリッパだが。


    　ぞろぞろと連れだって地階に降りていく。


    　二階分くらいの深さがある。


    　警察が屋敷を取りかこんでいる様子に少しは気を緩ゆるめていたが、怪しげなところへ案内され、にわかに警戒心が湧いてきた。


    　──おいおい、地下に牢ろう屋やでも設置してるんじゃないだろうな?


    　しかし俺と違い、莉音にはとくに心配している様子はなかった。莉音は、不意打ちを喰らうことはないと踏んでいるのだろう。


    　たしかに、俺たちを囲むヤクザたちからは殺気を感じない。よほど修練を積んだ人間でない限り、こちらを攻撃する意図があれば、殺気を隠せないものである。少なくとも、この男たちが奇襲をかけてくる意図はなさそうだった。


    　細い通路を数十メートルほど歩くと、こんどは上へ向かう階段である。


    　階段を上がると、そこは東とう丈じよう会かいの屋敷内だった。


    　──なるほど、警察を警戒してわざわざ隣の家から入ったわけか……。


    　これで合が点てんがいったが、同時に、こんな用意をしている東とう丈じよう会かいには恐れ入った。


    　万一の場合の避難経路なのだろうか。


    　下へ手たをしたら、他にも周辺の住宅と地下道でつながっているかもしれない。非合法組織としての顔を垣かい間ま見た気がした。


    　そこから奥座敷へ案内される。抜けた先からすぐだった。


    　予想はできていたが、やはり海かい胴どうが待っていた。


    　海胴は、上かみ座ざ──一段高くなっている場所の端にあぐらをかいている。


    　そして左右には三名ずつ、合計六名の壮年男たちが並んでいた。そのなかには東丈会の総長も交じっている。皆、仕立ての良いスーツや袴はかまを身につけていて、一目で実力者たちだとわかった。


    　六名の男たちは、奇妙なものを見るような目つきで、俺と莉り音おんをジロジロと眺めている。


    「早く座れ」


    　俺たちを知っている総長が、たったひとこと、するどい声を放ってきた。


    「何なのよもう」


    　莉音はブツブツ文句を言いつつ、座敷へ上がっていく。そして左右に居並ぶ男たちの横──一番末席にちょこんと正座した。俺も、その横に座る。


    　むかい側に座っている総長がきびしい視線でこちらを見やり、莉音をアゴでしゃくった。


    「おまえはそこじゃない。あっちだ」


    「あっちって?」


    「総そう次じ郎ろうの隣だ」


    「はあ?」


    　目が点といった様子の莉音を見て、総長はうんざりした様子で立ち上がり、莉音の前までやってきた。


    　呆ぼう然ぜんとしている莉音の腕を強引に掴つかみ上げ、引き立たせる。そのまま左右の男たちの前をどかどかと突っ切り、海胴の座る上座へ向かう。


    「なっ、なんなの?」


    「いいから早く座れ!」


    　戸と惑まどう莉音に一いつ喝かつを喰らわせた総長は、両腕を使って莉音を押しやった。


    　ふいに上座に投げ出された莉音は盛大に尻しり餅もちをつき、目をしばたたかせながら総長を見上げる。


    　莉音は怒りをたぎらせて抗議しようとしたが、総長は元いた場所に戻ってあぐらをかき、何食わぬ顔で腕を組んだ。


    　居座る男たちを険けわしく見渡した莉音も、抗議は無駄だと悟ったのか、憤然としたままその場にあぐらをかいてプイと横を向いてしまう。制服の短いスカートだったが、ギリギリでパンツが見えずに俺はホッと一安心した。


    　莉り音おんのことなど眼中にないかのように、初めて海かい胴どうが口を開く。


    「長いことおまえらの顧こ問もんを務めてきたが、俺ももう年としだ。長くはないだろう。だから、今日をもってこの娘に、おまえらの顧問をまかせようと思っとる。よろしくしてやってくれ」


    「は、はああ?」


    　莉音は意表を衝つかれて血相を変えた。


    「総そう次じ郎ろう、気でも触れたんか?」


    　上かみ座ざに一番近い位置に座る関西弁の男が、呆あきれたように言った。年のころ五〇くらいだろうか。居並ぶ男たちのなかではもっとも若く見える。


    　他の男も続く。


    「おまえさんの隠し子とか、その類たぐいか?　それにしては若すぎるような気がするが」


    「気も触れておらんし、親族でもなんでもない。俺がこの娘に会ったのは、今日を抜かせばたった一度きりだ」


    　海胴の言葉に、東とう丈じよう会かいの総長がうなずく。


    「俺に異存はない。おもしろいお嬢ちゃんだしな。東丈会の顧問として、喜んでむかえよう」


    「おい、東丈会ともあろうものが、本気で言うとるんか?」


    　関西弁の男が身を乗り出す。


    「本気だ。逆に考えてみろ。顧問になったからといって、それが何だと言う?　そう、何があるというわけでもあるまい。俺たちは総次郎の実力を認め、兄として付き合ってきた。しかしお嬢ちゃんは関係ない。これからのお嬢ちゃんの働き次第、そうだろう?」


    「ちょ、ちょっと待ちなさいよ!　何なのよいったい?　どう見ても暴力団ばかりのメンツじゃないの!」


    　あわてて莉音は畳を叩たたき、海胴をなじった。


    　ここで初めて海胴は莉音に顔を向け、まるで今気づいたとでもいうように説明を始めた。


    　海胴が言うには、ここにあつまっている男たちは指定広域暴力団、上位六つの組の組長だそうである。居並ぶ広域暴力団の顧問に海胴は就任しているそうで、それを引退し、跡目を莉音に引き継ぐのだという。


    　前から順番に、海胴が男たちを指し示しながら組名を列挙していく。


    



    京きよう武ぶ会かい（兵庫）　 組員二五五〇〇人　準構成員七〇〇〇〇人


    東丈会（東京）　　組員七六〇〇人　　準構成員二三〇〇〇人


    神かみ代しろ組ぐみ（東京）　 組員五三〇〇人　　準構成員二〇〇〇〇人


    統とう政せい連れん合ごう（東京）　組員一八〇〇人　　準構成員二〇〇〇人


    創そう桜おう会かい（京都）　組員一〇〇〇人　準構成員一三〇〇人


    甲こう誠せい組ぐみ（東京）　組員九〇〇人　　準構成員八〇〇人


    



    　しばらく唖あ然ぜんと聞いていた莉り音おんだったが、徐々に怒りの形ぎよう相そうに変わってゆく。拳こぶしで畳を殴なぐりつけ、憤然と抗議する。


    「なに勝手に決めてるの?　ハッキリ言っておくけどね、私、ヤクザきらいなの!」


    「気が合うな。俺もヤクザどもは死ぬほどきらいだ」


    　海かい胴どうは抗議などまったく取り合う様子はなかった。


    　きらいだと言い放つ莉音の言葉を、組長らは笑って聞いている。子供だと思って相手にしていないのか、それとも同意見だったりするのだろうか。


    　ふいに莉音は東とう丈じよう会かいの総長を指差す。


    「とくに総長、このまえの戦い、平然とウソついたわね。ある程度は信じたのに!　そういうところ、最低よ。もう大きらい」


    「しかたなかろう。社会とはそういうものだ」


    　総長は、子供に言い聞かせるような態度でほほえんだ。そんな応答に、莉音はさらに腹を立てたようだった。


    「おたがいビジネスライクなら構わない。でも、何なの顧こ問もんって?　意味不明よ」


    　莉音はわめいたが、海胴は取り合わない。


    「関わるも関わらないも自由だ。どうせ顧問なんぞ肩書きだけなんだからな。好きにしろ。だが、こいつらとの人脈は、おまえにとってプラスになるはずだ」


    「総そう次じ郎ろう、そないな娘を買うのはどうしてなんや?　俺の娘よりもずっと下やぞ?」


    　関西弁の男──京きよう武ぶ会かいの男が言うと、東丈会の総長が口をはさむ。


    「……俺は、このお嬢ちゃんには十分な実力があると思うがね」


    　別の男──神かみ代しろ組ぐみの男もうなずく。


    「まぁたしかに、総次郎の跡のことも考えておかなきゃならんのはたしかだ。俺たちを結ぶラインは一本しかない。総次郎だけだ。だがもし総次郎が本当にいなくなってみろ。今まで保たもたれてきた均きん衡こうが瓦が解かいしかねない」


    「均衡が崩れて困るのは、東丈会と神代組やないんかい?」


    　ニヤリと笑って京武会の男は言った。


    　冗談のつもりだったのかもしれないが、東丈会と神代組の方はいきり立つ。


    「なんだと……!　どういう意味だ?」


    「もう一度言ってみろッ!」


    　京武会の男は悠ゆう々ゆうと肩をすくめる。


    「かんたんなことやろう。均衡が崩れたら、ワシらが関東まで制圧しかねんからな」


    「てえめぇ……」


    「悪ふざけも大たい概がいにしておけよ……」


    　あたりには殺気がみなぎり、双方ともに声だけで相手を圧殺する気迫があった。


    　単なるちんぴらの喧けん嘩かではないのだ。何千、何万もの組員を抱かかえる暴力組織のトップ同士なのだから、生なま半はん可かな話じゃない。


    　海かい胴どうは脇に置いていた愛用の杖つえを振り上げ、バシッと床を叩たたいた。


    「止やめろ。だからヤクザどもはきらいなんだ」


    　ため息をつき、海胴は語る。


    「俺が死ねば、おまえらはＣＩＡ、ＦＳＢ、国家安全部あたりにかんたんに取り込まれるはずだ。相応の金をもらえるなら、喜んでヤツらのために働くだろう」


    　ＣＩＡはアメリカ、ＦＳＢはロシア、国家安全部は中国の諜ちよう報ほう機関だ。


    「何が悪い。こっちは三万からの組員を養やしなっとるんやで」


    　京きよう武ぶ会かいの言葉に、神かみ代しろ組ぐみも同意する。


    「その点だけは同意見だ。誰に金をもらおうと自由だろう。ＣＩＡだろうと日本政府だろうと、仕事をしてほしいのなら、まずは金を持ってくるべきだ」


    「なんせヤクザは直情的すぎる。他人の金に踊るのは、自分の身を食べることだと考えられんのだ。その点を、この娘なら判断できるだろう。娘だからと言って甘く見るな。こいつはおまえらの助けにもなるはずだ」


    「だから勝手に決めるなってーの!」


    　莉り音おんはクギを刺したが、海胴は莉音の意見をまったく重視していないようだ。


    　東とう丈じよう会かいの総長が莉音を向いて、淡たん々たんと口にする。


    「もとより東丈会に異存はない。お嬢ちゃん、今日からおまえは、東丈会の顧こ問もんだ。俺、若わか頭がしらの木き島じまについで組織ナンバー３の地位になる。必要があれば東丈会の看板を使え。その代わり、おいしい仕事があれば持ってこい」


    　ふいに興味をそそられたのか、京武会が聞く。


    「ワレんところと、どんな因いん縁ねんがあるんや?」


    「まぁ、いろいろとな。最近このお嬢ちゃんの組と戦争した。殺そうと思ったんだが殺せなかったのさ。逆に組員二〇人をぶちのめされた。にわかに信じられんだろう?」


    　──お、お嬢ちゃんの組って……革命部のことですか……?


    「ほう……東丈会と戦争……。そいつは少しばかり見直す必要がありそうやな……」


    　まじまじと、京武会は莉音を見やった。


    「今日は顔見せだけだ。とにかく、今後付き合ってやってほしい」


    　皆を見渡して海胴は言い、次に莉音に向き直った。


    「用件はそれだけだ。今日はもう帰れ」


    「はあ?　一方的に呼んでおいて、勝手に顧こ問もんとかぶちあげて、お次は帰れ?　それって何かおかしいとは思わないの?」


    　ごく常識的な莉り音おんの抗議にも、海かい胴どうは聞く耳を持ったようには見えなかった。


    　杖つえを片手に立ち上がり、莉音の袖そでを取る。


    「立て」


    　袖を引っ張られ、しかたないといった面おも持もちで莉音が立ち上がる。


    　すると海胴は居並ぶ男たちを見回して言う。


    「ちょっとこの娘と話をしてくる。待っていろ」


    　そしてそのまま歩きだしてしまった。


    　しばらく呆ぼう然ぜんと見ていた俺と莉音だったが、海胴は奥座敷からスタスタと姿を消してしまう。


    　──え?　ついてこいってことか?


    　あわてて莉音が追いかけ、俺も立ち上がってあとに続いた。


    　何の指示もなくどんどん行動されても、どう対応していいのかこまってしまう。海胴と付き合うには以い心しん伝でん心しんが不可欠のようだ。


    　あとについて廊下を行くと、さきほどの隣宅との抜け道前に、スーツの男たちが待っていた。


    　海胴が男たちへ声をかける。


    「お帰りだ。送ってやれ」


    「はっ」


    　男たちは敬礼した。


    　サッとこちらをふりむいた海胴は、まるで親の敵かたきでも見るように、俺たちをにらみつけてきた。そんなに俺たちがきらいなのだろうか……。


    「金はない。すべて使い果たした。だがおまえに、それ以上のものをくれてやろう。ヤクザと政治家は利用せよ。おまえなら使いこなせるはずだ」


    「だからね、突然すぎて、こっちもどう対処していいかわからないの!」


    「いいから帰れ。用は済んだ」


    「まったくワケがわからない。何事なのよ?」


    「早く帰れ」


    「……まぁ帰れるなら喜んで帰るけど」


    　莉音はため息をつき、俺を振り返った。


    「行きましょ、巳み継つぐ」


    　俺はうなずいた。


    「それじゃさよなら」


    　最後に莉音はひとことだけ海胴に告げて、隣家に通じる階段へ足を踏み入れようとしたところ──。


    「待て」


    　突然、呼び止められ、莉り音おんと俺はふりむいた。


    「必要なものがあれば言ってこい。用意してやれる」


    　それだけ言って、海かい胴どうはそっぽを向いた。


    　ふたたび階段を下りようとすると──。


    「待て。俺に声をかけたいときは、今日のヤツらを誰か通せばすぐに伝わる。東とう丈じよう会かいなら早いだろう」


    「なんなのよもう!」


    　たまらず莉音は抗議した。


    　しかし海胴は、またしてもあらぬ方向を見やり、莉音の抗議を無視してしまう。


    　こんどこそはと階段を降りはじめると──。


    「待て。必ず言ってこい。いいか、必ずだぞ」


    　抗議するのもあきらめたのか、顔をしかめて莉音は一瞬ふりむき、それからスタスタと階段を下りていった。


    　そんなこんなでふたたびメルセデスベンツに乗せられ、俺たちは丁てい重ちように部室へと送り届けられた。


    　こうして莉音は、次の肩書きを手にいれることとなった。


    



    　京きよう武ぶ会かい顧こ問もん


    　東とう丈じよう会かい顧問


    　神かみ代しろ組ぐみ顧問


    　統とう政せい連れん合ごう顧問


    　創そう桜おう会かい顧問


    　甲こう誠せい組ぐみ顧問


    



    　これらの肩書きに、いったいどんな意味があるのだろう。


    　喜ぶべきなのか、悲しむべきなのか。


    　こいつはどんな出世なんだ?


    　なぜこんなことになったのか、俺は自分なりに考えてみた。


    　だいたい暴力団は疑いようもなく犯罪組織である。人間の弱みにつけ込み、恐きよう喝かつや暴力をくりかえし、あらゆる利権に巣くう無法集団だ。


    　しかしそんな組織にもかかわらず、堂々と事務所の前には看板を掲かかげ、自みずからが暴力団組員であることを社会に誇こ示じするケースは多々ある。表に看板を掲げる犯罪組織というのは、世界的に見てもきわめて稀まれだ。欧米のマフィアや中国の犯罪組織から見れば、まったくありえないことなのである。


    　なぜだろうか。


    　そのこたえは、実はかんたんだ。多くの場合、日本のヤクザは自分たちのことを無法者とは考えていないからである。


    　看板を掲かかげていれば一般人も注意を払い、避けて通ることができる。治安関係者も、あらかじめ「あそこが暴力団事務所だ」とわかれば、治安維持にとってきわめて都合がいい。


    　海かい胴どうのような存在──暴力団に近しい存在でありながら、強きよう靱じんな愛国者という相あい矛む盾じゆんする人間──が生まれることも、古き日本の特異な現象だったと言えるだろう。


    　しかし海胴はすでに老齢であり、古いタイプの人間だ。


    　時代は移り変わっていく。


    　近年、暴力団への締め付けがはげしくなり、地下組織化が進んでいる。暴力団はマフィア化しなくては生き残れなくなった。表社会との接点は確実になくなりつつある。


    　そのように考えていくと、なぜ海胴が莉り音おんを後継者にしたがるのか、漠然とだがわかるような気がした。闇やみ社会の急激な意識の変化によって、海胴は後継者たるべきフィクサーを作れなかったのだ。これだけの愛国者が、日本の行く末を考えなかったわけがない。だがおそらく、ふさわしい人間が見つからなかったのだろう。


    　なかばあきらめかけていたとき、海胴はＥＥ買収戦による戦いを経へて、莉音を見いだしたのではなかろうか。


    　もちろん無理やり顧こ問もんにさせられたことを、喜んでいる様子など莉音にはまったくなかった。マフィア化する闇社会に深く関わるのは、デメリットが大きいのかもしれない。


    　もっとも革命家なんて闇社会をはるかに突き抜けているようなものだし、それほど関係ないかもしれないが……。
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    　時刻は深夜〇時。


    　俺はひとり部室リビングでパソコンに向かっていた。


    　仕事は山ほどあるが、そろそろ帰らなくてはならない。ちゃんと寝ておかないと、明日の仕事に支障が出てきてしまう。


    　ハードだが、ありがたいこともある。


    　家が歩いて帰れる近さなので、うちの父さんのようにぎゅうぎゅう詰めの最終電車に一時間も二時間も押し込まれることはないし、乗り遅れてしまうこともない。仕事を終えればすぐ風ふ呂ろに入り、そのままベッドに飛び込み、翌日はギリギリまで寝ていられるのだ。


    　父さんは行き帰りの通勤だけで、三時間はかけているという。そんな生活は人間のやることだと思えないし、自分がやると思うとゾッとする。


    　パソコンを終了し、身の回りを片付けていると、玄関が開く音が聞こえた。


    　この時間に部室にやってくるとしたら、莉り音おんか恒こう太ただろう。


    　莉音なら普通に仕事をする時間だ。ジリヤやローザとテレビ会議を通してミーティングするなら、深夜か早朝がむこうにとっては都合がいいらしい。


    　恒太には残業しなくてはならない仕事はないが、残業中の俺や莉音にちょっかいを出してくることならある。


    　さて帰ろうと立ち上がると、リビングにやってきた沙さ織おりと鉢はち合わせした。


    「沙織!　どうしたんだ、こんな時間に」


    　意外だ。女の子が仕事場にやってくる時間じゃない。いや、莉音も女の子だが。


    「もしかしたら巳み継つぐがいるかなぁって思って、差し入れ持ってきたの」


    　そう言って、沙織はコンビニ袋からコーヒーを取り出した。


    「おっ、サンキュー。でも、ちょうど帰ろうと思ってたところなんだ。一緒に帰ろう。歩きながらいただくよ」


    　コクリと沙織はうなずいた。


    　俺たちは部室の戸締まりをして、玄関のカギを閉め、帰路につく。


    　いつもより沙織は口数が少なかった。


    　このあたりは市民公園や学校があることもあり、街路の灯りはくまなく整備されている。しかし僻へき地ちだけに、この時間になると行き交う人も車も多くはない。都心部から帰宅してくる疲れ切ったサラリーマンとすれ違うくらいだ。


    　もらったコーヒーを飲みながら、とぼとぼと少し後ろを歩く沙織に語りかける。


    「こんな夜よ更ふけに、どうしたんだ?　もう寝た方がいいぞ」


    「う、うん……巳継に話があって……」


    「話なら、明日でいいじゃないか」


    　そう言うと、沙織は押し黙ってしまった。


    　そのまま一分ほど間があった。俺たちは黙々と歩いた。


    　やがて意を決したのか、沙織はおずおずと口を開く。


    「ね、ねぇ巳継……昨日の柚ゆずさんの話……どう思った……?」


    「ああ、あれか。ビックリした」


    　沙織は上うわ目め遣づかいで見つめてくる。


    「どう、するの?」


    「どうって言われてもな……。柚さん本人は告白だなんて思ってないから、どうにもしようがないだろう」


    「柚さん、本当にいい子よね……。純粋で、一生懸けん命めいで……私、すぐに負けちゃいそう……」


    「ほら、最近いろいろあったし、一時的なものじゃないかな?　すぐに熱は冷めると思うよ」


    　当事者の俺がこんな話をしているのが不思議な気がした。もっとも、柚ゆずさんの告白自体が摩ま訶か不ふ思し議ぎだったが。


    「それは違うわ。一時的なんかでもないし、熱だって冷めない。絶対違うんだから!　だって初恋って言ってたでしょ?　女の子の初恋は、そんなものじゃないの!」


    　沙さ織おりが憤然としはじめたので、あわてて俺は制した。


    「わ、わかったわかった。そんなに怒らないでくれよ」


    「巳み継つぐと一緒にいて、惚ほれない女の子なんていないと思う。あんな場面見せつけられたら誰だって……。私はずっと一緒にいたし、たくさん助けてもらってきたから、もっとね……もっと……」


    「あんな場面って、海かい胴どうに捕まったときか?」


    「うん……」


    「俺はたいしたことしてないよ。むしろ、莉り音おんをもっとサポートしてやれなかったことが口くち惜おしい。日につ新しん流りゆう柔術だって莉音に無理やり叩たたき込まれてきたけど、本気でやっておけばよかったって、今さらながらに後悔してる。なにもかもが半人前だ」


    　柚さんは、東とう丈じよう会かいとの戦いのときに俺が活躍したのだと、錯さつ覚かくしているのだろう。


    　あの場では、まちがいなく莉音が一番活躍したのだ。俺は莉音の一〇分の一ほども役には立てなかったと思う。


    「そんなことない!　巳継がいなかったら大変なことになってた」


    「それは違う。俺の力が足りなかったから、隙すきを突くしかなかった。隙ができたのは恒こう太たのおかげだし、それはただラッキーだっただけだよ。俺の実力じゃない。あの場で実力どおりの活躍をしたのは、やっぱり莉音ただひとりだ」


    「そういう謙けん虚きよさ、なんかカッコいいよ。大人みたい。最近ね、巳継がどんどん大人っぽくなっていくから、取り残されてるみたいに思えちゃうの」


    「謙虚なんかじゃない。本当のことさ。無理やり社会に出されていろいろなことがわかってきたけど、改めて莉音のすごさを感じてる。俺はまだまだヒヨッコだなぁって」


    「巳継がそんなこと言ったら、私なんてどうなっちゃうんだろう。あんまり役に立ってないなって思う。私、普通のことしかできないから……」


    　沙織は寂しげな口調だった。


    　以前は革命部が単純にいやだった沙織が、今では革命部の役に立てていないことを悔くやんでいる。変われば変わるものだと思った。


    「なに言ってるんだ。沙織が一番革命部に貢こう献けんしてる。そんなこと莉音の前で言ったら叱られるぞ」


    　言ってはみたものの、間近に莉音や柚さんや恒太のような変わり者ばかりがあつまっていると、沙さ織おりのような良識人は戸と惑まどってしまうのかもしれない。


    「ありがとう、巳み継つぐ。柚ゆずさんじゃないけど、私ももっとがんばって、巳継やみんなの役に立たなくちゃ。そしたらきっと、私も勇気を出せるかも……」


    　そう言って、おそるおそる、沙織は俺の手を握ってきた。


    　さすがに俺は驚いて沙織を見やったが、沙織はうつむいたままで、その表情はわからない。


    　子供のころ、俺と沙織は、どこへ行くにも手をつないで歩いていた。おたがい無意識のうちに手に手を取るのが自然だった。公園に遊びに行くときも、近所でお菓子を買うときも、いつでもこうしていたものだ。


    　それがいつのころからだろう、気づけば、手をつないで歩くことはなくなってしまった。暖かい沙織の手を感じ、楽しかった子供のころの思い出がいろいろ蘇よみがえってきた。莉り音おんに振り回されているのは今も昔も変わらないが、そんな俺たちは、やっぱり幸せなのだろう。


    「私、もっとがんばるからね」


    　ポツリと、沙織は下を向いたまま、小さな声で口にした。


    　俺たちは昔と同じように手をつないだまま、静かな夜の家路を歩いた。
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    　いつも莉音が担当しているローザとのテレビ会議に、たまたまリビングに居合わせた俺も参加することになった。


    　莉音とローザが世間話や近況を交わすのを眺めていると、すっかり二人とも親しくなったのだなぁとしみじみと感じた。おたがい目標が違うし、本来は相あい容いれない存在同士かもしれない。第一、莉音は「自分の革命は財ざい閥ばつ解体にもつながる」のだと、世界第二位の財閥令嬢ローザの前で宣言までしている。目標だけなら宿敵同士のはずだ。


    　それでも二人は変わることなく、親密な関係を築いていた。この二人は逸いつ出しゆつした力量の持ち主だけに、敵すら認める包容力を持っているのだろう。その器うつわの大きさは俺も見習わなくてはならないことだ。


    　ローザが用件を切り出す。


    「ＭＣＣのＴＯＢに決着がつきました。残念ながら、大きく妥だ協きようせねばなりません」


    　以前、スタインバーグドレクスラーが、世界最大の衣料チェーンショップＭＣＣに対してＴＯＢをしかけたことがあった。はげしく対抗したＭＣＣ経営陣は、カルヴァート財閥の投とう資し銀行──カルヴァートスタンレーをホワイトナイトとしてむかえ入れた。そのためにＭＣＣをはさんで、スタインバーグ財閥とカルヴァート財閥が睨にらみ合う格好になったのだ。すさまじい規模同士の戦いである。


    　莉音は身を乗り出した。


    「どんな妥だ協きようだったの?」


    「スタインバーグドレクスラーがＴＯＢを実質的に取り下げる代わりに、ＭＣＣの株式を一〇％取得することで手打ちとなります。カルヴァートスタンレー、ＭＣＣ首脳陣とも話はついており、明日にはＭＣＣ側からマスメディア各社に発表があるでしょう」


    　まだ世間的には、ＭＣＣを巡ってはげしく対立していることになっている。第一級のインサイダー情報だ。


    「そっか。ローザとしては不本意よね……」


    「不本意どころか、目的を遂すい行こうできないのは敗北以外の何物でもありません。いずれカルヴァートは世界地図から消し去ってみせます。この私の手で……」


    　ローザははげしく息巻いた。


    「じゃあ『おりおんクローズ』の事業主体はどうするの?　ＭＣＣでやることはないでしょう?」


    「再検討します。私たちが資金を出して欧米でのアクアスチェーン店網を広げ、そこで実行するのもアリです。業界第三位のＤＣマート買収もいいですね。また、カルヴァート財ざい閥ばつと別件で何らかの妥協を図ることで、ＭＣＣから手を引いてもらうのも、将来的な選択肢のひとつでしょう。……本当に、いまいましい!」


    　さらに腹立ちが募つのってきたらしい。ローザはコメカミを痙けい攣れんさせ、拳こぶしをテーブルに叩たたきつけた。


    　その後しばらく方針を検討し合い、あれこれと議論を重ねる。


    　そして本件に関し、革命部がスタインバーグの方針に可能な限り協力するということになった。俺たちの力では、協力できることなど限られているが、もしローザに助力できるならうれしいことだ。対等なビジネスパートナーとしての付き合いとはいえ、圧倒的にパワーが違うローザには助けてもらっていることが多く、恩返しできるならしておきたい。


    　やがてＭＣＣの顛てん末まつについての打ち合わせが済み──。


    　こんどは莉り音おんが、こちらの現状の報告を始めた。ローザにも伝えてあった海かい胴どうとの一件である。俺たちにとって、ローザは対海胴への唯ゆい一いつの切り札といってよかった。もう海胴が革命部に何かしかけてくることはなさそうだが、それでも経緯はローザに知っておいてもらう必要がある。


    　海胴とスタインバーグでは、資金力や権力や軍事力などあらゆる点で勝負にならない。スタインバーグが何桁けたも上の力を持っている。しかし、こと日本国内に関してだけは事情が違うのだ。


    　ふたたび海胴に呼ばれ、暴力団のトップ連中に引き合わされたことを伝えると、ローザは不思議そうに首をかしげる。


    「海胴が莉音を?　それはまた意外な取り合わせというか……海胴に気に入られたということですか?」


    「それがよくわからないの。何が目的なのかもハッキリしない。ううん、どう見ても、私を気に入っているようには見えないんだけど……むしろ邪じや険けんにされてるような……」


    「もともと海かい胴どうとは、そのような男です。ロジックで動くような男ではない」


    「ええそうね……。私も、海胴の考えだけはまったく読めなかったから。だからこのまえは、後手後手に回っちゃった……」


    「いずれにせよ、海胴のような老体は、放っておいても死ぬでしょう。もし気に入られたとするならば、今のうちに海胴を利用しておくことです」


    「ローザは、海胴が私たちに接触したり便べん宜ぎを図ってくることがいやじゃないの?」


    「海胴の名前を聞くことすらいまいましいですが、あの男の実力は認めています。いくらかでも海胴の遺い産さんを引き継げるのなら、莉り音おんにとってプラスでしょう。むしろ、利用できるところは利用しておくべきです」


    　クスリ、と笑いながらローザはつづける。


    「どうやら日本は、あなたの時代のようですね、莉音」


    「日本とか言われたって困っちゃうな。私たち、新しい国を創ろうとしてるんだけどね」


    「新しい国など創らなくとも、そのまま日本を支配してしまえばいいのです。あなた方には、それにふさわしい能力も野心も備わっている。逆に、圧倒的に不足しているのが資金力。莉音が海胴の跡を継ぐのなら、私たちが資金的なバックアップをしてもいいのですよ。海胴のコネクションに資金さえ注入すれば、自由な国家運営が可能です」


    「それは……名実ともにスタインバーグ傘さん下かになっちゃうからね……。やっぱり遠慮しなくちゃ」


    「傘下とは誤解です。ほんの一〇数年ほど前まで──まだ海胴が健在だったころ──日本は数多くの点で、十二分に強い国でした。スーパーパワーになりえる潜在的な超大国ではないかと思われていた時代すらあります。しかし、もはや昔せき日じつの感がありますね。教育水準の急降下、莫ばく大だいな国こく債さい発行、緊きん迫ぱくした少子高齢化……長期的視野で考えれば、衰すい退たいの道は確定している。三〇年前ならいざ知らず、今さらスタインバーグが総力を挙あげて乗り込むような国ではないでしょう。……ですが、古びても日本は大国。スタインバーグの盟めい友ゆうがコントロールできるなら、それに越したことはありません」


    　そんなローザの言葉に、莉音は苦笑した。


    「体制を支える革命家なんてナンセンスだと思わない?　私たちは、体制破壊を目指しているからね。日本の現行システムを支配することに、あんまり興味は湧かないな」


    「選択肢のひとつとして検討してほしいですね。私たちとしては、莉音のように話が通じる相手なら歓迎です。スタインバーグも、アメリカ政府中ちゆう枢すうも、ＣＩＡ、ＮＳＡ、ＤＩＡも、手を貸すことができるでしょう。なんなら、海胴のようにＣＩＡ工作員になってみますか?　すぐに話を通せますよ」


    　イタズラっぽくそう言って、ローザはほほえんだ。
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    　ＥＥ買収後の記者会見について打ち合わせするため、莉り音おんがこもって仕事をしていた部屋──リビングの隣にあるサーバールームに俺は恒こう太たを連れて行った。


    　小さな簡かん易い丸テーブルが設置されており、悶もん々もんとひとりで考え事をする場所に向いている。


    　打ち合わせに恒太を参加させようと思ったのは、コイツだけ手持ち無ぶ沙さ汰たで、沙さ織おりにちょっかいを出していたためだ。


    　部屋に入ると、莉音は書類に目を落とし、頭を抱かかえていた。


    　資金調達で駆け回っているから、その件だろう。


    　簡易テーブルをかこんで腰かけながら、俺は聞いてみる。


    「資金調達、うまく行ってる?」


    　莉音は顔を上げ、肩をすくめた。


    「なかなか思うようにいかないわね。持ち株価値が伸びてるから最低限の担たん保ぽがないわけじゃないんだけど、なんせうちのグループがまだ小さいから」


    　莉音が見ていた銀行向けの書類を引っ張り寄せてみた。


    　革命部の見込み数字が書いてある。けっして大げさな数字ではなく、現時点で上がっている月の売上を、翌月以降に引き延ばしたものだ。アクアスとの提てい携けいのおかげで、速はや水み半導体工業が運営する『おりおんクローズ』の売上が急増していた。また、半導体事業も堅調である。


    



    ■革命部グループ売上見込み


    売上一四〇〇億円（見込み）


    営業利り益えき二二五億円（見込み）


    （注釈）今月の売上利益を、翌月以降に当てはめたもの。今後、さらなる上方修正の見込み。


    



    「ずいぶん良い数字じゃないか。利益で年二二五億ってすごすぎだろ。しかも、まだまだ伸びてる。これだけ見ると、儲もうかりすぎててびっくりだな」


    　俺は他ひ人と事ごとのように言った。これらの数字のほとんどは速水半導体工業の方で上げているものであり、革命部の銀行口座にお金が増えているわけではないから、いまいち実感が湧かないのだ。


    　莉音は首を振る。


    「ううん、一兆円調達しようってなると、まだまだ小さいの。キャッシュフローの見込みが少ない」


    　キャッシュフローとは文字通り『現金の流れ』のことで、企業活動による資金収支のことだ。いくら株式や土地のような資産があっても、現金がなければ支払いができない。また、どれほど大きな借しやつ金きんを抱かかえていても、現金の流れさえ滞とどこおらなければ、事業活動は問題なく継続できる。キャッシュフローは事業経営上、もっとも重要な要素のひとつだ。


    　恒こう太たが椅い子すにふんぞり返って、知った風な口をはさんでくる。


    「そのとおり。まだまだきびしい数字だ。巳み継つぐ、よく考えてみろ。一兆円を借金したとして、それを三％の金利で借りたとすると、返済する利息だけでいくらになると思うのだ?」


    「あっ、そうか。年三〇〇億円の利息……だな」


    「でしょ。私たちがアクアスＴＯＢ戦で香ホン港コン北ペ京キン銀行から引っ張った二〇〇〇億円の金利は八％っていう高利だから、それだけで年一六〇億円かかる計算なの」


    　俺はもう一度書類に目を落とした。


    　現時点における借入金と、莉り音おんが進めているウェスタンユニオン買収資金を眺めてみる。


    



    ■借入金


    香港北京銀行　二〇〇〇億円　金利八％　（利息支払い年間一六〇億円）


    大たい正しよう銀行　三〇〇億円　金利三％　（利息支払い年間九億円）


    



    ■借り入れ予定


    未定　一兆二〇〇〇億円　金利三％（予想）　（利息支払い年間三六〇億円）


    



    　あまりの金額に、俺は驚いた。


    「年間の利息支払いだけで五二九億円!?　火の車じゃないか!　儲もうかってるのに借金の利息で首を絞められるってのもおかしな話だ。ちょっと事業拡大が早すぎないか?」


    「いや、それも早計だ。こんどの一兆二〇〇〇億円調達によってウェスタンユニオンが革命部グループに入る。ウェスタンユニオンは年商八八〇〇億円、経常利り益えき四三〇億円。つまり、買収後の革命部の売上利益、そして借金利息はこうなる」


    　言いながら恒太は、プリンタの紙を一枚取り上げ、それにペンを走らせた。


    



    ■ウェスタンユニオン買収後の革命部売上利益


    売上一兆二〇〇億円


    営業利益六五五億円


    借入金利払い五二九億円


    



    　恒こう太たが書き入れた数字を見て、莉り音おんはうなずく。


    「これを見てもわかるとおり、利り益えきを利り息そくが圧迫しちゃってるでしょ。このままだと元がん本ぽんが返せない。借り入れ自体はできそうなんだけど、キャッシュフローがきびしくて、金利交こう渉しようが難航してるのよ。何かキャッシュフローを増やす解決策はないかしら……」


    「莉音はそんなことで悩んでいたのか?　かんたんな魔術だよ。アクアスを革命部グループにくっつけてしまえばいい」


    　サラリと髪をかきあげた恒太が、得意げに言った。


    　俺は冷静に指摘する。


    「でも、俺たちが持っているアクアス株式は合計一七％だ。速はや水みと違って過半数にはまったく届かない。だから連結決算の対象にはならないだろう」


    「ククク、巳み継つぐはあいかわらず勉強不足のようだな。ある企業を子会社として扱うために、五〇・一％の株式を持っている必要はない。実質的に企業を支配しているということがあきらかならば、子会社として扱うことが可能なのだ。これを『実質支配基準』という」


    「でもアクアスを『実質支配基準』に当てはめることができるかどうか、微び妙みようよ。私と巳継はアクアスの役員になっているけど、経営陣を支配しているわけじゃないし、筆頭株主はスタインバーグドレクスラーだし」


    　莉音の言葉に、すかさず恒太が同意する。


    「そのとおり、無理な話だ。なに、莉音と巳継に勉強させようとして、わざと話を振ってみただけだ。アクアスを子会社扱いになど、できるわけがない」


    　こいつの意見はどっちなのだろうか。まぁ恒太だからしかたない。


    　しかし莉音は数字を眺め入り、アゴに手を当てながら言う。


    「……うん?　ちょっと待って。微妙だからこそ、それでいいかも。スタインバーグドレクスラーからは経営の委託を受けているわけだから、私たちがアクアスを実質的にコントロールできるとも言えないこともない。たった一七％の株式保有で子会社なんてちょっと無理やりだけど……ローザと立たち花ばな社長に事情を相談すれば……」


    「フフフ、ようやく莉音も気づいたようだな。無理やりだろうが、革命部に有利な方を選択せよ。ビジネスは強引で構わない」


    「そうね……アクアスが革命部の子会社扱いだったとしても、世間はきっと、誰も不思議に思わないはずよ。ＴＯＢ以来、皆そう思ってるし。……うん、ここは恒太の案を採用しましょう。それなら、借り入れ交渉もずいぶん有利になる」


    「そうだろうとも。すべてを見通すギガスの計画だ。天才的な案に決まっている」


    「おまえはどっちなんだよ……」


    　莉音がプリンタからもう一枚紙を取り出し、数字を書き入れていく。


    



    ■アクアスを子会社扱いにした場合の革命部売上利り益えき


    



    売上　一兆九五二〇億円


    （内訳：革命部売上一兆二〇〇億円、アクアス売上九三二〇億円）


    



    営業利益　一二五五億円


    （内訳：革命部利益六五五億円、アクアス利益六〇〇億円）


    



    借入金　一兆六八〇〇億円


    （内訳：革命部借入金一兆四三〇〇億円、アクアス借入金二五〇〇億円）


    



    借入金利払い　五八四億円


    （内訳：革命部利払い五二九億円、アクアス利払い五五億円）


    



    保有株資産　二兆八七〇〇億円


    （内訳）


    　革命部　一〇〇％


    　ウェスタンユニオン　七〇・八％


    　アクアス　一七％


    　速はや水み半導体工業　五五％


    　オリエントシーライン　一〇〇％


    



    「じゃあこれが、ウェスタンユニオンとアクアスまでくわえた、最終的な私たちのグループの数字ね」


    　莉り音おんは満足そうにうなずいた。


    「すさまじい借入金の額だな。どうやって返すんだこれ。ちょっと無計画すぎる気もするぞ」


    「巳み継つぐ、よく考えてみて。私たちの目的は、新しい国を創ること。世界で一番影響力のある国家。お金を稼かせぐのは、そのためにもっとも近道の手段でしょ。目的に近づく大きなチャンスなら、お金なんていくら使っても惜しくない。お金がないなら、もっと稼げばいいじゃない」


    「莉音の言うとおりだ。なに、俺さえいれば、すぐにでも一京けい円を稼ぐことができる。あえて俺が本気を出していないのは、ドラマティックな演出のためなのだよ」


    「ただ数字をいじっただけで、業績が二転三転するのもおかしな話だな」


    「銀行の担当者も、社内を説得するための材料が必要なのよ。そのために、こういう数字が重要なの」


    「でも、これ以上の借しやつ金きんはむずかしそうだな。しばらくは事業で堅実に利り益えきを出して、それを事業の投とう資しに回していかなくちゃならない。急拡大は頭打ちになりそうだ」


    　俺の言葉を、すぐに莉り音おんは否定する。


    「ここでモタモタするつもりはないわよ。一気に拡張しなくちゃ」


    「気持ちはわかるよ。でもさ、そんなこと言っても、肝心の資金がないんだ。グループ全体の現金なんてほとんど枯こ渇かつしてる」


    「どうしようかしら……きっと何か方法があるはず」


    　ニヤリ、と恒こう太たは意味深な笑みを浮かべる。


    「俺に軍略がある。それはスタインバーグの傘さん下かに入ることだ。なに、体制内から革命を起こせばいい」


    「ダメよそんなの。ローザの部下になったフリをして、革命を企たくらむなんて、そんなの裏切りよ」


    　すぐさま莉音は首を横に振り、きびしい口調でつづける。


    「もちろん、どんな危険なことだって、綱つな渡りだって、ギリギリのことだってやらないと、一〇〇〇年かかっても私たちの目的は達成できないわ。それでも、友人だけは裏切らない。もし友人と敵対するときは、正々堂々とやらなくちゃ。盗ぬす人つとにだって三さん分ぶの理があるっていうでしょ。革命家には革命家の信念がある」


    「それに、ローザはそんなに甘くないと思うぞ。今は対等なパートナーだから良い付き合いができているだけだ。敵に回るようなことがあれば、海かい胴どうレベルじゃ済まないだろう。スタインバーグがアメリカ政界にも大きな影響力を持っている以上、もし逆げき鱗りんにふれたら地球の果てまで追われることになる。なんせビン・ラディンやフセインを追って、何もない砂漠のほら穴にまで、アメリカは大部隊で進軍するんだ。宇宙にでも逃げないとな」


    　言いながら、俺は苦笑した。


    「そうね。いざ戦いとなれば、世界最大のカルヴァートより、アメリカの武力を背景にできるスタインバーグの方が強大かもしれない」


    「ククク、当然だ。莉音と巳み継つぐに現状を再確認させようと、あえて提案したのだよ。俺の思いやりだと思ってもらいたい」


    　クスリ、と莉音はほほえんだ。


    　俺は肩をすくめる。


    「ったく、よく言うよ」


    「ならばいっそのこと、銀行でも創ったらどうだ?　そうすれば、資金調達ごときで悩む必要もあるまい。銀行に頭を下げて借り入れるのではなく、銀行自体を俺たちのものにすればいいのだよ」


    　恒太の突とつ飛ぴな提案に、莉音は目を見開いた。


    「……銀行を?」


    「そんなこと、かんたんにできるわけないだろう」


    「この俺がいればかんたんだよ。今後、核兵器の極秘開発では、数兆円の資金は必要となる。ましてミサイルを独自開発したり、ミサイル防衛に乗り出すとなれば、数十兆の資金は最低必要。いや、一〇〇兆円は下るまい。軍備増強を視野に入れるなら三〇〇兆円……。だからこそ、革命部グループの中核となる金きん融ゆう機関は必ず必要になるのだ」


    「あれ……もしかしてかなり良いかも。……うん!　グループの中核には銀行が必要よ!」


    「しかし銀行なんて、いったいどうやって創るんだ?」


    　銀行は、現代社会における経済の中ちゆう枢すうであり、そもそも一般企業とはまったく異なる存在だ。


    　その最大の目的は、俺たちの生活の根幹ともなっている通貨を流通させることである。銀行が預金としてお金をあつめ、そのお金を企業や個人に融資したり、円を外貨に転換して送金する為替かわせ業務を行おこなったりして、通貨をくまなく行き渡らせる。その活動は、さまざまな産業を支え、雇こ用ようを創り出す。今や銀行なくして社会は成り立たない。


    　銀行が破は綻たんすれば、社会的影響の大きさを鑑かんがみ、惜しみもなく公的資金が注入されることすらある。その破綻規模が何兆円におよぼうと……いや、破綻の規模が大きくなればなるほど、国はあらゆる手を尽くして銀行を救きゆう済さいする。税金で企業を救うなど、一般企業では絶対に考えられないことだ。


    　見識ある政府なら、財政が一時的に疲ひ弊へいしようとも、いかに銀行経営陣の失敗や放漫経営の結果であろうとも、いかなる反対が市民から巻き起ころうとも、断固として大銀行を守るのである。現代社会構造のなかにおいては、好むと好まざるとにかかわらず、安定した銀行の存在が、社会の安定と直結してしまっているのである。


    　それだけに、銀行の公共性はきわめて高い。


    　一般人が「明日から銀行やりますんで」という宣言で、いきなり銀行を設立できるわけじゃないのだ。だから俺には、革命部が銀行を始められるとは、どうしても思えなかった。


    　しかし莉り音おんは興奮していた。


    「銀行設立となれば、高度に政治的な話ね。そんなときこそ海かい胴どうでしょ。なぜか私たちのバックアップをしたがってるみたいだし……。銀行、創りましょう!」


    　莉音はやる気のようだった。


    「フ。本来なら銀行ごとき、一夜で創ってみせるのだがな。しかし今、俺は帝国軍との戦いで指揮を執とらねばならぬ身だ。悪いが莉音に協力してやる暇ひまがないのだよ。この俺の多た忙ぼうを許してもらいたい」


    「どこの帝国だよ」


    　俺はうんざりした。


    　たまには恒こう太たの提案も役に立つらしい。しかし、本当に俺たちに、社会の公器たる銀行が創れるのだろうか?


    



    
      ◇

    


    



    　莉り音おん担当の銀行借り入れは急ピッチで進んでいた。


    　借り入れ状況は次のとおりだ。


    



    ■外資系


    香ホン港コン上シヤン海ハイ銀行　金利八・〇％　二〇〇〇億円（※以前からのもの）


    ＨＢＢＳホールディングス　金利三・六％　三〇〇〇億円


    ナショナルトラスト銀行　金利三・二％　二〇〇〇億円


    



    ■日本都市銀行


    大たい正しよう銀行　金利三・〇％　三〇〇億円（※以前からのもの）


    大正銀行　金利三・〇％　三五〇〇億円


    いずほ銀行　金利二・七％　一五〇〇億円


    新しん和わ銀行　金利二・六％　一〇〇〇億円


    ＵＣＪ銀行　金利二・六％　一〇〇〇億円


    



    　計一兆四三〇〇億円。


    　もともとの借入金が二三〇〇億円に、新規で一兆二〇〇〇億円。


    　ギリギリでウェスタンユニオンを買収できるだけの資金である。


    　借しやつ金きん総額だけでなく、返済利息の額も半はん端ぱなく、経営を圧迫することは確実だった。とりあえず利り益えきが利息を上回っているから破は綻たんすることはないが、これでは新しい事業への投資がきわめてむずかしい。


    　大きなチャンスが舞い込んでも、これ以上の銀行借り入れはできないし、他の方法を検討しても、調達条件が悪くなってしまう。


    　莉音は銀行設立で乗り切るつもりのようだが、果たして実現できるだろうか。


    　それから、以前のミーティングで売却してしまうことを決め、証券会社に売却作業をまかせていた恒こう太た運営のコスプレショップは五〇〇〇万円で売れた。年間二億円程度の売上と、二〇〇〇万円程度の利益のビジネスだから、まぁこんなものだろう。


    　俺たちにとっては、初期のころのビジネスで唯ゆい一いつ残っていたものだから、それを手放すのは感かん慨がい深い思いもある。


    　しかし、ビジネスの規模が変わってきて、いつまでもコスプレショップに関わっている暇ひまはなく、しかたのない選択でもあった。


    　そんなわけで、恒こう太たの日々の仕事が皆かい無むになってしまった。早く、恒太にもこなせる事務や法務の仕事を見つけなくては……。


    　部費二兆八七〇〇億円、借しやつ金きん一兆六八〇〇億円也なり。

  



  
     第五章　銀行設立


    



    　いよいよ本格的に、銀行設立に向けて動き出すことになった。とはいっても、まずは海かい胴どうに相談するだけなのだが。


    　海胴の連絡先が不明なので、莉り音おんは東とう丈じよう会かいに連絡を入れた。


    　ご案内しますと言われたらしく、俺と莉音が部室で待っていると、いきなり車がやってきた。


    　玄関に顔を出した無ぶ骨こつな男が、うやうやしく言う。


    「おむかえに上がりました」


    　筋骨隆りゆう々りゆうとしたボディーガードタイプの男が畏かしこまる様子は、まったく似合わない。


    「日時と場所を指定してもらえれば勝手に行ったのに。車を回してもらう必要なんてなかったんだけど」


    　迷惑そうな口調で莉音が言うと、男は胸を張った。


    「姐あねさんは東丈会の顧こ問もんです。そのような無ぶ礼れいはいたしません」


    「あ、姐さん……ま、まぁいいけど……」


    　莉音は不満そうに口をとがらせる。


    　隣で聞いていた俺は笑ってしまった。


    



    
      ◇

    


    



    　案内された場所は東京都心──紀き尾お井い町ちようの赤あか坂さかロイヤルホテル。


    　ロビーに向かうと、海かい胴どうが杖つえをつきひとりで待っていた。顔つきは厳いかめしく、いかにも不快げな面おも持もちである。


    　近づいて会え釈しやくすると、海胴はニコリともせず反転し、スタスタと歩き出す。


    　向かう先は何のことはない、ロビー横に設置されたフリースペースだった。


    　何組かソファセットが設置されていて、ホテルの客が歓談したり、待ち合わせに使われる程度の簡素な場所である。隣のソファで話される内容が丸聞こえだ。重要な打ち合わせをするような場所に思えなかった。


    　しかし海胴は何も言わず、ソファにどっかりと腰を下ろす。


    　俺たちもしかたなく、海胴の真向かいに座った。


    　むっつりとして顔をそらしている海胴へ、改めて莉り音おんと俺は挨あい拶さつする。


    「こんにちは」


    「どうも」


    「なんの用なんだ?　早く言え」


    　海胴は邪じや険けんで、俺たちと話すことがとにかく嫌いやそうだった。わざわざ来てやったというオーラがにじみ出ている。今にもツバを吐きかけられそうだ。


    「挨拶もなし?　このまえ『必要なものがあれば言ってこい。用意してやれる』って言ってたから来てみたんだけど……そんなに嫌なら帰るわよ。呼び出して申し訳なかったわね」


    「早く言え!」


    　すばやく言って、海胴は杖をドンと床へ打ち付けた。


    「……」


    　しばらく顔をしかめた莉音だったが、戸と惑まどいつつも切り出す。


    「ええと……いろいろ考えたんだけどね、銀行を創りたいと思ってるの。それでね──」


    　莉音が話をしはじめたとたん、海胴はふたたび杖を打ち付けて、話を遮さえぎってしまった。


    　俺と莉音は驚いて目を見開いたが、海胴は気にした様子もない。


    「わかった。明日、梶かじ原わらのところへ行け」


    「はい?　梶原?」


    「梶原。永なが田た町ちようの梶原だ。そのくらいも知らんのか愚おろか者め」


    「永田町の梶原って……大臣の?」


    「そうに決まっておろうが!」


    　海かい胴どうは息巻いた。


    「わかった、明日ね。まったく、なに怒ってるのよ……。それで時間は?」


    「一五時だ。一五時に時間を空けろと梶かじ原わらの秘書に伝えておく。議員会館の梶原の秘書を訪ねろ」


    「むこうの予定は聞かなくていいの?」


    「予定があればキャンセルさせる」


    「あ……ああそうなんだ」


    「梶原に会ったら俺の名前を出せばいい。話はそれで決まる」


    「それだけで銀行設立にこぎ着けられるのかしら……?」


    　そんな莉り音おんの疑問を海胴は無視し、やたらと高圧的な口調で言う。


    「他には?」


    「他って?」


    「他の望みを言え!」


    　またもや海胴はバシリと杖を床に打ち付けた。


    「……え?　べ、べつにないかな……」


    「たったそれだけなのか!?」


    「う、うん……」


    「ったくバカ野郎どもが!　だからガキどもはきらいなんだ!」


    　そう言い放ち、海胴はすっくと立ち上がった。


    「……」


    　俺と莉音は唖あ然ぜんとした。


    　不ふ愉ゆ快かいそうに、海胴は俺たちを見下ろす。


    「ならば帰れ」


    　俺たちもあわてて立ち上がる。


    「わ、わかった。じゃあとりあえず明日永なが田た町ちように──」


    「うるさい。早く帰れ」


    「……」


    　莉音は憤然とし、大きく息を吐いて口にする。


    「じゃあさよなら!」


    「失礼します」


    　俺もつづけて頭を下げた。


    　そしてソファを離れ、俺と莉音は並んでエントランスに向けて歩きだす。


    「待て」


    　突然、海胴の声が聞こえた。


    　ふりむくと、海かい胴どうはいっそう顔をしかめ、今にも怒りだしそうな表情だった。


    「もっと他にも言ってこい」


    　軽くうなずいてふたたびエントランスに向かうも──。


    「待て」


    「なんなのよ……」


    　莉り音おんは呆あきれたようにため息をついた。


    「いいか、必ずだ。必ずだぞ!」


    　こんどこそ、俺たちは海胴のソファを足早に離れ、広々としたロビーを突っ切っていく。


    　歩きながら、莉音は納得できないように首をかしげ、ポツリと口にする。


    「なーんか調子くるっちゃうな……」


    「あはは。さすがの莉音も形無しだな」


    「私たちを大きらいなのか、支援したいのか、ハッキリしてほしいわね」


    「でも結局、支援したいんじゃないの?」


    「そうなのかしら」


    「莉音を有力な暴力団の顧こ問もんにしたのも、海胴なりの厚意だったんだろ……たぶん」


    「タチの悪い押し売りよ。暴力団の顧問なんて、ちっともうれしくないってば。返上しても無視するだろうし、なんのつもりかしらね?」


    「俺の見たところだと、将来、莉音にコントロールしてほしいと思ってるんじゃないのかな。自分がいなくなれば、他の有力な組織にあやつられるだろうって言ってたしさ」


    「そんなのしかたないでしょう。彼らだって生きていかなきゃならないんだし」


    　玄関にさしかかった。


    　出る前に一度だけふりむくと、海胴は立ったまま俺たちを眺めつづけていた。老人ながら背筋はピンと伸び、規律の取れた兵士のようだ。


    　俺たちがそろって会え釈しやくすると、プイと横を向いてしまった。


    「……変な爺じいさん」


    　そう感想をもらして、莉音は俺をうながす。


    「行きましょ、巳み継つぐ」


    　そして俺たちは赤あか坂さかロイヤルホテルをあとにした。


    　交こう渉しようわずか五分。しかもフリースペースでである。きわめて政治的な話なのに、こんな交渉があるのだろうか。


    



    
      ◇

    


    



    　部室に戻り、リビングに皆をあつめた。


    　海かい胴どうとのやりとりを報告し、莉り音おんは話をつづける。


    「そんなワケで、銀行を創ることになったの。やっぱりグループの中核には、銀行がなくちゃいけないでしょ?」


    「はい!　わかりましたぁ!」


    　いつものように柚ゆずさんはまっさきに気勢を上げた。


    　やはり柚さんは、先日の唐とう突とつな告白を、告白などと考えていなかった。


    　今日も柚さんは、いそいそと仕事に打ち込みつづけている。いつも一生懸けん命めいだが、さらに熱心に仕事に取り組むようになったと感じた。たまに俺へ向けてくる邪じや気きのない、輝くような笑顔がまぶしいくらいだ。


    　柚さんの影響なのか、沙さ織おりまでいつも以上に部活に熱心に取り組みはじめていて、積極的な意見も言うようになっていた。


    「そういえばお父さんの会社──銘めい広こう社しやも銀行からたくさんお金を借りていたし、行き詰まったときも銀行に返済を迫られてたわ。銀行って何なのかしら?　普通の会社とどう違うの?」


    「小娘はそんなことも知らないのか。現代経済は銀行を通して広くマネーを流通させている。つまり銀行とは経済の大動脈だ。人間が血液なくして生きられないように、銀行がなければ経済活動が停とまってしまうのだよ。形式上は民間企業でありながら、きわめて公的な性質を持つ組織であると言える」


    　莉音が話を引き継ぐ。


    「経済を何倍にも膨ふくらませる『信用創造』も、銀行の重要な役目よ。預金をあつめて貸し出すことをくりかえすと、世の中を循じゆん環かんするお金がどんどん増えていくの」


    「どういう、こと?」


    　沙織は戸と惑まどって言った。


    「おやおや、小娘は銀行の一番大事な『信用創造』すらわからないらしい。この俺が説明してやる」


    　尊大に恒こう太たが応じ、ホワイトボードに向き直ってマジックを取り上げる。


    



    ①　沙織が春かす日が銀行に一〇〇円を預ける。（★銀行預金量一〇〇円）


    ②　春日銀行が革命部に九〇円を貸し出す。（★銀行預金量一〇〇円、貸付金九〇円）


    ③　革命部が沙織に給料九〇円を支払う。（★銀行預金量一〇〇円、貸付金九〇円）


    ④　沙織が九〇円を春日銀行に預ける。（★銀行預金量一九〇円、貸付金九〇円）


    



    「見ろ。③から④に変わるとき、銀行は何もしていないのに預金量が一〇〇円から一九〇円に増えているだろう。くりかえせば何倍にも増える」


    「ちょっと待って。なんでお金が増えるのよ?　①で私が預けたお金って一〇〇円でしょ。だったら銀行にあるのは、一〇〇円玉一枚じゃない」


    「これだから素人しろうとは困る。たとえば革命部はたくさん銀行から金を借りてるな。今の革命部の借入金はいくらか言ってみろ」


    「一兆四三〇〇億円よね」


    「なら沙さ織おりは、そのお金は札束で借りてくるつもりなのか?」


    「え?　お札なわけないでしょ。データで通帳に……あっ」


    「そうだ。これはデータ上のやりとりと考えていい。世の中に流通しているお金というのは、大半がデータ上でしか存在しないのだからな。銀行を介してお金が往復すると、みるみる流通する資金量が増え、経済が加速していく。これが銀行の究極の機能『信用創造』だ。俺が三歳のときから知っていたこんな常識を、沙織は高校生にもなって知らなかったらしい。やれやれだ……」


    　そう言って、恒こう太たはこれ見よがしに首を振った。


    「くうう……あんたの解説……すごくムカツクのよね……」


    　沙織は顔を引きつらせた。


    　莉り音おんは身を乗り出す。


    「それでね、海かい胴どうに相談したら、梶かじ原わら大臣に会いに行けと言われたの。内ない閣かく府特命担当大臣（金きん融ゆう担当）よ」


    「なんなのその大臣名……カッコとかついてるし……」


    「恒太くんっぽいネーミングの大臣さんですね」


    『内閣府特命担当大臣（金融担当）』というのが本当に正式名称だ。普通に金融大臣でいいと思うが、国としてはわざわざ厨二的ネーミングにすることで重要性を強調したのかもしれない。


    「ほう、日本政府相手か……。ならば、この俺の力が必要となろう。全力で同行する必要がありそうだな。莉音と巳み継つぐなら特別に、この特命係長・春かす日が恒太が便べん宜ぎをはかってやってもいい」


    　胸を張って言う恒太に、俺が指摘する。


    「いや、総務省は関係ないから。そもそも恒太がはかれる便宜って何だよ……」


    「恒太!　いい加減、大人になりなさい!　恥ずかしいことさせないようにって、私たちおじさんから頼まれてるんだからね!」


    　険けわしい剣幕で沙織は叱りつけた。


    　沙織の言うおじさん──恒太の父親は、総務省に勤める高級官かん僚りようだ。


    「日本を守る極秘命令を受けているおかげで、俺は政府中ちゆう枢すうから破格の待たい遇ぐうでむかえられている。実を言うと、日本の情報通信産業を切り開いたのは、この俺の政策提言によるものだったのだ。官僚どもは俺の手足と言っていい」


    　総務省の官かん僚りようというと庶しよ民みんには威圧的に聞こえるかもしれないが、まぁ普通の人である。


    　べつに威張っているようには見えないし、うちの父さんと比べてことさら給与が高いとも思わない。


    　毎朝僻へき地ちから電車で霞かすみヶが関せきまで通勤し、毎晩深夜二時三時にタクシーで帰宅してくる。泊まり込みで仕事をすることもあるらしく、家に帰宅しない日もある。


    　俺たちとは仲が良く、子供のころは家族同士でキャンプに行ったりしたものだ。これがまた恒こう太たからは想像がつかないような、真ま面じ目めな人物なのだった。


    　そんなおじさんにとって、近ごろは息子が悩みのタネらしい。朝の通勤のときにすれ違ったりすると、何も言っていないのに、必ずこう頼まれる。「うちの恒太が申し訳ない!　頼む、巳み継つぐくん沙さ織おりちゃん、本当に君らだけが頼りなんだ。遠慮なく、ガンガン叱ってやってほしい」


    　おじさんの顔はいつも悲愴感に満ちていた。気持ちはわかるだけに、できるだけ安心させようと、俺と沙織はその役目を引き受けるのだった。


    　べつにおじさんに謝罪などしてもらわなくとも、恒太の戯ざれ言ごとなど俺にとっては日常風景だから、最初からほとんど気にしていない。昔は恒太を教育指導していた莉り音おんも、最近ではめっきり叱らなくなった。


    　今では沙織がほとんど唯ゆい一いつ、恒太を叱りつける役目をしているが、それは沙織なりの責任感なのである。


    　莉音は恒太を見やり、ゆっくり考えながら話す。


    「そうね……それじゃあ銀行設立の仕事には、恒太も参加させようかしら……。恒太担当のショッピングサイトは売却しちゃったし……」


    　すかさず沙織がまくしたてる。


    「ダメよ!　恒太の仕事を無理に作る必要ないわ。遊ばせておいた方がマシよ。ううん、それもすごくムカツクけど……でも下へ手たに重要な仕事させたら、絶対トラブルになるに決まってるんだから!」


    「うーん、でも今後のこともあるし……勉強させなくちゃいけないのよね」


    「余計な口ばっかりはさんで、仕事をかき回すに違いないわ」


    「じゃあこうしましょう。私たちの交こう渉しように一切口をはさまず、黙って見ていることを条件に参加する。どう、沙織?　それなら大丈夫じゃない?」


    「そんなことは不可能よ。莉音だってよく知ってるでしょ?」


    　沙織が断言すると、恒太はやれやれといったふうに肩をすくめた。


    「おやおや……おりおりの無学にはこまったものだ。この俺の辞書に不可能の文字などないのだよ。無言を通すなど、この俺にとっては容よう易いすぎる仕事だ。うむ、能あるタカはツメを隠さねばならない。あえて現世では沈黙に徹することで敵を油断させ、精神世界から莉音と巳継の仕事に介かい入にゆうするのも悪くない」


    「敵って誰よ?」


    「フッ、何をわかりきったことを。日本を征服しようと企たくらむ『人ならざる者』どもだ」


    「あんたね、そういうところ──」


    　沙さ織おりが言い返そうとするのを俺は制して、たしなめる。


    「恒こう太たは俺が責任を持つよ。大変でも、適任な業務を探していかないとな」


    「無理なものは無理よ。ますます調子に乗るし、きっと巳み継つぐや莉り音おんがもっと大変になると思うわ」


    「俺らは五人しかいないんだから、恒太にも責任ある仕事はしてもらわなくちゃいけない。それに恒太だって、ショッピングサイトはひとりでリッパに運営してたんだ。ＥＥとの契けい約やくの仕事もそれなりにこなせたし」


    「で、でも……ショッピングサイトと銀行設立って、仕事の規模が違くない?」


    「気持ちはわかる。だがここは俺にまかせてくれ。な、いいだろう沙織?」


    「そんなふうに巳継が言うなら……。でも本当に大丈夫かしら……」


    　沙織は苦にが虫むしを噛かみつぶしたような顔をして、押し黙ってしまった。


    　俺と沙織のやりとりを眺めていた莉音がうなずく。


    「それじゃ決まりね。これからは恒太にも同行してもらって、銀行設立の手伝いをしてもらいましょう。私や巳継は多た忙ぼうすぎるから、恒太に一任する業務も出てくると思う。そんなときは沙織や柚ゆずちゃんもサポートしてあげてね」


    「はい!　一緒にがんばりましょうね恒太くん!」


    　柚さんはニッコリほほえんだ。


    「う、うん……」


    　やはり沙織は不安そうだった。


    　しかし柚さんはともかく、俺や莉音が忙いそがしいとき、沙織にはサポートしてもらわなくてはならない。


    「ククク、いよいよこの俺が第一線の舞台に立ち、合衆帝国日本をひきいるときがきたようだな。本物の軍略を見せてやる。この俺の銀行経営の手腕を、とくと味わうがいい」


    　そう言って左目に手を重ね、恒太はニヤリとほほえんだ。


    



    
      ◇

    


    



    　俺と莉音と恒太の三人で、指定の時間通りに議員会館へ梶かじ原わら大臣を訪ねた。


    　梶原大臣は著名なエコノミストであり、政治家に転身する前は一ひとつ橋ばし大学で経済学を教えていた人物だ。テレビニュースでコメンテーター役を務めることも多く、歯に衣きぬ着せぬ物言いと、庶しよ民みんの立場に立った議論姿勢で絶大な人気を博していた。


    　一〇年前、政権政党であった自じ友ゆう民みん政せい党とうに取り込まれ、選挙に立候補。スター候補であったため軽く当選を果たし、以来、政府の財政政策や金きん融ゆう政策に強い発言権を有していた。今の内ない閣かく府特命担当大臣（金融担当）に就任したのは四年前である。


    　議員歴が浅いのに重要なポストをまかされているのは、エコノミスト出身ということよりも、国民からの高い人気による部分が大きい。


    　梶かじ原わら大臣の部屋に着くと、秘書が大おお仰ぎように歓迎してくれる。


    「あっ、どうも!　海かい胴どう先生の!　お待ち申し上げておりました。ささ、どうぞ、こちらでお待ちください」


    「今回はありがとうございます。こちら、みなさんで食べてください」


    　俺は持ってきた菓子折を差し出した。柚ゆずさんの家のどら焼き店から買ってきた一万円の品である。


    「山やま吹ぶき色のお菓子というヤツだ。受け取るがいい」


    　恒こう太たがえらそうな口調で横から付け加えた。


    　──ったく……黙っていろと言ったのに……。


    　俺はきびしい視線を向けたが、恒太は動じる風もない。


    　山吹色のお菓子──つまり黄金色に輝くお菓子という江戸時代の隠いん語ごで、現金が詰まっているワイロということだ。


    「こ、これはどうも……お気を遣つかっていただきまして……」


    　秘書は恐きよう縮しゆくして、仰々しく受け取った。


    　いかにも現金が入っているような恒太の言い回しだったが、菓子箱に現金を詰めてきたわけではない。


    　なんらかの政治工作の初しよっ端ぱなとなれば、普通なら一〇〇〇万円程度を紙袋にでも入れて素知らぬ顔で渡すべきところなのかもしれない。しかし、今回は海胴の口くち利ききである。日本政界における海胴の威光の前に、小細工など必要ないと俺たちは判断していた。


    　あとで菓子箱を開けたら、びっくりするだろう。箱をひっくり返したり、ちぎってみたりして現金を探すかもしれない。しかし、「現金など入っていません」と補足するのもおかしい。


    　菓子折を大事そうに両手で抱きながら、おそるおそると言ったふうに秘書は尋たずねてくる。


    「ところで……かの有名な革命部さまは、海胴先生と、いったいどういうお知り合いなのでしょうか……?」


    「どういう知り合いなのかしらね?　こっちが聞きたいくらいかも」


    　莉り音おんは何気なく応じたが、秘書はその言葉の意味を重く捉えてしまったようだ。サッと顔色を変え、ひたすら陳ちん謝しやする。


    「あっ、これはとんだ詮せん索さくをしてしまいました。誠まことに申し訳ありません。そんなつもりじゃないんです。世間話というかなんというか……いやこれはまた、本当に申し訳なく……」


    「そんな畏かしこまってもらわなくてもいいんだけど……気にしてないし」


    「はっ、ありがたきお言葉恐れ入ります……。ただいま大臣は官かん邸ていに出向いております。もうすぐ戻りますので、今しばらくお待ちください。多た忙ぼうな方ですが、海かい胴どう先生のご紹介ということもあり一時間は空けております。なにとぞ、なにとぞ海胴先生に、よろしくお伝えください」


    　これ以上ないくらい丁てい寧ねいに秘書は言った。


    　ちょうどそのとき、テレビでもよく見かける人物が部屋に入ってきた。梶かじ原わら大臣だ。


    　足早に部屋に入ってきた大臣へ秘書が近づき、俺たちを紹介する。


    「大臣、お待ちしていました。陳ちん情じようの方です」


    「今日の予定はなかったんじゃないの?」


    　大臣が問い質ただすと、秘書はこれ見よがしに菓子折を掲かかげた。


    「いえそれが重要な……ただの陳情の方ではなくてですね……」


    「あれ、どこかで見たと思ったら……あの革命部の……羽は月づき社長?」


    　大臣が俺をまじまじと見やってきたので、うなずいた。


    「そうです。革命部、羽月です。ご多忙にもかかわらず、お時間を頂戴いたしまして恐きよう縮しゆくです」


    「それにしても、ずいぶん有名なお相手だ。で、今日はどんな用件です?」


    「何も話は聞いてないの?」


    　莉り音おんが聞くと、大臣は不思議そうな顔をする。


    「話?　あなた方は陳情に来たんではないのですか?」


    「……まぁいいや。それじゃ単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うわね。銀行を創りたいの。まずはどうすればいいか聞きたくて」


    　大臣は、バカげたことだと言わんばかりに莉音を見やった。


    「銀行……ですと?　なにかカンチガイしていますね。どこの誰ともわからない輩やからに、銀行をまかせられるわけがない。まったくもってとんでもない話だ!」


    「でも現実に銀行はたくさんあるじゃない。私たちと、銀行を開業している人たちと、何が違うっていうの?　どうして私たちが銀行を始めちゃダメなわけ?」


    　やれやれと首を振った大臣は、大おお仰ぎようにため息をつく。


    「そんなことすらわからない?　まったくこまったものだ。いいですか、仮に銀行が破は綻たんしたとしたら、国が支援しなくてはならない。たとえば我が国の場合はすべての預金者に対して一〇〇〇万円までの預金を保護することになっている。それひとつとっても、いかに国と密接に関わる事業体なのか一いち目もく瞭りよう然ぜんでしょう?　ワケのわからないヤツらにまかせられるわけがない」


    　徐々に莉音は苛いら立だってきたようだった。


    「だから!　私たちとどこが違うのって聞いてるの!」


    　ふたたび大臣の深いため息。


    「どうもお話は聞いてあげられそうにないですね。帰ってもらった方がいい。そういえば、我が党が羽は月づき社長にアプローチするという計画があったそうですが……実にバカげた計画だ。まったく、川かわ野のさんにもこまったものだ」


    　川野とは、自じ友ゆう民みん政せい党とうの川野幹かん事じ長ちようのことだろう。そんな計画はどうでもいいし、俺の与あずかり知るところではない。大臣は、おろおろしていた秘書を向いてひとこと口にする。


    「帰ってもらいなさい」


    「しかし……」


    「早く帰ってもらうんだ!　私はこれで失礼する」


    　自室へ立ち去ろうとする大臣に、秘書が追いすがった。


    「だ、大臣……」


    　袖そでを掴つかみ、必死で何かささやきかけている。秘書は涙目だ。


    　二言三言交わすと、大臣の顔色が瞬時に変わった。


    　目の前にクマでも現れたかのように血相を変えて俺たちを見つめ、何を思ったのか、急にガタガタ震ふるえ出す。唇くちびるが青ざめていた。


    　その豹ひよう変へんぶりに、逆に俺たちの方が狼ろう狽ばいした。


    　莉り音おんが心配そうに聞く。


    「ど、どうしたの……?」


    「あの……かかかかか、海かい胴どう先生の……?」


    　大臣はろれつが回っていなかった。


    「は?　海胴総そう次じ郎ろうと昨日会って、ここに来いって」


    「昨日お会いした?　かかか海胴先生と、どのようなご関係なのでしょうか?」


    「関係って言われてもね。さっきも同じこと聞かれたけど、こたえようがないかな」


    「い、いえその、せ、詮せん索さくする意味では……。無ぶ礼れいな対応をしてしまい、大変申し訳ありません。……銀行ですね、わかりました。大丈夫。まったく問題ありません。私が責任を持って……」


    　そして大臣は秘書に向かって命じる。


    「おい、なにをモタモタしてるんだ!　早くお通ししなさい!」


    



    
      ◇

    


    



    「銀行法第五条──『銀行は、資本の額が政令で定める額以上の株式会社でなければならない。二、前項の政令で定める額は、十億円を下回ってはならない』。つまり最低一〇億円が必要なのですが、それは大丈夫ですか?」


    　高価なソファに向かい合わせに座る大臣が、俺たちを見回して確認してきた。


    「一〇億円?　ぜんぜんオッケーでしょ。それに、資本金の一〇億円は消えてなくなるわけじゃなくて、手元に残るんだし」


    　莉り音おんはあっけらかんと言った。俺たちが動かす金額に比べれば、なんでもない金額だ。


    　まぁ普通の人にとっては、一〇億円は巨額のはずである。


    「なるほど。それでは次に、金きん融ゆう庁ちようへ予備免許を申しん請せいしてもらわなくてはなりません。しかし、審査はかんたんではありませんよ。銀行経営に関するノウハウと人材を有し、ふさわしいシステムや管理体制を持っていなくてはなりません」


    「でも、予備免許の審査が通るかどうか未定のうちに、それらを準備するなんてきびしくない?　資本金一〇億はともかく……銀行経営にふさわしいシステムを整備するなんて、普通に考えて数十億円は消し飛ぶと思うけど。ううん、人材を雇こ用ようしたりシステム開発したり……一〇〇億はあっさり飛びそう」


    「それでも審査を通すには必要です。私の方で可能な限り善ぜん処しよはしますが、それでもまずは形を整えてもらわないことには話が進まないかと……」


    「鶏にわとりが先か、卵が先か……。どんな結果になるかわからないのに、一〇〇億を投とう資しして銀行の器うつわを整備しなくちゃいけないわけ?」


    「事実、新規で銀行設立が認められるケースはほとんどありません。少なくとも戦後五〇年の間は不可能だとされていた。ここ最近になって規き制せい緩かん和わが進み、大企業の参入に対してぼちぼち認めることもありますが……」


    「じゃあ仮に準備したとして、免許はすぐに下ろしてくれる?」


    「最終決けつ裁さいが私なので、審査については大丈夫。ですが、予備免許の審査期間に最低半年……いや、一年は見てほしいです。銀行の器を整えるにはもっとかかるでしょう。なんだかんだと三年は見てもらった方がいい」


    「ダメよそんなの。そんなに待っていられない」


    「こればかりは……」


    「今すぐほしいの」


    「お願いします!　私ができるだけ協力しますんで、なんとか、なんとかご理解のほどお願いします。どうやっても、できないことはあるんです……」


    　大臣は懇こん願がんしてきた。俺たちが頼んでいる立場なのに、なんだかあべこべだ。


    　少し可哀かわい相そうな気がした。


    　莉音もそれ以上は強く押さず、やんわりと質問する。


    「他に方法はないの?　三年なんて待っていられないし……」


    「今すぐですか……。それなら買収するしかないでしょう。ですが買収できるような銀行となると、たいてい業績が悪化していて不良債さい権けんの山だと考えてもらっていいかと」


    　不良債権とは、経営悪化や倒産などの理由によって回収がむずかしい貸付金のことだ。


    「買収できそうな銀行のアテはある?」


    「経営に行き詰まっているロクでもない銀行ならあります。それでよろしければ、今すぐ紹介できますが……だがしかし、その銀行は、海かい胴どう先生のご意向に添えないような気がして心配です」


    「スピードの方が大事よ。どんな銀行か教えてくれる?」


    「ならば……日に本ほん商しよう業ぎよう銀行。聞いたことはありますか?」


    「ああ、ちょっとニュースにもなったわよね。中小企業向け融ゆう資しに特化して設立された銀行だって」


    「そうです。二〇〇七年に設立されたばかりの新しい銀行です。私が今の立場になってすぐ、認可した銀行でして……」


    「同じころ、東京都も同じような銀行を設立して話題になったわね。たしかそっちは新しん銀ぎん行こう東とう都とだっけ?」


    　莉り音おんが俺を向いて言ったので、俺は相づちをうつ。


    「そういえば、新銀行東都と日本商業銀行が中小企業の未来を切り開くとかなんとか新聞にもよく出てたな」


    「……ニュースなどで騒がれているとおり、東京都が運営していた新銀行東都の方は、ほぼ破は綻たん状態です。わずかな期間で莫ばく大だいな不良債さい権けんを抱かかえ、都議会は大荒れ。都民の血税を大量に導入しなくてはならず、都知事の進退問題にまで発展しています」


    「そりゃなるでしょう。新銀行東都、不良債権だけで数千億だからね」


    「……。まったく同じビジネスモデルであった日本商業銀行の方も、やはり危険な状態らしいのです」


    　大臣は自信なさげに言った。


    「らしいって……認可した当の大臣でしょ?」


    「私自身が経営にタッチしているわけでもなく、破綻したわけでもないので……。しかし、このまま放置しておくのはマズイほど、ひどい状態のようなんです」


    「中小企業向けに無む担たん保ぽで、少しだけ金利を高くして融資するっていうビジネスモデルよね。そりゃ失敗するに決まってるじゃない。そんな市し場じようないもの」


    「いえ、市場はあります。ニーズはあるんです。中小企業を支援するには必要なことなんです。だから認可したのです」


    　大臣は身を乗り出して必死に否定した。いいわけのように聞こえる。


    「ほとんどないわよ、そんな市場。仮にあっても、ハイリスクローリターンすぎる」


    「……」


    　大臣は沈黙した。


    　莉音は構わずつづける。


    「そんなハイリスク銀行、東京都になら認可するのはわかる。でも、日に本ほん商しよう業ぎよう銀行の方は民間銀行でしょ?　しかも、大企業がやってるわけでもない一個人が創業した銀行だっていうじゃない。正直なところ、何か裏があるとしか思えないな。大臣とどんな関係なの?」


    「……」


    「本当のところを教えてくれる?　そうしないと、話が進まないからね」


    「……海かい胴どう先生の肝きもいりですから打ち明けますが……実は……古い友人でして……。破は綻たんすれば、私の政治生命にも関わります……」


    　言いながら、大臣は唇くちびるをかみしめた。


    「なるほど。私たちがその銀行を譲ゆずり受けて建て直せば、大臣にとっても渡りに舟ね」


    「今すぐに銀行が必要なら、そういう銀行の頭とう取どりと直接話をつけて、株式を譲じよう渡としてもらうしかありません。……しかしやはり海胴先生の親しん近きんに、そのような銀行をまかせることも……。新しい許認可なら、なんとか一年で通してみせますので、まっさらなところから始めてみては……?」


    　うかがうような大臣の言葉に、莉り音おんはしばらく考える風だった。中空に目を走らせ、険けわしい顔つきだ。


    　大臣の個室はマスコミを呼ぶこともあるためだろうか、広めにとってあり、とくに目を引くような高価なものもない。壁ぎわの戸棚には、びっしりと経済書が並んでいた。


    　部屋内を見回しながら思案していた莉音は、やがて大臣を見み据すえ、きっぱりと口にする。


    「日本商業銀行、紹介してくれる?」


    「よろしいのですか?」


    「まずは財務資料を見てからね」


    　その言葉に大臣はうなずき、立ち上がって机の電話を取り上げた。


    　すぐに相手が出たようで、素早くまくしたてる。


    「仕事中すまない。日本商業銀行の資料一式、持ってきてほしい。そう、今すぐだ」


    　ふたたびソファに腰を下ろした大臣としばらく世間話をして待っていると、役人らしき人が書類の束を抱かかえてやってきた。官かん僚りようだろう。


    「お持ちしました。こちらです」


    「ありがとう。君も打ち合わせに参加してくれるかな?」


    　大臣は椅い子すを勧めた。


    「わかりました。どのような打ち合わせです?」


    「この銀行、マズイだろう」


    　書類に指を指しながら大臣が聞くと、官僚は深刻そうな面おも持もちでうなずく。


    「そうですね、かなり」


    「こちらの方々が、経営を建て直してくれるかもしれない」


    　大臣が俺たちに手を掲かかげると、官かん僚りようはしげしげと俺を見やってくる。


    「あれっ、革命部の……羽は月づき社長?」


    「はい。革命部、羽月です」


    「ま、まさか日に本ほん商しよう業ぎよう銀行を?　止やめた方が……」


    　莉り音おんが応じる。


    「でも、国としてはあっさり破は綻たんさせるわけにはいかないでしょう?　だって設立したばかりだし。たった三年で潰つぶれちゃ、日本国の面めん目ぼく丸つぶれよね。政治的にも大問題になりかねない」


    「まったくそのとおりです。どうしてこんな銀行を認可したのか……われわれも対応に苦慮しているところです。今さら言っても始まりませんが……」


    　官僚の言葉に、大臣は渋い顔をした。大臣に対する嫌いや味みなのかどうか、ポーカーフェイスの官僚の真意はわからなかった。


    「仮によ、私たちがこの銀行の再建支援に乗り出したら……さすがに公的資金導入までは期待してないけど、国がなんらかのバックアップはしてくれるんじゃないかって思うの。その辺、期待していいかしら?」


    　大臣と官僚はそろってうなずく。


    「できることはさせていただく」


    「……ある程度は……前向きに」


    「うん、私たちも支援できるかどうか検討してみるから、資料を見せてもらってもいい?　お国のためってヤツね」


    　おどけた調子で莉音は言った。


    「では大臣、この方たちに資料をお渡ししてもいいのですか?」


    「許可しよう」


    「わかりました。一通りの資料です。ただいま、日本商業銀行の経営悪化を受けまして、われわれ金きん融ゆう庁ちようが指導に乗り出しています。しかし日本商業銀行側はあまり協力的でなく、こちらが求めた資料もなかなかスムースに提出されない状態が続いています」


    　官僚は資料を渡しながら説明した。


    「ありがとう。できるだけ早く検討してみる」


    「何かあれば、こちらの斉さい藤とうくんに連絡してほしい。それが一番早いでしょう」


    　大臣の言葉に官僚は立ち上がり、名刺を差し出してくる。


    「申し遅れました。金融庁、斉藤です」


    　俺たちも立ち上がり、それぞれ名刺交換する。


    「私への連絡はいつでもどうぞ。もし革命部さんが再建支援に乗り出してもいいというご判断をしてくだされば、日本商業銀行の頭とう取どりと話をつける必要がでてきます。私たちが経営しているわけではなく、あくまで一民間銀行ですから」


    「でも本当に破は綻たん寸前なら、嫌いやとは言わないでしょう。さっそく財務資料を検討して、頭とう取どりと銀行譲じよう渡との交こう渉しようしてみるわね。その際、ここでのやりとりは話していい?」


    　莉り音おんが聞くと、大臣はなやましげな顔をしながらうなずく。


    「……多少は」


    「譲渡を渋るようなら、頭取にはわれわれからも圧力をかけますよ。いいですね、大臣?」


    　斉さい藤とうさんは、有う無むを言わせぬ口調で大臣に言った。


    「……う、うん……まぁ」


    「最後にひとつだけ。日に本ほん商しよう業ぎよう銀行の財務状況を見れば、どんな企業や銀行に支援を持ちかけても、関わりたくないと言うでしょう。それだけはよく理解しておいていただく必要があります。よろしいですね?」


    　斉藤さんが念を押してきたが、莉音はニッと笑って応じる。


    「ノープロブレム」


    



    
      ◇

    


    



    　部室リビング、銀行の交渉に関わっている莉音、俺、恒こう太たが集まりミーティングをしていた。


    　莉音は斉藤さんから預かった書類を掲かかげ持ちながら言う。


    「ざっと調べてみた。この銀行、八五〇〇億円もの預金をあつめてるのに、経けい常じよう収しゆう益えきはたったの二六〇億円なの。対して経常費用が三三〇億円。だから年間七〇億円の赤字ってこと。予想以上に不良債さい権けんの山なのかもしれない」


    　銀行業で言うところの『経常収益』は、一般企業の売上高に相当するものだ。そして経常費用が、銀行の運営コストである。


    　式にすれば次のようになる。


    



    　経常収益二六〇億円　‐　経常費用三三〇億円　＝　経常損失七〇億円


    



    「だが預金は八五〇〇億円あるのだろう?　買収後、そのお金は自由に運用できる。俺が銀行を引き継いだ暁あかつきには、数百倍に増えることは確実だ」


    　何が確実なのか知らないが、恒太はえらそうに胸を張った。


    「もらった資料からだと、八五〇〇億円がどのくらい残ってるのか不明なの。日本商業銀行は、この預金を中小企業に貸し出すことで利り息そくを得ているんだけど……経常収益が少ないところを見ると、貸し出した先の多くが破綻してるんじゃないかしら」


    「残金が不明ってことはないだろう。監査法人の資料がついてるじゃないか。しかも、国に提出した資料だろ?」


    　そう俺が指摘した。


    　資料には芝しば山やま監査法人と銘めい打ってある。れっきとした調査報告だ。


    　監査法人とは、公認会計士が協同して設立し、企業の決算を監査することを業務とした特殊法人である。企業が適正に決算をしているかどうか調査確認し、粉ふん飾しよく決算などの不正を防止する役割を持つ。


    　しかし莉り音おんは顔をしかめる。


    「これが曲くせ者ものなのよ。読み切れないくらい莫ばく大だいな資料が添てん付ぷされているんだけどね、どこにも結論らしきものが書いていないの」


    「結論が……見つからない?　そんな調査報告あるわけない」


    「書いてありそうな部分を探してるんだけど、なかなか見当たらなくて。……こんな資料ってあるのかしらね?」


    　言いながら莉音は首をかしげた。


    「だったら、その資料を作った監査法人に直接聞いて、重要な部分がどこに書いてあるのか聞いてみよう。その方が手っ取り早い」


    　五〇〇枚におよぶのではないかと思われる、分厚い書類を手に取りながら言った。


    　恒こう太たは尊大に口にする。


    「だが監査法人には守秘義務がある。おいそれとこたえてはくれない。ここは面倒でも、斉さい藤とう氏を通す必要があるだろう」


    「まぁでも、詳しい内部情報を聞くわけじゃなくて、書類のどこに結論が書いてあるのか聞くだけさ。聞くだけならタダなんだし行ってみようぜ。ダメなら斉藤さんに相談すればいい」


    「そうね。それじゃ巳み継つぐ、芝山監査法人にアポ取ってくれる?　できるだけ早く」


    「了解。今日明日あたりで時間空けてもらおう」


    　資料を見る限りでは、監査法人の連絡先は資料には記載されていない。しかしネットを叩たたけばすぐに見つかるだろう。


    　さっそくアポを取ろうと俺はパソコンへ向かった。
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    　芝山監査法人は初はつ台だいの外れ、ひっそりとした場所にあるマンションに入居していた。


    　二〇畳くらいの広さのワンルームマンション。駅から距離があるものの、比較的あたらしくリッパな建物である。マンションとは言え、会計事務所や弁護士事務所があつまっている物件だった。


    　しかし監査法人としてはいささか規模が小さい。


    　数人の会計士が働いているだけの、こぢんまりとした監査法人のようだ。


    　俺たち──莉り音おん、恒こう太た、俺は、部屋の隅の手て狭ぜまなミーティングセットに座り、この報告書を作成したという猪いの口くち会計士を前にしていた。


    　連絡するとすぐにアポが取れ、意外にもそれほど警戒されることもなく、気楽に会ってくれた会計士だった。


    　莉音がドサリとテーブルの上に置いた報告書に目をくれ、猪口会計士は他ひ人と事ごとのように口にする。


    「ああ、それね。そんな仕事もしたなぁ」


    「この調査報告書を作ったのは猪口さんでしょ?　それでね、日に本ほん商しよう業ぎよう銀行のことを聞ければと思ってやってきたの」


    「しかし日本商業銀行さんの監査をしてるのは中ちゆう央おう監査法人ですよ。うちじゃない。詳しいことを聞きたいなら、そっちに行ってもらわないと」


    「じゃあどうして猪口さんが調査報告を書いたの?」


    「なんでも政府の調査に急きゆう遽きよ応じなくちゃいけなくなって、どーしても急ぎやってほしいって言われたんですよね。いやぼくもね、『どうして中央監査法人に話をしないんだ』って聞いたら、ごちゃごちゃいいわけしてたんで……中央さん、びびって逃げちゃったのかなぁ」


    　猪口会計士は苦笑してつづける。


    「そんなわけで、突とつ発ぱつ的に入ってきた仕事ですから、ぼくはあんまりよくわからないんですよね。どーしてもやってほしいっていうから、無理してやった仕事だったんですが」


    「だったら、この書類についてだけ聞きたいの。いろんな帳簿類から何から何まで、いろんな資料が添てん付ぷされてるけど、あんまり重要とは思えない資料ばかりなのよね。それで結論らしき部分を探してみたんだけど、どこに書いてあるのかわからなくて」


    「結論?　そんなもの、ありませんよ」


    　サラリと、猪口会計士は言ってのけた。


    　逆に莉音が戸と惑まどう。


    「……え?　これ、政府に提出した報告書でしょう?」


    「だって資料、見てないし。ちょっとソレ、貸してもらえます?」


    　猪口会計士は資料を取り上げ、パラパラとめくりはじめた。


    　そしてピッタリ四六三ページを開き、テーブルに広げてみせる。


    　びっしり書き込まれた本文の最後のあたりを猪口会計士は指差した。


    「ほら、ここです。ここ」


    　指示された場所を、俺たちは注意深く眺めた。


    



    当方としてはすべての調査資料開示を求めましたが、御おん社しやの日常業務に大きな影響を与える可能性を鑑かんがみ、また御おん社しや経営陣から業務への影響は最小限にひかえてほしいという強い要望をかなえるべく、可能な範囲で本報告をとりまとめさせていただきました。そのようななか、遺い憾かんではありますが資料の調査は不十分であり、当方が求めた資料で確認できなかったものが多々あります。これはひとえに、御社経営陣からの要望による結果であることを明記いたします。また当方としては、本調査は経営陣からのヒアリングにもとづいている部分が多く、各種資料については未確認であることを再確認させていただき、ここに報告書として提出させていただきます。


    



    　芝しば山やま監査法人


    　公認会計士　猪いの口くち和かず人ひと　印


    



    　顔を上げた莉り音おんが口を開く。


    「な……なんなのコレ。何も見てないって報告書じゃないの……」


    「これ、やたら分厚いですけど、結局言いたいのは『何も見なかった』ってだけですか」


    　呆あきれて俺も聞くと、猪口会計士は妙な顔をした。


    「見てないですからねぇ。報告書を提出しないと本格的な査さ察さつが入ることになって、ヤバかったみたいですよ。この報告書で三か月は保もつんじゃないですか?　あとは省庁が忘れてくれるのを祈る賭かけなんじゃないっすかね」


    「政府へのカムフラージュみたいなもの?」


    　莉音の質問に、猪口会計士は肩をすくめる。


    「さあ、ぼくにはわかりません」


    　莉音はほほえんだ。


    「知ってるくせに。いくらもらったのよ」


    「大してもらっちゃいませんよ。事実のままを書いただけですから。二〇〇……ゴホッ、ゴホッ」


    　猪口会計士は言葉を濁にごらせ、わざとらしく咳せきをした。二〇〇万の仕事だということだろう。なかなか開けっぴろげでおもしろい会計士かもしれない。


    「あはは。ハンコひとつなら悪くない仕事よね」


    「ところで、こんどはぼくから質問させてください。省庁からこの報告書をもらったということですが……革命部さんって、官とどんな関係なんです?」


    「実はね、日に本ほん商しよう業ぎよう銀行の買収を検討してるの」


    　莉音の言葉に、猪口会計士は目を剥むいて驚いた。俺たちが仰のけ反ぞるほど、必死な形ぎよう相そうでテーブルに身を乗り出してくる。


    「いいですか、ぼくは資料を一切見ていない。一切だ。その大前提の上で、ぼくの独り言として聞いてほしいんですが……止やめた方がいい。アレはマズイ」


    　猪いの口くち会計士の懸けん命めいな様子に、莉り音おんが吹き出しそうになりながら聞く。


    「どのくらいマズいの?」


    「日に本ほん商しよう業ぎよう銀行がなぜ八五〇〇億円もの預金をあつめられたかわかりますか?　超高金利を謳うたった定期預金商品のおかげなんです」


    「あっ、それは見た。驚いちゃった。二・一％の高金利定期預金でしょ」


    「そうです!　このご時世に、信じられない高金利でしょう?　今どき、日本で銀行にお金を預けたって、普通預金じゃ〇・一％の金利すらつきませんよ。それが日本商業銀行に預ければ二〇倍ってなもんだ!　だから預金したいってヤツが、今でもどんどん増えてる」


    　そう言って、テーブルに投げ出していた報告書をパラパラとめくった。


    「いいですか、このページのここ!　経常費用──そのなかの『預金利り息そく』を見てください。どうです?　巨額な支払いでしょう?　本来銀行は、貸付先から受け取る利息が、預金者に支払う利息を上回らなければならない。しかしこの銀行だけは違います。真逆になっちゃってるんですよ」


    　資料は一切見てないと言い張っているわりに、的確に書類を開いたりと、やけに詳しそうだった。猪口会計士は俺たちを眺め回してつづける。


    「要は自転車操業みたいなものですよ。高金利を謳うたってお金をあつめ、回転資金を増やしていくんです。資金が増えているうちはいいが、頭打ちになれば破は綻たんすることはわかってる」


    「たしかに自転車操業ですね……。いつか必ず破綻する……」


    　俺は相づちをうった。


    「でもね、銀行は特別なんです。国が全預金者のお金を一〇〇〇万円まで保護してくれるんだから。これだけの高金利で、しかも国が保証してくれるんだから、一〇〇〇万円までは預けておかないと損ってなもんだ!　いやはや、銀行経営とはありがたい商売です。普通の民間ビジネスじゃ考えられない。とんでもない話ですねえ」


    「そうよね。やっぱり銀行はとてつもない利権よね。グループの中核に、銀行は欠かせないわ」


    「いやいや、日本商業銀行だけは止めた方がいい。単にヤバイだけじゃなく、ビジネスモデルが終わってる。ほら、東京都が始めた新しん銀ぎん行こう東とう都とは大爆発しちゃったじゃないですか。こっちもダメ。無む担たん保ぽで中小企業に貸しまくるなんて、日本政府公認のサンタクロースみたいなものですよ」


    　猪口会計士はまくしたてた。


    　中小企業に無担保で融ゆう資しすることはきわめて危険だ。


    　小さな企業は、そもそも破綻する率が高い。しかし、ことはそう単純でもない。もっと複雑な背景がある。


    　社会には、危険な人物が実に数多くいる。そういう人物は破は綻たん間近の会社に入り込み、いかにもリッパな事業をやっているように見せかけ、売上や利り益えきを捏ねつ造ぞうした書類を作り、融ゆう資しを引き出そうとする。これはもう日常茶飯事と言っていい。


    　当然、無む担たん保ぽで融資が行おこなわれる金融機関があれば、そういう危険な集団が押しかけることになる。たとえば東とう丈じよう会かいあたりは、無担保融資などと聞けば、目の色を変えて喜ぶだろう。すぐさま適当な会社をたくさん仕立て上げ、さまざまな手を尽くして融資を受けるはずだ。


    　もちろんお金は溶けてなくなる。


    　だから中小企業の信用性が低いということよりも、怪しげな融資案件が数多く混じるということの方がインパクトが大きい。無担保で貸し出したら、翌日には会社まるごとなくなっていたなんてことは、ありがちなことなのである。


    　危険な融資希望者がやってくるのは避けられないものとして受け止め、おたがいの信用を築くことができるまでは担保を差し出してもらうなどの処置を、金融機関は講じなくてはならないのだ。だからこそ猪いの口くち会計士は、無担保で中小企業に貸しまくるのは、危険人物たちに対するサンタクロースのようなものだとたとえたのである。


    　莉り音おんが応じる。


    「でもこの銀行、まだ規模が小さいから盛り返せると思うの。それに、中小企業に特化したビジネスモデルは止やめちゃって、まったく新しいものを始めたらいい。銀行の看板を使ってね」


    「うーん、持ち直せるかなぁ?　ぼくなら逃げ出しちゃいますね」


    　猪口会計士は顔をしかめて腕を組み、あからさまに半信半疑な面おも持もちだった。


    　なぜか恒こう太たが怪しくほほえむ。


    「ククク、安心したまえ。何も問題はない。なぜならこの俺が銀行を支配さえすれば、たちまち日に本ほん商しよう業ぎよう銀行は世界一のメガバンクになるからだ。たかだか二・一％の利り息そく支払いごとき、いかほどのものもない。なんなら預金者どもの金利を一〇倍にしてやってもいいくらいだよ」


    「ホント?　じゃあ恒太に期待しちゃおうかしら」


    　おどけた調子でそう言って、莉音は楽しげに笑った。


    「だったら恒太に再建をまかせようか?　俺たちは安心して見てられるな」


    　俺も追従すると、恒太はいっそう笑みを大きくした。


    「了解した。莉音と巳み継つぐの期待にこたえよう。まかせておけ。この俺が銀行を引き継ぐところから伝説は始まる。フッ、いよいよ、本気で世界征服に乗り出さねばならぬときが来たようだ。ギガスがざわめいているよ……」


    　自信満々といったふうに、恒太はサラリと髪をかきあげた。


    



    
      ◇

    


    



    　猪いの口くち会計士から話を聞いてすぐ、その足で金きん融ゆう庁ちようの斉さい藤とうさんを訪問した。


    　忙いそがしい業務の最中にもかかわらず、急な俺たちの訪問に時間を割さいてくれた。


    　金融庁の簡素なミーティング室で、莉り音おんは切り出す。


    「この報告書を書いた会計士に会ってきたの。結構ざっくばらんな人で、いろいろ教えてくれた。日に本ほん商しよう業ぎよう銀行には関わるなって忠ちゆう告こくされたわ」


    「そうでしょう。本当なら、今すぐにでも監督官を日本商業銀行へ送り込んで、洗いざらいチェックしたいところなんです。破は綻たんさせなくてはいけないことは薄々わかってる。踏み切る場合、金融庁としては、経営陣を刑事告発するところまで発展するかもしれません」


    　斉藤さんは顔をしかめ、大きく息を吐いて、小声になる。


    「しかしです。ここだけの話ですが、梶かじ原わら大臣が許可しない。彼の任期中は、本格的な査さ察さつはむずかしいでしょう」


    「そうなるわよね。頭とう取どりは、あの大臣の友達なんでしょう?」


    「ええ、こまったものです。それに、二〇〇七年に認可したばかりの銀行がそんなことになれば、マスコミは大いに騒ぎます。金融庁は自みずからの首を絞しめることになる。だから安あん易いにタッチするわけにもいかない。もてあましているところなんです」


    「金融庁っていうより、あの大臣がねじ込んできたんでしょう?」


    「まぁそうですが、しょせん大臣は次々に代わります。任期が終われば去ってしまう。残された処理は、われわれがしなくてはいけない」


    「そもそもこの話を断れなかったの?」


    「梶原大臣は国民に人気がありますからね。大臣としては、金融改革をアピールする絶好の機会だったんですよ。われわれはみんな反対だった。しかし下へ手たに逆らえば、金融庁が悪者だ」


    　斉藤さんはため息をついてつづける。


    「だからわれわれとしては、もし革命部さんが日本商業銀行の再建支援に乗り出してくれるなら、これ以上に渡りに舟の話はないんです。こちらからお願いしたいくらいですよ。しかしオススメはできない」


    「私たちの方も内情を明かすと、銀行をグループ内にほしいと思っていたの。短期間で急成長を成なし遂とげるには、どうしても金融機関との密接な関係が必要だったから。今回の話は、こちらも渡りに舟なのよね」


    　そこまで言って莉音は一いつ旦たん言葉を句切り、斉藤さんをのぞき込むように見た。


    「でもね、私たちが恐れていたのは日本商業銀行の放漫経営じゃない。一番怖いのは金融庁よ」


    「ほう。それはどうして?」


    「だって買収したとたんに金融庁から本格的な査察が入って、放漫経営を革命部の責任にされたらたまらないじゃない?」


    「ああ、なるほど。それはたしかに……」


    　しばらく考える風だった斉さい藤とうさんは、ひとり納得したようにうなずく。


    「ではこうしましょう。もし革命部さんが再建支援に乗り出してくれるのなら、国としてもなんらかの便べん宜ぎははかれるかもしれません。可能な範囲で。……もちろん、それを期待されても困りますが」


    「ありがとう。私たちとしては、金きん融ゆう庁ちように状況を的確に理解しておいてほしい。革命部が今の日に本ほん商しよう業ぎよう銀行の経営陣と結託しているわけじゃないし、あくまで善ぜん意いの第三者として放漫経営の再建に乗り出し、買収をするんだということを徹底しておきたいの。再建には金融庁の理解と支援が必要不可欠だからね」


    「わかります。その辺は大丈夫。庁内にも徹底させておきましょう」


    「それを聞けて安心よ。じゃあさっそく買収に向けて日本商業銀行と交こう渉しようしてみたいんだけど……斉藤さんに仲ちゆう介かいの労を取ってもらっていいかしら?」


    「それでは私の方でアポイントを設定しましょう。ただし、『金融庁の意向の下もとで買収交渉をする』と最初から言うのはむこうも非常に警戒するはずなので、まずは『御おん社しやに興味を持っている相手に会ってもらいたい』程度にしておきます」


    「そうね。ありがとう。交渉の結果はまた連絡するわね」


    　莉り音おんは笑顔でうなずいた。


    



    
      ◇

    


    



    　斉藤さんが調整してくれた日時に、莉音と俺と恒こう太たの三人で日本商業銀行を訪ねた。


    　日本商業銀行は東京の丸まるの内うち、皇居のお濠ほり端ばたにあるビルに入居している。明めい治じ時代を彷ほう彿ふつとさせる煉れん瓦が造りの、小さいが瀟しよう洒しやなビルだった。このあたりは、大銀行の中ちゆう枢すうがあつまっている地域で、銀行経営にとってはイメージがいいのだろう。ただし家賃は、日本でもっとも高い場所である。


    　銀行の窓口で用件を告げると、俺たちはすぐさま奥へ通された。


    　職員用のエレベータを上がり、八階の頭とう取どり室に向かう。


    　窓の外はお濠端で、都心なのに景色はなかなかのものだ。こんな場所で仕事がしたいものである。


    　頭取室に入ると、頭取が気き忙ぜわしそうに立ち上がってこちらへやってきた。


    「なんの用事なの?　こっちは忙いそがしいんだけどね」


    　やたらと高たか飛び車しやだった。俺たちはあまり歓迎されていないようである。


    　この人物──片かた山やま頭取は、金融財政政策についてさまざまな提言をしている評論家でもあり、政府の諮し問もん委員を務めたこともあるそうだ。ビジネス系雑誌に経済評論のコーナーを持っており、著作も多い。片山頭取が三年ほど前に出した『なぜ日本経済は盤ばん石じやくなのか?』は、斜しや陽よう化する日本経済のなかにあって、前向きな問いかけが反響を呼び、内容も含がん蓄ちくに富とんでいるものだとしてベストセラー入りを果たしている。銀行の頭とう取どりでなかったとしても、それなりの名士なのだ。


    　梶かじ原わら大臣と古い友人なのは、おたがい経済学の世界で著名だったからであろう。


    　頭取室を見回しながら、莉り音おんが口を開く。


    「私たち、日に本ほん商しよう業ぎよう銀行さんに大いに興味があって。頭取とお話をしたいって思ったの」


    「お話?　金きん融ゆう庁ちようからの連絡だよ?　本当のことを言いたまえ。何の目的なんだ?」


    　疑り深そうに片かた山やま頭取は俺たちを睨ねめ付けた。


    　斉さい藤とうさんからの異例の連絡ということもあり、警戒の色が強かった。この分だと、もはや用件を隠してもしかたないかもしれない。


    　やはり莉音も同じように考えたのか、ぬけぬけと口にする。


    「実はね、日本商業銀行を買収したいの」


    「なんだと!?　何をバカな!　銀行だぞ!?　そんな右から左に──」


    　莉音は、片山頭取の話を制して言う。


    「ハッキリ言うけど、ヤバイでしょ。ええ、大方の調査を終えて乗り込んできたの」


    　いきなり莉音は強気だった。


    　みるみる片山頭取は怒りに満ちた形ぎよう相そうになり、一いつ喝かつする。


    「寝ぼけたことを言うな!」


    「いつ潰つぶされてもおかしくないわよ。金融庁の官かん僚りようが、わざわざこうしてアポを設定することで、推おして知りなさい」


    　莉音は高慢に言い切った。


    　出会い頭がしらで、なんという強硬な挑発だろうか……。


    　むこうが高飛車なら、莉音も傲ごう岸がん不ふ遜そん。この相手には勝ち気で押しまくった方がいいと、莉音はとっさに判断したのだろう。


    「バカなことを!　日本商業銀行は潰れん!　営業妨害だ!」


    「あなたが強気なのは、バックに梶原大臣の力があるからでしょ?　だから日本商業銀行は安あん泰たいだと思ってる。でもね、政府の方は、これ以上メチャクチャな銀行経営を容認できなくなってるの」


    「子供だからと大目に見たが……あまり生意気なことを言うと、権力の怖さというものを思い知ることになるぞ」


    　片山頭取が挑発の言葉を投げてくると、莉音も負けじと挑発し返す。


    「ふーん、権力の怖さねぇ。だったら、梶原大臣に聞いてみたら?」


    「待ってろ。後悔しても知らんからな」


    　そう言って、片山頭取は携帯電話を取り出した。


    　すかさず番号を押し、携帯を耳に押し当てる。


    　相手が出たのか、頭とう取どりは急ににこやかな笑顔になって話しだす。


    「やあどうも梶かじ原わらさん、ご無ぶ沙さ汰たしております。ええ、ええ、それはもう順調に。おかげさまで銀行の方も軌き道どうに乗りましてね」


    　よくもまぁホラをふけるものである。


    　片かた山やま頭取は陽気に話をつづけていく。


    「ああ、金きん融ゆう庁ちようですか。何か誤解があるのでしょう。きちんと誠実に対応しておりますからご心配なく」


    　サッと片山頭取の顔色が変わった。


    「は?　ええと、それはいったい?」


    　しばらくの間、片山頭取は相づちをうちながら、電話に耳を傾けていた。


    「はい、はい……そうですか……」


    　俺たちは立ったまま、その様子を無言で見つめた。


    　ついに沈黙した片山頭取は、電話を手にしながらうなだれる。さきほどの笑顔は、もうなかった。


    「わ、わかりました……その節は、よろしくお願いいたします……」


    　何事もなかったように、片山頭取は携帯をしまい込んだ。


    　莉り音おんが飄ひよう々ひようと声をかける。


    「どう?　良い話ができた?」


    　片山頭取は表情を険けわしくし、莉音を睨ねめ付けた。


    「……一〇〇〇億だ。それで話に乗ってやってもいい」


    「はあ?　一〇〇〇億?　ありえない」


    　あまりの高額に、莉音は意表を衝つかれた顔をした。銀行を一〇〇〇億円で売ろうということだろう。


    　銀行といえど、営利法人である。


    　利り益えきが出ていなければ破は綻たんする。


    　日に本ほん商しよう業ぎよう銀行は営業収益二六〇億円程度の企業であり、年間の赤字額は七〇億円を越えているのだ。


    　預金者から預かったお金を食いつぶしているにすぎない赤字企業を一〇〇〇億とは、あきらかに法外な値段である。そもそも、預金は求められればすぐにでも返さなくてはならないお金──いわば借しやつ金きんのようなものでもあるのだ。預金量八五〇〇億といえば聞こえはいいが、借金八五〇〇億と考えられなくもない。


    「銀行だぞ?　うちの預金量を知っているか?　八五〇〇億だ。それだけの運用資金が手に入る。一〇〇〇億なら安いくらいだ」


    「その八五〇〇億、ずいぶん価値が損そこなわれていると思うけど」


    「そんなことはない。経営は健全だ」


    　片かた山やま頭とう取どりは断言したが、莉り音おんは相手にしなかった。


    「三〇億ね。それで株式を一〇〇％譲ゆずってもらう。もらえるだけありがたいと思いなさい」


    「とんでもない。だったら他に譲る。銀行をほしがる先はたくさんあるんだ」


    「日に本ほん商しよう業ぎよう銀行に限っては、みな敬遠するでしょう」


    「……ふん」


    「それから、再建が完了するまで、あなたには頭取に残ってもらう必要がある。正直言って、この銀行はブラックボックスなのよね。買収してみないと、どれだけひどい状態か明確にわからないもの。ひどい話ね。だからこそ、実質的な経営権は私たちが確保するけれど、銀行が本当にクリーンな状態になるまでは、あなたが頭取でいてもらわないと困っちゃうからね」


    　片山頭取はコメカミをぴくつかせ、怒りを露あらわにする。


    「リスクだけ俺に押し付け、銀行は乗っ取るだと!?　そんなうまい話があるわけないだろう!」


    「乗っ取る!?　どれだけ不良債さい権けんを抱かかえてるのか、あなた自身把は握あくしてるの?　まずは鏡を見てみなさいよ!」


    「そんな条件なら話は終わりだ!　とんでもない無駄な時間だった」


    「終わらせていいの?　困るのは頭取の方よ」


    「選択肢は無数にある。一番メリットがある道を選択させてもらう」


    「ふーん、好きにしなさい」


    　それだけを言い残し、莉音は俺と恒こう太たに帰るようにうながしてくる。俺たちはうなずいて、頭取室を立ち去った。エレベータを待っていると、片山頭取がドアに何かを投げつけたにぶい音が廊下に響きわたった。灰皿でも投げつけたのだろう。
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    　日本商業銀行を去って、タクシーに乗り込みすぐに霞かすみヶが関せきへ向かった。


    　金きん融ゆう庁ちようで状況を報告すると、斉さい藤とうさんは呆あきれたように首を振る。


    「なるほど。一〇〇〇億ですか……とんでもない狸たぬきだ。とりあえず、お話は委細、了解しました。これからすぐに電話をしてみて、頭取とゆっくり話をしてみますよ」


    　あとのことは斉藤さんにまかせ、俺たちは部室への帰路についた。
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    　部室に引き上げると、リビングで沙さ織おりがパソコンに向き合っていた。


    　昔は俺が対応していた会社の窓口業務は、今やすべて沙織の役目だ。取材の申し込みメールや、事業提てい携けいメールなど、ネットから始まる仕事も少なくない。大半は商品売り込みのダイレクトメールなのだが、たまに重要なメールも混じっている。


    「あっ、おかえり。コーヒー淹いれる?」


    「うん、ありがと。お願いね」


    　莉り音おんはぐったり腰かけた。


    　俺と恒こう太たも座りながら続く。


    「俺のコーヒーも頼む」


    「この俺の分も淹れることを許す」


    　沙織は立ち上がりながら報告してくる。


    「ついさっきね、日に本ほん商しよう業ぎよう銀行の片かた山やまさんって人から莉音宛あてに電話があったわよ。電話ほしいって」


    「もう?　なんて言ってた?」


    「お話ししたいってだけしか……連絡先はメモしてあるから、そこにかけてみて」


    「沙織、コーヒーはまたあとでになりそう。また出かけるから」


    「えっ?　今帰ってきたばかりなのに?」


    「うん。帰りは夜になる」


    　立ち上がった莉音は携帯を取り出し、メモの番号を押しながら俺と恒太をうながす。


    「もう一度行くわよ。日本商業銀行に」


    　そう言って、莉音は携帯に耳を押し当てた。
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    「一〇〇億円でどうだ?　それに付ふ随ずいした条件だが、頭とう取どりは降りさせてもらう」


    　頭取室へ入ると、片山頭取はこちらへ歩み寄りながら、開口一番、切り出してきた。


    　今日の今日で、提示価格が一〇〇〇億円から一〇〇億円にまで下がってしまった。


    　斉さい藤とうさんから何かきびしいことを言われたのかもしれない。自分の立場が本当に危機になっているということを実感したのだろう。


    　ふたたび立ったままの交こう渉しようである。


    　莉音は指を二本立て、にべもなく言う。


    「二〇億。それならすぐに払ってあげてもいいわ。それから、整理がつくまでは頭取に残ること。整理がつかなかったら責任は引き受けてもらう。内部調査次第では、銀行として頭取を刑けい事じ告こく訴そすることだってありえるわよ。もともと、あなたが蒔まいたタネなんだし」


    「ちょ、ちょっと待て!　さっきここに来たときは、三〇億だと言っていただろう!?　どうして急に二〇億になる?」


    　自分が急激に値段を下げたことをすっかり棚に上げ、片かた山やま頭とう取どりはあわてふためいた。


    「うん、さっきは三〇億だったわよね。でも今は二〇億。そんなの、時価評価でしょ」


    「そんなバカな!?」


    　片山頭取は息を呑のんだ。


    「あと一時間たったら、たぶん一〇億円にまで値下がる予感がするなぁ。明日になったら三億円くらいかしら。日に本ほん商しよう業ぎよう銀行の価値、大だい暴ぼう落らく中みたいね」


    　そう言って、莉り音おんはペロリと舌を出した。


    　素知らぬ顔で、まるで他ひ人と事ごとのような物言いだ。


    「待ってくれ。一〇〇億円から交こう渉しようしよう。望みどおり、日本商業銀行を譲ゆずり渡そうじゃないか」


    　頭取の言葉を無視し、莉音は俺と恒こう太たをふりむく。


    「巳み継つぐ、恒太、帰ろうか?」


    「そうだな。無駄足だったらしい」


    「次期頭取の俺に、無駄骨折りをさせるとは……。今すぐ帰ることを提議する」


    　片山頭取は、莉音の腕を追いすがるように取り、懇こん願がんしてくる。


    「まずは座ってくれ。な?　な?」


    「何するの!　離しなさい!」


    　すかさず莉音は腕を振り払った。


    　するとこんどは、片山頭取は莉音の背後に回り込み、両肩に手をやり押しはじめた。無理やりソファに座らせようとしてくる。


    「ちょっと止やめてよ!　もう帰ろうと思ったのに、なんなの?　女子高生に対してセクハラよ!?」


    　莉音は身体をはげしく揺すり、片山頭取の腕を払い除のける。


    　しかし頭取は必死だった。


    　またもや莉音の腕を掴つかみ頭を下げてくる。


    「なら五〇億円にしようじゃないか。れっきとした銀行が、たったの五〇億だぞ。そして俺は頭取を降りる。どうだ、破格だと思わないか?」


    　バチッ、と無む惨ざんに頭取の手をはたき落とし、莉音は俺たちを向く。


    「巳継、恒太、もう帰りましょう」


    　しかし俺たちは仰ぎよう天てんした。


    　動揺を強めた頭取は、そのままドアまで後じさり、なんとドアの前に手を広げて立ちふさがったのだ。


    　片かた山やま頭取は悲壮にさけぶ。


    「交こう渉しようだ!　交渉中だぞ!」


    　しかし莉り音おんは一いつ喝かつする。


    「どきなさい!　帰るから!」


    「話をしよう。交渉なんだ。頭とう取どりに残るって以外の条件なら、呑のんでやってもいいんだ」


    「だから、どきなさいよ!　私たちを軟なん禁きんするつもりなの?」


    「そうじゃない。話をしたいだけ──」


    　話に構わず、ついに莉音は片山頭取の肩を掴つかみ、力ずくで押しのけようとする。


    　片山頭取は必死でドアを背にしてしがみつき、莉音を通すまいと踏ん張った。


    　──なんなんだこれは……いったいどんな交渉なんだ?


    　シュールな交渉に俺は呆あきれ果てた。ワケがわからない。


    　懸けん命めいに引き離そうと莉音は力を込めるが、片山頭取は死に物ぐるいで踏ん張っている。


    　いくら百ひやく戦せん錬れん磨まの武道家といっても、莉音は小柄だし、怪力の持ち主なわけでもない。莉音と俺が腕うで相撲ずもうをすれば、あたりまえだが俺が余よ裕ゆうで勝つ。


    　ここで片山頭取に拳けん撃げきを喰らわせることができるなら話は別だが、まさか殴なぐりつけるわけにもいくまい。


    　だから莉音は、大の男である頭取をかんたんにどかせないようで、俺たちにも命じてくる。
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    「巳み継つぐ、恒こう太た。押し通るわよ!」


    　いよいよ俺たちは、ドアにしがみつく頭とう取どりをどかそうと、三人がかりでひっぺがそうとする。


    　そのせいで頭取のネクタイが取れ、スーツがよれ、ワイシャツのボタンまで外れてしまった。白い下着がのぞいている。見るも無む惨ざんなありさまだ。


    　捨て身の頭取は力が強く、なかなかドアから離れない。これが火事場のバカ力というヤツだろうか?


    　もみくちゃになりながら、頭取は涙目でさけぶ。


    「三〇億でいい!　さっきおまえたちが言った金額だ。頼む、それでいいんだ!」


    　俺たちは何もこたえず、頭取をドアからひっぺがそうと一生懸けん命めいだった。


    　さらに頭取は声を振り絞る。


    「わかった、わかったから!　銀行が軌き道どうに乗るまで、俺が頭取に残ってやる!　その代わり三〇億だ!」


    　莉り音おんは何もこたえない。


    　俺たちは片かた山やま頭取の髪の毛まで引っ張った。しかし片山頭取は命いのち懸がけ。


    「今日、おまえらが提案した条件通りだろう!?　だめなのか!?」


    　頭取は絶叫した。


    　その一瞬、力が弱まったのか、ついに片山頭取はヒザが折れ、床にガクリと反そっくり返った。


    　ようやっと引き剥はがすことに成功し、莉音がドアノブに手をかけたそのとき──。


    「ま、待ってくれ……すべて了解したから……。二〇億で全株式を譲じよう渡と……整理がつくまで俺が頭取に残る条件でいい……その代わり、刑けい事じ告こく訴そだけは止やめてください……。それで、お願いします……」


    　莉音はドアを開けず、髪が乱れて衣服がボロボロになっている無ぶ様ざまな格好の頭取を眺め下ろした。
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    　日に本ほん商しよう業ぎよう銀行買収に関する大おお枠わくは決まったので、俺たちは何日もかけて、詳細な買収交こう渉しようを重ねた。


    　勉強の意味もかねて、恒こう太たを中心にしてツメをさせ、それを莉音か俺のどちらかがスケジュールを空けて監督することにした。恒太以外は皆とても忙いそがしいため、たまに恒太がひとりで日本商業銀行の各部署と調整作業を行おこなうことがあったが、基本的な業務は人並みにはこなせるようだった。あいかわらず言動がえらそうで、ひとりで行かせるときわめて不評だったが。


    　金きん融ゆう庁ちようの斉さい藤とうさんに報告すると、胸をなで下ろしていた。また、買収にいたるまでの経けい緯いはよく理解してくれていて、しばらく金融庁としては前向きな様子見をしてくれることになった。
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    　ミーティングのため部室リビングに集まった皆を前に、莉り音おんは意気揚よう々ようと宣言する。


    「これで我がグループは日に本ほん商しよう業ぎよう銀行を保有することになったの。なんとか再建を果たして、革命部グループの中核にしましょう」


    「はい!　わかりましたぁ!」


    　満面に笑みを浮かべて柚ゆずさんが叫んだ。たぶん柚さんは、一〇〇分の一も理解していない。


    　恒こう太たがほくそ笑む。


    「この俺が銀行を引き継ぎ、王者として君臨すれば再建はたやすい。なにもかもこの俺にまかせておけ」


    　クスリと笑った莉音は、楽しげにうなずく。


    「そうね、恒太なら安心よね」


    「それが一番の不安なの!　莉音と巳み継つぐがサポートするから、まぁ大丈夫だと思うけど」


    　きびしい面おも持もちで沙さ織おりは言った。銀行との折せつ衝しようは、基本的に恒太が窓口になる。俺と莉音は、恒太のサポートだ。だから沙織の不安はもっともだが、少なくとも見ている限りでは、恒太の業務能力には問題がなさそうだった。人前で大口さえ叩たたかなければ安心できる。


    　恒太はテーブルの上、これ見よがしに書類をバサリとおいて説明する。


    「日本商業銀行の預金量は八五〇〇億円ある。それに対し、貸出資金は六八〇〇億円。規模だけなら、なかなかの銀行だ」


    「でもね、この貸出金のうち、わかっているだけで、最低一〇〇〇億円は不良債さい権けん化してる。いちおう、その倍は見ておいた方がいいわね」


    　莉音の言葉に、沙織が戸と惑まどった。


    「そ、そんな銀行、大丈夫……?　そんなに不良債権あるって、大変なことじゃないの?」


    「大丈夫よ。私たちの投資額は二〇億円だけだからね。それで、この銀行の株式を一〇〇％手にいれたの。だから、もし日本商業銀行が破は綻たんしたとしても、私たちの損失は二〇億円だけよ」


    「あっ、そっか。株式を買っただけなんだね。でも、不良債権の責任は負おわなくていいの?」


    「その責任は片かた山やま頭とう取どりにあるでしょう。私たちは善ぜん意いの第三者として経営を建て直すわけ」


    「じゃあ私たちが責められることはないんだ……」


    　ひとまず沙織は納得したようだった。


    「あと、焦こげ付きが多いだけに、銀行が盛り返せるかどうか未知数な部分があるでしょ。だからね、頭取だけはそのまま据すえ置くことにしたの。万一破綻したら、頭取に責任を取らせないと。今までの放漫経営は私たちの責任じゃないからね」


    「だが銀行が盛り返したら、すぐに今の頭取を追放し、経営陣は俺たちに代わるわけだろう?　ならば、早い方がいい。ククク、俺が担当する以上、メガバンク化は確実なのだからな」


    　恒こう太たは誇らしげだったが、莉り音おんが否定する。


    「ダメよ。今は危険すぎる。ひとまず金きん融ゆう庁ちようは理解してくれてるけど、世間の方は違う。破は綻たんしたらマスコミが騒ぐし、全国から攻撃を受けることになるわよ。ＥＥ戦でさんざんバッシングを受けたあとだし、今は控えめにしておかないと」


    「なに、心配ない。この俺が日に本ほん商しよう業ぎよう銀行を支配するのだ。世界一の金融機関として名を馳はせるのはすぐだろう。後こう世せい、『神が経営した銀行』だったと歴史家に評されることになる」


    「いつまでそんなこと言ってるの!?　今朝ね、出勤するおじさんとすれ違ったわよ。あんたを更生してほしいって、またさんざん頭下げられたんだからね!　いつまでもそんな風で、おじさんが可哀かわい相そうだと思いなさい!」


    「あはは。大丈夫よ沙さ織おり。恒太はちゃんと仕事してるから。こんどおじさんに会ったら、ずいぶん成長したって褒ほめておこうと思ってたところ」


    　莉音の話に、柚ゆずさんが追従する。


    「はい!　昨日の夜なんか、恒太くんがここでひとりで書類を整理してるのを見ましたぁ!」


    　事実、恒太は深夜まで部室に残るようになり、必死で新しい仕事に取り組んでいる様子だった。


    　少し前まで、最後まで部室で残業しているのは俺と相そう場ばが決まっていたが、近ごろでは恒太の帰りが最後になることもある。それだけ恒太も銀行の仕事に責任を感じていて、一生懸けん命めいなのだ。


    　俺もうなずいて擁よう護ごする。


    「そうだな、思ってたより恒太はよくやってるぞ。ひとりで担当させるのに不安がないわけじゃないけど、意外と仕事はまかせられる」


    　沙織の不安は大いにわかる。しかし恒太が戦力になってくれるなら、これほどありがたいことはないのだ。


    「当然だとも。天から授さずかったこの俺の偉大な実力に、全力で感謝するのだな」


    「くうー、なんかムカツクのよね……。恒太に仕事まかせて、本当に大丈夫なのかしら……?」


    　責任感が人一倍強い沙織は、最後まで不安を隠そうとしなかった。
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    　時刻はそろそろ夕方。


    　俺がアクアスのネット事業部での打ち合わせを済ませ帰社するのと、莉音が船せん舶ぱくの買収交こう渉しようを終えて帰社するのはほとんど同じころだった。


    　沙さ織おりと柚ゆずさんはリビングで、それぞれの業務に勤いそしんでいる。沙織は早朝から『おりおんクローズ』のモデル撮影を行おこない、お昼には帰社して日常業務をこなしていた。柚さんはジュース補充に外へ出る程度で、今日はずっと部室でキーボードを叩たたいている。


    　もうすぐ恒こう太たが日に本ほん商しよう業ぎよう銀行から戻ってくる頃合だ。


    　恒太も帰社したら、リビングでミーティングを開き、各自の業務の進行状況を報告・確認する予定だった。ミーティングまで少しばかり時間が空いたので、せっせと仕事をこなす沙織と柚さんの邪じや魔まにならないように、俺と莉り音おんは二階に上がり、缶コーヒーを飲みながら歓談していた。俺も莉音も、壁を背にして古びた畳に腰を下ろしている。


    　俺は口を開く。


    「だいぶ体制が整ってきたな。沙織は総務や秘書的な業務を幅広くこなしてくれるし、柚さんは必要不可欠なエンジニアだ。唯ゆい一いつ恒太の仕事が難問だったけど、思いのほか、裏方の書類整理や事務作業ができるみたいだ」


    　恒太の問題は大口であり、事務能力ではないことが今ではハッキリしていた。最初は不安だったが、意外や意外、業務に関してはある程度の信頼がおける。むしろ恒太の場合、勉強の虫だけに細かいミスがなく、書類仕事においては十分な能力を発揮していた。


    　しかしそこに交こう渉しようが絡からんでくると、自みずからの大口でぶち壊しにしてしまう可能性があるのだった。だから恒太にまかせる仕事は、俺と莉音で相手との基本的な交渉を終え、足場を固めたあとの業務なのである。


    　その点、日本商業銀行は頭とう取どりや金きん融ゆう庁ちようなど関係各所とも話をつけたあとであり、しかもチェックしなくてはならない書類が異常なほど多く、恒太にふさわしい仕事だと言えた。


    　莉音は笑顔で応じる。


    「あの子はすぐ調子に乗るけど、能力がないわけじゃないのよ。バランス感覚がないことにだけ注意してあげれば、きっと役に立ってくれるはずね」


    「もう少し大人になって、思慮深い言動を身につけてくれればいいんだがなぁ」


    「そうだったらいいんだけどね、あはは。ま、その辺は私たちがサポートしてあげましょう」


    　俺たちは苦笑した。謙けん虚きよさを身につけるなんて、恒太には永遠に無理かもしれない。


    「そういえば、日本商業銀行を買収したら、今の役員陣はそのまま据すえ置きつつ、また俺と莉音が非常勤役員に就任するんだろ?」


    「その予定よ。経営が軌き道どうに乗らなかったら、現頭取に今までの放漫経営の責任を取って腹を切ってもらわなくちゃならない。軌道に乗ったら、役員陣を一気に総入れ替えしちゃうの。そういう前提で現頭取も納得してるわけだし」


    「だったら今回、勉強も兼ねて恒太も一緒に非常勤役員にしてみたらどうだ?　少しは責任感を身につければ、調子に乗ることも減ると思う。それに、あくまで非常勤だから大して経営面にタッチするわけでもないし」


    「うーん、それもひとつの案だけど……銀行の役員に恒こう太たを据すえるのは、今はまだリスキーかなぁ。ちょっと考えてみて。万一よ、銀行の新役員だってことでマスコミに追われたらどうなると思う?」


    「あっ、そういう危険があるな。恒太にしゃべらすと、大変なことになっちまいかねない」


    「でしょ?　だから、しばらく恒太は勉強ね。銀行が軌き道どうに乗れば、グループは一気に飛躍するはずよ。そうすれば、恒太のポジションもおのずと定まってくるでしょう」


    「そうだな。アイツにはもう少し謙けん虚きよになってもらってからだな」


    　俺はうなずいた。


    　どんな組織でも恒太にトップは務まらないが、業容が拡大すれば、いずれきっとふさわしいポジションがあるだろう。


    　軍師役っぽいポジションなら、本人も喜ぶはずである。


    　ふいに莉り音おんは、うかがうような視線を向けてくる。


    「ところで巳み継つぐ……柚ゆずちゃんのことは、どうするの?」


    「ああ……そのことね……。沙さ織おりにも聞かれたんだけど……様子を見るしかないだろう。だいたい、柚さんの方は、告白したなんて思っちゃいないさ」


    　なんとなく気恥ずかしくなり、俺は鼻はな頭がしらをかいた。


    「柚ちゃん、とっても純粋よね」


    「純粋すぎる。同じ人間じゃないみたいだ」


    「きっと柚ちゃんは、私たちと同じ次元に立ってない。あの子は人間よりもずっと素直でやさしいの。天使みたい」


    「まるで人じゃないって物言いだな。まぁ、わかるけどね」


    　莉音は話を切り替える。


    「沙織のことは?　あの子はずっとむかしから、巳継のことが大好きよ」


    「……。どうしたんだよ、今日は」


    「あんなに良い子はいないわ。目に入れても痛くないくらい、私、ちっちゃなころから沙織のこと大好き」


    「知ってるよ、莉音が誰よりも沙織のことを気に入ってるなんてさ。沙織もまぁ、同じように考えてるんじゃないか?　ときどき近すぎて憎たらしくなるって言ってたけどな」


    　おどけたように言うと、莉音は笑い出す。


    「あはは。可愛かわいすぎて、ついイタズラしたくなっちゃうのよね。沙織って、そういうオーラが出てると思わない?」


    「そんなこと聞いたら、沙織は激怒すると思うぞ」


    　沙織が烈れつ火かの如ごとく息巻く様子がありありと見え、俺は笑いをかみしめた。


    「じゃあもうひとつ聞かせて。私のことは?」


    　いたずらっぽく莉り音おんは言った。


    「り、莉音のことって言われても……」


    「……」


    　しかし、いたずらっぽいのは口調だけだ。何かしら莉音は思うところがあるのだろうか、俺を見み据すえる目は真しん摯しだった。


    　莉音が真剣に聞いているのなら、適当にこたえるわけにはいかない。


    　居住まいを正し、俺も莉音を見つめ返す。


    「これだけは言える。俺にとって、莉音はずっと憧あこがれだった。ちっちゃなころから世界中を冒険してて、ありとあらゆることを知っていた。莉音は誰よりも強かったし、誰よりもやさしかった。とほうもないよ。莉音みたいな従姉いとこを持てて、俺は幸せだ」


    　そんな俺のこたえに、莉音は不満そうだった。


    「なんか、私が神様みたいな言い回し。べつに私、全知全能じゃないけどね。いっぱい失敗もしたし、泣いたり挫ざ折せつしたり絶望したり、そんなのばっか。これからも、きっとそう」


    「知ってるよ。だからこそ、莉音は本当にすごいんだ」


    「……」


    「そんなとほうもない憧れでも、思ってることがある。いつかきっと莉音に追いついて、追い抜いてやりたいんだ。莉音を支えてやれる人間になりたい」
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    「……きっと巳み継つぐなら、すぐになれるわ」


    　ポツリと莉り音おんはつぶやき、そして明るくほほえんだ。


    「頼りにしてる。これからもよろしくね、巳継」


    　心から安らぎを感じているような、そんな笑顔。


    　なんだか俺はうれしくなった。


    　莉音に憂うれいは似合わない。いつでも莉音は笑っているべきなのだ。改めて俺は、この偉大な従姉いとこのために全ぜん身しん全ぜん霊れいを打ち込もうと誓ちかいをあらたにした。


    　ふと階段を上がってくる音が聞こえた。


    　そちらに顔を向けると、沙さ織おりだ。何かを憂ゆう慮りよした様子だった。


    　俺は声をかける。


    「おつかれ。どうした?」


    「今ね、恒こう太たから『テレビで流れる歴史的大事件を、バッチリ録画しておけ』って変な電話があったの」


    「歴史的、大事件?　世界大戦でも始まるのか?」


    「さあ……それだけ言ってすぐ切れちゃった。だから折り返しかけてみたんだけど、ぜんぜんつながらないし……。また何かよからぬことを企たくらんでるんじゃない?　なんだかすごく不安なの」


    　莉音も首をかしげる。


    「なにかしらね?　まぁ恒太なら放っておきましょう。たいしたことじゃないと思うし」


    　とっさに意味を察し、俺はヒザを叩たたいた。


    「ああ、わかった!　そういえば今日、『コードギガス』のアニメだ!　その録画をしとけってことだろう。俺は見てないから知らないが、今ちょうどクライマックスらしくて、主人公の妹が大量破壊兵器のスウィッチを押したんだとか恒太が熱く語ってた」


    　みるみる沙織は憤ふん怒ぬの表情になっていく。


    「なんなのソレ!　そんな録画、自分でやればいいのに!　まったくもう!」


    　怒りに肩をわななかせて、沙織は階段を下りていった。


    　俺と莉音は、顔を見合わせて笑い合った。沙織が激怒するのは当然である。


    　そしてしばらく、俺と莉音は他愛たわいない話を楽しんだ。


    　もうすぐ恒太が戻ってくるだろう。それまではゆっくりしておきたい。


    　残りのコーヒーをちびちびと飲み、あれこれとくだらない話に花を咲かせる。ひさびさに心からリラックスできた気がした。


    　こういう瞬間が、やっぱり一番幸せだ。


    　突然、階下から、部室いっぱいに響きわたる沙織の悲鳴が飛び込んでくる。


    「たっ、大変よ!　莉音!　巳継!　早くッ、早く来て!」


    　俺と莉り音おんは顔を見合わせた。


    　そして弾はじけるように立ち上がり、飛ぶように階段を下りた。


    　リビングに飛び込むと、沙さ織おりと柚ゆずさんがテレビを見入っている。


    　そこには……恒こう太たが映し出されていた。


    　画面いっぱいに、胸をふんぞり返らせて立つ恒太が映っているのだ。


    　その横には、テーブルを前に大人しく座る日に本ほん商しよう業ぎよう銀行の片かた山やま頭とう取どりである。


    　テレビは生放送だった。


    　──なぜだ!?　どういうことなんだ!?


    　俺と莉音は同時に息を呑のんだ。


    　なぜ恒太と、片山頭取が一緒にライブ中継で登場してくるのか、まるで意味がわからない。


    　恒太が怪しいほほえみを浮かべながら、意気揚よう々ようと語り出す。


    「ククク、愚ぐ民みん諸君。よく聞くがいい。本日をもって、この俺が日本商業銀行の頭取に就任することになった。祝うがいい、王位の継けい承しようを!」


    　これは夢だ。夢に違いない。


    「こ……恒……太……?」


    　隣で、莉音がうめくのが聞こえた。


    　尊大に恒太はつづけていく。


    「愚民諸君、この俺が頭取になったからには安心していい。偉大なる銀行経営の手腕により、世界は栄光に包まれるだろう。なぜなら俺は、春かす日が恒太だからだ……ッ!」


    　恒太は拳こぶしを握りしめ、しっかりカメラ目線で、わけのわからないことを力説していく。


    「国連?　政府?　春日恒太が頭取となった世界に、そんなものは不要だ。世界の安定と平和には、我が王位と、革命部があればいい」


    　俺は頭が真っ白になっていた。


    　どうすれば銀行の頭取と、世界の平和が結びつくのだろう。


    　恒太のなかではどうなっているのか。


    　いや、そのまえに、なぜ恒太が勝手に頭取に就任しているのだ?


    「この俺の目的はただひとつ。世界を新しい世紀へ導みちびくことだ。そのためにはどうするか……だと?　かんたんだよ。世界の金きん融ゆうシステムを一変させ、グローバルな税制で地球を統一する。その俺の支配の下もとに、各国の分権を認めてやろう。なに、安心するがいい。見るも無む惨ざんで憐あわれな愚民諸君のために、この俺が、真に平等で豊かな世界を実現させてやる。見せてやろう、我が革命部の偉大なる力を!」


    　そういえば恒太が、幾いく度ども「俺が銀行を引き継いだ暁あかつきには──」などとくりかえしていたことを思い出す。


    　どうせいつもの戯ざれ言ごとだと、俺と莉音は笑って聞き流していた。


    　しかしまさか……恒こう太たは本気だったのか?


    　そんなバカな!?


    「愚ぐ民みん諸君は実に幸運だよ。なぜなら、春かす日が恒太という英雄と同じ時代に生きることができたのだからな。ククク、そのままでいいのだ、そう、貴様らは愚おろかなままでいいのだよ。今までどおり幻げん想そうのなかを生きるがいい。すべては愚かな民たみ草くさどもに代わって、革命部が血の犠ぎ牲せいによって成なし遂とげてやることなのだからな。愚民諸君、貴様らは資本主義も共産主義も社会主義も超えた、新しい時代の出現を見るだろう」


    　なんというひどい演説だろうか。


    　いくらなんでも生中継で、ここまで愚民を連呼すれば、大変な騒動に発展してしまう。


    　そんなことなどお構いなしで、恒太は左目に、意味深に手を置いた。


    　指の隙すき間まから、紅あかく輝くギガスがカメラを見み据すえている。


    「古く愚かしい旧時代へ、この俺が、贈る言葉はただひとつ………………そう、チェックメイトだ」


    　恒太は大きく息を吐き、悠ゆう然ぜんと会場を眺め回す。


    　言動はメチャクチャだが、格好だけなら堂に入っていた。恒太はむかしから、人前での緊張など無縁なのだ。


    　いつでも素す。それが恒太である。


    　ふいに恒太は、右腕を高らかに振り上げた。


    「さあ行こう、世界の果てまで!　春日恒太の旗の下もとに集つどえ!　革命部の栄光のために!」


    　テレビのむこうではカメラのフラッシュが大量にまたたき、恒太を光の奔ほん流りゆうが包み込んだ。


    　莉り音おんは口をあんぐりと開けて放心していた。


    　沙さ織おりは鋼鉄のように固まっていた。


    　柚ゆずさんは爛らん々らんと目を見開き、期待に胸を膨ふくらませていた。


    　ソビエト連れん邦ぽう崩ほう壊かいとか、ベルリンの壁崩壊とか、湾岸戦争とか、天てん安あん門もん事件とか、９・１１テロ事件とか、イラク戦争とか、リーマンブラザーズ破は綻たんとか、そういうレベルの事件だ。そう、歴史的大事件。


    　俺たちは今、あたらしい時代の幕開けに立ち会っていた。


    



    　頭とう取どり、春日恒太──ここに爆誕!


    



    　部費、三兆七二〇〇億円。借しやつ金きん二兆五三〇〇億円也なり。


    （うち、日に本ほん商しよう業ぎよう銀行　預金量八五〇〇億円）
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    この作品はフィクションです。実在の人物、団体、事件、法律とは一切関係ありません。

  



  
     あとがき


    



    　四巻に登場したＳ・Ｋには、経歴を一部参考にした二人の男がいます。Ｋ氏とＳ氏です。ピンとくる人はまずいないと思いますが。


    　ぼくにとってＫ氏は嫌いな部類に入り、Ｓ氏のことは尊敬しています。とは言え、Ｓ氏のお話を身近に聞く機会がたびたびあったので、好き嫌いはフェアではないかもしれません。


    　波乱の時代には、Ｋ氏やＳ氏のような人物が出てきます。日本では戦後の廃はい墟きよのなか、荒々しい人材がたくさん輩はい出しゆつされました。彼らは息も絶たえ絶だえの企業を再建し、かつまた新しい企業を創り上げ、数多くの新興企業が世界に進出していきました。


    　翻ひるがえって昨今の日本。成功した新興企業の名前を、みなさんは次々と挙げることはできるでしょう。しかし驚くべきことに、独自の価値を生んでいない企業が大勢を占めます。モノを右から左に流したり、マネーゲームによって成長しているにすぎません。


    　近年、新しい価値を創造し続けているのはアメリカ企業です。アメリカの経済基き盤ばんは弱体化し、ドルが破は綻たんする日は遠い未来ではありません。それでも国家に、ダイナミズムが残っています。


    　硬こう直ちよく化かした日本の構造的問題を、ひっくり返すのが不可能だとは思いません。活力ある社会を取り戻したい。そんな願いが、本シリーズ執しつ筆ぴつの動機の三％くらいを占めていたりします。

  



  
    至道流星


    Ryusei Shidou


    



    会社経営者、ときどき作家。専門書からライトノベルの執筆まで何でもこなします。スケールの大きい話を書くのは楽しくてしょうがない。そりゃ日常的な政治経済社会ネタだって豊富にありますよ。でもね、楽しい方がいいでしょう！

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    羽月莉音の帝国４
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    発行人　佐上靖之


    編集人　野村敦司
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    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１０年９月22日　初版第１刷発行


    



    ⒸRYUSEI SHIDOU 2012　ISBN978-4-09-451230-4


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。
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